




はじめに 

 

アルプス圏フィールド科学教育研究センター（ＡＦＣ）は，附属農場，附属演習

林および附属高冷地農業実験実習施設を統合して，平成 14 年に農学部附属教育研

究施設として設立されました。ＡＦＣはフィールド科学の実践の場として，フィー

ルドにおける生物生産技術および環境管理技術に関する教育・研究，並びに広く地

域社会の発展に寄与するための社会教育事業を行ってきました。  
 また，平成 29 年にはＡＦＣの組織体制の見直しを行い，センター長のもと，Ａ

ＦＣに関わる主要な案件を検討するＡＦＣ運営会議を設置し，さらに実際の管理・

運営業務を行う農場部会，演習林部会および野辺山部会の 3 部会から構成され，

各部会は主事を中心として，教育，研究および管理業務が進められる体制となりま

した。  
さらに，ＡＦＣは農場および演習林各々で 5 ヶ年計画を策定し，平成 29 年度ま

でに，農場は第 2 次 5 ヶ年計画を，また，演習林は第 10 次 5 ヶ年計画を策定・実

施してきました。第 2 次までの農場の 5 ヶ年計画は，フィールドに関わる教育・

研究環境を整備することを目的に，教員，技術職員など人員が少ない現状を考慮し

て，施設・機械類の効率的な利用と共同作業体制の構築を中心に，運営の効率化と

簡素化を進めてきました。一方，歴史の古い演習林の 5 ヶ年計画は，昭和 43 年に

第 1 次 5 ヶ年計画が立案・実施されて以来，百年あるいは更に先の森林そして林

業のあるべき姿を念頭に，教育・研究の推進と学究の森として相応しいフィールド

の整備を進めるための “道しるべ ”として着実に実施されてきました。また，平成 25
年度の野辺山農場，平成 26 年度の演習林の文部科学省による教育関係共同利用拠

点認定を契機に，さらに教育・研究環境の整備・充実を進めています。  
この度，平成 30 年度からの農場の第 3 次 5 ヶ年計画および演習林の第 11 次 5

ヶ年計画の策定に際し，今後 5 ヶ年のＡＦＣの方向性を明確にするため，これま

で農場，演習林各々で策定してきた 5 ヶ年計画を併せて策定・公表することにし

ました。これら 5 ヶ年計画が，着実にかつ明確な効果が挙げられるよう実施する

ことを肝に銘じ，教職員一同邁進して参りたいと思います。  
 
      平成 30 年 3 月  

ＡＦＣセンター長 春日 重光  
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Ⅰ．ＡＦＣの機能と目標 

 
農学部の理念は「信州の豊かな自然と風土のもとで，生命・食料・環境を支える農

学を基盤とし，高度に進展する生命科学の視座を踏まえ，論理性，実践性，倫理性，

創造性の高い教育と研究を行い，自然と人が共生する持続的社会の創造を目指し，広

い視野と課題探求能力，国際性を備えた人材の養成」である。また，農学部の目標は

「地域に開かれた大学として，変化する社会に適応した知的創造に資する人材を養成

し，人間生活の質的向上と健康で豊かな社会の創造に貢献し，食と緑のフロンティア

を切り拓き，持続的社会の創造に貢献する人間性あふれる創造力豊かな人材を養成し，

地域や国際社会との幅広い連携を進める」ことである。  

以上の農学部が掲げる理念に基づいた教育・研究を展開し，目標に示されている人

材を養成し輩出していくためには，座学を中心とした講義に加え，農地や林地，つま

り農林フィールドにおける実践的な演習・実習，さらには研究を遂行していくことが

必要不可欠である。このため，ＡＦＣが所有，管理する農場および演習林は，農学部

が行う教育・研究のフィールドとして，常に相応しい状態として維持し，学部学生や

大学院生が実践的な知識や技術を修得でき，さらには教員を含め，高度な研究を実施

できる環境を提供することが，最重要とされる機能といえよう。さらに，野外活動に

精通した学生の養成と農林生産や環境保全を通じた地域との交流・連携を積極的に進

め，広く地域社会の発展に寄与するための社会教育事業を担うことも，地域に開かれ

た大学としてＡＦＣが果たすべき機能と位置付けるものである。  

ＡＦＣは，これら機能を発揮させるため，農場，演習林ともに 5 年を 1 期とし，そ

れまでの実績を評価するとともに課題の抽出を行い，今後のあるべき姿をイメージし

これを具現化すべく，先 5 年間におけるフィールドの管理および利用等についての計

画を策定するものである。ただし，農場と演習林では，管理の対象となる生物の時間

スケールが著しく異なるため，中期としての管理指針を示す 5 ヶ年計画立案にあたっ

ての視点も異なるものであるが，農場および演習林の大学の一組織としての目標と機

能は基本的に共通している。それぞれにおける生産事業は実践的教育・研究そのもの

であり，これにより得られる収益は教育・研究環境の維持および向上に向けられるの

である。このことは，教育，研究さらには技術能力のみならず，経営能力をも試され

るシステムであって，高い社会性を有する実践的教育および研究を展開するために，

他に求めることのできない施設といえよう。  
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Ⅱ．ＡＦＣの概要 

 

㸿㸬農� 場�

 
１．各農場の概要 

農学部࢟ࣕンࣃス内にある農場（21ha）では，ᯝᶞ（ࣜンࢼ，ࢦシ，ࣔࣔ，ࣈドウ，

，ࣉルー࣋ࣜーࣈ，ドウࣈ࣐ࣖ ルーン等），ⶰ ，（ール等ࢣ，野ἑ⳯，ࢬ࢖ࢲ，ࢦࢳ࢖⳯）

ⰼ༘（シ࣓ࣛࢡン等），ࣂࢯ，࣐࣓㢮，飼料作物を栽培し，㯮ẟ࿴✀肉用牛，ࢪࢶࣄ，

※ースおよびື物㈨ࢥ等を飼育している。᳜物㈨※科学ࢳࣂࢶ࣑，࢝ࢪン࣍ࢽ，ࢠࣖ

生命科学ࢥースの実習は，୺にここで⾜われている。また，農学部構内から 2km の㏆

㊥㞳に఩置するⳢ἟Ỉ⏣（3ha）では，Ỉ✄栽培に関する実習が⾜われ，また，Ỉ✄栽

培に関わるᣢ続的な農業生産技術に関する研究も⾜われている。さらに，୺な研究ᅡ

場（ᅡ場θ20）の利用に関する調ᩚを⾜っている。  

野辺山ステーションは，ඵࢣᓅᮾ山㯄の野辺山高ཎ（ᶆ高 1,350 m）に఩置し，農

場（19ha）と₇習ᯘ（9ha）から構成されている。࿘辺୍ᖏは高ཎ野⳯と㓗農生産が

άⓎであり，この᮲௳を生かした環境ಖ඲型の高冷地農業のᒎ㛤に関する教育・研究

の推進を目的としている。学生に対してはᐟἩ実習による農業体㦂学習の場を提供し，

また高冷地フィールドをά用した農業生産や生産環境に関する研究の場として，ά用

されている。また，平成 25 年度より文部科学省から教育関係共同利用拠点として認

定されている。さらに，平成 30 年度から 5 年間，継続して認定され，このフィール

ドを広ࡃ，他大学等の教育研究機関による共同利用がྍ⬟になった。  

なお，ᐟἩ施設の改ಟにより，平成 30 年度௨㝆 5 ᭶ 1 日㹼10 ᭶ 31 日での 90 名，11

᭶ 1 日㹼4 ᭶ 30 日での 15 名のᐟἩがྍ⬟となり，教育・研究施設としてά用がᮇᚅ

されている。  

 
２．設置時および第 1 次 5 ヶ年計画以降の経緯 

農場は 1945 年に設❧された㛗野┴❧農ᯘ専門学ᰯ（農科・ᯘ科）を๓㌟に，1949

年，ಙᕞ大学の設置にకい，農学部（農学科・ᯘ学科）の㝃ᒓ施設としてⓎ㊊した。

2002 年，࢔ルࣉスᅪフィールド科学教育研究ࢭンࢱー（AFC）は，農場，₇習ᯘおよ

び高冷地農業実㦂実習施設を⤫ྜして農学部㝃ᒓ教育研究施設として新たに設❧され

た。  

2008 年，農場は第 1 次 5 ヶ年計画を策定した。1 次計画では，農場における⌧≧の

認㆑とၥ㢟点の改善を進めた。具体的には，技術職員の関୚する管理，㐠営における

効率的作業体制の構築，フィールドにおける学生に提供する教材の‽備，ᩚ備のため

の生産άືの推進であった。ࡑして，農場における部門の職員配置の見直し，専門性

─　　─2
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の考慮，共同作業体制の構築を進めた。また，構内および野辺山ステーションにおけ

る作業配分を見直し，肉用牛の飼養管理，飼料作物の栽培・収穫管理、技術職員の配

置および休日出勤形態，施設の有効利用，機械の効率的利用等に関する積極的な見直

しと改善を進めた。  

2013 年には，第 1 次 5 ヶ年計画を検証した上で，第 2 次 5 ヶ年計画を策定した。2

次計画では，基本的には第 1 次 5 ヶ年計画を基盤とし，さらに見直し，改善を図った。

具体的には技術職員の専門性を考慮した共同作業体制の構築，言い換えれば専門性と

汎用性を兼ね備えた技術職員の養成を基本とした。また，構内と野辺山ステーション

における耕畜連携における畜産部門の強化を推進した。さらに，第 1 次計画同様，技

術職員の配置，休日出勤の形態の改善，施設，機械の有効利用の推進，良質堆肥の増

産，汎用性の高い大型機械の更新・導入計画を積極的に推進した。  

2013 年，野辺山農場は「中部高冷地域における農業教育共同利用拠点」として文部

科学省から「教育関係共同利用拠点」に認定された。認定後，野辺山農場が高冷地に

農場のない他大学に農場実習の場とノウハウを提供することは，大学・学部の領域を

超えた「食」と「環境」に対する理解を深め，多角的な視野の構築と学力の向上に高

い意義があると考えられる。野辺山農場は，高冷地の農畜産物を教材に，幅広い分野

の他大学生に先端的な農業技術実習教育を実施することで，自然の恵みや命の営みの

尊さなど豊かな人間性構築を目指し，教育および研究を推進してきた。すなわち，他

大学の農学系・非農学系学生，海外の農学系大学生等も対象に，高冷地作物の栽培，

ウシの飼養と飼料生産，および高冷地の野生生物の調査などの実習教育，フィールド

および環境教育を実施している。拠点認定後，平成 28 年度までの４年間の他大学の

利用人数は 87 大学，1,980 名（延べ）となり，平成 27 年度は 35 大学，710 名に利用

された。  

2017 年，野辺山農場は「中部高冷地域における農業・環境教育共同利用拠点」とし

て継続してさらに 5 年間，文部科学省から「教育関係共同利用拠点」に再認定された。  
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㹀㸬演習林 

 
㸯㸬₇⩦ᯘࡢᵓᡂ 

信州大学農学部附属 AFC 演習林は，構内ステーション，西駒ステーション，手良

沢山ステーション，野辺山ステーションの各演習林により構成されている。各演習林

の఩⨨をᅗ－1 に，概要およࡧ構成を表－1，表－2 にࡑれࡒれ示した。  

ᅗ－  1 信州大学農学部附属࢔ルプスᅪフィールド⛉学教育研究ࢭンター  

    各ステーション演習林の఩⨨（⅊Ⰽ部ศは標高 1000m 以ୖ）  
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の఩⨨をᅗ－1 に，概要およࡧ構成を表－1，表－2 にࡑれࡒれ示した。  
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表－  1 信州大学農学部附属 AFC 各ステーション演習林の概要（2018. 4. 1 現在）  

 
表－  2 信州大学農学部附属 AFC 各ステーション演習林の面積等（2018. 4. 1 現在） 

注）野辺山ステーションの演習林において，2004（H. 16）年 3 月 31 日に，4 林班い小班の除地
（10.97ha）の内，9.0ha が国立天文台に移管された。このため，当ステーションの演習林面
積は 19.27ha から現有の 10.27ha となった。  

 
表－１に示したように，標高でみると農学部構内ステーションの 760m から西駒ス

テーションの 2,672m まで，手良沢山ステーションの 960m までの間を除き，全標高

範囲をカバーしている。このため，植生帯で示すと山地帯（落葉広葉樹林帯）－亜高

山帯（常緑針葉樹林帯）－高山帯（ハイマツ帯）の 3 植生帯にまたがり，自然植生の

みならず，各ステーション演習林で育成されている人工林のタイプも多様なものとな

っている。端的に示した表中の森林の特徴においても，演習林総体として多様である

ことがわかる。このよう様な多様性は多様な教育，研究を遂行するフィールドとして

高い機能を有する基盤となっている。次項以降において各ステーション演習林の特性

を詳述するが，野辺山ステーションについては pp. 17～19 を参照されたい。  

主要施設

天然林 人工林 その他 計 宿泊定員

構内 6.08 5.87 2.71 14.66 製材所，本部

西駒 230.60 11.31 8.24 250.15 観測小屋2棟

桂木場 0.00 1.00 0.69 1.69 宿泊施設・30人

手良沢山 6.99 212.81 8.02 227.82 宿泊施設・45人

野辺山 1.00 5.65 3.62 10.27 宿泊施設・50人

計 244.67 236.64 23.28 504.59

名　称
面積 (ha)

所在地 標高 (m) 森林の特徴

構内 農学部構内（南箕輪村8304） 760～780 平地林，構内環境林

西駒 中央アルプス（木曽山脈） 1410～2672 山岳奥地，高山・亜高山自然植生

桂木場 小黒川流域（伊那市小黒川） 1250 試験地（外国産樹木園）

手良沢山 伊那山地（伊那市棚沢川）  960～1400 里山・山地，ヒノキ等人工林

野辺山 八ヶ岳東山麓（南牧村） 1350～1365 高冷地，カラマツ林・原野植生

名　称
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表－3～16 は，AFC ྛステーションの平年値࡜ 2017（平成 29）年のࢹーࢱを表し

る࠸てࡗな␗࡟࡜ࡈては，ステーション࠸ࡘ࡟平年値の統計期間࠾のである。なࡶࡓ

。࠸ࡓࢀࡉを␃ព࡜ࡇ  

(1) ᵓෆステーションの気象 2),3) 

ᵓෆステーション࡟㛵しては，㎰Ꮫ㒊の気象ࢹーࡗࡼ࡟ࢱてゎㄝࡍる。  

ಙᕞ大Ꮫ㎰Ꮫ㒊の気象ほ は，ಙᕞ大Ꮫ㎰Ꮫ㒊（ୖఀ㑣㒆༡⟪㍯ᮧ，໭⦋ 35r51.6 ，̓

ᮾ⤒ 137r56.5 ，̓ᶆ高 760m）の気象ほ ᡤ࠸࠾࡟て 1948 年࡟㛤ጞ1952，ࢀࡉ 年࡟

は㛗野ᆅ᪉気象ྎ⏥✀ほ ᡤ࡜して㐠用ࡑ。ࡓࢀࡉのᚋ 1970 年࡟は，㛗野ᆅ᪉気象

ྎ㎰ᴗ気象ᒁᆅほ ᡤ࡜してほ ᴗົをጤクࢀࡉ⥆⥅ࢀࡉてࡑ。ࡓࡁのᚋ，気象ᗇࡀ

1972 年ࡽ࠿᥎㐍してࠕࡓࡁᆅᇦ気象ほ システ࣒  ス（AMeDAS: Automatedࢲ࣓࢔ࠖ）

Meteorological Data Acquisition System））のᑟධࡶ࡜࡟な1978，࠸ 年 11 月࡟気象

ᗇのほ ጤクࡀᗫṆࢀࡉ，⊂⮬の気象ほ ⿦⨨をᑟධして計 ࡜㞟計ࢀࢃ⾜ࡀてࡓࡁ。 

༓野ࡽ は㎰Ꮫ㒊の平年値（1953-1982࡟(2(1984) 年）ࢀࡉ♧ࡀて࠸るので，㞵量，気温

のࢹーࢱをᅗ－2 ᅗ－2。ࡍ♧࡟ は，AMeDAS࡟ ఀ㑣（統計期間㸸1993～2010 年㸬௨

ୗでは A ఀ㑣࡜グࡍ）のࢹーࢱをేグしࡓ。年降水量࡜平均気温の平年値は，㎰Ꮫ㒊

ࡀ 1606.1mm ࡜ 10.6℃，A ఀ㑣ࡀ 1478.1mm ࡜ 11.2℃である。୧⪅はⱝᖸ␗なࡗて

なる（㎰Ꮫ㒊㸸1953-1982␗ࡀ統計期間，ࡀる࠸ 年，A ఀ㑣㸸1993～2010 年）࡜ࡇを

⪃៖ࡳ࡜➼ྠࡰ࡯，ࡤࢀࡍなࡀ࡜ࡇࡍでࡁる。2017，ࡓࡲ 年をẚ㍑ࡍる࡜，気温は年

間を㏻して㎰Ꮫ㒊ࡀ A ఀ㑣ࡾࡼ 2℃⛬ᗘ低ࡃ，㞵量のᕪは最大で 3 月の 30mm ⛬ᗘあ

るࡀ，月࡜ࡈのኚືのഴྥは㢮ఝして࠸る。気温のᕪ␗は，A ఀ㑣のᶆ高ࡀ 633 m で

㎰Ꮫ㒊の 760㹫࡜ 127㹫ある࡜ࡇ，A ఀ㑣࡜㎰Ꮫ㒊の┤⥺㊥㞳（水平）ࡀ⣙ 4,400m あ

るࡀ࡜ࡇ㛵ಀして࠸る。ࡍなࡕࢃ，ኳ❳ᕝྑᓊのẁୣᓴ௨እはᮌ᭮山⬦山㯄ᇦࡲで⦆

ὶືして࡟ᶵᲔⓗࡀ気ሢ࡟のᆅᇦは，ᖖࡇるࡍഴᩳ࡟࠿ࡸ なࡁẚ㍑ⓗ大，ࡵࡓる࠸(2

気温ῶ⋡ࡀᙧ成ࢀࡉるࡀ࡜ࡇᙳ㡪して࠸る。  
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表－3～16 は，AFC ྛステーションの平年値࡜ 2017（平成 29）年のࢹーࢱを表し

る࠸てࡗな␗࡟࡜ࡈては，ステーション࠸ࡘ࡟平年値の統計期間࠾のである。なࡶࡓ
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⪃៖ࡳ࡜➼ྠࡰ࡯，ࡤࢀࡍなࡀ࡜ࡇࡍでࡁる。2017，ࡓࡲ 年をẚ㍑ࡍる࡜，気温は年

間を㏻して㎰Ꮫ㒊ࡀ A ఀ㑣ࡾࡼ 2℃⛬ᗘ低ࡃ，㞵量のᕪは最大で 3 月の 30mm ⛬ᗘあ

るࡀ，月࡜ࡈのኚືのഴྥは㢮ఝして࠸る。気温のᕪ␗は，A ఀ㑣のᶆ高ࡀ 633 m で

㎰Ꮫ㒊の 760㹫࡜ 127㹫ある࡜ࡇ，A ఀ㑣࡜㎰Ꮫ㒊の┤⥺㊥㞳（水平）ࡀ⣙ 4,400m あ

るࡀ࡜ࡇ㛵ಀして࠸る。ࡍなࡕࢃ，ኳ❳ᕝྑᓊのẁୣᓴ௨እはᮌ᭮山⬦山㯄ᇦࡲで⦆
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ୖグのࡾ࠾࡜，㎰Ꮫ㒊の気象は A ఀ㑣ࢀࡉุ᩿࡜➼ྠ࡜るࡵࡓ，㎰Ꮫ㒊（ᵓෆステ

ーション）の気象⎔ቃࡶᕳᮎ࡟ᥖ㍕しࡓ㈨ᩱ（pp. 126～130）࡟グ㏙しࡓ୰ኸ高ᆅの

≉ᚩを࿊して࠸る࠼࠸࡜る。  

 表－3～6 はᵓෆステーションの気象月表平年値（1953～1982 年），ᵓෆステーショ

ンの平年値（1953～1982 年）などである。年平均降水量は 1,606.1mm，月平均降水

量の最大は 6 月の 233.5mm で，統計期間の月最大値は 6 月の 471.0mm である。年

平均気温は 10.6℃，月平均気温の最大値は 8 月の 22.8℃，最低値は 1 月の -1.5℃，統

計期間の最高値は 34.4℃，最低値は -19.3℃である。 2017 年は，年平均降水量は

1,204.0mm，月平均降水量の最大は 10 月の 295.5mm で，日最大値は 6 月の 68.5mm

である。年平均気温は 10.2℃，月平均気温の最大値は 7 月の 23.2℃，最低値は 1 月の

-1.1℃，統計期間の最高値は 32.8℃，最低値は -12.7℃である。  

 
表－3  ᵓෆステーションの気象月表平年値（1953～1982）* 

表－  4 ᵓෆステーションの気象年表平年値（1953～1982）* 

表－  5 ᵓෆステーションの 2017 年気象月表* 

 

* 文献 �)� �)を使用して作成  

1時間

最大 日平均 日最高 日最低 日平均 日最大 日最小

1 59.5 141.0 䠉 -1.5 1.5 -4.1 17.5 -18.8 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

2 75.9 183.0 䠉 -0.4 3.4 -3.5 19.3 -19.3 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

3 120.3 396.0 䠉 3.2 5.1 -0.5 23.1 -14.8 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

4 155.4 264.0 䠉 9.7 13.8 6.4 28.3 -9.4 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

5 153.6 305.0 䠉 14.3 15.9 12.8 30.4 -3.0 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

6 233.5 471.0 䠉 18.1 20.4 16.2 30.8 1.3 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

7 202.2 437.0 䠉 22.2 24.1 19.6 33.4 8.6 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

8 145.1 340.0 䠉 22.8 24.5 21.2 34.4 8.2 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

9 190.9 356.0 䠉 18.7 21.3 16.5 32.7 0.5 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

10 127.2 226.0 䠉 12.2 15.5 10.6 28.9 -3.6 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

11 88.1 183.0 䠉 6.5 8.2 3.8 22.1 -8.8 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

12 54.4 109.0 䠉 1.4 3.9 -1.1 18.6 -14.7 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

日最大合計

気温(℃) 相対湿度(％)

平均 
最高 最低

平均 
最大 最小

月

降水量(mm)

* 文献 �)� �)を使用して作成  

1時間

最大 日平均 日最高 日最低 日平均 日最大 日最小

1953～82 1606.1 471.0 䠉 10.6 11.7 9.4 34.4 -19.3 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

年

降水量(mm) 気温(℃) 相対湿度(％)

平均 
最大 最小合計 日最大

平均 
最高 最低

㢼㏿(m㻛㼟䠅

平均 平均 最高

日平均 日最高 日最低 日最大 日最小 日平均 日平均

1 31.0 12.5 -1.1 5.0 -6.4 10.2 -12.7 91.5 39.3 100 14.5 1.6 - -

2 97.0 27.5 -0.3 6.0 -6.3 13.5 -11.0 90.0 37.7 100 22.2 1.7 - -

3 47.5 20.0 2.3 8.9 -3.7 15.6 -7.1 91.3 37.6 100 13.3 1.3 - -

4 158.0 47.0 8.7 15.7 1.4 22.5 -4.3 96.7 40.8 100 14.9 1.5 - -

5 45.0 22.0 15.4 22.3 8.5 30.2 -0.4 97.5 41.8 100 18.6 1.3 - -

6 113.5 68.5 17.2 24.2 10.4 29.4 3.0 97.7 43.7 100 13.8 1.3 - -
7 154.0 59.0 23.2 29.0 18.6 32.0 15.1 99.3 57.3 100 36.9 1.0 - -

8 84.5 21.5 23.0 28.8 18.6 32.8 13.0 99.3 59.9 100 18.4 0.8 - -

9 107.5 22.5 17.6 24.0 11.9 27.9 4.7 99.1 50.9 100 21.5 0.8 - -

10 295.5 68.0 11.9 17.1 7.8 26.9 -1.9 99.3 67.1 100 33.3 0.6 - -

11 49.0 16.5 5.2 12.0 -0.9 20.0 -6.0 97.2 49.2 100 25.7 1.0 - -

12 21.5 9.5 -0.1 5.8 -5.5 12.9 -9.4 89.9 43.4 100 23.8 1.3 - -

月

降水量(mm) 気温(℃) 相対湿度(％) 日ᑕ量(㼃㻛m2)

合計 日最大
平均 

最高 最低
平均 

最大 最小

* 文献 �)� �)を使用して作成  

─　　─6 ─　　─7
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表－  6 ᵓෆステーションの 2017 年気象年表* 

(2) す㥖ステーションの気象  

表－7࣭8 はす㥖ステーション（ᑗᲥ㢌）の気象月表（2014～2016 年の平均），す㥖

ステーションの気象年表（2014～2016 年の平均）である。年平均気温は 1.0℃，月平

均気温の最大値は 8 月の 12.7℃，最低値は 1 月の -11.8℃，統計期間の最高値は 24.0℃，

最低値は -24.5℃である。  

 
表－  7 す㥖ステーションの気象月表（2014～2016 年の平均）* 

表－  8 す㥖ステーションの気象年表（2014～2016 年の平均）* 

 
 (3) 手良沢山ステーションの気象 6)～ 16) 

 表－9～12 は手良沢山ステーションの気象月表平年値（1953～1982 年），手良沢山

ステーションの平年値（1953～1982 年）などである。年平均降水量は 1,397.6mm，

月平均降水量の最大は 7 月の 177.5mm で，統計期間の日最大値は 9 月の 48.2mm で

ある。  年平均気温は 8.9 ℃，月平均気温の最大値は 8 月の 21.4℃，最低値は 1 月の  

-3.4℃，統計期間の最高値は 33.4℃，最低値は -15.9℃である。2017 年は，年平均降

水量は 1,120.0mm，月平均降水量の最大は 10 月の 323.0mm で，日最大値は 10 月の

57.0mm である。年平均気温は 8.6℃，月平均気温の最大値は 8 月の 21.6℃，最低値

は 1 月の -3.2℃，統計期間の最高値は 31.7℃，最低値は -12.8℃である。  

* 文献 �)� �)を使用して作成  

㢼㏿(m㻛㼟䠅

日平均 日最高 日最低 日最大 日最小
2017 1204.0 68.5 10.2 16.6 4.5 32.8 -12.7 95.7 47.4 100 13.3 1.2 䠉 䠉

年
降水量(mm) 気温(℃) 相対湿度(％) 日ᑕ量(㼃㻛m2)

合計 日最大
平均 

最高 最低 最大 最小 平均 平均 最高

* 文献 6)～16)を使用して作成  

日平均 日最高 日最低
1 -11.8 -8.1 -15.1 2.4 -24.5
2 -10.7 -6.7 -14.2 3.3 -23.5
3 -6.9 -2.8 -10.8 8.4 -22.4
4 -0.1 4.3 -4.2 13.8 -17.0
5 5.3 10.5 1.0 19.3 -7.0
6 7.9 12.0 5.0 20.0 -1.3
7 11.8 15.0 9.6 23.9 5.3
8 12.7 15.9 10.5 24.0 5.5
9 9.3 12.9 6.8 18.6 1.0
10 4.3 8.0 1.6 17.7 -8.0
11 -1.1 2.3 -4.1 13.4 -14.9
12 -8.9 -5.6 -12.1 8.0 -21.3

月
気温䚷(℃)

平均 
最高 最低

* 文献 6)～16)を使用して作成  

日平均 日最高 日最低
2014～16 1.0 4.8 -2.2 24.0 -24.5

年
気温　(℃)

平均 
最高 最低

─　　─8
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表－  6 ᵓෆステーションの 2017 年気象年表* 

(2) す㥖ステーションの気象  

表－7࣭8 はす㥖ステーション（ᑗᲥ㢌）の気象月表（2014～2016 年の平均），す㥖

ステーションの気象年表（2014～2016 年の平均）である。年平均気温は 1.0℃，月平

均気温の最大値は 8 月の 12.7℃，最低値は 1 月の -11.8℃，統計期間の最高値は 24.0℃，

最低値は -24.5℃である。  

 
表－  7 す㥖ステーションの気象月表（2014～2016 年の平均）* 

表－  8 す㥖ステーションの気象年表（2014～2016 年の平均）* 

 
 (3) 手良沢山ステーションの気象 6)～ 16) 

 表－9～12 は手良沢山ステーションの気象月表平年値（1953～1982 年），手良沢山

ステーションの平年値（1953～1982 年）などである。年平均降水量は 1,397.6mm，

月平均降水量の最大は 7 月の 177.5mm で，統計期間の日最大値は 9 月の 48.2mm で

ある。  年平均気温は 8.9 ℃，月平均気温の最大値は 8 月の 21.4℃，最低値は 1 月の  

-3.4℃，統計期間の最高値は 33.4℃，最低値は -15.9℃である。2017 年は，年平均降

水量は 1,120.0mm，月平均降水量の最大は 10 月の 323.0mm で，日最大値は 10 月の

57.0mm である。年平均気温は 8.6℃，月平均気温の最大値は 8 月の 21.6℃，最低値

は 1 月の -3.2℃，統計期間の最高値は 31.7℃，最低値は -12.8℃である。  

* 文献 �)� �)を使用して作成  

㢼㏿(m㻛㼟䠅

日平均 日最高 日最低 日最大 日最小
2017 1204.0 68.5 10.2 16.6 4.5 32.8 -12.7 95.7 47.4 100 13.3 1.2 䠉 䠉

年
降水量(mm) 気温(℃) 相対湿度(％) 日ᑕ量(㼃㻛m2)

合計 日最大
平均 

最高 最低 最大 最小 平均 平均 最高

* 文献 6)～16)を使用して作成  

日平均 日最高 日最低
1 -11.8 -8.1 -15.1 2.4 -24.5
2 -10.7 -6.7 -14.2 3.3 -23.5
3 -6.9 -2.8 -10.8 8.4 -22.4
4 -0.1 4.3 -4.2 13.8 -17.0
5 5.3 10.5 1.0 19.3 -7.0
6 7.9 12.0 5.0 20.0 -1.3
7 11.8 15.0 9.6 23.9 5.3
8 12.7 15.9 10.5 24.0 5.5
9 9.3 12.9 6.8 18.6 1.0
10 4.3 8.0 1.6 17.7 -8.0
11 -1.1 2.3 -4.1 13.4 -14.9
12 -8.9 -5.6 -12.1 8.0 -21.3

月
気温䚷(℃)

平均 
最高 最低

* 文献 6)～16)を使用して作成  

日平均 日最高 日最低
2014～16 1.0 4.8 -2.2 24.0 -24.5

年
気温　(℃)

平均 
最高 最低

9 
 

表－  9 手良沢山ステーションの気象月表準平年値（2007～2017 年）* 

表－10 手良沢山ステーションの気象年表準平年値（2007～2017 年）* 

表－11 手良沢山ステーションの 2017 年気象月表* 

表－12 手良沢山ステーションの 2017 年気象年表* 

(4) 野辺山ステーションの気象 1) 

表－13～16 は野辺山ステーションの気象月表平年値（1953～1982 年），野辺山ス

テーションの平年値（1953～1982 年などである。年平均降水量は 1,606.1mm，月平

均降水量の最大は 6 月の 233.5mm で，統計期間の月最大値は 6 月の 471.0mm であ

る。年平均気温は 6.8℃，月平均気温の最大値は 8 月の 19.0℃，最低値は 1 月の -5.6℃，

統計期間の最高値は 29.6℃，最低値は -26.6℃である。2017 年は，年平均降水量は

1,189.5mm，月降水量の最大は 10 月の 388.5mm で，日最大値は 10 月の 33.0mm で

ある。 年平均気温は 7.1℃，月平均気温の最大値は 7 月の 20.1℃，最低値は 1 月の  

-5.0℃，統計期間の最高値は 28.9℃，最低値は -21.0℃である。  

 

* 文献 6)～16)を使用して作成  

1時間

最大 日平均 日最高 日最低 日平均 日最大 日最小

1 48.8 17.6 3.2 -3.4 2.8 -7.7 11.7 -15.9 91.5 100.0 61.1 100.0 22.8

2 80.4 25.9 5.0 -2.0 4.4 -6.7 16.0 -15.3 89.5 99.9 59.0 100.0 25.6

3 116.7 29.5 6.5 1.5 8.5 -3.4 21.3 -13.1 87.2 100.0 53.6 100.0 15.1

4 118.0 34.0 6.5 7.3 14.5 1.6 24.7 -7.3 84.6 99.9 50.9 100.0 13.8

5 121.8 33.3 9.6 12.8 20.1 6.9 28.4 -2.1 83.8 99.9 49.4 100.0 14.9

6 151.8 37.8 12.2 16.4 22.2 12.1 29.4 2.9 91.9 100.0 65.7 100.0 19.9

7 177.5 43.5 19.5 20.6 25.6 17.3 32.1 10.5 94.6 100.0 73.5 100.0 30.4

8 144.0 39.5 21.2 21.4 27.1 17.9 33.4 11.1 93.9 100.0 69.6 100.0 35.8

9 153.0 48.2 13.9 17.3 23.0 13.6 30.4 3.9 94.6 100.0 70.6 100.0 26.9

10 145.2 44.4 10.3 11.0 17.1 7.0 25.3 -1.6 95.1 100.0 70.3 100.0 32.6

11 84.2 30.4 6.5 4.7 10.9 0.6 20.1 -6.8 94.3 100.0 68.2 100.0 35.1

12 56.3 22.5 6.0 -0.4 5.5 -4.2 15.4 -13.2 93.1 99.9 67.4 100.0 31.7

最低
平均 

最大 最小合計 日最大
平均 

最高
月

降水量(mm) 気温(℃) 相対湿度(％)

* 文献 6)～16)を使用して作成  

1時間

最大 日平均 日最高 日最低 日平均 日最大 日最小

2007～17 1397.6 48.2 21.2 8.9 15.2 4.6 33.4 -15.9 91.2 100.0 63.3 100.0 13.8

平均 
最高 最低

平均 
最大 最小合計 日最大

年

降水量(mm) 気温(℃) 相対湿度(％)

* 文献 6)～16)を使用して作成  

1時間

最大 日平均 日最高 日最低 日平均 日最大 日最小

1 20.0 7.5 1.5 -3.2 3.6 -7.7 8.7 -12.8 87.5 99.9 51.8 100 22.8

2 69.5 24.0 4.0 -2.3 4.7 -7.2 8.8 -12.5 86.1 99.5 51.3 100 31.7

3 53.5 17.0 2.5 0.4 7.2 -4.1 13.3 -7.0 85.4 99.9 50.6 100 20.7

4 123.5 32.5 8.0 6.7 14.5 0.8 22.0 -4.1 85.4 99.9 49.0 100 25.2

5 68.5 24.0 6.0 13.5 20.8 8.0 28.4 -0.2 84.9 100 49.6 100 20.8

6 82.0 43.5 7.5 15.2 22.2 9.9 27.9 3.3 85.8 100 53.0 100 27.9

7 136.0 47.5 15.5 21.5 27.1 18.2 30.7 14.8 91.8 100 66.7 100 43.6

8 97.0 27.5 7.5 21.6 27.1 18.5 31.7 14.2 92.7 100 68.6 100 41.8

9 91.0 20.5 6.5 16.1 22.6 11.9 27.3 5.0 91.0 99.9 60.8 100 35.3

10 323.0 57.0 10.5 10.9 15.6 7.6 25.3 -1.6 96.3 100 79.6 100 47.7

11 36.0 17.5 3.5 3.9 10.7 -0.6 18.5 -4.9 92.2 100 61.4 100 35.1

12 20.0 13.5 6.0 -1.8 4.9 -5.8 10.4 -9.3 85.9 99.6 52.6 100 37.1

日最大 最高 最低

降水量(mm) 気温(℃) 相対湿度(％)

最大 最小
平均 平均 月

合計

1時間

最大 日平均 日最高 日最低 日平均 日最大 日最小

2017 1120.0 57.0 15.5 8.6 15.1 4.2 31.7 -12.8 88.8 99.9 58.0 100 20.7

日最大 最高 最低

降水量(mm) 気温(℃) 相対湿度(％)

最大 最小
平均 平均 年

合計

* 文献 6)～16)を使用して作成  

─　　─8 ─　　─9
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表－13 野辺山ステーションの気象月表平年値（1953～1982 年）* 

表－14 野辺山ステーションの気象年表平年値（1953～1982 年）* 

表－15 野辺山ステーションの 2017 年気象月表* 

 
表－16 野辺山ステーションの 2017 年気象年表* 

 
ᘬ用文献  

 （ᕳᮎ㈨ᩱ pp. 129～130 をཧ↷）  

 

* 1)を使用して作成  

1時間

最大 日平均 日最高 日最低 日平均 日最大 日最小

1 59.5 141.0 䠉 -5.6 -2.5 -8.4 16.0 -24.6 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

2 75.9 183.0 䠉 -5.0 -0.6 -9.3 14.5 -26.6 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

3 120.3 396.0 䠉 -1.1 1.4 -5.3 19.7 -21.4 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

4 155.4 264.0 䠉 6.0 10.1 2.4 25.4 -14.0 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

5 153.6 305.0 䠉 10.5 12.4 8.7 25.6 -8.0 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

6 233.5 471.0 䠉 14.4 16.2 12.3 26.3 -3.0 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

7 202.2 437.0 䠉 18.5 20.1 15.5 29.6 3.2 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

8 145.1 340.0 䠉 19.0 20.7 17.4 29.2 3.5 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

9 190.9 356.0 䠉 15.1 17.2 12.9 28.2 -3.0 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

10 127.2 226.0 䠉 8.7 10.4 6.9 26.0 -9.4 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

11 88.1 183.0 䠉 3.6 6.1 1.3 18.1 -13.8 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

12 54.4 109.0 䠉 -1.9 1.6 -4.4 17.4 -23.1 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

平均 
最大 最小

月

降水量(mm) 気温(℃) 相対湿度(％)

合計 日最大
平均 

最高 最低

* 1)を使用して作成  

㢼㏿(m㻛㼟䠅
1時間 平均 
最大 日平均 日最高 日最低 日平均 日最大 日最小 日平均

2017 1189.5 28.3 33.0 7.1 12.6 1.5 28.9 -21.0 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉 2.7

最大 最小
年

降水量(mm) 気温(℃) 相対湿度(％)

合計 日最大
平均 

最高 最低
平均 

 సᡂ࡚ࡋ⏝౑ࢆ@� *

㢼㏿(m㻛㼟䠅

最大 平均 

1時間 日平均 日最高 日最低 日平均 日最大 日最小 日平均

1 21.0 10.5 2.0 -5.0 0.3 -11.1 6.5 -20.1 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉 3.2

2 54.5 15.5 4.5 -4.4 1.4 -11.6 10.8 -21.0 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉 2.9

3 38.5 12.5 2.0 -1.5 3.7 -7.2 10.2 -11.9 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉 2.5

4 98.0 38.5 8.0 5.9 12.1 -0.7 20.5 -8.1 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉 3.2

5 71.5 27.5 5.0 12.4 18.6 6.1 25.4 -3.2 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉 2.5
6 74.5 37.5 11.0 13.6 19.7 7.6 24.8 0.1 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉 2.4

7 176.5 39.0 33.0 20.1 25.1 16.5 28.0 10.5 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉 2.2
8 155.0 47.0 21.5 20.0 24.6 16.9 28.9 12.6 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉 2.1
9 85.0 16.0 10.5 14.4 20.0 9.3 24.1 0.2 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉 2.0
10 388.5 78.5 17.5 9.3 14.0 5.2 23.6 -6.1 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉 2.2
11 15.0 7.0 3.0 3.5 9.0 -2.2 17.0 -8.3 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉 3.4
12 11.5 9.5 4.0 -3.4 2.4 -10.3 9.2 -18.1 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉 3.4

相対湿度(％)

最低
月

気温(℃)

平均 
最大 最小合計 日最大

平均 
最高

降水量(mm)

* 1)を使用して作成 

* 1)を使用して作成  

㢼㏿(m㻛㼟䠅
1時間 平均 
最大 日平均 日最高 日最低 日平均 日最大 日最小 日平均

2017 1189.5 28.3 33.0 7.1 12.6 1.5 28.9 -21.0 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉 2.7

最大 最小
年

降水量(mm) 気温(℃) 相対湿度(％)

合計 日最大
平均 

最高 最低
平均 

─　　─10
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表－13 野辺山ステーションの気象月表平年値（1953～1982 年）* 

表－14 野辺山ステーションの気象年表平年値（1953～1982 年）* 

表－15 野辺山ステーションの 2017 年気象月表* 

 
表－16 野辺山ステーションの 2017 年気象年表* 

 
ᘬ用文献  

 （ᕳᮎ㈨ᩱ pp. 129～130 をཧ↷）  

 

* 1)を使用して作成  

1時間

最大 日平均 日最高 日最低 日平均 日最大 日最小

1 59.5 141.0 䠉 -5.6 -2.5 -8.4 16.0 -24.6 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

2 75.9 183.0 䠉 -5.0 -0.6 -9.3 14.5 -26.6 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

3 120.3 396.0 䠉 -1.1 1.4 -5.3 19.7 -21.4 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

4 155.4 264.0 䠉 6.0 10.1 2.4 25.4 -14.0 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

5 153.6 305.0 䠉 10.5 12.4 8.7 25.6 -8.0 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

6 233.5 471.0 䠉 14.4 16.2 12.3 26.3 -3.0 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

7 202.2 437.0 䠉 18.5 20.1 15.5 29.6 3.2 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

8 145.1 340.0 䠉 19.0 20.7 17.4 29.2 3.5 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

9 190.9 356.0 䠉 15.1 17.2 12.9 28.2 -3.0 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

10 127.2 226.0 䠉 8.7 10.4 6.9 26.0 -9.4 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

11 88.1 183.0 䠉 3.6 6.1 1.3 18.1 -13.8 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

12 54.4 109.0 䠉 -1.9 1.6 -4.4 17.4 -23.1 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉

平均 
最大 最小

月

降水量(mm) 気温(℃) 相対湿度(％)

合計 日最大
平均 

最高 最低

* 1)を使用して作成  

㢼㏿(m㻛㼟䠅
1時間 平均 
最大 日平均 日最高 日最低 日平均 日最大 日最小 日平均

2017 1189.5 28.3 33.0 7.1 12.6 1.5 28.9 -21.0 䠉 䠉 䠉 䠉 䠉 2.7

最大 最小
年

降水量(mm) 気温(℃) 相対湿度(％)

合計 日最大
平均 

最高 最低
平均 
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３．地勢・地質・土壌 

1) ᵓෆステーション  

 ᵓෆ演習林はఀ㑣࢟ࣕンࣃスෆにあり，標高約 760～780 m に位置している。木᭮

山⬦（中央࢔ルࣉス）໭部の山麓からኳ❳川࡬と東流する大ΎỈ川，ᡞ㇂川により形

成された」合扇状地上の緩傾斜地にあり，面積は 14.66 ha である。  

ᇶ┙岩は㡿ᐙᖏのኚ成岩㢮であるが，ᇶ┙岩上に扇状地堆積物の礫層が厚く堆積し，

さらにࡑの上を主に主に御岳山起源のテフラがそっている。  

土壌はこのテフラ層を母材とする黒色土で，A 層はᩘ 10 cm ⛬ᗘの厚さとなってい

る。この黒色土は木᭮山⬦東ഃにᗈく分布している。A 層の下は᫂色を࿊するࣟー࣒

質の土層で，⾲面から 1m を㉸࠼ると扇状地堆積物の礫層となる。  

 
2) す㥖ステーション  

 す㥖演習林は，木᭮山⬦（中央࢔ルࣉス）໭部のᑗᲥ㢌山の໭東ഃに位置し，面積

は 250.15 ha である。ᑗᲥ㢌山に源流をⓎする小黒川が演習林໭部を東流し，大ࡁな

㇂地形を生成するな࡝地形はᛴᓧで，標高は 1,410～2,672 m で標高ᕪが大ࡁいこと

が≉ᚩとしてᣲࡆられる。  

地質は，標高のపい໭東部では㡿ᐙᖏの堆積岩がᗈく分布し，一部にࣕࢳーࢺ，▼

灰岩がぢられる。一方，標高の高い南東部ではⰼᓵ岩㢮（木᭮㥖ⰼᓵ岩）が分布して

いる。小黒川の῱ᗋには主としてⰼᓵ岩のᕧ礫が堆積し，小黒川とࡑの小ᨭ流との合

流Ⅼではᓴ㗹の形成がぢられる。このよ࠺に，流域ෆの῱ᗋ・㇂部には୙安ᐃな礫が

多くᏑᅾし，㇦㞵᫬にはしࡤしࡤ土▼流がⓎ生する。  

土壌は，高標高域を㝖くと褐色森林土がᗈく分布している。高標高域ではప のᙳ

㡪により᭷ᶵ物分ゎが㐜れ，A 層の᭷ᶵ物ྵ᭷㔞が多い暗色⣔褐色森林土が分布し，

≉に尾根部で࣏ࢰࢻル（乾性）のฟ⌧が認められる。ࡲた，地形がᛴᓧであることか

ら，木本がᐃ╔していても土壌໬が㐍ࢇでいない⟠所がぢられる。  

 
3) 手良沢山ステーション  

手良沢山演習林は，㉥▼山⬦（南࢔ルࣉス）のすに୪行してほぼ南໭にᘏࡧるఀ㑣

山地の໭部に位置する。ኳ❳川Ỉ⣔棚沢川の源流域をྵࡳ，໭部～中部は棚沢川のྑ

ᓊഃを༨め南໭に細長い形状となっており，南部はᕥᓊഃを༨め，⥲面積は 227.82 ha，

標高は 960～1,400 m である。  

棚沢川ྑᓊにあたる໭部から中部にかけては，㡿ᐙᖏのⰼᓵ岩㢮（高遠ⰼᓵ岩）が

分布しているが，南部のᕥᓊ部では㡿ᐙኚ成岩㢮が分布している。ⰼᓵ岩㢮は῝層㢼

໬が㐍ࡳ⾲層部は࣐ࢧ໬している。ࡲた，全域において幅ᩘ m ⛬ᗘの⢒⢏⋞Ṋ岩の岩

⬦が㈏ධしている。⢒⢏⋞Ṋ岩はⰼᓵ岩㢮に比࡭౵㣗にᑐする᢬ᢠ性が高く，4 林⌜
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を中心に尾根地形を形作っている。さらに，全域において，主に御岳山起源のテフラ

が堆積しており，これが土壌母材となっている場合が多い。  

土壌はほぼ全域で褐色森林土壌となっており，地形に応じて乾性～湿性の土壌が分

布している。とくに斜面中部から下部にかけては適潤性褐色森林土壌が分布しており，

A 層の厚さは 20cm 前後で，土壌はおおむね良好な状態が保たれている。なお，棚沢

川上流域において，ごく小範囲であるが暗褐色の土壌の分布が認められており，黒色

土の可能性もあるが，詳細な検討は行われていない。  

 
4) 野辺山ステーション  

野辺山演習林は八ヶ岳東麓に位置し，標高 1,350～1,365 m，面積 10.27 ha である。

八ヶ岳の火山山麓扇状地の緩傾斜地であるが，中央に小丘状の丸山（標高 1,365 m）

があり，周囲との比高が約 15 m となっている。  

地質は，火山山麓扇状地を形成する主として八ヶ岳に起源をもつテフラ（砂質～礫

質の半固結堆積物）である。一方，丸山は安山岩質溶岩からなり，八ヶ岳火山からの

溶岩流によって形成されたものである。  

土壌は上述のテフラ層（火山灰）を母材にした黒色土である。  

 
参考文献  

牧本 博・高木秀雄・宮地良典・中野 俊・加藤禎一・吉岡敏和（1996）高遠地域の地質．地域

地質研究報告（5 万分の 1 地質図幅）．地質調査所  

松島信幸・寺平 宏（2009・2010）信州南部活断層地質図．飯田市美術博物館  

長野県地質図活用普及事業研究会（2015）長野県デジタル地質図 2015．長野県  

中村 健・林 博道（1974）手良沢山演習林の土壌と林木の生育に関する調査研究．信大農演報

11：1-17．  

森林立地懇話会（1972）森林土壌図．森林立地懇話会  
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４．林相・植生 

1) 構内ステーション  

 構内ステーションに成立する⮬然植生は，上ᒙをアカマツが優占し，これにコナラ，

ケヤキ，エドヒガンなどの落葉広葉樹を交え，下ᒙにコࣈシ，ダンコウバイ，ノリウ

ツࢠ，サンショウ，ヤマウࣝシ，イࢾツゲ，ソࣚࢦ，ウリハダカエデ，コミネカエデ，

コシアࣈラ，ヤマウࢢイスカࢢラなどの小高木およࡧ低木種が生⫱する森林である。

植生学的にはヤマツツジ－アカマツ群集とされるもので，ヤࣈツバキクラスの常緑針

葉樹஧ḟ林に位置௜けられるが，その分布は 1,000 m ௜㏆にࡲで㐩し，広⠊ᅖにཬࡪ。

本ステーションのアカマツ林は，標高 760～780 m に位置し，本群集の分布⠊ᅖにお

いて高標高域であるため，上グのよ࠺に冷温帯性の落葉樹が豊富である。ᕳᮎの林相

ᅗに♧したよ࠺に，2 林班，9 林班を始めとして，本ステーションを代表する森林であ

り，高齢・኱ᚄの天然アカマツが形成する景観は，㛗野┴内においてもᯇ㣗い⹸⿕ᐖ

のᣑ኱によって⾶㏥が㐍⾜していることもあり，㈗㔜な存在となっている。  

 面積は小さいが，1 林班には落葉広葉樹஧ḟ林が成立しており，シラカンバ，コナ

ラ，コࣈシ，エドヒガン，ウリハダカエデなどの多種が混交する森林となっている。  

 人工林は，4～6 林班などにヒノキ人工林が，1 林班，3 林班などにカラマツ人工林

が成立し，いずれも林齢 70 年を越える壮齢ẁ㝵に㐩している。なお，ඛ㏙のアカマツ

林内にもヒノキ➼の常緑針葉樹が植生されている林分も少なからず存在する。  

 林床の多くは㠀ササ型であるが，୍部，ミヤコザサが優占する林分も存在する。  

 
2) す㥖ステーション  

 す㥖ステーションの࡯とࢇどは，山地帯上部に成立する冷温帯落葉広葉樹林から亜

高山帯常緑針葉樹林，さらに高山帯植生ࡲでの多様な⮬然植生で覆ࢃれている。これ

ら 3 の植生帯が㐃⥆し，高い⮬然ᗘをᣢって存在することは，我が国における他኱ࡘ

学₇⩦林では౛のないものである。概ࡡ，標高 1,400～1,800m に冷温帯落葉広葉樹林

が，1,800～2,600m に亜高山帯常緑針葉樹林が，2,600m 以上に高山植生が分布する。  

 冷温帯落葉広葉樹林は，඾型的なኴᖹὒഃに分布するࣈナ林で，ࣈナの優占ᗘが低

く，ダケカンバ，ケヤマハンノキ，ミズナラ，カツラ，オオヤマࣞンゲ，タカネザク

ラ，ナナカマド，ハウチ࣡カエデなどの多種の高木性落葉広葉樹が混交し，尾根部で

はコメツガやクロ࣋などの常緑針葉樹を交えるᴟめて多様性の高い森林で，す㥖₇⩦

林⟶⌮ᡤ（㏻⛠㸸ヒノキ小ᒇ）からᮃ岳ྎに至るṌ㐨ἢいにその森林を見ることがで

きる。本ステーションが位置する木曽山脈におけるࣈナ林の植物♫఍学的◊✲が඘分

に㐍められていないため᫂らかではないが，ヤマ࣎ウシ－ࣈナ群集に概ࡡ比定される。 

なお，本植生帯の標高 1,650m 以下の 1・2 林班に，カラマツ人工林が㐀成されてお

り，本林分は，当地域におけるカラマツ㐀林の上㝈域に位置するものである。  
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 亜高山帯常緑針樹林は，シラビソ，オオシラビソ，トウヒを代表樹種とし，その他

コメツガ，ヒメコマツなどの亜寒帯性の常緑高木が優占する森林で，相観として区分

することが困難であるが，立地条件（地形，斜面方位など）によって，各針葉樹種の

出現の仕方が異なる。植生学的にはシラビソ－オオシラビソ群集とされるもので，中

部山岳の亜高山帯を代表する森林である。本森林内において，風倒などによる攪乱跡

地を中心として，亜高山帯落葉広葉樹のダケカンバが優占する林分（ダケカンバ群集）

がパッチ状に分布する。この様な乗用力針葉樹が卓越するが，広葉樹林をモザイク状

に交える森林景観は，我が国の亜高山帯植生に広く見られるものである。  

 本ステーション最上部は，木曽山脈の主尾根直下に位置し，寒冷地であることに加

え風衝地であること，さらに露岩地が多く土壌が浅いため高木群落は成立しない。こ

の様な立地環境下においては，低木性常緑針葉樹のハイマツが群生する高山帯特有の

景観を形成している。最標高地点である将棊乃頭（2,672m）の山頂域から標高 2,600m

以上は，ハイマツが優占し，その他，キバナシャクナゲ，タカネナナカマド，ウラジ

ロナナカマドを始め，コケモモ，ガンコウラン，クロマメノキ，ウラシマツツジ，ミ

ネズオウなどの代表的高山植物を混生する。  

 
3) 手良沢山ステーション  

 手良沢山ステーションの森林は，その約 93%が人工林によって占められている。概

観して，南半分の 1～6 林班はヒノキを主とし，北半分の 7・8 林班はカラマツを主と

している。アカマツ人工林は，2 林班の最奥部と 3～6 林班の尾根部を中心に分布して

いる。これら人工林の多くは林齢 60 年を越える壮齢林である。  

 天然生の森林は，全面積の 4%足らずであるが，その内，7 林班い小班に成立する天

然生林は，尾根部に天然生のアカマツが林立し，斜面から谷部にかけては，当地域を

代表するクリ，コナラ，ミズナラ，イタヤカエデなどが豊富に出現する冷温帯落葉広

葉樹が広く覆っている。里山域においては，天然生林の多くが人工林化されている現

在，アカマツを交える針広混交林は希少な存在となっている。植生学的には，アカマ

ツ林はヤマツツジ－アカマツ群集，落葉広葉樹林はクリ－ミズナラ群集と比定される

ものであり，古くからの里山景観を構成する主要な森林といえる。林床は，主尾根部

を除き，スズタケやケスズが優占するササ型である。  

 
4) 野辺山ステーション  

Ｃ．野辺山ステーション ３．植生（pp. 18～19）を参照。  

 
参考文献  

宮脇 昭  編著（1985）日本植生誌  中部．至文堂，東京  
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出現の仕方が異なる。植生学的にはシラビソ－オオシラビソ群集とされるもので，中

部山岳の亜高山帯を代表する森林である。本森林内において，風倒などによる攪乱跡

地を中心として，亜高山帯落葉広葉樹のダケカンバが優占する林分（ダケカンバ群集）

がパッチ状に分布する。この様な乗用力針葉樹が卓越するが，広葉樹林をモザイク状

に交える森林景観は，我が国の亜高山帯植生に広く見られるものである。  

 本ステーション最上部は，木曽山脈の主尾根直下に位置し，寒冷地であることに加

え風衝地であること，さらに露岩地が多く土壌が浅いため高木群落は成立しない。こ

の様な立地環境下においては，低木性常緑針葉樹のハイマツが群生する高山帯特有の

景観を形成している。最標高地点である将棊乃頭（2,672m）の山頂域から標高 2,600m

以上は，ハイマツが優占し，その他，キバナシャクナゲ，タカネナナカマド，ウラジ

ロナナカマドを始め，コケモモ，ガンコウラン，クロマメノキ，ウラシマツツジ，ミ

ネズオウなどの代表的高山植物を混生する。  

 
3) 手良沢山ステーション  

 手良沢山ステーションの森林は，その約 93%が人工林によって占められている。概

観して，南半分の 1～6 林班はヒノキを主とし，北半分の 7・8 林班はカラマツを主と

している。アカマツ人工林は，2 林班の最奥部と 3～6 林班の尾根部を中心に分布して

いる。これら人工林の多くは林齢 60 年を越える壮齢林である。  

 天然生の森林は，全面積の 4%足らずであるが，その内，7 林班い小班に成立する天

然生林は，尾根部に天然生のアカマツが林立し，斜面から谷部にかけては，当地域を

代表するクリ，コナラ，ミズナラ，イタヤカエデなどが豊富に出現する冷温帯落葉広

葉樹が広く覆っている。里山域においては，天然生林の多くが人工林化されている現

在，アカマツを交える針広混交林は希少な存在となっている。植生学的には，アカマ

ツ林はヤマツツジ－アカマツ群集，落葉広葉樹林はクリ－ミズナラ群集と比定される

ものであり，古くからの里山景観を構成する主要な森林といえる。林床は，主尾根部

を除き，スズタケやケスズが優占するササ型である。  

 
4) 野辺山ステーション  

Ｃ．野辺山ステーション ３．植生（pp. 18～19）を参照。  

 
参考文献  

宮脇 昭  編著（1985）日本植生誌  中部．至文堂，東京  
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５．設立時の経緯と経営 

演習林のᡂ❧の᫬期࣭⤒⦋は，ୗグの㏻ࡾᵝࡿ࠶࡛ࠎ。  

ձᵓෆステーション演習林：༡⟪㍯ᮧのᮧ᭷林➼ࡀ，㛗㔝┴❧㎰林ᑓ㛛Ꮫᰯに⏝ᆅ࡜

�1）ࡓࡋ❧ᡂ࡚ࢀࡀ⥅ࡁಙᕞ኱Ꮫ㎰Ꮫ部にᘬࡀࢀࡇ，ࢀࡉᐤ㝃࡚ࡋ��（᫛࿴ ��）

ᖺ）。  

ղす㥖ステーション演習林：ఀ㑣ᕷのఀ㑣㈈⏘༊の一部を┴᭷林ࡀࢀࡇ，ࡋ࡜㎰Ꮫ部

にᐤ㝃࡚ࢀࡉᡂ❧1）ࡓࡋ���（᫛࿴ 3�）ᖺ）。᱇ᑠሙヨ㦂ᆅは，ఀ㑣ᕷのᆏୗ༊᭷

林を೉ᆅ࡚ࡋタᐃࡶࡓࢀࡉの࡛1）ࡿ࠶���（᫛࿴ 33）ᖺ）。  

ճ手良沢山ステーション演習林：ఀ㑣ᕷ手良のᅜ᭷林の一部を，ᪧ㉥✑演習林࡜஺᥮

6�1）ࡓࡋ❧ᡂ࡚ࡋ�（᫛࿴ �3）ᖺ）。ࡓࡲ，ᅜ᭷林ୖの手良༊部ศ林をゎ㝖ᚋ㈙࠸

�1）ࡿ࠶ࡶ部ศࡓࡋ࡜演習林࡚ࡆୖ��（᫛࿴ ��）ᖺ）。࠾࡞，ᪧ㉥✑演習林は，㥖

ࣨ᰿ᕷの㉥✑㈈⏘༊を┴᭷林ࡀࢀࡇ，ࡋ࡜㎰Ꮫ部にᐤ㝃࡚ࢀࡉᡂ❧ࡶࡓࡋの࡛ࡗ࠶

。ࡓ  

մ㔝㎶山ステーション演習林：኱Ꮫᮏ部ࡀ┤㎄ࡓ࠸࡚ࡋ㔝㎶山㎰ሙࡀ㎰Ꮫ部に⛣⟶ࡉ

�1）ࡓࡋ❧ᡂ࡚ࢀ��（᫛࿴ ��）ᖺ）。࠾࡞，一部ኳᩥྎ施タ⏝ᆅ࡚ࡋ࡜㈚ࡋ௜࡚ࡅ

�1）ࡓ࠸��（᫛࿴ �3）㹼����（ᖹᡂ 16）ᖺ）部ศは，���� ᖺにᅜ❧ኳᩥྎ（㔝㎶

山Ᏹᐂ㟁Ἴほ ᡤ）に⛣⟶ࡿ࠸࡚ࢀࡉ。  

࣭⫱㎰Ꮫ部のᩍࡀࢀࡑ，࡚ࡗ࠶林㔝࡛ࡓ࠸࡚ࢀࡉ⏝はᆅᇦ࡛฼࡜ࡶ࡜ࡶ，ࡶࢀࡎ࠸ 

◊✲のࡵࡓにᥦ౪ࡶࡓࢀࡉの࡛࡚ࡗࡀࡓࡋ。ࡿ࠶，㎰Ꮫ部ࡀ演習林࡛ᣢ⥆ྍ⬟࡞᳃林

⟶⌮を実⾜ࡑ，ࡋのᡂᯝをᆅᇦにᬑཬ࡜ࡇࡿࡍは不ྍḞの᮲௳࡛ࢀࡑ。ࡿ࠶は，手良

沢山ステーション演習林のᡂ❧᫬にᆅᇦࡾྲྀࠕࡓࢀࡤ⤖࡜஺ࡋ᭩ （ࠖ1�6�（᫛࿴ ��）

ᖺ）の୺ࡿࡓෆᐜࡀ，㐺ṇ࡞⤒Ⴀを࠸࡞ࡇ࠾἞山࣭἞Ỉにࡵ࡜ࡘ，施業の計⏬をᆅᇦ

にබ㛤��16。ࡿ࠶࡛࠿ࡽ᫂ࡶࡽ࠿࡜ࡇࡓࡗ࠶࡛࡜ࡇࡿࡍ（ᖹᡂ ��）ᖺに，演習林ࡀ

6*(& ᳃林ㄆドをྲྀᚓࡓࡋのࡇ，ࡶの一部をࡿ࠸࡚ࡋ࡞。  

 手良沢山ステーション演習林にࡿࡅ࠾ᩍ⫱◊✲計⏬の第 1� ḟ࡛ࡲの（1�6�（᫛࿴

�3）㹼��1�（ᖹᡂ ��）ᖺ），᳃林⟶⌮࣭⤒Ⴀに㛵ࡿࡍ୺࡞ᣦᶆࡿ࡞࡜୺伐，間伐，᪂

᳜（෌㐀林）の実⾜面積（累積）を図－3 に♧ࡓࡋ。୺伐，間伐，᪂᳜のኚ໬は ����

（ᖹᡂ 16）ᖺ࡛ࡲはᴫࡡ㢮ఝࡓࡋቑຍを♧ࡀࡓ࠸࡚ࡋ，間伐はࡇのᖺ௨㝆，ቑຍ㏿ᗘ

ࡼに࡜ࡇࡓࡋቑຍࡀ林㱋の林ศࡓࡋは，間伐㐺期に㐩ࢀࡇ。ࡓࢀࡽぢࡀഴྥࡿࡲ㧗ࡀ

ᖹᡂ）���1，ࡓࡲ。ࡿ࠶の࡛ࡶࡿ ��）ᖺᗘにࡿࡅ࠾᪂᳜面積は �3��ha に㐩ࡇ。ࡓࡋ

の࡜ࡇは，ᮏ演習林の 1 ๭௨ୖࡀⓙ伐࣭᪂᳜（᭦᪂）࡜ࡇࡓࢀࡉをព࿡ࡶࡿࡍの࡛࠶

林㱋の林ศを࡞ࠎのᵝࡵࡓに，◊✲のࡶ࡜࡜ࡿ࠸࡚ࡋ᳃林⟶⌮を実施࡞⬟ྍ⥆ᣢ，ࡾ

ഛࡓࡲ。ࡿ࠼࠸࡜ࡿ࠸࡚࠼㏆ᖺ࡛は間伐ᮦの฼⏝ࡶ㐍ࡿ࠸࡛ࢇ。  
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図－  3 手良沢山ステーション演習林の施業（累計面積，ha）  
注：数値には一部推計値を含む。第 1 期の間伐実績は不詳。  
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図－  3 手良沢山ステーション演習林の施業（累計面積，ha）  
注：数値には一部推計値を含む。第 1 期の間伐実績は不詳。  
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㹁．野辺山ステーション 

 

㸯．㔝㎶ᒣࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࢫ≉ᛶ 

 野辺山ステーションは，௚の � ステーション（㎰学部の構内おࡧࡼ至近㊥㞳にᏑ在）

とは␗なり，၏一，東に⣙ 8� Nm 㞳れた㐲㝸地にある。ඵࣨᓅ東ഃ山麓・野辺山高原

（南బஂ㒆南牧村）に఩⨨し，ᶆ高 1�5� m ๓ᚋ（す㥖₇⩦林の᱇小ሙヨ㦂地ࡼり⣙

1�� m 高い）とい࠺高ᶆ高地にあって，夏でも෭ᾴ，ᐻ㞵，෤には比㍑的ᑡ㞷である

かわりにᴟ寒とい࠺Ẽೃ᮲௳である。  

野辺山地ᇦは，ྂくはబஂ⏥ᕞ⾤道（⏥ᕞ⾤道㡞ᓮᐟ～中山道ᒾ村⏣ᐟ，⌧在のᅜ

道 1�1 ྕにࡰ࡯┦ᙜ）の中でも広኱な↓ேの高原の広がる㝶一の㞴ᡤであったとされ

る。明἞௨㝆に牧野が㛤かれ，኱ṇ᫬௦には㌷㤿の生産が┒ࢇであった。昭࿴ 1� 年の

小ᾏ⥺（小ῡἑ㥐～小ㅖ㥐）඲⥺㛤㏻にࡼり，࠺ࡼやく㕲道⥙がᩚഛされて物ὶが┒

になり，㛵すᕷሙྥけにハクサイを中ᚰとする高原野菜栽培の生産がቑ኱した。しࢇ

かし，➨二次ୡ⏺኱ᡓが近࡙くと，ᨻᗓの᪋⟇のため㎰ᴗは⾶㏥し，ᪧ㝣㌷の₇⩦ሙ

として㈙཰・฼用された。ᡓᚋ，ᒾ♟地と湿原に㜼まれ෤のཝしい寒さにᅔ㞴をᴟめ

つつも，㛤ᣅと入植が㐍められた。昭࿴ �� 年௦に入って高෭地に㐺したレタスやキ

ャベツなどが生産される࠺ࡼになった。㣗生άのὒ風化と㟂せの高まりを⫼ᬒに，⌧

在，野辺山地ᇦとࡑの周辺には，かつての原野とは一ኚして，高原野菜と㓗㎰の一኱

生産地がᙧ成されている。  

また，ᙜ地ᇦは，ࠕಙᕞカラマツࠖの原産地として㔜せである。ኳ↛カラマツの分布

ᇦは本ᕞ中ኸ部のள高山ᖏとされ，寒෭地ᇦでの㐺ᛶに優れるࡇとなどから，Ụᡞ᫬

௦から南బஂ㒆ᕝୖ村（ᙜ᫬のᖥᗓ┤㎄ኳ㡿）や໭బஂ㒆（小ㅖ⸬）で山ᘬࡁⱑにࡼ

る植林が行われた。明἞௨㝆には᧛種にࡼる⫱ⱑᢏ⾡が☜❧され，長野┴産のカラマ

ツⱑは┴内での㐀林ᐇ⦼をୖࡆたࡤかりでなく，東日本地ᇦ（໭ᾏ道・東໭・㛵東地

᪉）の᭷ຊ樹種としてྲྀり入れられ，さらには㐲くᮅ㩭༙ᓥやヨーロࣃࢵまでⱑ木と

種ᏊがΏるࡇととなった。  

ール࢕な自↛⎔ቃとṔྐᛶのあるሙᡤに，㎰ሙと₇⩦林をともにഛえ，フ࠺ࡼのࡇ

ドと生産஦ᴗの管理㐠Ⴀを行っているࡇとが野辺山ステーションの᭱኱の≉ᚩである。

㐲㝸地ࡺえにᤵᴗはもっࡥらἩまりがけの集中ᐇ⩦のᙧで夏Ꮨやᅵ日に㛤ㅮされる一

᪉，ᬑẁは㟼かな⎔ቃのもと，௚኱学にも㛤かれたㄪᰝ◊✲のሙとして，学生・㝔生・

◊✲⪅に฼用されている。また，学እの � つの◊✲ᶵ㛵（⟃Ἴ኱学ඵࣨᓅ・ᕝୖ₇⩦

林，ᅜ❧ኳ文ྎ・野辺山Ᏹᐂ㟁Ἴほ測ᡤ）と஫いに㞄᥋しており，ྠࡌ地ᇦ内のお㞄

ྠኈとして交ὶ・㐃ᦠしているࡇとも，ὀ┠に್する。  

 野辺山㎰ሙでは，෭ᾴなẼೃのもと，高原野菜・作物（キャベツ，ベニバナインゲ

ンなどのマメ類，トウモロコシ，ソバなど）のᜨまれた栽培⎔ቃを᭷し，栽培ᢏ⾡の
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⵳✚とྥୖをはかっている。さらに，飼料作物栽培と草地の㐀成管理，⫗用∵（㯮ẟ

࿴∵）の飼⫱管理からฟⲴまでをᐇ㊶している。ࡇれらをベースとしてࠕ㎰ᴗ生産に

おける⪔畜㐃ᦠࠖをᙉ化するなど，⊂自のྲྀ⤌ࡳをᒎ㛤している。また，᭱近では，

᪋タ園ⱁ作物や⸆草などの導入・᳨ウもヨࡳている。ࡇれらのྲྀ⤌ࡳは，㣗や⎔ቃに

かかわる多ᙬなᩍᮦをᥞえるࡇとに┤⤖し，㎰学⣔学生ྥけのᢏ⾡ᩍ⫱の㉁のྥୖは

もࢇࢁࡕのࡇと，㠀㎰学⣔のᖜ広い分野ྥけにもᑐᛂでࡁるᩍ⫱◊✲のሙをᥦ౪しつ

つある。  

 野辺山₇⩦林は，湿生地にⓎ㐩したズミ低木林（原野），丸山（ୣ㝠地）や伐採㊧地

にⓎ㐩した二次林（落葉広葉樹林），おࡧࡼカラマツேᕤ林の主に � つの᳃林植生か

らなる。ズミ低木林は，ᡓᚋの㛤ᣅにࡼりᾘኻした原野植生がṧされたもので，ᕼᑡ

な湿生植物も自生している。二次林はୣ㝠の⦆ᩳ㠃や伐採㊧地などにⓎ㐩した樹林ᖏ

で，໭ᾏ道と長野┴東ಙ地᪉のࡳに㝸㞳分布するヤエガワカンバ（ịἙᮇの㑇Ꮡ種）

が≉␗的に優占しているࡇとで▱られる。一᪉，カラマツேᕤ林は，ᡓᚋの㛤ᣅᮇに

㎰地ಖㆤ┠的の防風林として，また，成長が㏿くᣑ኱㐀林に㐺した樹種として植栽さ

れたものである。しかし，野辺山はカラマツのᚰᮦ⭉ᮙ⑓ᐖの⃭ᐖ地であるࡇとから，

木ᮦ生産┠的の管理やᩍ⫱◊✲ではなく，林ᴗ的にはカラマツの⪏寒ᛶや᳃林ಖㆤの

ヨ㦂◊✲のሙとしてά用されてࡁた。  

ඵࣨᓅ山麓に広がる高෭地の❧地⎔ቃと㎰ᴗ，⪔畜㐃ᦠ，㎰ሙ・₇⩦林の㐃ᦠは，

௚኱学には࡯とࢇど類を見ない。ࡇれらをベースに，野辺山ステーションでは⌧在，

ᩍ⫱ඹྠ฼用ᣐⅬとして学内እྥけにᩍ⫱と◊✲ᨭ᥼のάືがᒎ㛤されている。  

 
２．気象・地勢・地質・土壌 

㹀．₇⩦林 㸰．Ẽ㇟（SS� 9～1�），㸱．地ໃ・地㉁・ᅵተ（S� 1�）を参↷。  

 
３．植生 

ඵࣨᓅ東麓の高原に఩⨨する野辺山地ᇦは，෤Ꮨの᭱低Ẽ が ���Υを下ᅇる寒෭な

地ᇦである。5 Υをᇶ‽್とする かさの指ᩘ（:,）は 6� に㐩ࡎࡏ，෭ ᖏの落葉

広葉樹林にヱᙜしている。野辺山ステーションの⌧Ꮡ植生は，௨下の 6 つの植生に኱

ูされる。  

 カラマツ林は植林されたもので（近㞄地ᇦにはカラマツኳ↛林もᏑ在），㛤ᣅ᫬௦に

㎰地ಖㆤのため植えられた防風林もྵࡴ。オニグルミ，ハルニレ，カントウマユミ，

ヤマウグイスカグラ，マメザクラなどの木本類を交え，ヤマブドウ，ツルウメモドキ

などのつる植物がΰ生している。下層にはミヤコザサが多いものの，フタリシズカや

スミレ類などの小型草本類も見られる。なお，カラマツ防風林については，9～1� 次

ィ⏬ᮇ㛫中に周辺地ᇦでᕳࡁᯤらしや伐採が㐍められ（葉物野菜への落葉ΰ入防Ṇの
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⵳✚とྥୖをはかっている。さらに，飼料作物栽培と草地の㐀成管理，⫗用∵（㯮ẟ

࿴∵）の飼⫱管理からฟⲴまでをᐇ㊶している。ࡇれらをベースとしてࠕ㎰ᴗ生産に
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２．気象・地勢・地質・土壌 

㹀．₇⩦林 㸰．Ẽ㇟（SS� 9～1�），㸱．地ໃ・地㉁・ᅵተ（S� 1�）を参↷。  

 
３．植生 
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㎰地ಖㆤのため植えられた防風林もྵࡴ。オニグルミ，ハルニレ，カントウマユミ，
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ィ⏬ᮇ㛫中に周辺地ᇦでᕳࡁᯤらしや伐採が㐍められ（葉物野菜への落葉ΰ入防Ṇの
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ため），南牧村の指導を受けて野辺山ステーション内のカラマツ防風林の一部でも伐

採が行われた。  
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 二次林は丸山山麓に見られ，高木層をヤエガワカンバが優占し，カラマツ，シラカ

ンバ，ヤナギ類，ミズナラ，ズミなどを交える。林内が明るく，下層はススキやミヤ

コザサの優占するやぶになっており，ワラビ，ササバギンランなどが散在している。

植物社会学的には，蓼科・野辺山高原・秩父山地などに分布する山地夏緑広葉樹二次

林のミヤコザサ－ミズナラ群集に比定される。  

 草原は丸山山頂に見られ，トダシバ，ススキ，ミヤコザサなどの在来イネ科植物が

優占していたが，近年，キイチゴ類やハシバミ，ヤマハギ，ヤエガワカンバ若齢木な

どが侵入・成長して低木林へと移行しつつある。樹種構成から，将来的にヤエガワカ

ンバ優占の二次林へと遷移していくものと推測される。  

 生産緑地は主に畑地と牧草地からなり，畑地にはキャベツ，ベニバナインゲン，ソ

バ，ソルガムなどの野菜・雑穀・飼料作物類が例年栽培され，小規模ながら果樹園（ブ

ルーベリー）もある。牧草地は家畜用の採草地で，オーチャードグラス，チモシー，

クローバー類など多年生の寒地型牧草を主体とする草地が維持管理されている。また，

生産緑地周辺の道路沿いには，オオハンゴンソウ，メマツヨイグサ，ブタクサ類など

の帰化雑草も多いものの，草原生の在来種（ワレモコウ，イブキトラノオ，アサマフ

ウロ，ツリガネニンジン，マツムシソウなど）も自生している。  

 
参考文献  

宮脇 昭  編著（1985）日本植生誌  中部．至文堂，東京  
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Ϫ㸬ᩍ⫱ඹྠ฼⏝ᣐⅬࡢᴫせ 

 

㸿．農 ሙ 

 
 信州大学農学部㝃ᒓ㸿㹄㹁野㎶山ステーション農ሙは「୰部㧗෭地ᇦにおࡅる農業

教育共同利用拠点－㧗෭地野⳯と␆⏘を組み合わせたフィールド教育－」として，平

成 25 年 8 月に教育関係共同利用拠点の認定を受ࡅ，他大学の農学系・非農学系学生，

ᾏ外の農学系大学生等ࡶ対象に，㧗෭地స≀の᱂ᇵ，ウシの㣫㣴と㣫ᩱ生⏘，および

㧗෭地の野生生≀のㄪᰝな࡝の実習教育，フィールドおよび環境教育を実施している。

拠点認定後，平成 28 年度までの 4 年間の他大学の利用人ᩘは 87 大学，1,980 ྡ（ᘏ

となり，平成（࡭ 27 年度は 35 大学，710 ྡに利用された（⾲－17）。  

本拠点では，学生の習⇍度に合わせた 3 ẁ㝵の科目を開講している。入㛛的な演習

として，非農学系の学生ࡶ対象とした「㧗෭地生≀生⏘生態学演習」，および本学の学

生と共にཧ加する「㧗෭地᳜≀生⏘生態学演習」，「㧗෭地ື≀生⏘生態学演習」を平

成 24 年度から開講している。また，これらの演習をさらに῝化させて，㧗෭地の野⳯

生⏘に≉に⯆࿡をᣢった学生を対象とする「㧗෭地応用フィールド演習」を平成 26 年

度から，農学系の༤ኈ，修ኈㄢ⛬の大学院生ࡶ対象とする㧗度な「オープンフィール

ド演習」を平成 23 年度から開講している。さらに，他大学の教ဨ，学生の「注文」に

応じて実習プログラムを構築，実施する「注文型フィールド演習」にࡶ対応している。

これらの実習を㏻じ，㣗ࡸ環境，看護学，人文学，⚟♴学な࡝幅広いศ野の他大学学

生がྛศ野の理ゎを῝ࡵるととࡶに，自然のᜨみࡸ࿨のႠみのᑛさな࡝を学ぶ஦によ

り，豊かな人間性を構築でࡁるよ࠺，フィールド教育を実施している。≉に本拠点の

共同利用の≉Ⰽは，以ୗのとおりで࠶る。  

≉Ⰽ１ 「㧗෭地野⳯生⏘」と「㣗育」を⼥合した公開および注文型演習 :「㧗෭地᳜

≀生⏘生態学演習」，「㧗෭地応用フィールド演習」  

㧗෭地野⳯のキࣕ࣋ࢶの᧛✀から཰✭までの生⏘と加工，ฟⲴから㈓ⶶ，ὶ㏻のㄪ

ᰝ，キࣕ࣋ࡤࡑ・ࢶの「㣗࿡，ㄪ理，加工」の体験による㣗育࡬のᒎ開を㐍ࡵている。

受講した学生࡬のアンࢣーࢺㄪᰝによれࡤ，いࡎれの演習ࡶ‶㊊度はᴫࡡ㧗かった。

他大学生がཧ加した演習࡬の‶㊊度は「大ኚ‶㊊」（65㸣），「‶㊊」（33㸣）と࠶わせ

て 98㸣で࠶った。また，演習受講後，㣗ᩱ，農業，環境，㧗෭地，野⳯等に⯆࿡，関

ᚰがቑ大した学生は 79㸣で࠶り，演習受講によるフィールドにおࡅる㧗い教育ຠᯝが

☜認された。  

これまで，おⲔのỈዪᏊ大学大学院生（㹑㹆㹍㹉㹓㹇㹉㹓プログラムཧ加大学院生）

によるキࣕ࣋ࢶの管理，཰✭から加工，ㄪ理，㣗࿡ホ౯と୍㈏した実習を平成 28 年度

から，平成 25 年度以㝆ẖ年開講されている東京農業大学の「農業ࢿࢪࣅスデザイン
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演習（୍）」によるキࣕ࣋ࢶの᱂ᇵ，管理，ὶ㏻ㄪᰝから，加工，ㄪ理実習等の「注文

型フィールド演習」として利用されている。また，非農学系の学生ࡵྵࡶ，≉に㧗෭

地の野⳯生⏘に⯆࿡をᣢつ学生を対象に 5，7，9 月に開講する，「㧗෭地応用フィー

ルド演習」ではキࣕ࣋ࢶの᧛✀から定᳜，ᾘẘ，཰✭，ฟⲴの୍㐃の୍㈏した管理స

業を㏻じて，キࣕ࣋ࢶ᱂ᇵの入りཱྀからฟཱྀ，生⏘⪅からᾘ㈝⪅まで，6 ḟ⏘業化と

の関係ࡶぢᤣえ，自らస業，学習する実習として，平成 26 年度から開講している。こ

れらをྵࡴ「注文型フィールド演習」にཧ加した他大学生の‶㊊度（平ᆒ）は「大ኚ

‶㊊」と「‶㊊」とを࠶わせると 81㸣で࠶り，㧗い教育ຠᯝが☜認され，௒後の⥅⥆

的な利用がᮇᚅでࡁた。  

≉Ⰽ２ 「㧗෭地」をᇶ┙にした「⪔␆㐃ᦠ農業」体験と「野生生≀ㄪᰝ」㸸「㧗෭地

生≀生⏘生態学演習」，「㧗෭地ື≀生⏘生態学演習」，「オープンフィール

ド演習」  

平成 24 年度から開講している，「㧗෭地生≀生⏘生態学演習」および「㧗෭地ື≀

生⏘生態学演習」では，本学の学生と共に，キࣕ࣋ࢶの管理，཰✭ならびにウシの㣫

㣴管理から␆⏘≀加工を学習することで，㧗෭地におࡅる「⪔␆㐃ᦠ農業」を幅広く

体験している。さらに，野㎶山，ඵࣨ岳の㧗෭地の野生生≀をㄪᰝすることで，㣗と

環境の関係性および自然のᜨみࡸ࿨のႠみのᑛさな࡝を学び，豊かな人間性を構築で

全国，ࡵる。これらの体験を本学の学生と「共学する演習」には，長野県内をはじࡁ

の」ᩘの大学からのཧ加が࠶り，≉に，平成 27 年度は 12 の他大学から，103 ྡの学

生のཧ加が࠶った。また，大東文化大学，麻布大学，筑波大学の学生，大学院生と教

ဨが利用する「オープンフィールド演習」では野㎶山，ඵࣨ岳の野生生≀の生態ㄪᰝ，

農స業⿕ᐖㄪᰝをはじࡵ，ᇶ♏から応用ㄪᰝまで，␗なるど点から㧗෭地の「環境」  

 
⾲－17 平成 25㹼28 年度の他大学による利用実⦼  

利用人ᩘはす࡭てᘏ࡭人ᩘ      

*（ ）はᾏ外の大学       

H.25 H.26 H.27 H.28
大学数 4 5 12 4
人数 128 100 103 39
大学数 5 8(1)* 10(3)* 9(1)*

331
(75)*

大学数 4(1)* 4(1)* 7 5
人数 56(1)* 59(4)* 213 107
大学数 1 1 6 2
人数 8 1 63 27
大学数 14 18 35 20
人数 393 476 710 401

228(12)*316(3)*201

共学・既設型

人数

合計

その他

オープンフィールド

注文型
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をάかした⪔␆㐃ᦠ農業に関㐃したㄪᰝ，演習に利用している。さらに，大東文化大  

学は平成 27 年度から学生と୍⯡♫会人が共に野生生≀をㄪᰝする注文型の演習とし

て♫会人の学びなおしにࡶ利用されている。「オープンフィールド演習」を利用，ཧ加

した他大学生の‶㊊度（平ᆒ）は「大ኚ‶㊊」と「‶㊊」とを࠶わせて 80㸣で࠶り，

野㎶山農ሙの㧗෭地フィールドの༤ኈㄽ文，修ኈㄽ文等ࡵྵࡶ㧗度な教育࡬の㧗いᐤ

୚，㈉⊩が☜認された。  

 
信州大学農学部㝃ᒓアルプスᅪフィールド科学教育研究ࢭンࢱー・野㎶山農ሙは，

୰部㧗෭地ᇦのඵࣨ岳山㯄，ᶆ㧗 1,350m の野㎶山㧗ཎに఩⨨し，᪥本でࡶ᭷ᩘの㧗

ཎ野⳯地ᖏで࠶り，㤳都ᅪから▷᫬間でゼれることがでࡁる大つᶍな㧗෭地・ᐮ地型

農業地ᖏで࠶る。さらに࿘㎶の生態系を୍体として学習でࡁる環境に࠶る教育拠点は，

わが国でࡶ≉␗で࠶る。㧗෭地野⳯の᱂ᇵでは，㐃సによる⑓ᐖのⓎ生が大ࡁなၥ㢟

となっており，地⌫ ᬮ化のᙳ㡪は野㎶山でࡶ☜認されている。これらの⌧実を体験

し，ၥ㢟に対応することは，地ᇦ農業にとってࡶ，ḟୡ代の「㧗度専㛛ᢏ⾡⪅」の㣴

成を目ᣦす大学にとってࡶᴟࡵて㔜せで࠶る。野㎶山農ሙでは，「㐃స㞀ᐖ」「地⌫ 

ᬮ化」を研究しながら，実質的な応用演習をᒎ開し，㔜せな農業教育拠点のᙺ๭をᢸ

っている。㏆年，「㣗」と「環境」に関する教育の㔜せ性がᣦ᦬され，農ሙにおࡅる᱂

ᇵᢏ⾡等の人的㈨※ࡸ生⏘⌧ሙの教育的౯್が注目されている。野㎶山農ሙは㧗෭地

の᱂ᇵᢏ⾡と環境を᭷し，農業体験のሙとしてᜨまれた㈨質をഛえている。また⫗用

。をᙉ化している「る⪔␆㐃ᦠࡅ農業生⏘にお」，㣫㣴管理しࡶ∵  

野㎶山農ሙでは，「フィールド教育の඘実」を実⌧するたࡵ，ᚑ᮶の「実習」をᇶ┙

に平成 23 年度より「㧗෭地フィールド科学演習」を開講し，これまで本学学生࡯かに

㧗い教育ຠᯝをⓎ᥹してࡁた。農ሙのない他大学に農ሙ実習のሙとࣀウࣁウを提供す

ることは，大学・学部の㡿ᇦを㉸えた「㣗」と「環境」に対する理ゎを῝ࡵ，多ゅ的

など野の構築と学ຊのྥୖに㧗いព義が࠶ると⪃える。野㎶山農ሙは，㧗෭地の農␆

⏘≀を教材に，幅広いศ野の他大学生にඛ➃的な農業ᢏ⾡実習教育を実施することで，

自然のᜨみࡸ࿨のႠみのᑛさな࡝豊かな人間性構築を目ᣦしており，平成 25 年度「୰

部㧗෭地ᇦにおࡅる農業教育共同利用拠点」として，平成 30 年度「୰部㧗෭地ᇦにお

。れ文部科学省に認定されたࡒれࡑ，る農業・環境教育共同利用拠点」としてࡅ  

野㎶山の施タを用いた教育については，本学学生の演習等にά用しながら受入ᯟを

ᣑ大し，共同利用拠点として他大学農学系・非農学系学生（学部生と大学院生）を対

象に，㧗෭地の≉性を利用したኟ⛅イࢦࢳ（信州大学農学部ရ✀登録）の᱂ᇵࡸ཯ⱄ

ᐙ␆のࣔデルື≀で࠶り，非農学系の学生にࡶ管理が容᫆な୰ᑠᐙ␆のࣖࢠの㣫㣴管

理を計画し，具体的な施タ，機材の‽ഛをᩚえている。フィールド教育を実施し，ᚲ

せに応じて本学が༢఩認定を行࠺。また，他大学の講義の୍部としてά用いたࡔく。
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さらに，本学工学部，⧄⥔学部等他学部が㐍ࡵているス࣐ーࢺ農業， ICT 農業ᢏ⾡ᑟ

入をぢᤣえた大学院生を対象とした演習「㧗෭地ඛ➃農業≉別演習」を新タ・ᒎ開す

ることで，᭱ඛ➃のඛ㐍農業の୍㠃を体験する㧗度化演習を開講する。  

野㎶山農ሙでは，認定後，学生の⯆࿡・習⇍ࣞ࣋ル，プログラム内容に応じて㑅択

でࡁる以ୗの 6 つの演習（ձ㹼ն）の提供がྍ⬟で࠶る。すなわち，ᇶ♏ຊ㣴成フィ

ールド教育として，本学学生と共に学ぶ「共学型プログラム」（ձ，ղ）と他大学非農

学系，農学系学生を主対象とする「᪤タ型プログラム」（ճ）を，応用ຊ㣴成フィール

ド教育として，他大学の注文に応じて演習内容等を新つに構築する「注文型プログラ

ム」（մ）の応用演習および大学院生を対象とした「㧗෭地ඛ➃農業≉別演習」（յ）

と卒業研究，修ኈㄽ文，༤ኈㄽ文研究等を主目的として演習内容を組み立てる「オー

プンフィールド演習」（ն）で࠶る。  

㸨ᇶ♏ຊ㣴成フィールド教育  

・共学型プログラム（ձ㧗෭地᳜≀生⏘生態学演習，ղ㧗෭地ື≀生⏘生態学演習）， 

・᪤タ型プログラム（ճ㧗෭地生≀生⏘生態学演習）  

㸨応用ຊ㣴成フィールド教育  

・注文型プログラム（մ㧗෭地応用フィールド演習，㧗෭地農ᐙ実㊶演習 ࡯か） 

・᪤タ型ඛ➃農業プログラム（յ㧗෭地ඛ➃農業≉別演習）  

㸨オープンフィールド教育  

・注文型プログラム（նオープンフィールド演習 ࡯か）  

㸺ᇶ♏ຊ㣴成フィールド教育㸼  

⌧ᅾ，本学農学部の᳜≀㈨※科学コース，ື≀㈨※生࿨科学コースྥࡅ開講科目で

る，「㧗෭地᳜≀生⏘生態学演習」，「㧗෭地ື≀生⏘生態学演習」（2࠶ 年生，2 ༢఩）

（3 Ἡ 4 ᪥）を他大学農学系学生，非農学系学生ࡶ「共学」する演習として開講する。

本学「㧗෭地᳜≀生⏘生態学演習」，「㧗෭地ື≀生⏘生態学演習」に他大学非農学系，

他大学農学系，本学非農学系学生がཧ加して「共に学ぶ」フィールド演習で࠶る。「㧗

෭地᳜≀生⏘生態学演習」は㧗෭地野⳯のキࣕ࣋ࣂࢯ，࣓࣐，ࢶを主体とした管理，

཰✭，加工等のస業が୰ᚰの演習で࠶る。「㧗෭地ື≀生⏘生態学演習」は，⫗用∵（ங

用∵）の㣫㣴管理，㣫ᩱస≀の管理，␆⏘≀の加工を主体に，୍部，キࣕ࣋ࢶの཰✭，

管理ྵࡶまれる演習で࠶る。ࡑれࡒれ，本学学生が 40㹼50 ྡཧ加ண定で࠶ることか

ら，⣙ 20 ྡの他大学学生のཧ加がྍ⬟で࠶り，᝟ሗ஺᥮ࡵྵࡶ，お஫いに่⃭し合い

ながら，స業を㏻じて஺ὶࡶ῝まる演習で࠶る。  

また，他大学非農学系学生を主対象にした「㧗෭地生≀生⏘生態学演習」は，「㧗෭

地᳜≀生⏘生態学演習」と「㧗෭地ື≀生⏘生態学演習」を⼥合し，環境，生態演習

取り入れた᪤タ型プログラムにᇶ࡙く演習として開講する。具体的には，農ሙの演ࡶ

習では཰✭体験を主として農から㣗࡬の㐣⛬を体験的に学習し，ᗙ学ではస≀生⏘の
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ᇶ♏▱㆑を習得する。また，自然ほᐹ，野⳯農ᐙぢ学，㓗農ᐙぢ学，ฟⲴ等のὶ㏻⌧

ሙのぢ学ࡶ㐺ᐅ加える。これらにより，農業を㏻じて「㣗のᏳᚰ，Ᏻ全，Ᏻ定生⏘」

。るࡁのにでࡶのศ野に対する理ゎをより῝い࡝な「環境保全」ࡸ  

㸺応用ຊ㣴成フィールド教育㸼  

ୖ㏙の 3 科目をさらに῝化させて，㧗෭地の野⳯生⏘に⯆࿡をᣢった学生を対象と

する「㧗෭地応用フィールド演習（2 ༢఩）」を」ᩘᅇのᐟἩ型形ᘧで平成 26 年度以

㝆に実施している。本演習では，野㎶山農ሙの≉ᚩで࠶る㧗෭地野⳯のキࣕ࣋ࢶを主

対象に᱂ᇵ・管理స業とᗙ学を行い，≉にᏳᚰ，Ᏻ全なキࣕ࣋ࢶのᏳ定的な生⏘をᨭ

えるᢏ⾡の習得および GAP，HACCP たࡵྵࡶ 6 ḟ⏘業化農業生⏘をᣦྥした教育を

行い，ၥ㢟ゎỴ⬟ຊを㣴࠺こととしている。具体的には，キࣕ࣋ࢶを主体とした演習

プログラムおよび㧗෭地野⳯の᧛✀，定᳜，ᾘẘ，཰✭，ฟⲴ（ὶ㏻）の୍㐃の年間

స業体系㸹「᱂ᇵᬺ」の習得に加え，他大学の教ဨ，学生の「注文」に応じた「注文型

のプログラム」を構築する。≉に，㧗෭地野⳯生⏘地で多Ⓨする「㐃స㞀ᐖ」࡬の対

応，および「Ᏻᚰ，Ᏻ全な農⏘≀のᏳ定した生⏘」を目ᣦす「GAP，HACCP」を✚ᴟ

的に取り㎸6」，ࡔࢇ ḟ⏘業化農業対応生⏘ᢏ⾡」を習得する学部生対象の㧗度専㛛演

習で࠶る。௒後は，本学工学部，⧄⥔学部等他学部でࡶ㐍ࡵられているス࣐ーࢺ農業，

ICT 農業ᢏ⾡のᑟ入をぢᤣえた大学院生を対象とした「㧗෭地ඛ➃農業≉別演習」を

新タ・ᒎ開することで，᭱ඛ➃のඛ㐍農業の୍㠃を習得する演習がᮇᚅでࡁる。  

㸺オープンフィールド教育㸼  

㧗෭地施タを利用でࡁない他大学農学系学生を主対象に，卒業研究等に関わるヨ験

ᅡሙࡸ研究ㄢ㢟な࡝の提供と管理，および野㎶山農ሙ㞄᥋地ᇦにおࡅる野外ㄪᰝにつ

いてフィールドࣞ࣋ルで演習するࡶので࠶る。ࡑのたࡵ，野㎶山農ሙの専௵教ဨ，コ

ーディࢿーࢱ（教育拠点≉௵教ဨ）が他大学のせᮃ等ࡶ༑ศにᢕᥱし，野㎶山農ሙに

おࡅる「᱂ᇵᬺ」および 15 㡯目の「演習プログラム」（ኟ⛅イࢠࣖ，ࢦࢳ，農ᐙ・∾

ሙస業の㏣加）等の᝟ሗを提供しながら┦ㄯに応じて「注文型のプログラム」を構築

する演習で࠶る。1 件࠶たりの利用㠃✚は 50㹟以内で受ࡅ௜ࡅ，冬ᮇ，年度を㊬ࡄሙ

合でࡶ┦ㄯにより実施ྍ⬟で࠶る。「オープンフィールド演習」を㏻じて，本学部学生・

教ဨと他大学学生・教ဨ間での教育・研究ศ野での஺ὶの᥎㐍，さらには合同演習，

共同研究࡬のᒎ開ྍࡶ⬟で࠶る。  

東京農業大学，᪥本大学では平成 23 年度以㝆，キࣕ࣋ࢶ等の「㧗෭地野⳯᱂ᇵとᅵ

ተ管理」を対象にした「オープンフィールド演習」が実施されている。また，大東文

化大学，麻布大学では，平成 25 年度より，野㎶山，ඵࣨ岳の野生生≀の生態ㄪᰝに関

する卒業研究，修ኈ研究および♫会人との合同の演習で実施されており，௒後ࡶ実施

ண定で࠶る。  
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ᇶ♏▱㆑を習得する。また，自然ほᐹ，野⳯農ᐙぢ学，㓗農ᐙぢ学，ฟⲴ等のὶ㏻⌧

ሙのぢ学ࡶ㐺ᐅ加える。これらにより，農業を㏻じて「㣗のᏳᚰ，Ᏻ全，Ᏻ定生⏘」

。るࡁのにでࡶのศ野に対する理ゎをより῝い࡝な「環境保全」ࡸ  

㸺応用ຊ㣴成フィールド教育㸼  

ୖ㏙の 3 科目をさらに῝化させて，㧗෭地の野⳯生⏘に⯆࿡をᣢった学生を対象と

する「㧗෭地応用フィールド演習（2 ༢఩）」を」ᩘᅇのᐟἩ型形ᘧで平成 26 年度以
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Ｂ．演習林 

 

文部科学省教育関係共同利用拠点に「南信州を舞台とした自然の成り立ちから山の

生業までを学ぶ教育関係共同利用拠点」として，2014（平成 26）年 7 月に認定され

た。本拠点では演習林の４つのステーションを舞台に，農学系および非農学系の他大

学生，院生に森林実習教育を実施することで，「自然の成り立ち」から「山の生業」に

至る多様なフィールド科学を幅広く習得し，豊かな人間性を構築する総合的教育を施

すことを目的とした。  

具体的な取り組みとして，演習林の４つのステーションにおいて本学学生と共に学

ぶ「共学型プログラム」と他大学の農学系，非農学系学生を対象に注文に応じて演習

内容を個別に提供する「注文型プログラム」，卒業研究等を主目的として演習内容を組

み立てる「オープンフィールド教育」を提供した。共学型プログラムは，全国演習林

協議会が主催する公開森林実習に登録して学外の受講生を募った。  

公開森林実習として，2014（平成 26）年度までは山岳環境保全学演習とアルプス登

山学演習，および冬のフィールド管理学演習の３つの演習を開講した。2015（平成 27）

年度は山岳環境保全学演習とアルプス登山学演習を開講した。拠点採択後の 2016（平

成 28）年度からはアルプス登山学演習に代わって，自然の成り立ちと山の生業演習を

開講した。さらに，森林利用デザイン演習，および木材工学演習を新たに加え，以前

から開講している山岳環境保全学演習と合わせて計５つの演習を開講した。  

注文型プログラムとして，拠点化前年の 2013（平成 25）年度には長野県林業大学

校による森林風致計画学が行われた。拠点に認定された 2014（平成 26）年度には，

長野県林業大学校による森林風致計画学，信州大学経済学部による新入生ゼミナール

Ⅰ，信州大学理学部によるコロキウム，慶應義塾大学による自然の成り立ちと山の生

業－冬編－，等が行われた。2015（平成 27）年度は，信州大学経済学部による新入生

ゼミナールⅠ，同理学部による自然史実習，筑波大学による環境フィールド実習およ

び形学野外実験Ｂ，京都大学理学部による野外実習第１部，東邦大学理学部による野

外生態学実習Ⅱ，山の生業編 長野県林業大学校による学年校外研修，長野県看護大

学による看護哲学・看護倫理学等が開講された。2016（平成 28）年度は，京都大学理

学部による野外実習第１部，長野県林業大学校林学科による造林学，林政学，森林地

質学，林業機械学実習２，校外研修，等が行われた。平成 29 年度は東京農大による専

攻実習 (２ )，長野県林業大学校および岐阜県立森林文化アカデミーによる実習等が行

われた。オープンフィールド教育として，京都大学，神戸大学，大阪大学，筑波大学，

東京大学，東京農工大学，東京農業大学，麻布大学等による研究利用が，拠点化前年

の 2013（平成 25）年度には 7 件，2014（平成 26）年度は 11 件，2015（平成 27）年

度は 19 件，2016（平成 28）年度は 28 件，2017（平成 29）年度は 18 件行われた。  
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Ⅳ．運営組織 

 
 アルプス圏フィールド科学教育研究センター（ＡＦＣ）は，農場部会，演習林部会，

野辺山部会からなる組織と施設（ステーション）により構成されている。ステーショ

ンは大学構内を含む長野県内の 4 地域にあり，それぞれ国内の他大学における同様の

施設では類をみない多様で特異な自然環境のもとにある。これらのステーションでは，

それぞれの自然環境を生かした持続的な農林生産活動を実践しながら，教育・研究に

機能するフィールドの管理と，そこでの実践的な教育・研究活動や社会貢献活動など

をＡＦＣが主体となって活発に実施している。  

 運営組織は図－4 の通りで，農場，演習林および野辺山の 3 部会で構成され，各部

会には主事が置かれている。なお，必要に応じて副主事を置くことも可能で，現在，

野辺山ステーションは遠隔地であるとともに，農場と演習林が設置されていることか

ら副主事を配置している。概ね月 1 回開催される各部会の会議において，計画に基づ

く作業の実施状況の確認と実施計画の検討，および予算執行に関する検討等が行われ，

主事を中心とした担当教職員は円滑な部会運営に努めている。また，部会間にまたが

る事項については，各部会主事間での相互連絡により対応するとともに，適宜，セン

ター長を交えての検討等を行っている。  

これら部会を束ね，ＡＦＣ全体の調整と監督，さらには学部長を始めとする学部運

営組織との連絡・調整を行うＡＦＣセンター長は，農学生命科学科 4 コースから選出

された教員各 1 名，ＡＦＣの主事および副主事，ＡＦＣ技術職員（農場，演習林各 1

名）および事務長で構成するＡＦＣ運営会議を主催し，5 ヶ年計画の検討を始め，主

要な案件についての検討と承認の是非が諮られる体制となっている。本委員会での承

認事項は，適宜，農学部企画運営会議や教授会に報告される。  

図－4 ＡＦＣ運営組織図  
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農ሙ➨㸱次⦅ᡂ計画  
 

Ϩ．㎰ሙの理ᛕと┠ᶆ 

 
AFC 農ሙは，኱Ꮫにおࡅる農Ꮫᩍ⫱の୍⎔࡜して，Ꮫ⏕が㧗ᗘᑓ㛛ᢏ⾡を⩦ᚓする

ための実⩦ᩍᮦをᥦ౪してきた。また，6 次産業໬に関㐃する農産物のຍᕤ，ὶ㏻ࡶ

ど㔝に入ࢀた実⩦ෆᐜのᣑ඘࡜ᵓ⠏をᅗってきた。さらに，ඛ➃農業ᢏ⾡に関㐃する

◊✲をᨭ᥼しながら，Ỉ✄，ᯝᶞ，㔝⳯，ⰼ༘おࡧࡼ畜産のศ㔝におࡅる⏕産を᥎㐍

してきた。୍᪉，♫఍㈉⊩，≉に，ᆅᇦ㐃ᦠの୍⎔࡜しての⏕産ࡶ㐍め，㐃ᦠ༠ᐃを

⥾⤖している⮬἞体の≉産品，農産物⏕産に関わる࣐ࣖ࢘ࢻࣈ，コ࣓，ࣥ࢖࣡，࣐ࢦ

等の⏕産に関するᨭ᥼を㐍めてきた。  

農Ꮫ㒊の⌮ᛕ࡜して，「ಙᕞの㇏かな⮬↛࡜㢼ᅵの࡜ࡶで，⏕࿨・食ᩱ・⎔ቃをᨭ࠼

る農Ꮫをᇶ┙࡜し，㧗ᗘに㐍ᒎする⏕࿨⛉Ꮫのどᗙを㋃ま࠼，ㄽ⌮ᛶ，実㊶ᛶ，೔⌮

ᛶ，๰㐀ᛶの㧗いᩍ⫱࡜◊✲を⾜い，⮬↛࡜ேがඹ⏕するᣢ続的♫఍の๰㐀を┠ᣦし，

ᗈいど㔝࡜ㄢ㢟᥈ồ⬟ຊ，ᅜ㝿ᛶをഛ࠼たேᮦの㣴ᡂ」がᥖࡆらࢀる，また，農Ꮫ㒊

の┠ᶆ࡜して，「ᆅᇦに㛤かࢀた኱Ꮫ࡜して，ኚ໬する♫఍に適応した▱的๰㐀に㈨す

るேᮦを㣴ᡂし，ே間⏕άの㉁的ྥୖ࡜೺ᗣで㇏かな♫఍の๰㐀に㈉⊩し，食࡜⥳の

る๰㐀ຊ㇏かなࢀࡩをษりᣅき，ᣢ続的♫఍の๰㐀に㈉⊩するே間ᛶあ࢔࢕ࢸࣥࣟࣇ

ேᮦを㣴ᡂし，ᆅᇦࡸᅜ㝿♫఍࡜のᖜᗈい㐃ᦠを㐍める」࡜さࢀている。  

AFC はࢻ࣮ࣝ࢕ࣇ⛉Ꮫの実㊶のሙ࡜して，ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇにおࡅる⏕物⏕産ᢏ⾡おࡧࡼ

⎔ቃ⟶⌮ᢏ⾡に関するᩍ⫱，◊✲を㐍め，㔝እάືに⢭㏻したᏛ⏕の㣴ᡂ࡜農ᯘ⏕産

ᗈ，ࢀを┠的にタ⨨さ࡜ࡇの஺ὶ・㐃ᦠを✚ᴟ的に㐍める࡜たᆅᇦࡌቃಖ全を㏻⎔ࡸ

  。ᆅᇦ♫఍のⓎᒎにᐤ୚するための♫఍ᩍ⫱஦業を⾜っているࡃ

௨ୖの農Ꮫ㒊࡜しての⌮ᛕ・┠ᶆ，AFC のᯝたす࡭きᶵ⬟を㚷み，AFC 農ሙは➨ 3

次 5 ࣧ年計画において௨ୗの┠ᶆをᥖࡆる࡜࡜ࡇする。  

㸯㸬ᑓ㛛ᛶ࡜ỗ⏝ᛶをවࡡഛ࠼たᢏ⾡⫋ဨの㣴ᡂ  

㸰㸬ᵓෆおࡧࡼ㔝㎶ᒣスࣥࣙࢩ࣮ࢸにおࡅる⪔畜㐃ᦠにࡼる畜産㒊㛛のᙉ໬  

㸱㸬ᢏ⾡⫋ဨおࡧࡼᢏ⬟⿵బဨ・◊✲ᨭ᥼᥎㐍ဨのຠ⋡的な㓄⨨  

㸲㸬施タのຠ⋡的な⟶⌮࡜฼⏝  

㸳㸬ᶵᲔのຠ⋡的な⟶⌮࡜฼⏝  
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Ⅱ．農場における生産の現状と課題 

 
１．生産の現状 

平成 28 年度の部門ごとの農場生産物収入は以下のとおりである。水田，蔬菜・作

物，果樹・加工，花卉，畜産，野辺山の収入割合は，各々12%，4%，44%，4%，13%，

23%であった。平成 23～28 年度の収入割合について見ると，平成 23，24 年度と比べ，

平成 25 年度以降の収入総計が約一千万円増加しており，主な増収要因は果樹・加工

および畜産部門であった（図－A－1）。  

図－A－1 年度別農場収入（H. 23～H. 28 年度）  

 
各部門の推移，傾向の概要は以下のとおりである。水田は経年的に漸減傾向にある。

蔬菜・作物，花卉は 3%から 8%を推移している。果樹・加工は，平成 28 年度は晩霜

等の異常気象の影響もあったが，ほぼ安定して収入全体の約半分を占めている。畜産

は子牛の分娩状況およびその性比にも左右されるが，4～13%，平均 8%を推移してき

た。平成 28 年度は肉用牛の高値取引等の市場の状況から 13%を占めた。野辺山は，

教育関係共同利用拠点等の実習教育における教材提供としての高冷地野菜生産に加え，

和牛の繁殖経営の安定化に伴い 14%から 23%と漸増している（図－A－2，図－A－3，

表－A－1）。  

 

 

 

万円  
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および畜産部門であった（図－A－1）。  

図－A－1 年度別農場収入（H. 23～H. 28 年度）  

 
各部門の推移，傾向の概要は以下のとおりである。水田は経年的に漸減傾向にある。

蔬菜・作物，花卉は 3%から 8%を推移している。果樹・加工は，平成 28 年度は晩霜

等の異常気象の影響もあったが，ほぼ安定して収入全体の約半分を占めている。畜産

は子牛の分娩状況およびその性比にも左右されるが，4～13%，平均 8%を推移してき

た。平成 28 年度は肉用牛の高値取引等の市場の状況から 13%を占めた。野辺山は，

教育関係共同利用拠点等の実習教育における教材提供としての高冷地野菜生産に加え，

和牛の繁殖経営の安定化に伴い 14%から 23%と漸増している（図－A－2，図－A－3，

表－A－1）。  
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⾲㸫A㸫1 ᖹᡂ 30 年ᗘ  農ሙ（ᵓෆ・㔝㎶ᒣ）స௜ࡅ計画  

 

ᵓෆスࣥࣙࢩ࣮ࢸ  
ᯝᶞ・ຍᕤ  

 ᯝᶞ᱂ᇵ面✚ཬࡧ⏕産㔞  

 

 ຍᕤ⏕産ணᐃ  

 
⏿స物・ⶰ⳯  

 
施タᅬⱁ  

 

స　┠ リ䞁䝂 䝘シ 䝤䝗䜴 䝲䝬䝤䝗䜴 䝤䝹䞊䝧リ䞊 䝥䝹䞊䞁 䛭䛾௚ ィ

面　積　 (a) 28.㻣 42.3 20.6 36.8 11.㻣 㻥.5 14.5 164.1

⏕⏘㔞 (㼗㼓) 㻣,4㻣0 3,350 2,㻣40 3,㻣00 500 150 515 18,425

䛭䛾௚⏕⏘㔞 (㼗㼓)　　䝰䝰1㻣0，䝥䝷䝮15，䜴䝯10，䝬䝹䝯䝻50，カキ80，䜽リ15，ア䞁䝈120，カリ䞁50，㖟ᮥ5

䢈䢚䢕䡬䢉䢚䢔䡬 リ䞁䝂 䝥䝹䞊䞁 䝬䝹䝯䝻 䝲䝬䝤䝗䜴 䝤䝗䜴 䝘䜲ア䜺䝷 䝫䞊䝖䝷䞁䝗 䜲䝏䝂

数㔞 (ᮏ) 1,㻣00 4,800 350 3㻣0 1,200 5㻥0 500 60 3,200

స　┠ ア䞁䝈 䜴䝯 カリ䞁 䡭䡫䢈䢛䢕䢇䢚䡬䢙 䢆䡽䢌䡾 ↻㇋ ₕ≀

数㔞 (ᮏ) 880 100 440 480 80 280 㻣00

360㼙㼘 㻣20㼙㼘 1000㼙㼘 500㼙㼘 㻣20㼙㼘 㻣20㼙㼘 リ䞁䝂 ὒ᲍

数㔞 (ᮏ) 500 1,㻣00 1,㻣00 800 0 500 800 600

స　┠
䝆䝱䝮等

ᒣ䜆䛹䛖ワ䜲䞁
リ䞁䝂

䝆ュ䞊䝇
䝘䜲ア䜺
䝷ワ䜲䞁

䜚䜣䛤
ワ䜲䞁

ᒣ䜆䛹䛖
䝆ュ䞊䝇

䝏ッ䝥䝇
స　┠

面積
(a)

１１䠄䜺䝷䝇ᐊ䠅 3 シ䜽䝷䝯䞁23品種䠄2,850㖊䠅，䝬リ䞊䝂䞊䝹䝗ⱑ䠄3,000ᮏ䠅

１１䠄䜺䝷䝇ᐊ㞄᥋䝝䜴䝇䠅 5 Ⱬ䝝䜴䝇䠄信大஺㓄 8㻙㻥䠅　　䠏Ჷ　2,4㻣0ᰴ

１１䠄䝝䜴䝇䠅 1.5 䜿䞊䝹，཰✭ᚋ䝷䜲㯏

１１䠄䝝䜴䝇䠅 1.5 ア䝇䝟䝷䜺䝇　　䠏Ჷ

１䠐䠄Ỉ✄⫱ⱑ䝝䜴䝇䠅 0.84 䝝䜴䝇䝖䝬䝖　　180ᰴ

ᅡሙ␒号 స　　　　　┠

面積
(a)

１䠉䠎　　䠎䠉１ 80 ኟ䝋䝞　䠄信濃ኟ䝋䝞䠅　᫓䜎䛝

䠏 40 ⛅䝋䝞　䠄信濃ኟ䝋䝞䠅， 㯮大㇋ 5a

䠐䠉䠎 50 ⛅䝋䝞　䠄信濃ኟ䝋䝞䠅

䠑䠉１ 50 ⛅䝋䝞　䠄信濃ኟ䝋䝞䠅

᫓స　䠄䝇䜲䞊䝖䝁䞊䞁，カ䝪䝏䝱䠅
⛅స　䠄ⓑ⳯䠅
᫓స　䠄䝃䝖䜲䝰，䝃䝒䝬䜲䝰，䝆䝱䜺䜲䝰，䝛䜼䠅
⛅స　䠄䝃䝖䜲䝰，䝃䝒䝬䜲䝰，㔝ἑ⳯，大᰿，⩚ᗈカ䝤，䝛䜼䠅

１䠑 156 ⛅䝋䝞　䠄信濃１号䠅

１１䠄Ỉ⏣ഃ䠅

１１䠄㎰ල㈨ᩱ㤋ഃ䠅 10

10

ᅡሙ␒号 స　　　　　┠
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⾲㸫A㸫1 ᖹᡂ 30 年ᗘ  農ሙ（ᵓෆ・㔝㎶ᒣ）స௜ࡅ計画  
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Ỉ  ⏣ 

 

畜  産 

⌧   ≧                      ฟⲴணᐃ 

 

 㣫ᩱస物 

 

 

面積 (a) ணᐃ཰㔞 (㼗㼓)

ప㎰⸆⡿ 233 12,580

ᬑ ㏻ ⡿ 10 540

㣰ࠉࠉ⡿ 㻥 486

య㦂ㅮᗙ 2 108

ィ 254 13,㻣14

㢮ࠉࠉ✀ 頭　数 備　考 㢮ࠉࠉ✀ 頭　数

࿴∵⥲㢌ᩘ 1㻥

⦾Ṫ用㞤∵ 14

⣲∵ཤໃ∵ 2

⣲ ∵ 㞤 ∵ 0

∵ࠉ⫱ࠉ⫧ 3

ศፔணᐃᏊ∵ 6

素牛去勢牛
素 牛 雌 牛

⫧　⫱　牛

ᗫ⏝⫧⫱牛

0

3

2

ᅡሙ␒号 面積 (a) ⲡ　　種 ⏝㏵ 備考

１䠉１ 50 䜸䞊䝏䝱䞊䝗 䜑䜣⨺　䠄ᨺ∾䠅 1㻥ᖺᗘ᭦᪂

１䠉䠎 80 䝷䜲㯏䞉䝋䝞 ஝ⲡ

䠎䠉１ 80 䝷䜲㯏䞉䝕䞁䝖䝁䞊䞁 ஝ⲡ䞉䝃䜲䝺䞊䝆

䠐䠉䠎 50 䝷䜲㯏䞉䝋䝞 ஝ⲡ

䠑䠉１ 50 䝷䜲㯏䞉䝋䝞 ஝ⲡ

䠑䠉䠎 50 䝷䜲㯏䞉∾ⲡ ஝ⲡ 30ᖺᗘ᭦᪂

䠒䠉１ 50 䝷䜲㯏䞉∾ⲡ ஝ⲡ 30ᖺᗘ᭦᪂

䠒䠉䠎 50 䝷䜲㯏䞉∾ⲡ ஝ⲡ 30ᖺᗘ᭦᪂

䠓䠉１ 50 䝷䜲㯏䞉∾ⲡ ஝ⲡ 30ᖺᗘ᭦᪂

䠓䠉䠎　　䠔 㻥4 䝷䜲㯏䞉∾ⲡ ஝ⲡ 30ᖺᗘ᭦᪂

䠕 㻣㻣.5 䜸䞊䝏䝱䞊䝗୺య ࿴牛　䠄ᨺ∾䠅 13ᖺᗘ᭦᪂

１䠌 㻣6 䜸䞊䝏䝱䞊䝗୺య ࿴牛　䠄ᨺ∾䠅 6ᖺᗘ᭦᪂

１䠑 156 䝷䜲㯏䞉䝋䝞 ஝ⲡ
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㔝㎶ᒣスࣥࣙࢩ࣮ࢸ 

⏿   స 

 

 

畜   産  

⌧  ≧                       ฟⲴணᐃ 

 

 

㸰．⏕⏘のㄢ㢟 

⤒年的な農ሙ⏕産物の཰入の᥎⛣，ഴྥから，約༙ศを༨めるᯝᶞ・ຍᕤ㒊㛛にὀ

┠すࡤࢀ，今後の安ᐃ的⏕産をᩍ⫱࡜しての実⩦に཯ᫎし，6 次産業໬を具体的に体

㦂できる実⩦࡜するため，ຍᕤ施タのᣑ඘が必要になる。さらに，㏆年の農業⏕産を

⪃៖すࡤࢀ，Ꮫ⏕へのᩍ⫱ຠᯝࡶ⪃៖した実⩦のᵓ⠏࡜ᣑ඘が期ᚅさࢀる。具体的に

は，農ሙ⏕産におࡅる GAP の導入，௜ຍ౯್の㧗い農産物の計画的⏕産，኱Ꮫ農ሙに

おࡅる農産物のࢻࣥࣛࣈ໬，⏕産，ຍᕤからὶ㏻，㈍኎の㐣⛬等におࡅる実⩦の఩⨨

。きである࡭等をព㆑してᨵၿすࡅ࡙  

୍᪉，1 次おࡧࡼ 2 次 AFC 農ሙ 5 ヶ年計画期間（10 年間）におࡅる農ሙ⏕産࡜స

業体制をᴫほする࡜，☜実に，しかࡶຠ⋡的にᨵၿさࢀている࡜ࡇが☜ㄆできる。具

体的には，㐣ཤ 10 年間に 3 ྡのᢏ⾡⫋ဨが㏥⫋したが，⿵඘㞠⏝さࢀたᢏ⾡⫋ဨへ

のᢏ⾡の継ᢎが㡰ㄪに⾜わࢀた⤖ᯝ，⏕産ᛶおࡧࡼᚓらࢀた཰入ࡶ安ᐃして᥎⛣して

いる࡜ࡇが☜ㄆできる。また，๓㏙の࡜おり，ྛ㒊㛛間におࡅる農ሙ⏕産཰入の๭ྜ

సࠉࠉࠉ┠ 品　　　種 面積 (a)

ࣥࢤࣥ࢖ࢼࣂࢽ࣋ 自家採種，各系統，大粒系統 28.2

ࢶ࣋ࣕ࢟ 信州 868，輝吉，各品種等 34.0

࣮ࣥࢥࢺ࣮࢖ࢫ 恵味 86，各品種 4.8

ࣂࠉࠉࢯ キタワセ　信濃１号　奈川在来 256.8

㯏㸦஝ⲡ㸧 ࢖ ࣛ ダッシュ 55.0

ⲡ㸦஝ⲡ㸧ࠉࠉ∾ 1,000.0

ࣔ࢖࢞ࣕࢪ キタアカリ 1.2

㢮ࠉࠉ✀ 頭　数 備　考 㢮ࠉࠉ✀ 頭　数

࿴∵⥲㢌ᩘ 21

⦾Ṫ用㞤∵ 12

⣲∵ཤໃ∵ 6

⣲ ∵ 㞤 ∵ 3

ศፔணᐃᏊ∵ 11

素牛去勢牛
素 牛 雌 牛

8
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㔝㎶ᒣスࣥࣙࢩ࣮ࢸ 
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畜   産  
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సࠉࠉࠉ┠ 品　　　種 面積 (a)
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素牛去勢牛
素 牛 雌 牛

8
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は୍ࡰ࡯ᐃで᥎⛣を♧しているが，ᩍ⫱࡜しての᭱適な実⩦ᩍᮦのᥦ౪を⪃៖したస

業体制のぢ┤しࡶ適ᐅ㐍める必要がある。  

今後，さらに継続して，安ᐃした⏕産を᥎㐍するためのస業体制はࡰ࡯⌧≧を⥔ᣢ

する࡜ࡇで可⬟である࠼⪄࡜らࢀるが，今後ண᝿さࢀる኱Ꮫ，Ꮫ㒊におࡅる☜実なᐃ

ဨ๐ῶにഛ࠼，体制のぢ┤しࡶ必要である。≉に，継続して᥇ᢥ，ㄆᐃさࢀた㔝㎶ᒣ

農ሙのᩍ⫱関係ඹ同฼⏝ᣐⅬにおࡅる㧗෭ᆅ農業をᇶ┙࡜した農ሙ⏕産に係わる実⩦

ᩍ⫱の⥔ᣢ࡜ᣑ඘を⪃៖すࡤࢀ，ᢏ⾡⫋ဨの関୚，స業体制のぢ┤し，ᨵၿࡶ必要で

ある。さらに，㔝㎶ᒣを୰ᚰ࡜したᆅᇦに఩⨨する༡∾ᮧ，ᕝୖᮧ࡜の㐃ᦠ༠ᐃにᇶ

ながら，༑ࢀ៖に入⪄ࡶに係わる組⧊，体制はᐤ㝃ㅮᗙ等ࢀࡑ࡜産体⣔のᵓ⠏⏕ࡃ࡙

ศな༠㆟のୖ，ᨵၿさࢀなࡤࢀࡅならない。  

୍᪉，ᩍ⫱関係ඹ同฼⏝ᣐⅬの᭦᪂に関㐃して，ᩥ㒊⛉Ꮫ┬から，኱Ꮫ㝔⏕を対㇟

ており，๓㏙の༡∾ᮧ，ᕝୖࢀしての実⩦，₇⩦のᥦ౪がồめら࡜⫱した㧗ᗘ໬ᩍ࡜

ᮧ࡜の㐃ᦠࡶ⪃៖したᩍ⫱，すなわࡕඛ➃農業ᢏ⾡をಟᚓ可⬟な AI，ICT 等を㥑౑し

た㧗෭ᆅにおࡅるス࣐࣮ト農業に係わる₇⩦，実⩦の‽ഛが必要࡜なり，ࡑのための

స業体制，⏕産のᨵၿへの対応がồめらࢀる。  

௨ୖを⪃៖して今後 5 ヶ年で取り組࡭ࡴきㄢ㢟をᢳฟし，ぢ┤し，ຠ⋡的なᩍ⫱，

◊✲おࡧࡼᆅᇦ㐃ᦠのためのᩚഛを㐍めるにあたり，ࡑのための᥎㐍᪉ἲは௨ୗの࡜

おりである。  

 

 

Ϫ．⏕⏘ᨵၿィ⏬ 

 
今後 5 年間に࡝࡜まらࡴ，ࡎしࢁ㛗期的なᒎᮃにたࡕ，⌧ᅾの኱Ꮫ，Ꮫ㒊，AFC を

めࡄる᝟ໃを⪃៖すࡤࢀ，☜実࡜なるᐃဨ๐ῶに対応しながら，⏕産ᨵၿのための計

画をᵓ⠏しなࡤࢀࡅならない。ᇶᮏ的には⌧≧の⏕産体⣔を⥔ᣢする࡜ࡇをめざしな

がら，⏕産཰入の኱きな๭ྜを༨めるᯝᶞ㒊㛛，おࡧࡼ今後のᨵၿのవᆅが期ᚅでき

る畜産㒊㛛におࡅる㑅ᢥ的ᣑ኱である。また，ᮏᏛ，ᮏᏛ㒊におࡅる◊✲ᡂᯝ࡜して

බ⾲さࢀてきた᪂品✀のᬑཬ，おࡧࡼᨭ᥼，あるいはᆅᇦ㐃ᦠの୍⎔࡜してのඹ同，

ཷク等で㛤Ⓨをめざすࢻࣥࣛࣈ໬農産物，品✀ྵࡶめ，ከ面的に⏕産をᨵၿする計画

は௨ୗの࡜おりである。  

 
㸯．ᑓ㛛ᛶとỗ用ᛶࢆවࡡഛࡓ࠼ᢏ⾡⫋ဨの㣴ᡂ 

AFC 農ሙのᩍ⫱，◊✲おࡧࡼᆅᇦ㐃ᦠをᇶ┙࡜した⏕産を安ᐃして継続するための

トは，㐣ཤのࣥ࢖࣏ 1 次，2 次 5 ヶ年計画で㐍めてきたᢏ⾡⫋ဨのຠ⋡的なඹ同స業

体制の継続的᥎㐍である。具体的には，継続してྛ㒊㛛おࡧࡼ農ሙ，農Ꮫ㒊おࡧࡼᆅ
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ᇦにおࡅるస業をぢ┤し，ᑓ㛛ᛶ࡜ỗ⏝ᛶをවഛした⥲ྜຊをⓎ᥹できるᢏ⾡⫋ဨの

㣴ᡂが㔜要である。స業に必㡲な㈨᱁の取ᚓ，ᢏ⾡の◊ಟを㐍める。  

まで，1ࢀࡇ 次，2 次 5 ヶ年計画を❧᱌し，᥎㐍してきた⤖ᯝ，ᢏ⾡⫋ဨが対応す

るస業の約 8 ๭に，ࡰ࡯計画㏻りඹ同స業を導入する࡜ࡇが可⬟になっている。今後

☜実࡜なるᐃဨ๐ῶへの対応࡜して，継続したඹ同స業体制の✚ᴟ的な᥎㐍が期ᚅさ

。おりである࡜のための具体的な㐍め᪉は௨ୗのࡑ。るࢀ  

 
ձኳೃ等にࡼりࡑの⏕産άື，⏕産ᛶが኱きࡃ「ᕥྑさࢀないస業」࡜「さࢀるస業」

の༊ูのᚭᗏ  

Ѝ「施タ᱂ᇵ，ᒇෆస業」࡜「ᅡሙస業，⏿ᆅおࡧࡼỈ⏣స業等」の༊ู࡜ᚭᗏ  

ղᏘ⠇ᛶをక࠺స業，あるいはࡑの実施が▷期間に㞟୰するస業のᢳฟ，おࡧࡼඹ同

స業໬ࡑ࡜の᪉ἲの☜❧  

Ѝ⏣᳜࠼・✄สり，ⶰ⳯・ᯝᶞ等の཰✭స業，࣓ࣥࣛࢡࢩのฟⲴస業等におࡅるඹ

同స業໬  

ճ組స業がຠ⋡的であるస業のᢳฟ，おࡧࡼ安全ᛶを⪃៖したඹ同స業໬ࡑ࡜の᪉ἲ

（⏕産άືෆᐜの෌☜ㄆ）の☜❧  

 
㸰．ᵓෆࡧࡼ࠾㔝㎶ᒣࡿࡅ࠾࡟ࣥࣙࢩ࣮ࢸࢫ⪔␆㐃ᦠࡿࡼ࡟␆⏘㒊㛛のᙉ໬ 

(1) ᵓෆスࣥࣙࢩ࣮ࢸ  

Ỉ✄，ᯝᶞ，ⶰ⳯，ⰼ༘，⏿స物の⪔✀㒊㛛にࡘいては，ᴫࡡ，⌧≧の᱂ᇵ⟶⌮・

฼⏝を継続するが，Ỉ✄では⫱ⱑおࡧࡼ㞧ⲡ⟶⌮のຠ⋡໬，ᯝᶞでは適ษな⏕食おࡼ

㜵㫽対⟇のపコスト໬の᪉࡜る実⩦ᩍᮦの඘実ࡼ᪂品✀導入に࡜ࡅຍᕤཎᩱの௙ศࡧ

⟇の検討，ⶰ⳯おࡧࡼⰼ༘では，᪂品┠の導入࡜పコスト໬のための施タᩚഛ，⏿స

物ではຠ⋡的な㍯స体⣔のᵓ⠏࡜పコスト⟶⌮に取り組ࡴ。また，食品ຍᕤにࡘいて

は，ಙ኱ࢻࣥࣛࣈの඘実࡜ཎᩱのコストࡶ㓄៖したຠ⋡的な฼⏝᪉ἲの検討を㐍める。 

 畜産㒊㛛にࡘいては，⦾Ṫ・⫧⫱୍㈏⏕産体⣔にࡼる㯮ẟ࿴✀⫗⏝∵の㣫㣴⟶⌮，

≉に，ᣢ続・安ᐃ的なᏊ∵⏕産（1 年 1 産）をめざし，㧗い⦾Ṫຠ⋡へ࡜ᨵၿし，⥔

ᣢする。࡜りわࡅ，⦾Ṫ⣲∵は⦾Ṫᡂ⦼（Ⓨ᝟，᤼༸等）のᢕᥱ，ಶ体⟶⌮をᚭᗏす

るࡶ࡜࡜に，㝖ゅ，Ⓨ᝟・᤼༸のグ㘓，ዷፎ☜ㄆ，ศፔ⟶⌮，㞳ங⟶⌮等のᇶᮏ的స

業࡜関㐃ᢏ⾡を実⩦ᩍᮦ࡜してࡶᥦ౪しながら，∵⩌の安ᐃした⦾Ṫ⟶⌮，⏕産⟶⌮

を᥎㐍する。  

今後 5 年間ࡶ⤒Ⴀ規ᶍは，⦾Ṫ⣲∵㸸15㹼20 㢌，⫧⫱∵㸸5㹼6 㢌の∵⩌の☜ಖを

めざすࡶ࡜࡜に，⫗⏝∵のᕷሙ，㈍኎ࡶ⪃៖したࢻࣥࣛࣈ，㖭᯶をព㆑した AI，ET

に฼⏝する✀㞝∵の㑅ᐃࡶ㐍める。  

さらに，あらたなᙉ໬ᡓ␎࡜して，⦾Ṫ⣲∵の☜ಖに㝿し，㞤㞝㑅ู⢭ᾮの AI の฼
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Ỉ✄，ᯝᶞ，ⶰ⳯，ⰼ༘，⏿స物の⪔✀㒊㛛にࡘいては，ᴫࡡ，⌧≧の᱂ᇵ⟶⌮・

฼⏝を継続するが，Ỉ✄では⫱ⱑおࡧࡼ㞧ⲡ⟶⌮のຠ⋡໬，ᯝᶞでは適ษな⏕食おࡼ

㜵㫽対⟇のపコスト໬の᪉࡜る実⩦ᩍᮦの඘実ࡼ᪂品✀導入に࡜ࡅຍᕤཎᩱの௙ศࡧ

⟇の検討，ⶰ⳯おࡧࡼⰼ༘では，᪂品┠の導入࡜పコスト໬のための施タᩚഛ，⏿స

物ではຠ⋡的な㍯స体⣔のᵓ⠏࡜పコスト⟶⌮に取り組ࡴ。また，食品ຍᕤにࡘいて

は，ಙ኱ࢻࣥࣛࣈの඘実࡜ཎᩱのコストࡶ㓄៖したຠ⋡的な฼⏝᪉ἲの検討を㐍める。 

 畜産㒊㛛にࡘいては，⦾Ṫ・⫧⫱୍㈏⏕産体⣔にࡼる㯮ẟ࿴✀⫗⏝∵の㣫㣴⟶⌮，

≉に，ᣢ続・安ᐃ的なᏊ∵⏕産（1 年 1 産）をめざし，㧗い⦾Ṫຠ⋡へ࡜ᨵၿし，⥔

ᣢする。࡜りわࡅ，⦾Ṫ⣲∵は⦾Ṫᡂ⦼（Ⓨ᝟，᤼༸等）のᢕᥱ，ಶ体⟶⌮をᚭᗏす

るࡶ࡜࡜に，㝖ゅ，Ⓨ᝟・᤼༸のグ㘓，ዷፎ☜ㄆ，ศፔ⟶⌮，㞳ங⟶⌮等のᇶᮏ的స

業࡜関㐃ᢏ⾡を実⩦ᩍᮦ࡜してࡶᥦ౪しながら，∵⩌の安ᐃした⦾Ṫ⟶⌮，⏕産⟶⌮

を᥎㐍する。  

今後 5 年間ࡶ⤒Ⴀ規ᶍは，⦾Ṫ⣲∵㸸15㹼20 㢌，⫧⫱∵㸸5㹼6 㢌の∵⩌の☜ಖを

めざすࡶ࡜࡜に，⫗⏝∵のᕷሙ，㈍኎ࡶ⪃៖したࢻࣥࣛࣈ，㖭᯶をព㆑した AI，ET

に฼⏝する✀㞝∵の㑅ᐃࡶ㐍める。  

さらに，あらたなᙉ໬ᡓ␎࡜して，⦾Ṫ⣲∵の☜ಖに㝿し，㞤㞝㑅ู⢭ᾮの AI の฼
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⟶⩌∵ᣢ続的安ᐃ的な，ࢀを取り入ࡅで計画的なᏊ∵の㞤㞝産みศ࡜ࡇ検討するࡶ⏝

⌮を㐍める。  

 ∵⩌⟶⌮の関㐃స業࡜して，㣫ᩱస物⏕産，ሁ⫧⏕産の⥔ᣢ，ᣑ඘をᅗる。すなわ

，した↓㥏のないຠ⋡的な∾ⲡ⏕産，᥇ⲡస業࡜┙計画的なⲡᆅの⥔ᣢ，⟶⌮をᇶ，ࡕ

࣮࣮ࣟࣝ࣋ࣝ⏕産はࣂࢯ，ࢇࢁࡕࡶ等の௚の農స物࡜の㍯సྵࡶめたࣥࢹトコ࣮ࣥ，

め，✚ᴟ的に᥎ྵࡶしてのᥦ౪࡜㯏のᣢ続的，ຠ⋡的⏕産の実⩦ᩍᮦ࢖ࣛ，࣒࢞ࣝࢯ

㐍する。  

また，㈨※ᚠ⎔ᆺの⪔畜㐃ᦠにࡼる畜産を㐍めるため，農ሙෆはࢇࢁࡕࡶ，AFC ₇

⩦ᯘからᥦ౪さࢀる間ఆᮦ等のࣉࢵࢳの∵⯋ᩜᩱ໬，ࡑの後のሁ⫧໬をはࡌめ，Ⰻ㉁

のሁ⫧のᣢ続的ቑ産を┠ᣦすࡶ࡜࡜に，農ሙのᅡሙ等におࡅる᏶全⮬⤥を┠ᣦす。さ

らに，㏆㞄の食品⏕産஦業ᡤ等から入ᡭできる食品ṧ´の㣫ᩱ໬をᩍ⫱，◊✲ࡒࢀࡑ

してᥦ౪し，ᆅᇦᮍ฼⏝㈨※の᭷ຠά⏝に࡜て実⩦のᩍᮦࡏで対応しながら，あわࢀ

。いてᏛ⏕へのၨⓎを㐍めるࡘ  

୍᪉，㝈らࢀたᢏ⾡⫋ဨにࡼる∵⩌⟶⌮をࡼりຠ⋡的，┬ຊ的に᥎㐍するため，Ꮨ

⠇に応ࡌた，農ሙෆの∾ⲡᆅでのᨺ∾⟶⌮を継続する。  

 
(2) 㔝㎶ᒣスࣥࣙࢩ࣮ࢸ  

㔝㎶ᒣスࣥࣙࢩ࣮ࢸにおࡅる⏕産において，≉に，࿘㎶の༡∾ᮧ，ᕝୖᮧ同様，㔝

⳯の㐃స，≉に㐃స㞀ᐖへの対応はᴟめて㔜要なㄢ㢟である。2 次 5 ヶ年計画期間で

は，いࡘࡃかの対⟇を㐍めてきたが，࡜りわ࡜⫧⥳，ࡅしての㣫ᩱస物等࡜の㍯స，

あるいは，┤᥋ᅡሙへの㗟きࡇみを実施する࡜ࡇにࡼるᨵၿを☜ㄆしてきた。今後，

✚ᴟ的なᅵተᨵⰋを㐍めるにあたり，๓㏙の࡜おり༡∾ᮧ，ᕝୖᮧ࡜の㐃ᦠ༠ᐃ，ࡑ

。して検討する࡜の後の関㐃஦業の計画ࡑࡧࡼに関㐃してのᐤ㝃ㅮᗙのᵓ⠏，おࢀ  

୍᪉，2 次 5 ヶ年計画期間では㔝㎶ᒣスࣥࣙࢩ࣮ࢸにおࡅる⫗⏝∵（㯮ẟ࿴✀）の

㣫㣴⟶⌮を᥎㐍し，ᵓෆスࣥࣙࢩ࣮ࢸ௨ୖの㧗い⦾Ṫຠ⋡を⥔ᣢしながら，⦾Ṫおࡼ

࣮ࢸฟⲴの⏕産体制を☜❧してきた。関㐃してᚑ᮶，స〇した࣮ࣟࣝ஝ⲡをᵓෆスࡧ

，から，㏆年࡜ࡇ非ຠ⋡的であった࡜に⛣ືしていたが，㈝⏝対ຠᯝを⪃៖するࣥࣙࢩ

ᆅඖでのὶ㏻，㈍኎を実施し，᭷ຠ฼⏝࡜཰入ቑຍにࡘながっている。今後ࡶ㔝㎶ᒣ

スࣥࣙࢩ࣮ࢸにおࡅる⫋ဨの業ົ࡜の関係から適正規ᶍでの⫗⏝∵の㣫㣴⟶⌮を継続

し，ࢀࡑに応ࡌた㣫ᩱస物᱂ᇵをᣢ続しながら，適ᐅ，࣮ࣟࣝ஝ⲡの㈍኎ࡶ㐍める。  

さらに，㐃స㞀ᐖをᨵၿするための◊✲，業ົの୍㈏࡜して，」ᩘのస物にࡼる㍯

స体⣔，ࣥࢹ，࣒࢞ࣝࢯトコ࣮ࣥ，ࣛ࢖㯏等のከ様な㣫ᩱస物，≉に⥳⫧の᱂ᇵ࡜ᅡ

ሙへの┤᥋の㗟きࡇみの継続的実施を◊✲おࡧࡼ業ົ࡜して㐍める࡜ࡇで，୍ᒙのᨵ
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さらに，⫗⏝∵，ࣖࢠの㣫㣴⟶⌮にࡶ࡜な࠺᤼ἥ物をᮦᩱ࡜したሁ⫧⏕産࡜ᅡሙへ
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の㑏ඖを継続する࡜ࡇで，㐃స㞀ᐖへのᨵၿࡶ㐍める。同᫬に，ᩍ⫱関係ඹ同฼⏝ᣐ

Ⅼにおࡅるື物・家畜を୺対㇟࡜する実⩦のᩍᮦ࡜して，⫗⏝∵，ࣖࢠの㣫㣴⟶⌮，

㣫ᩱ⏕産，施タ⟶⌮，ሁ⫧⏕産等がᥦ౪可⬟࡜なる。  

 
㸱．ᢏ⾡⫋ဨࡧࡼ࠾ᢏ⬟⿵బဨ࣭◊✲ᨭ᥼᥎㐍ဨの効率的な㓄⨨ 

ᢏ⾡⫋ဨは，AFC 農ሙにおࡅる農産物，家畜を実⩦のᩍᮦ࡜してᥦ౪するため，実

⩦㛤ㅮ᫬でのస業，⟶⌮௨እの期間においてࡶ᪥ᖖ的⟶⌮をᢸᙜしている。ࡑのため，

Ꮨ⠇にࡼり対応の⛬ᗘは␗なるが，1 年間を㏻ࡌた໅ົ，⟶⌮が必㡲である。  

2 次 5 ヶ年計画期間において，㏥⫋したඖ農ሙᢏ⾡⫋ဨをᢏ⬟⿵బဨ࡜して㞠⏝し，

ఇ᪥の໅ົを౫㢗し，農ሙෆにおࡅる農産物，家畜の継続的な⟶⌮が可⬟になった。

今後 5 ヶ年においてࡶ，同様に⤒㦂を᭷するᢏ⬟⿵బဨを㞠⏝する࡜ࡇでᢏ⾡⫋ဨの

ఇ᪥を☜ಖする。  

㔝㎶ᒣスࣥࣙࢩ࣮ࢸにおいてࡶ，⫗⏝∵の㣫㣴⟶⌮は 1 年間，継続した໅ົを必要

ࡶる実⩦ᩍ⫱のᨭ᥼，⿵ຓࡅるᩍ⫱関係ඹ同฼⏝ᣐⅬにおࡅする。≉に，ኟᏘにお࡜

୙可Ḟである࡜ࡇから，⌧ᆅにおࡅるᢏ⬟⿵బဨの㞠⏝が必要であり，1 次，2 次 5 ヶ

年計画期間から継続してきた。今後 5 ヶ年においてࡶ，ண᝿さࢀるᐃဨ๐ῶへの対応

ᨭ᥼᥎㐍ဨの㞠⏝，㓄⨨を継続し，同様の体制を⥔ᣢ✲◊ࡧࡼして，ᢏ⬟⿵బဨお࡜

する。  

 
㸲．᪋タの効率的な管理と利用 

AFC 農ሙは，実⩦の࡯か，農産物の୍㒊をຍᕤする࡜ࡇで，࣒ࣕࢪ，ₕ物を〇㐀す

る農産物ຍᕤ施タ，◊✲にࡶ฼⏝するస業ᶵᲔ等の཰⣡施タ（⯋），ᶵᲔ，⮬ື㌴等の

㌴ᗜ，∵⯋おࡧࡼ୰ᆺ家畜⯋，㭜⯋の࡯か，࢞ࣛス ᐊ，࢘ࣁ࣮ࣝࢽࣅスを᭷する。  

，スは実⩦㛤ㅮ᫬のᏘ⠇࢘ࣁ࣮ࣝࢽࣅ，に࢞ࣛス ᐊ≉，ࡶらの施タのなかでࢀࡇ

ኳೃに応ࡌてᰂ㌾で᭷ຠな実⩦స業を可⬟にできる㔜要な施タである。また， ᐊ，

スは࢘ࣁ 1 年間を㏻ࡌた฼⏝のなかで，ኳೃにᕥྑさࢀない᭷ຠな農産物⏕産が可⬟

であり，実⩦におࡅる฼⏝ᛶࡑ࡜のຠᯝはᴟめて㧗い。  

しかしながら，స業ຠ⋡ࡅࡔではなࡃ，施タ฼⏝におࡅる㈝⏝対ຠᯝを⪃៖した，

⇞ᩱຠ⋡，෤Ꮨの฼⏝㢖ᗘ，᮲௳（タᐃ ᗘ࡜⇞ᩱ）のㄪᩚࡶ必要であり，今後 5 ヶ

年においてࡶ，実⩦おࡧࡼ⏕産స業に応ࡌたపコストでຠ⋡的な฼⏝を㐍める。  

≉に，⏕産物཰入が኱きな๭ྜを༨めるຍᕤのための施タは，実⩦おࢀࡑࡧࡼ௨እ

の農産物ຍᕤを⾜っており，ಖ೺ᡤへの⏦ㄳ࡜ᣦ導，検ᰝをཷࡅながら，ຍᕤ〇㐀ච

チ（⎼ワめ，ₕ物）を取ᚓして，〇㐀している。2 次 5 ヶ年計画期間୰にࡶ，」ᩘの

ಟ⌮，⿵ಟを実施してきたが，今後 5 ヶ年においてࡶ，ᨵၿす࡭きၥ㢟ࡶከࡃ，農Ꮫ

㒊の࣐ス࡜ࣥࣛࣉ࣮ࢱの関㐃ྵࡶめ，ຠ⋡的฼⏝を㐍める。  

─　　─36



36 
 

の㑏ඖを継続する࡜ࡇで，㐃స㞀ᐖへのᨵၿࡶ㐍める。同᫬に，ᩍ⫱関係ඹ同฼⏝ᣐ

Ⅼにおࡅるື物・家畜を୺対㇟࡜する実⩦のᩍᮦ࡜して，⫗⏝∵，ࣖࢠの㣫㣴⟶⌮，

㣫ᩱ⏕産，施タ⟶⌮，ሁ⫧⏕産等がᥦ౪可⬟࡜なる。  

 
㸱．ᢏ⾡⫋ဨࡧࡼ࠾ᢏ⬟⿵బဨ࣭◊✲ᨭ᥼᥎㐍ဨの効率的な㓄⨨ 

ᢏ⾡⫋ဨは，AFC 農ሙにおࡅる農産物，家畜を実⩦のᩍᮦ࡜してᥦ౪するため，実

⩦㛤ㅮ᫬でのస業，⟶⌮௨እの期間においてࡶ᪥ᖖ的⟶⌮をᢸᙜしている。ࡑのため，

Ꮨ⠇にࡼり対応の⛬ᗘは␗なるが，1 年間を㏻ࡌた໅ົ，⟶⌮が必㡲である。  

2 次 5 ヶ年計画期間において，㏥⫋したඖ農ሙᢏ⾡⫋ဨをᢏ⬟⿵బဨ࡜して㞠⏝し，

ఇ᪥の໅ົを౫㢗し，農ሙෆにおࡅる農産物，家畜の継続的な⟶⌮が可⬟になった。

今後 5 ヶ年においてࡶ，同様に⤒㦂を᭷するᢏ⬟⿵బဨを㞠⏝する࡜ࡇでᢏ⾡⫋ဨの

ఇ᪥を☜ಖする。  

㔝㎶ᒣスࣥࣙࢩ࣮ࢸにおいてࡶ，⫗⏝∵の㣫㣴⟶⌮は 1 年間，継続した໅ົを必要

ࡶる実⩦ᩍ⫱のᨭ᥼，⿵ຓࡅるᩍ⫱関係ඹ同฼⏝ᣐⅬにおࡅする。≉に，ኟᏘにお࡜

୙可Ḟである࡜ࡇから，⌧ᆅにおࡅるᢏ⬟⿵బဨの㞠⏝が必要であり，1 次，2 次 5 ヶ

年計画期間から継続してきた。今後 5 ヶ年においてࡶ，ண᝿さࢀるᐃဨ๐ῶへの対応

ᨭ᥼᥎㐍ဨの㞠⏝，㓄⨨を継続し，同様の体制を⥔ᣢ✲◊ࡧࡼして，ᢏ⬟⿵బဨお࡜

する。  

 
㸲．᪋タの効率的な管理と利用 

AFC 農ሙは，実⩦の࡯か，農産物の୍㒊をຍᕤする࡜ࡇで，࣒ࣕࢪ，ₕ物を〇㐀す

る農産物ຍᕤ施タ，◊✲にࡶ฼⏝するస業ᶵᲔ等の཰⣡施タ（⯋），ᶵᲔ，⮬ື㌴等の

㌴ᗜ，∵⯋おࡧࡼ୰ᆺ家畜⯋，㭜⯋の࡯か，࢞ࣛス ᐊ，࢘ࣁ࣮ࣝࢽࣅスを᭷する。  

，スは実⩦㛤ㅮ᫬のᏘ⠇࢘ࣁ࣮ࣝࢽࣅ，に࢞ࣛス ᐊ≉，ࡶらの施タのなかでࢀࡇ

ኳೃに応ࡌてᰂ㌾で᭷ຠな実⩦స業を可⬟にできる㔜要な施タである。また， ᐊ，

スは࢘ࣁ 1 年間を㏻ࡌた฼⏝のなかで，ኳೃにᕥྑさࢀない᭷ຠな農産物⏕産が可⬟

であり，実⩦におࡅる฼⏝ᛶࡑ࡜のຠᯝはᴟめて㧗い。  

しかしながら，స業ຠ⋡ࡅࡔではなࡃ，施タ฼⏝におࡅる㈝⏝対ຠᯝを⪃៖した，

⇞ᩱຠ⋡，෤Ꮨの฼⏝㢖ᗘ，᮲௳（タᐃ ᗘ࡜⇞ᩱ）のㄪᩚࡶ必要であり，今後 5 ヶ

年においてࡶ，実⩦おࡧࡼ⏕産స業に応ࡌたపコストでຠ⋡的な฼⏝を㐍める。  

≉に，⏕産物཰入が኱きな๭ྜを༨めるຍᕤのための施タは，実⩦おࢀࡑࡧࡼ௨እ

の農産物ຍᕤを⾜っており，ಖ೺ᡤへの⏦ㄳ࡜ᣦ導，検ᰝをཷࡅながら，ຍᕤ〇㐀ච

チ（⎼ワめ，ₕ物）を取ᚓして，〇㐀している。2 次 5 ヶ年計画期間୰にࡶ，」ᩘの

ಟ⌮，⿵ಟを実施してきたが，今後 5 ヶ年においてࡶ，ᨵၿす࡭きၥ㢟ࡶከࡃ，農Ꮫ

㒊の࣐ス࡜ࣥࣛࣉ࣮ࢱの関㐃ྵࡶめ，ຠ⋡的฼⏝を㐍める。  

37 
 

AFC 農ሙは，家畜等のື物に係わる実⩦を㛤ㅮし，さらに◊✲฼⏝に対応するため，

∵⯋，୰家畜⯋，㭜⯋を᭷するが，⪁ᮙ໬がⴭしࡃ，Ꮫ㒊の࣐スࣥࣛࣉ࣮ࢱにおいて

。ているࢀめ，検討さྵࡶᨵಟ，あるいは᪂⠏ࡶ  

しかしながら，ᩍ⫱，◊✲ᶵ関࡜しての኱Ꮫ，Ꮫ㒊の施タ࡜して，家畜安全⾨⏕お

しての⾨⏕༊ᇦのタᐃは必㡲࡜⟇ఏᰁ⑓等の⨯ᝈ，Ⓨ⏕等を᝿ᐃした༴ᶵ⟶⌮対ࡧࡼ

であり，家畜ಖ೺ᡤࡶ࡜ᐦ᥋な㐃ᦠを㐍めながら，今後 5 ヶ年間においてࡶ，施タの

⥔ᣢ࡜ᨵಟ，⿵ಟをど㔝にいࢀながら対応を㐍める。  

さらに，家畜の㣫㣴⟶⌮から⏕ࡌる᤼ἥ物からのሁ⫧⏕産を㐍めるため，ሁ⫧施タ

を᭷する。ࢀࡇらの施タの᭷ຠ฼⏝にࡼるሁ⫧のቑ産，おࡧࡼ᭷ຠά⏝ࡶ㐍める。  

 
５．機械の効率的な管理と利用 

AFC 農ሙの農業ᶵᲔはᩍ⫱を┠的に，実⩦におࡅるᏛ⏕の฼⏝はࢇࢁࡕࡶ，◊✲で

の฼⏝ࡶある。ࢀࡇらの฼⏝に෇⁥にຠ⋡ࡃࡼ対応するため，᪥ᖖ的なᶵᲔの⟶⌮は

㔜要である。ࡑのため，≉ᐃのᢏ⾡⫋ဨに㝈ᐃする࡜ࡇなࡃ，全⫋ဨがᶵᲔ等のಖᏲ

⟶⌮が可⬟な体制をᵓ⠏し，適ᐅ，እ㒊業⪅等にಟ⌮等を౫㢗しながら，ຠ⋡的なᶵ

Ე等の⟶⌮࡜฼⏝を㐍める。あわࡏて，⪁ᮙ໬したᶵᲔの᭦᪂ࡶ計画しながら，安全

でຠ⋡的な実⩦おࡧࡼ⏕産業ົを可⬟にする。  

さらに，実⩦㛤ㅮ᪥௨እのᩍᮦ࡜しての農産物，家畜の⟶⌮を，ᢏ⾡⫋ဨが୰ᚰ࡜

なって，ຠ⋡ࡃࡼ対応するためには，స業ෆᐜに応ࡌたᶵᲔの✚ᴟ的฼⏝ࡶ必要であ

る。さらに，㝈ᐃさࢀたேᩘのᢏ⾡⫋ဨが」ᩘのᩍ⫱，⏕産業ົをຠ⋡的に㐍めるた

めには，⎔ቃに㓄៖しながら，స業ෆᐜに応ࡌたᶵᲔの฼⏝が必要であり，᭱᪂の᝟

ሗ等ࡶ取り入ࢀながら，ᶵᲔの᭦᪂，あるいは᪂規ᶵᲔの導入ࡶ㐍める。  

  
６．5 ヶ年で取り組むべきその他の事項 

(1) ⏕産物㈍኎  

 2 次 5 ヶ年計画期間に取り組み，実施してきた，Ꮿ㓄౽おࡧࡼ HP，SNS 等をά⏝

した㈍኎体制を⥔ᣢ，୍㒊ᣑ඘しながら農Ꮫ㒊ᵓෆ⏕産物㈍኎ᡤにおࡅる㈍኎を継続

して㐍める࡜ࡇで，関㐃する㈍኎に係わる⤒㈝の⠇ῶにࡶດめる。あわࡏて，㐃ᦠ⮬

἞体をはࡌめ農Ꮫ㒊，全Ꮫにおࡅるྛ✀ࣥ࣋࢖トにおࡅる㈍኎のᶵ఍をά⏝，ᣑ඘し

ながら，✚ᴟ的な㈍኎を継続しながら᥎㐍する。また，2 次 5 ヶ年計画期間୰，౛年

「኱Ꮫはおいしい」への⏕産物ฟᒎに関㐃して，可⬟な範ᅖでᏛ㒊Ꮫ⏕がཧຍし，ὶ

㏻，㈍኎に関わる࡜ࡇで⏕産から㈍኎にいたるᗈ⩏の 6 次産業໬におࡅる実⩦のᣑ኱

をᅗってきた。ᖹᡂ 30 年ᗘから，᪤㏙の「኱Ꮫはおいしい」が୰Ṇさࢀるணᐃである

が，௦わり࠺るࣥ࣋࢖ト等へのᏛ⏕のཧຍಁࡶしながら継続した実⩦ෆᐜのᣑ඘をᅗ

る。  
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(2) GAP 
 食品安全のための GAP（適正農業規範）の導入は，2 次 5 ヶ年計画期間において取

り組みを検討したが，さまざまな制約等から実施できなかった。今後，5 ヶ年におい

て導入のための取り組みを継続するが，導入に係わるコスト等の面から，さらに検討

が必要である。また，畜産物に関する同様の規範である HACCP あるいは，JGAP

「JGAP 家畜・畜産物」に関する対応，導入の是非，可否等を検討しながら，具体的

な導入への取り組みを検討する。  
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演習林第 11 次編成計画  
 

Ⅰ．演習林の理念と目標 

 
本学演習林は，1949（᫛࿴ 24）年に長野┴❧㎰林ᑓ㛛学ᰯを๓㌟として，ಙᕞ大学

㎰学部が発㊊されると同時に設⨨され，大学林としての森林経営を実践しつつ森林・

林業に関する教育および研究のሙとして機能してきた。設⨨ᚋ 53 年の 2002（平成 14）

年，㎰ሙとの⤫ྜによるᨵ組が行われ，ಙᕞ大学㎰学部㝃ᒓ࢔ルࣉスᅪ࢕ࣇールࢻ⛉

学教育研究ࢭンࢱー（AFC）演習林となり，林業・林産業に␃ࡲらࡎ，ᗈく㎰業・␆

産業との関係性をもໟྵした教育・研究࢕ࣇールࢻとして఩⨨௜けられた。本計画の

実施が㛤ጞされる 2018（平成 30）年は，設⨨ᚋ 70 年目，ᨵ組ᚋ 17 年目となる。௒

᪥に⮳る間，AFC 演習林は，林学・林産学をጞめ，ᗈく森林⛉学とこれに関㐃する分

野の教育・研究の࢕ࣇールࢻの⥔持と機能向上を図ることをᇶ本理ᛕとし，5 ࣨ年ᗘ

を 1 期とする計画を❧᱌し管理・運営を行ってきた。  

現在，本学㎰学部の理ᛕの一つとして，ࠕಙᕞの㇏かな⮬然と㢼ᅵのもとで，生命・

㣗ᩱ・⎔ቃを支える㎰学をᇶ┙とし，高ᗘに進展する生命⛉学の視ᗙを㋃ࡲえ，ㄽ理

性，実践性，೔理性，๰造性の高い教育と研究を行うࠖが掲げられている。特に，森

林⛉学およびこれと関㐃する分野における実践性の高い教育・研究を展㛤するため，

演習林は必要୙可Ḟな施設である。演習林における実践的ෆ容の教育は，༢に大学⊂
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ため，各ステーションが持つ森林の特性を保全し，さらにこれを活かすための適切な

管理・運営を行うことが強く求められる。  

樹木の寿命は，我々人類のそれに比べようもなく長く，樹木の集団である森林は無

限ともいえる時間スケールで存在する。この様な森林を対象とした管理技術の構築や

発展と，これらを支える研究において，中長期，さらには超長期な視点での取り組み

が求められる。演習林は，大学が所有する森林・林地であり，その管理主体も大学で

あって，AFC 演習林では演習林部会を構成する教職員を中心とし，これに関係分野の

教員が協力し管理が行われている。このことが意味することは，長期にわたる研究の

遂行を演習林は可能とするということであり，計画はこれを保障するためにも必要と

される。  

AFC 演習林において，造林，施業，さらには路網整備や林地保全等に関する様々な

実験的研究が実施されているが，これら研究を一般の林地において遂行することはき

わめて困難である。したがって，演習林より生み出される研究成果は，他に得ること

ができないものであり，林業，林産業をはじめとする関係業界が持つ期待は大きい。

しかしながら，限られた面積において互いに干渉することなく，多様な研究を実施す

ることは容易ではなく，そのためにも本計画は重要な機能を持つ。  

以上の観点から，AFC 演習林は第 11 次編成計画において，以下の目標を掲げる。  

①多様な教育・研究の実施を実現するための森林管理を行う。具体的には貴重な存在

となっている天然林の保全や，人工林においては林齢や保育，施業における多様性

を高めるなどである。 

②教育における高い実践性，さらには共同利用拠点における特徴ある教育を保障する

ため，担当教員および技術職員の教育力・技術力の向上を進めるとともに，施設・

設備の充実による安全性の向上を図る。 

③長期にわたる研究の遂行を保障するため，試験地管理体制の充実を図る。 

④実効性のある持続的森林経営を保障するため，2016（平成 28）年に取得した森林認

証（SGEC）に則った森林管理を実施するとともに，本認証の更新を図る。  

⑤森林管理の効率化を進めるための検討を行うとともに，可能な事項からこれを実施

し，森林管理の持続性を高める。 
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Ⅱ．演習林の計画と実行に関する経緯 

 
本学演習林は，1949（᫛和 24）年の国❧学ᰯ設置法の施行により，㛗野県❧農林ᑓ

㛛学ᰯを前㌟としてಙᕞ大学農学部が๰❧されるにకい，構内演習林の設置をጞまり

とし，以㝆，195�（᫛和 31）年に西駒演習林が，19�8（᫛和 43）年に手良沢山演習

林が（1955（᫛和 30）年に設置された㉥✑演習林とのᡤ管替による），1970（᫛和 45）

年に野辺山演習林が設置された。ࡑの後，これら演習林は，2002（平成 14）年の農場

と演習林の改組にともないステーションに改⛠され，現ᅾに⮳っている。  

これら演習林における計画は，ࡑれࡒれ認定ᙜึの現ἣ調査に基づいた年次計画，

およࡰ࡯，ࡧ 5 年ẖの現ἣ調整を主としてきたが，演習林管理㐠営上，≉に㞟中的な

手入れを必要としてきた西駒演習林と手良沢山演習林については，5 年ẖに，原๎ 10

ࣨ年を期間とした次のᵝな経営᱌あるいは施業計画᱌が，1988（᫛和 �3）年までの

間，⦅成されてきた。なお，第 4 次経営᱌において，4 演習林およࡧ᱇木場，上ஂሀ

の 2 試験地をྵめた演習林としての計画が❧᱌された。  

西駒演習林   第 1 次経営᱌  1957（᫛和 32）～19��（᫛和 41）年度  

手良沢山演習林  第 1 次経営᱌  19�8（᫛和 43）～1972（᫛和 47）年度  

   第 2 次経営᱌  1973（᫛和 48）～1977（᫛和 52）年度  

   第 3 次経営᱌  1978（᫛和 53）～1982（᫛和 57）年度  

農学部㝃ᒓ演習林  第 4 次経営᱌  1983（᫛和 58）～1988（᫛和 �3）年度  

1989（平成ඖ）年以㝆は，ࡑれまでの林業経営的視点からの計画❧᱌から，教育・

研究を基㍈とした森林の管理・育成に方㔪㌿᥮し，計画のྡ⛠も「ಙᕞ大学農学部演

習林教育研究計画」に改め，本学における教育・研究に寄与す࡭き管理・育成のため

の森林計画の⟇定を行ってきた。  

農学部演習林教育研究計画  

   第  5 次計画  1989（平成ඖ）  ～1992（平成  4）年度  

   第  � 次計画  1993（平成  5）  ～1997（平成  9）年度  

   第  7 次計画  1998（平成 10）～2002（平成 14）年度  

さらにඛ㏙の農場と演習林の改組により，組⧊ྡが「アルプス圏フィールド科学教

育研究センター」に改⛠されるにకい，計画のྡ⛠は「演習林第ۑ次⦅成教育研究計

画」と෌改⛠され，現ᅾに⮳っている。しかしながら計画の基本的方㔪における変᭦

はなされていない。  

アルプス圏フィールド科学教育研究センター  演習林育研究計画  

   第  8 次計画  2003（平成 15）～2007（平成 19）年度  

   第  9 次計画  2008（平成 20）～2012（平成 24）年度  

   第 10 次計画  2013（平成 25）～2017（平成 29）年度  
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なお，方㔪㌿᥮がなされた第 5 次計画では，演習林の機能およࡧ管理方㔪を，改め

て以ୗのᵝにグしている。  

「᫛和 �3 年度ಙᕞ大学農学部改組にకって᪂たに森林科学科がⓎ㊊し，演習林の

ά用をはかるため，௒回各演習林について教育研究計画を❧᱌し，経営計画をᘬき継

ものとする。教育研究計画の基本は，森林を多面的にά用して学部の教育研究ά動ࡄ

の場をᥦ౪するものであり，ᚑ来の林業経営のὶれを中心とした場のᥦ౪からᯟをᗈ

げていこうとするものである。ࡑのため，一方では林業経営のὶれを⦰小することに

なった。林業経営の負ᢸを㍍ࡃし，森林を育成し，Ọ続的な教育研究の場をᥦ౪する

ランスを取りつつ，௒後ࣂ㝈られた人員と予⟬と，ࡃ࡭ 5 年間にわたる方向を♧す。

各演習林・試験地のᛶ᱁の㐪いをά用の多ᵝなᒎ開として生かし，教育，研究，森林

育成を᭷機的に関連づけることを㦵Ꮚとしていࡃ。」  

この演習林管理の基本方㔪は，以㝆の計画においても継ᢎされ，この第 11 次⦅成計

画においても同ᵝである。  

 これまでの計画およࡧ事㡯における要点は以ୗのように⧳められる。  

 西駒演習林第 1 次経営᱌期間は，ṇに本学演習林の๰設期であり，西駒演習林の境

⏺ὀの設置にጞまり，林ᗋ⌜⏺の設定，さらにᡪ平（1～2 林⌜内の 11ha）における

ኳ↛生林の伐᥇と，ࡑこでのカラマツ㐀林が実行された。野生動≀による㣗ᐖを受け

たが，多㞴をᴟめながらも職員により対ฎされ，現ᅾにぢるカラマツኊ齢人工林が成

❧するに⮳った。  

 19�8（᫛和 43）年に手良沢山演習林が設置されるにకい，同年に❧᱌された第 1 経

営᱌以㝆，手良沢山演習林の大学演習林としての整備に事業の重点を置ࡃこととなっ

た。本演習林⛣管᫬にᏑᅾした 80ha に及ぶᗂ齢林の保育作業，林道・歩道の開設，

管理棟・ᐟἩ棟の建設，さらには西駒演習林での山小屋 3 棟の設置など，教育・研究

およࡧ管理㐠営を進める上で必要とされる基┙整備が精ຊ的に行われた。教育面では，

演習林実習，林道設計演習，林ศ 定実習，応用 量実習，◁㜵工学実習，森林経営

計画実習など 15 教科以上が手良沢山およࡧ構内演習林で実施された。研究面では，

カラマツ，ヒノキのᐦ度管理，林道開設工法，森林理Ỉ，伐ฟシステ࣒，カラマツ材

質試験等に関するものが教員・学生をྵめて数多ࡃሗ࿌された。  

 第 5 次計画からは，ࡑれまで以上に教育・研究的利用と経営管理事業との関係ᛶを

῝めることを基本に進められた。౛えࡤ，演習林の事業計画の中で林道開設を計画す

る場合，ࡑれにඛ行し，「林道設計演習」における演習課題として設計᭩の作成を課し，

れに基づいて実㝿に林道工事が施工されるという関係ᛶである。また，これとは㏫ࡑ

に事業の㐙行によって生ࡌたᵝࠎな現㇟を教育・研究に利用するということも⪃えら

れた。౛をあげるならࡤ，林道設計演習と林道開設工事，主間伐施業とỈᩥほ ，間

伐施業と森林ᅵተ，野生動≀㣗ᐖと㜵ᚚ法，ᩳ面ᔂቯと⥳化工などである。  
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れた。౛をあげるならࡤ，林道設計演習と林道開設工事，主間伐施業とỈᩥほ ，間

伐施業と森林ᅵተ，野生動≀㣗ᐖと㜵ᚚ法，ᩳ面ᔂቯと⥳化工などである。  
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 第 5 次計画から第 7 次計画までの各演習林の経緯をみると，構内演習林では 15ha

に及ぶ試験林としての環境を重視した間伐事業が継続的に実施された。西駒演習林で

は山小屋 3 棟の建設が完了するとともに，林内歩道の開設と管理が行われた。手良沢
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整備，主伐・間伐事業への請負制の導入，県森連への素材の受託販売，間伐主体の収

入計画，作業の機械化等を進めた。野辺山演習林については，原野植生の保全と植栽

カラマツ林の整理が実施された。なお，第 7 次計画期間最終年度の 2002（平成 14）

年には，農場，高冷地農業実験実習施設と共に合体改組が行われ，アルプス圏フィー

ルド科学教育研究センターとなり，4 演習林は，構内ステーション，西駒ステーショ

ン，手良沢山ステーション，野辺山ステーションの演習林という位置付けとなった。  

 改組後の第 8 次計画において，生産事業は手良沢山ステーションのヒノキ人工林の

主伐（0.3～0.4ha）と間伐（1.24～3.99ha）が主とされ実行された。なお，課題とし

てヒノキ材価の変動，請負事業費の増加への対応，間伐の回数や選木基準の明確化，

森林調査簿の質的向上，固定試験地における調査や施業実施の履歴データの整備など

があげられた。  

 第 9 次計画では，前計画での課題を踏まえ，主伐に関しては費用のかさむ請負から

一部を直営に切り替え，合わせて技術職員の技術向上を図った。間伐では，必要とさ

れるⅥ～Ⅷ齢級以上のヒノキ人工林が増加していることから，年間の間伐面積を 5ha

に増やし，選木においては優良木を確実に将来に残す方法の徹底が図られた。また，

ヒノキ人工林を中心に，固定試験地を多数設置し，より精度の高い資源量の把握が行

われた。  

 第 10 次計画においては，主伐，育林については前計画期を踏襲し実施され，指定さ

れていた予定量が実施された。また，GPS や GIS の導入による各種データの整備，林

業作業道の敷設による保育作業の効率化が進められた。教育面では，全国教育関係共

同利用拠点としての演習・実習が開講され，他大学，他学部の学生を多数受け入れる

とともに，これに関連しての研究利用も増加した。さらに，資源循環型社会の実現に

寄与する持続可能な森林経営であることを証する「SGEC 森林認証」を取得した。こ

のことは，本演習林が掲げる理念に基づき森林管理が実行されていることを第三者機

関によって認められたことを意味する。  
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Ⅲ．演習林第 10 次編成計画期間の実績 

 
１．教 育 

2013（ᖹ成 25）年度から 2017（ᖹ成 29）年度の 5 ࣨ年間において，開講された演

習，実習等の演習林利用を以ୗにྲྀり⧳めた。ヲ⣽なデーࢱは，ᕳᮎにᥖ㍕した㈨ᩱ

（SS� 100㹼102）をཧ↷されたい。  

 
1) 構ෆステーション  

 学生にとって᭱も㌟㏆な演習林である構ෆステーションでは，講⩏棟・研究棟に隣

接するという利౽性にຍ࠼，安全にస業しやすいᖹᆠな地ᙧを活かして 㔞や 樹，

樹✀同ᐃや生態ㄪᰝ等の野外ㄪᰝの基本となる実習，演習が行われている。  

本計画期間において，本学農学部が開講したものが 12 科目であった。ただし，2017

年度に開講された「森林生態学演習」は，「森林環境学演習」からカリキュラム改変に

より改称されたものであるため，これら両演習を 1 演習とすると 11 科目であった。

これら科目のうち，全期間で開講されたのは，「2 年生࢞イダンス」，「農林フィールド

実習」，「野生植物生態基礎演習」，「森林環境学演習」および「森林生態学演習」，「 

㔞学実習」，「木材ຍ工学演習」，「森林計 ・*,6 演習」の計 7 科目であった。その他，

他学部・他大学による実習等は 4 科目で，農学部が開講したものと合わせると 15 科

目に達した。  

上記以外の教育利用として，教員が関わったサークル活動として 3 件，その他とし

て 7 件が実施され，後者の 7 件は教育面における社会貢献としても位置付けられるも

のである。  

 
2) す㥖ステーション  

 山ᓅ域の㇏かな自然を活かすことのでࡁるす㥖ステーションでは，野生動植物の保

全，管理に関する実習・演習が主として行われている。  

 本計画期間において，本学農学部が開講したものが � 科目であった。これら科目の

うち，全期間で開講されたのは，「農林フィールド実習」，「野生植物生態基礎演習」，

「山ᓅ環境保全学実習」の計 3 科目であった。その他，他学部・他大学による実習等

は 5 科目で，農学部が開講したものと合わせると 11 科目に達した。  

上記以外の教育利用として，山ᓅ会による 1 件が行われ，これは教育面における社

会貢献としても位置付けられるものである。  

本計画期間において，ᅵ▼ὶ⿕ᐖが発生することにより，演習林࡬のࣟࣉ࢔ーࢳに

ᅔ㞴な≧ἣに㝗ったが，合計 12 件の教育活動が実施された。  
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3) 手良沢山ステーション  

 ヒノキ，カラマツ等の人工林を主とする手良沢山ステーションでは，森林育成技術，

生産基盤評価，森林経営に関する実習・演習が行われている。  

本計画期間において，本学農学部が開講したものが 12 科目であった。ただし，2017

年度に開講された「森林生態学演習」は，「森林環境学演習」からカリキュラム改変に

より改称されたものである。これら両演習を 1 科目とすると，計 11 科目であった。

これら科目のうち，全期間で開講されたのは，「森林科学基礎演習」，「農林フィールド

実習」，「野生植物生態基礎演習」，「森林生産実践実習」，「森林環境学演習」および「森

林生態学演習」，「森林利用デザイン演習」，「木材工学演習」の計 7 演習であった。  

その他，他学部・他大学による実習等は 14 科目で，農学部が開講したものと合わせ

ると 25 科目に達した。  

上記以外の教育利用として，教員が関わったサークル活動として 2 件，その他とし

て 9 件が実施され，後者の 9 件は教育面における社会貢献としても位置付けられるも

のである。  

 
4) 野辺山ステーション  

 農地に隣接する高冷地のカラマツ人工林，落葉広葉樹二次林をフィールドとする野

辺山ステーションでは，本地域に特有な植物群落を対象とした群落構造の解析や，カ

ラマツ人工林の立地環境，樹病に関する実習・演習が行われている。  

 本計画期間において，全期間を通して行われた科目はないが，全国教育関係共同利

用拠点関連の「自然の成り立ちと生業演習」を始め，「森林環境学演習」，「群落解析学」，

「樹木医総合演習」の 4 科目が行われた。また，他大学による実習が 1 科目行われ，

計 5 科目であった。  

 キャンパスから比較的遠隔であること，森林面積が小さく多様性に乏しいことも影

響し，他のステーションに比べて教育利用件数は少ない。今後，本ステーションの特

性を活かし，教育活動の活発化に努める必要がある。  

 
5) 製材所  

 農学部 F 棟 1F に製材所が設けられており，本設備等についての管理を演習林が担

っている。主な機器として，製材機（送材車付帯鋸盤）1，帯鋸盤 2，小型帯鋸盤 3，

横切盤 2，昇降盤 1，軸傾斜盤 1，手押かんな盤 2，自動かんな盤 1，小型自動かんな

盤 1，糸鋸盤 3，スライド丸鋸 2，卓上丸鋸 1，ベルトサンダー2，ボール盤 3，旋盤 1

台を保有し，「木材工学演習」など，学部教育のみならず学部横断カリキュラム，さら

には研究面においても活用されている。演習林では職員 1 名を配置し，上記機器の点

検・保守や演習補助と安全管理にあたっている。  
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２．研 究 

研究については，本計⏬期間の最⤊ᖺᗘにおけるㄽ文数および内ᐜを示すことがᅔ

㞴であるため，ここでは，前計⏬期間の最⤊ᖺᗘである 2012（ᖹ成 24）ᖺᗘから 2016

（ᖹ成 28）ᖺᗘの 5 ࣨᖺ間における演習林を利用しての成果を以ୗにྲྀり⧳めた。ྲྀ

り⧳めにあたって，ࡑの内ᐜにより 1)生態࣭生⌮，㐀林等，2)἞山࣭◁㜵等，3)㐍໬࣭

ศ㢮，㑇ఏ࣭育✀等，4)⤌⧊構㐀，ᮦ㉁࣭≀ᛶ等，5)野生動≀࣭᪻⹸生態等，6)土壌，

≀㉁ᚠ環，気象等，7)環境ኚ動等，8)森林計⏬࣭᪋ᴗ，利用，ᨻ⟇等，9)ᚤ生≀，森林

ಖㆤ等，10)環境࣭森林教育等，11)㎰ᴗ気象，㎰地ᩚഛ，㎰ᮧ計⏬等の 11 ศ野に㢮別

し集計したが，これは，⛉学研究㈝⏦ㄳに౑用するศ野－ศ⛉－細┠ྡをཧ考にした

ものである。  

集計⤖果は表－F－1 に示した。5 ࣨᖺ間において⥲計 216 報のཎⴭㄽ文をጞめとす

る報文がฟされ，最少の 2015（ᖹ成 27）ᖺᗘの 40 報から最多の 2013（ᖹ成 25）ᖺ

ᗘの 51 報まで，ᖺᗘによる増減はぢられるものの，ᖺᗘᖹᆒで 44.8 報であった。  

ศ野別にぢると，フィールドでの⌧地ㄪᰝをᇶ本とするศ野である 1)，2)，4)，7)

等での報文数が多かった。また，研究用ヨ料の཰集ሙとして演習林を活用することに

よる研究も，たとえࡤ 3)，5)，9)等のศ野において，比㍑的多数の報文がฟされてい

た。これらのことから，演習林は森林フィールドࡑのものの利用による研究，および

演習林に生育࣭生ᜥする生≀，森林のᇶ┙である土壌等，ᵝࠎなマテࣜ࢔ル利用によ

る研究が୺యとなっていた。このことに加え，10)の教育ศ野や 11)の㎰ᴗに関㐃する

ศ野，いࡺࢃる森林⛉学以እのศ野においても⥲計 12 報がฟされていた。以上の集

計⤖果から，多ᒱにࢃたる研究ศ野にᑐし，演習林は多ᵝなࢧーࣅスを提供したとい

える。  

なお，ㄽ文題┠等の詳細は，巻末の資料（pp. 107～121）にᥖ㍕した。  

 
表－F－1 AFC 演習林利用によるᖺᗘ別研究報文数  

 

 

ศ野＼年度 2012 2013 2014 2015 2016 計
1㻕 ⏕ែ䞉⏕⌮䠈㐀ᯘ➼ 13 13 14 14 4 58
2㻕 ἞山䞉◁㜵➼ 9 6 5 4 6 30
3㻕 㐍໬䞉ศ㢮䠈㑇ఏ䞉⫱✀➼ 2 6 10 6 5 29
4㻕 ᅵተ䠈≀㉁ᚠ⎔䠈Ẽ㇟➼ 5 5 4 4 6 24
5㻕 ⤌⧊構㐀䠈ᮦ㉁䞉≀ᛶ➼ 3 3 5 2 10 23
6㻕 野⏕ື≀䠈᪻⹸⏕ែ➼ 2 7 2 3 4 18
7㻕 ⎔ቃኚື➼ 4 6 1 1 2 14
8㻕 ᳃ᯘ計⏬䞉᪋ᴗ䠈฼⏝䠈ᨻ⟇➼ 1 0 2 2 4 9
9㻕 ᚤ⏕≀䠈᳃ᯘಖㆤ➼ 1 1 0 4 1 7
10㻕 ⎔ቃ䞉᳃ᯘᩍ⫱➼ 0 3 0 0 3 6
11㻕 ㎰ᴗẼ㇟䠈㎰ᆅᩚഛ䠈㎰ᮧ計⏬➼ 1 1 4 0 0 6

計 41 51 47 40 45 216

─　　─46



46 
 

２．研 究 

研究については，本計⏬期間の最⤊ᖺᗘにおけるㄽ文数および内ᐜを示すことがᅔ

㞴であるため，ここでは，前計⏬期間の最⤊ᖺᗘである 2012（ᖹ成 24）ᖺᗘから 2016

（ᖹ成 28）ᖺᗘの 5 ࣨᖺ間における演習林を利用しての成果を以ୗにྲྀり⧳めた。ྲྀ

り⧳めにあたって，ࡑの内ᐜにより 1)生態࣭生⌮，㐀林等，2)἞山࣭◁㜵等，3)㐍໬࣭

ศ㢮，㑇ఏ࣭育✀等，4)⤌⧊構㐀，ᮦ㉁࣭≀ᛶ等，5)野生動≀࣭᪻⹸生態等，6)土壌，

≀㉁ᚠ環，気象等，7)環境ኚ動等，8)森林計⏬࣭᪋ᴗ，利用，ᨻ⟇等，9)ᚤ生≀，森林

ಖㆤ等，10)環境࣭森林教育等，11)㎰ᴗ気象，㎰地ᩚഛ，㎰ᮧ計⏬等の 11 ศ野に㢮別

し集計したが，これは，⛉学研究㈝⏦ㄳに౑用するศ野－ศ⛉－細┠ྡをཧ考にした

ものである。  

集計⤖果は表－F－1 に示した。5 ࣨᖺ間において⥲計 216 報のཎⴭㄽ文をጞめとす

る報文がฟされ，最少の 2015（ᖹ成 27）ᖺᗘの 40 報から最多の 2013（ᖹ成 25）ᖺ

ᗘの 51 報まで，ᖺᗘによる増減はぢられるものの，ᖺᗘᖹᆒで 44.8 報であった。  

ศ野別にぢると，フィールドでの⌧地ㄪᰝをᇶ本とするศ野である 1)，2)，4)，7)

等での報文数が多かった。また，研究用ヨ料の཰集ሙとして演習林を活用することに

よる研究も，たとえࡤ 3)，5)，9)等のศ野において，比㍑的多数の報文がฟされてい

た。これらのことから，演習林は森林フィールドࡑのものの利用による研究，および
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表－F－1 AFC 演習林利用によるᖺᗘ別研究報文数  

 

 

ศ野＼年度 2012 2013 2014 2015 2016 計
1㻕 ⏕ែ䞉⏕⌮䠈㐀ᯘ➼ 13 13 14 14 4 58
2㻕 ἞山䞉◁㜵➼ 9 6 5 4 6 30
3㻕 㐍໬䞉ศ㢮䠈㑇ఏ䞉⫱✀➼ 2 6 10 6 5 29
4㻕 ᅵተ䠈≀㉁ᚠ⎔䠈Ẽ㇟➼ 5 5 4 4 6 24
5㻕 ⤌⧊構㐀䠈ᮦ㉁䞉≀ᛶ➼ 3 3 5 2 10 23
6㻕 野⏕ື≀䠈᪻⹸⏕ែ➼ 2 7 2 3 4 18
7㻕 ⎔ቃኚື➼ 4 6 1 1 2 14
8㻕 ᳃ᯘ計⏬䞉᪋ᴗ䠈฼⏝䠈ᨻ⟇➼ 1 0 2 2 4 9
9㻕 ᚤ⏕≀䠈᳃ᯘಖㆤ➼ 1 1 0 4 1 7
10㻕 ⎔ቃ䞉᳃ᯘᩍ⫱➼ 0 3 0 0 3 6
11㻕 ㎰ᴗẼ㇟䠈㎰ᆅᩚഛ䠈㎰ᮧ計⏬➼ 1 1 4 0 0 6

計 41 51 47 40 45 216
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 以上の報文数からの研究実績に加え，研究でのフィールド利用について，ステーシ

ョン毎に集計したものを表－F－2 に示した。最も利用件数が多かったのが手良沢山

ステーションで，次いで西駒ステーション，構内ステーション，野辺山ステーション

の順であった。この内，西駒ステーションと手良沢山ステーションの件数が，本期間

の後半で増加する傾向が認められた。これは，研究利用についての詳細を示した巻末

の資料（pp. 103～106）で明らかなように，他学部，他大学等の利用が急増したこと

によるものであり，教育共同利用拠点としての教育活動の成果が，研究面にも寄与し

たと評価された。一方，他学部，他大学等の利用が少ない構内ステーションでは，本

期間前半に比べ後半で減少していた。また，野辺山ステーションは，演習林面積が小

さいことや，人工林がカラマツに限られること，天然生林が若い二次林のみであるこ

となどが影響しているものと考えられ，利用件数が他のステーションに比べ少ない状

態で推移した。  

 今後の課題として，各ステーションの森林や気象，土壌などの立地環境に関する情

報を研究者に提供するシステムをより充実させ，研究フィールドのソフト面における

機能を高めることによる利用件数の増加に努めることが求められる。特に，構内ステ

ーションおよび野辺山ステーションについては，より積極的な PR が求められよう。  

 
表－F－2 ステーション別研究利用件数  

 

 

 

ステーション＼年度 2013 2014 2015 2016 2017 計
構内ステーション 15 14 4 9 7 49
西駒ステーション 6 9 10 15 14 54
手良沢山ステーション 12 13 17 23 17 82
野辺山ステーション 3 6 1 1 2 13

計 36 42 32 48 40 198
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３．森林管理事業 

᳃林⟶⌮事業として，ここでは⏕⏘事業としての主伐，育林事業としての地ᣛ，植

栽，⿵植，ୗส，㝖伐・⶝ษ，間伐，保護事業として獣害防護柵設置，忌避剤散布，

ᅵ木事業として作業道開設について，本計画期 5 ヶ年度の実行量をྲྀり⧳ࡵ，表－F

－3 に示した。  

 
表－F－3 2013～2017 年度における᳃林⟶⌮事業の実行量  

 
1) 主伐  

 主伐は，0.20ha（2013 年度）～0.33ha（2016 年度），年度平均 0.26ha の実行量で

あった。本期間における計画としては，主伐は，ཎ๎ 0.3ha を㉺࠼ないものとし，80

年⏕௨ୖの林ศを対象とࡍるとされている。2016 年度が၏一，このཎ๎を 0.03ha と

ഹかにୖᅇったが௚の年度は 0.3ha ௨ୗであり，年度平均で 0.26ha であることから，

適ṇな実行量であるとホ౯された。主伐が実施された林ᑠ⌜は，いࡎれも 4 林⌜内の

ヒノキ人工林で，い，ࢁ 1，は 1 の各ᑠ⌜内で，主伐᫬林㱋は 81～88 年⏕であった。

対象林ศの林㱋においても適ṇな実行であるとホ౯された。  

 
2) 地ᣛ，植栽およࡧ⿵植  

 地ᣛおよࡧ植栽は，いࡎれも๓年度に実行された主伐に対ᛂして実施されることと

なっており，全て 4 林⌜内のࢁ 1，は 1 ᑠ⌜内の主伐㊧地を対象とし，表－F－3 に示

したように，0.22ha（2014 年度）～0.33ha（2017 年度），年度平均 0.26ha の実行量

となっており，ほぼᣦᐃ㏻りに実施された。ࡲた⿵植については，ࡑの๓年度の植栽

地に対して実施ࡍるものであり，地ᣛ，植栽と同ᵝに表－F－3 において，๓年度の地

ᣛ，植栽面積にほぼ対ᛂしており，0.22ha（2015 年度）～0.60ha（2013 年度），年度

平均 0.31ha の実行量であった。ࡲたこのことは，植栽地全ᇦにά╔ㄪᰝが実施され，

2013 2014 2015 2016 2017 平均

୺伐 ୺伐(ⓙ伐) (ha) 0.20 0.25 0.23 0.33 0.30 0.26

育ᯘ ᆅᣛ (ha) 0.28 0.22 0.23 0.23 0.33 0.26

᳜᱂ (ha) 0.28 0.22 0.23 0.23 0.33 0.26

⿵᳜ (ha) 0.60 0.28 0.22 0.23 0.23 0.31

ୗส (ha) 3.97 3.38 2.53 0.44 0.44 2.15

㝖伐䞉⶝ษ (ha) 0.31 0.32 0.24 0.24 0.25 0.27

保育間伐 (ha) 3.82 1.64 1.69 1.69 0.62 1.89

生産間伐 (ha) 6.50 5.44 6.20 5.29 6.69 6.02

䠄間伐計䠅 (ha) 10.32 7.08 7.89 6.98 7.31 7.92

保ㆤ ⋇ᐖ㜵ㆤᰙタ⨨ (㼙) 300 200 200 250 200 230

ᚷ㑊๣ᩓᕸ (ha) 1.56 0.60 0.32 䇷 䇷 0.50

ᅵᮌ సᴗ㐨㛤タ (㼙) 864 689 438 1043 1193 845

事項＼年度
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事項＼年度

49 
 

これにᇶ࡙ࡁ⿵植が行われたことをព࿡ࡍる。௨ୖより，地ᣛ，植栽，⿵植ともに適

ṇな実行であるとホ౯された。  

 
3) ୗส  

 ୗสは，表－F－3 に示したように，2013 年度から 2015 年度の 3 ヶ年において 2.53

～3.97ha の実行量，2016・2017 年度の୧年度において 0.44ha の実行量であり，年

度平均実行量は 2.15ha と⟬ฟされた。この๓༙とᚋ༙での実行量の㐪いは，㐣ཤに

おける主伐ᣦᐃ量のኚ᭦によるものであるたࡵ，௒ᚋは，0.3ha ๓ᚋの実行量で᥎⛣

ることがண᝿される。௨ୖのようなኚືはあるが，本期間における実行量は適ṇでࡍ

あるとホ౯された。  

 
4) 㝖伐・⶝ษ  

 㝖伐と⶝ษは，いわࡺる」合᧙育作業として合わせて実施された。実行量は，表－

F－3 に示したように，0.24ha（2015・2016 年度）～0.32ha（2014 年度）で，年度平

均実行量は 0.27ha であった。本期間に実施された林ศは，ほぼ 0.3ha で᥎⛣してお

り，適ṇな実行であるとホ౯された。なお本作業においては計画にᇶ࡙ࡁ，㧗さ 2m

（～3m）のᯞᡴࡕも実施された。  

 
5) 間伐  

 間伐は，林㱋 20～25 年⏕᫬の保育間伐，およࡧ林㱋 40～45 年⏕᫬（1 ᅇ┠）と 60

年⏕᫬௨ୖ（2 ᅇ┠）との，計 2 ᅇの⏕⏘間伐を実施ࡍるとしている。しかしながら

㱋⣭ẖの面積㓄置における೫りがあること，さらにண⟬ⓗなไ⣙をཷけるたࡵ，これ

ら実施の林㱋はあࡲࡃで┠Ᏻであるとされている。ࡲた，኱Ꮫ₇⩦林としてのᩍ育・

としての≉ᛶから，↓間伐林ศやୖグࢻ࣮ࣝ࢕ࣇ✲◊ 3 ᅇの間伐の⤌み合わせ方によ

って，ከᵝな人工林を育ᡂしていࡃことも㔜せであると⪃࠼られている。  

 本期間における間伐の実行量は，表－F－3 に示した。ࡲた，表－F－4 に間伐の内

訳を示した。なお，林㱋 40～45 年⏕᫬の間伐をⱝ㱋⏕⏘間伐，林㱋 60 年⏕᫬௨ୖに

行う間伐をኊ㱋⏕⏘間伐と⛠ࡍることとࡍる。  

間伐計でぢると，6.98ha（2016 年度）～10.32ha（2013 年度）で，年度平均実行量

は 7.92ha であった。このうࡕ保育間伐は，0.62ha（2017 年度）～3.82ha（2013 年

度）で，年度平均実行量は 1.89ha であり，࡭ࡍてヒノキ人工林において実施された。

ⱝ㱋⏕⏘間伐は，いࡎれの年度においても 0.25ha 実施され，࡭ࡍてヒノキ人工林を

対象とした。本間伐の実行量は，現在の単年度に行われる主伐・植栽面積にほぼ➼し

いものとなっている。一方，ኊ㱋⏕⏘間伐は，5.04ha（2016 年度）～6.44ha（2017

年度）で，年度平均実行量は 5.77ha であった。対象とされたのはヒノキ人工林およࡧ
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カラマツ人工林で，年度によって増減はあるものの，年度平均実行量でみると，ヒノ

キ人工林が 2.98ha，カラマツ人工林が 2.80ha であり，本計画期間における実行量は

ほぼ同量であった。  

 
表－F－4 2013～2017 年度における間伐実行量の内訳  

 
6) 保護  

 獣害防護柵設置は，新植地を対象として防護ネットにより囲い込むことと，苗木に

対してシカの忌避剤を適宜散布し，シカによる食害を防ぐこととしている。  

 本期間における間伐の実行量は，表－F－3 に示したように，防護柵設置は，単年度

当たり 200～300m で，年度平均実行量は 230m であった。新植地面積は 0.22～0.33ha

であり，全植栽地に対して防護柵の設置が実施された。一方，忌避剤散布については，

2013～2015 年度の 3 ヶ年度において実施され，2016・2017 年度には実施されなかっ

た。  

 
7) 作業道開設  

 各種育林事業や主伐の実施に合わせ，3t トラックの走行が可能な，幅員 3.0m 程度

の作業道開設を行うこととなっている。  

 本期間における間伐の実行量は，表－F－3 に示したように，438m（2015 年度）か

ら 1,193m（2017 年度）で，年度平均開設延長は 845.4m，本計画期間における総延長

は 4,227m であった。なお，2017 年度末現在における平均路網密度は，94.6m/ha に

達した。  

2013 2014 2015 2016 2017 平均

間伐 保育間伐 (ha) 3.82 1.64 1.69 1.69 0.62 1.89

ヒ ノ キ (ha) 3.82 1.64 1.69 1.69 0.62 1.89

カラマツ (ha) － － － － － －

若齢生産間伐 (ha) 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25

ヒ ノ キ (ha) 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25

カラマツ (ha) － － － － － －

壮齢生産間伐 (ha) 6.25 5.19 5.95 5.04 6.44 5.77

ヒ ノ キ (ha) 3.77 1.95 3.80 2.29 3.08 2.98

カラマツ (ha) 2.48 3.24 2.15 2.75 3.36 2.80

計 (ha) 10.32 7.08 7.89 6.98 7.31 7.92

事項＼年度
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４．社会貢献 

 演習林のフィールドおよび技術・人的資源を活用した社会貢献として，以下のよう

な活動（職員の学外派遣を除く）が行われてきた。  

(1) 生涯学習・他校実習の開講（小学校の総合学習，公開講座，林業関係実習）   

(2) 林業技術者向け技術研修会や見学会  

(3) 学外向けのイベント  

それぞれの件数を年度別にまとめると，表－F－5 のようになる。  

 
表－F－5 演習林における社会貢献の件数（2013～2017 年度）  

年度  2013 2014 2015 2016 2017 

生涯学習・他校実習  2 3 4 7 8 
技術研修会・見学会  4 3 2 4 2 
学外向けイベント  2 2 2 2 2 

計  8 8 8 13 12 

職員の派遣，学外からの委員の委嘱等をのぞく。  

 
 生涯学習としては，AFC 技術職員主体で開催する家族向け「土と緑の体験講座」（全

8 回，農場 7 回・演習林 1 回を分担）と，長野県林業大学校の講義・実習がこれまで

行われてきた。2014 年度からは毎年ではないものの信州大学公開講座（地域戦略プロ

フェッショナル・ゼミ）が演習林フィールドで開催されるようになった。平成 2015 年

度以降，地元小学校の総合学習（どんぐり拾いから植樹まで）と岐阜県立森林文化ア

カデミーの林業関係実習の受け入れ・指導が始まるなど，10 次計画の期間中に件数が

年々増加してきている。  

 技術研修会・見学会としては，林業技術者向けに，手良沢山ステーションにて林野

庁や長野県林業労働財団の技術研修が例年恒例で開催されている。また，民間企業の

研究開発の現地検討会，森林認証に関する地方団体の情報収集への対応が行われるな

ど，合わせて年間 2～4 件が開催されている。  

学外向けイベントとしては，AFC 主催の「AFC 祭」（地元住民への生産物販売や交

流・啓蒙），信州大学農学部オープンキャンパスへの協力（高校生向けの広報）の 2 件

が例年実施されている。  

全体では，2013 年度の 8 件から，約 1.5 倍の 12～13 件へと増加している。これは，

演習林のフィールド・技術・人的資源を軸とした活動の多角化と外向きの活性化を示

すものとして評価される。  
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５．森林認証の取得 

 手良沢山ステーション演習林と，西駒ステーション演習林・桂小場試験地の計

479.66ha は，一般社団法人緑の循環認証会議の森林認証（SGEC 森林管理認証：SGEC-

FM）を 2016 年 2 月に取得した。  

 これは，長野県内の林業関係団体で構成される長野県森林整備加速化・林業再生協

議会が実施する，林業再生推進活動事業の一部として取り組まれたことが契機であっ

た。長野県下での森林認証制度の普及が遅れていたため，モデル地区を設け，認証の

申請に関する情報を得て，関係者に普及することが目的とされたものである。演習林

は，モデル地区の一つとして，モデル申請（書類の準備等）を行い，それをもとに本

申請し認証を取得した。大学演習林の森林認証取得（現在有効なもの）は，宇都宮大

学に次いで 2 例目であった。また，長野県内の事業体としては最初の取得事例であっ

た。  

 取得以後は当初の目的通り，認証取得の過程と結果を，講演会等での報告，メディ

アやイベントでの広報，問い合わせへの応答などを通じて情報発信している。また，

2016 年 11 月以降，森林認証材として木材を出荷している（一部は，購入者との合意

のもと研究のため出荷情報を取得したものもある）。演習林の認証取得以後，県内の認

証は東信地域および根羽村の公有林等で約 4.2 万 ha（2017 年末現在）まで普及・拡

大しており，演習林の認証取得の意義があらわれている。  

 なお，認証取得に関する詳細は，「三木敦朗・白澤紘明：信州大学農学部附属 AFC 

演習林の SGEC 森林認証取得に関する記録．信州大学農学部 AFC 報告 15：75-76 

(2017)」を参照されたい。  
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６．実績の評価 

 第 10 次計画期間における実⦼について，以ୗのᵝに評価する。  

1) 教育・研究  

 教育利用数の年度ኚ化をステーションẖに図－F－1，2 に示した。  

࣒࢝ࣜ࢟ࣗࣛ⦅成によって実施される㎰学㒊の教育利用㸦図－F－1㸧は，学㒊ᨵ⤌

により࣒࢝ࣜ࢟ࣗࣛに大ᖜなᨵኚが行ࢃれ，このᙳ㡪によりステーションによって若

干の増減が認められたものの，ᴫࡡ横ばいで᥎⛣し，2017 年度においては⥲計で 25

⛉目が実施された。このことは，森林⛉学⛉から森林・環境共生学ࢥースへの教育実

施య制にኚ化があったものの，教育面における演習林フィールド活用のニーࢬにᙳ㡪

はなかったことを示すものである。また，小㯮ᕝὶᇦにおけるᅵ▼ὶ⅏ᐖの発生があ

ったものの，╔実に実習・演習がᒚ行できたことは高く評価される。  

図－F－1 ㎰学㒊による教育利用件数の᥎⛣  

図－F－2 各ステーションの教育利用⥲件数の᥎⛣  
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 他学㒊・他大学ࡑࡸの他をྵめたྜ計の教育利用㸦図－F－2㸧においては，構内ス

テーション，西駒ステーション，野辺山ステーションにおいては࡯ぼ横ばいで᥎⛣し

ていたが，手良沢山ステーションで 2014 年度以㝆に増加が認められた。これは，長

野┴林業大学ᰯをጞめとする他大学による利用と，行ᨻ機関ࡸ林業関係௻業による研

ಟフィールドとしての利用が活発化したことによるものであった。人工林を主యとす

る手良沢山ステーションの特性を活かしての増加であり，高く評価される。  

 今後の課題として，山ᓅዟ地のள高山ᖏኳ↛生林を主యとする西駒ステーション，

および高෭地環境にある野辺山ステーションにおける教育利用について，各ステーシ

ョンがල備する特性を活かしての利用数の増加にດめる必要があろう。西駒ステーシ

ョンについては，ᮍࡔᅵ▼ὶ⅏ᐖの᚟ᪧが඘分ではない⟠ᡤがあるため，適切な整備

が求められる。野辺山ステーションについては，学生ᐟ⯋の定ဨ増およびタ備の機能

向上がなされたことをྵめ，本ステーションが持つ特性を学内外にᗈく PR し，教育

活ືの活発化をಁす必要がある。  

 研究面における実⦼については，研究成果としてのሗᩥ数，およびフィールド利用

数の両面からの評価がある。๓者のሗᩥ数については，p. 46 の表－F－1 に示されて

いるように，2012 年度から 2016 年度の 5 ࣨ年間において，40㹼51 ሗに㐩しており，

分野によって，また年度によって増減はあるものの，ྜ計数としては࡯ぼ横ばいであ

った。今後とも，このሗᩥ数をపୗさせることのないよう，フィールド管理を適切に

行っていくことが求められる。  

 研究面におけるフィールド利用数は，p. 47 の表－F－2 に示されているように，⥲

数としては横ばいの傾向にあるが，ステーションẖにみてみると，図－F－3 に示した

ように，西駒，手良沢山両ステーションでは増加の傾向に，野辺山ステーションは࡯  

図－F－3 各ステーションのフィールドの研究利用数の᥎⛣  
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ぼ横ばいであったが，構内ステーションにおいて減少傾向が認められた。西駒，手良

ステーションにおける増加は，全国教育関係共同利用拠点事業の効果が，教育面のみ

ならず研究にも現れたものと評価される。一方，構内ステーションでの利用数が減少

したことについての原因は明らかではないが，さらに野辺山ステーションを除く 3 ス

テーションにおいて 2016 年度から 2017 年度にかけて若干の減少が認められること

から，より多数のフィールド利用に繋がるよう，フィールドの適切な管理はもちろん

のこと，研究利用に必要とされる，AFC が蓄積している各種データの整備を進め，研

究者への提供の円滑化を図ることが必要とされよう。  

 
2) 森林管理事業  

 森林管理事業は，生産事業の根幹をなす①主伐，主伐後の②植栽，教育・研究利用

および高品質な林産物の生産を両立させる森林へと誘導するための③育林および保護，

これら事業を効率的かつ安全に実施するための基盤整備である④路網整備の 4 項目に

大別される。森林管理事業は，予算額に応じた実行量という制限がある中，第 10 次計

画期間においては，本計画における実行計画に沿って，いずれも適切に実施されたと

評価される。  

 今後の課題として，各ステーションにおける森林が持つ特性，立地環境，これまで

の教育・研究利用等を踏まえたゾーニングを行い，各ゾーニングと森林管理事業内容

との対応性を明確化することが求められる。またこのことによって，数十年以上の長

期的な視野での検討を行い，これを 5 年 1 期の計画に反映させることが重要である。

さらに，貴重な群落が成立する小班を学術参考保護林に，目標林分として相応しい人

工林が成立する小班を見本林として指定し，これらによる教育・研究利用への寄与も

望まれる。  

 
3) 社会貢献・認証取得  

 社会貢献は，p. 51 の表－F－5 に示されているように，近年，各ステーションで実

施された社会貢献に機能するイベントの件数は増加傾向にあった。これの根幹をなす

ものは林業技術の普及に関するものであり，演習林がフィールドのみならず，これま

で蓄積してきた技術という両面において，演習林に期待される機能が発揮されたもの

と高く評価される。これに加え，森林認証の取得は，本学演習林が高い技術の上に森

林管理を行い，持続的社会実現に寄与するものであることを内外に示すこと，さらに

森林認証のモデルとして発信するという社会貢献にも寄与したことは高く評価される。 

 今後の課題として，社会貢献のイベントが手良沢山ステーションのみならず，他の

ステーションにおいても活発化を図ること，森林認証の継続とさらなる質の向上を図

ることがあげられる。  
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ϫ㸬₇⩦ᯘ➨ �� ḟ⦅ᡂ⟶⌮ィ⏬ࡢᣦ㔪�

 
㸯㸬ྛࢢࣥࢽ࣮ࢰࡿࡅ࠾࡟ࣥࣙࢩ࣮ࢸࢫ�

₇⩦林では，᳃林⛉Ꮫをጞめᵝࠎなフィールド⛉Ꮫに関する教育・研究のሙとして

の᳃林をྵࡴ植生の管理を行うことがồめられる。このために，現存する植生の構造，

立地環境₇，ࡸ⩦のᐇ᪋状ἣ，継続されている中・㛗期のㄪᰝ地の存ᅾなどにも配៖

してのゾーࢽンࢢを行い，それࡒれにおける管理指㔪を以下に定める。  

 
1� 構内ステーション  

 面積 14.66ha で，ᖹ地林と一部ⱑ⏿により構成され，㎰Ꮫ部࢟ࣕンパスに㞄᥋する

₇⩦林としては全ᅜ的に౛を見ない。このᵝな立地≉性から，本Ꮫ部教ဨをጞめ，Ꮫ

生・㝔生にとって最も㌟㏆な᳃林フィールドであり，ᖹᆠな地形をάかしての測量ࡸ

測樹，樹種ྠ定ࡸ᳃林構造等，多くのᐇ⩦・₇⩦が行ࢃれ，さらにᑓᨷ研究等の研究

にも多用されている。  

①Ꮫ⩦・研究林ゾーン：  1～11 林班  

本ステーション₇⩦林のうࡕの 11.73ha，全యの 8�.��にあたる 1～11 林班は，天

然生の࢔カマツ⨾林と࢟ࣀࣄおよࡧカラマツを୺とする人工林とにそࢃれており，上

記の教育・研究フィールドとしてࡸ，Ꮫ生の自୺Ꮫ⩦のሙとしても機能しており，本

ステーション₇⩦林における᰾心部分である。このような現状を㋃ࡲえ。1～11 林班

をࠕᏛ⩦・研究林ゾーンࠖと⛠することとする。  

管理においては，ᐇ⩦・₇⩦およࡧ研究における利用を඘分に⪃៖してᐇ᪋する。

のᑐ⟇と࡬カマツ天然生林については，⨾林としてのᬒほを⥔ᣢしつつ，マツᯤれ࢔

して，生育୙Ⰻ木の除ཤにより林分としての೺全໬を高め，⪁齢林分においては，⸆

๣注ධをᐇ᪋しているಶయを除き，マツᯤれのⓎ生状ἣをᢕᥱし，適ᐅ，伐採とこれ

による࢔カマツの天然᭦᪂を㐍める。一方，࢟ࣀࣄ，カラマツ等の人工林については，

それࡒれの保育ᇶ準ࡸᶆ準的伐期に準ᣐし，ᑗ᮶的に多ᵝな齢⣭構成を┠指した᪋業

行う。ただし，教育・研究における≉性上，関㐃する教ဨからの要ᮃもྍ能な限りྲྀ

りධれ，᳃林管理を行うことが⫢要である。ࡲた，次の樹木ᅬゾーンとともに，本ゾ

ーンの境⏺の多くは⚾᭷地ࡸබ道に面していることから，㏆㞄ఫẸ࡬の配៖（᪥↷㞀

ᐖ，ᯞのᙇりฟしなどのᨭ㞀木のฎ置など）ࡸ林内࡬のࢦミの୙法ᢞᲠ࡬のᑐᛂにດ

めることとする。  

②樹木ᅬゾーン  ：12・14・15 林班  

 12・14・15 林班は，面積 1.9�ha，面積ẚ 13.��で，樹種ྠ定に関する教育に資す

ること，さらにはᕼ少種の保存ࡸ研究ᮦ料の多ᵝ໬を┠指し，㒓ᅵ種のࡳならࡎ他地

域に⏘する樹種も少なからࡎ植᱂されてきた。ࡲた，樹木㖭ᯈも設置されており，植
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ϫ㸬₇⩦ᯘ➨ �� ḟ⦅ᡂ⟶⌮ィ⏬ࡢᣦ㔪�

 
㸯㸬ྛࢢࣥࢽ࣮ࢰࡿࡅ࠾࡟ࣥࣙࢩ࣮ࢸࢫ�

₇⩦林では，᳃林⛉Ꮫをጞめᵝࠎなフィールド⛉Ꮫに関する教育・研究のሙとして

の᳃林をྵࡴ植生の管理を行うことがồめられる。このために，現存する植生の構造，

立地環境₇，ࡸ⩦のᐇ᪋状ἣ，継続されている中・㛗期のㄪᰝ地の存ᅾなどにも配៖

してのゾーࢽンࢢを行い，それࡒれにおける管理指㔪を以下に定める。  

 
1� 構内ステーション  

 面積 14.66ha で，ᖹ地林と一部ⱑ⏿により構成され，㎰Ꮫ部࢟ࣕンパスに㞄᥋する

₇⩦林としては全ᅜ的に౛を見ない。このᵝな立地≉性から，本Ꮫ部教ဨをጞめ，Ꮫ

生・㝔生にとって最も㌟㏆な᳃林フィールドであり，ᖹᆠな地形をάかしての測量ࡸ

測樹，樹種ྠ定ࡸ᳃林構造等，多くのᐇ⩦・₇⩦が行ࢃれ，さらにᑓᨷ研究等の研究

にも多用されている。  

①Ꮫ⩦・研究林ゾーン：  1～11 林班  

本ステーション₇⩦林のうࡕの 11.73ha，全యの 8�.��にあたる 1～11 林班は，天

然生の࢔カマツ⨾林と࢟ࣀࣄおよࡧカラマツを୺とする人工林とにそࢃれており，上

記の教育・研究フィールドとしてࡸ，Ꮫ生の自୺Ꮫ⩦のሙとしても機能しており，本

ステーション₇⩦林における᰾心部分である。このような現状を㋃ࡲえ。1～11 林班

をࠕᏛ⩦・研究林ゾーンࠖと⛠することとする。  

管理においては，ᐇ⩦・₇⩦およࡧ研究における利用を඘分に⪃៖してᐇ᪋する。

のᑐ⟇と࡬カマツ天然生林については，⨾林としてのᬒほを⥔ᣢしつつ，マツᯤれ࢔

して，生育୙Ⰻ木の除ཤにより林分としての೺全໬を高め，⪁齢林分においては，⸆

๣注ධをᐇ᪋しているಶయを除き，マツᯤれのⓎ生状ἣをᢕᥱし，適ᐅ，伐採とこれ

による࢔カマツの天然᭦᪂を㐍める。一方，࢟ࣀࣄ，カラマツ等の人工林については，

それࡒれの保育ᇶ準ࡸᶆ準的伐期に準ᣐし，ᑗ᮶的に多ᵝな齢⣭構成を┠指した᪋業

行う。ただし，教育・研究における≉性上，関㐃する教ဨからの要ᮃもྍ能な限りྲྀ

りධれ，᳃林管理を行うことが⫢要である。ࡲた，次の樹木ᅬゾーンとともに，本ゾ

ーンの境⏺の多くは⚾᭷地ࡸබ道に面していることから，㏆㞄ఫẸ࡬の配៖（᪥↷㞀

ᐖ，ᯞのᙇりฟしなどのᨭ㞀木のฎ置など）ࡸ林内࡬のࢦミの୙法ᢞᲠ࡬のᑐᛂにດ

めることとする。  

②樹木ᅬゾーン  ：12・14・15 林班  

 12・14・15 林班は，面積 1.9�ha，面積ẚ 13.��で，樹種ྠ定に関する教育に資す

ること，さらにはᕼ少種の保存ࡸ研究ᮦ料の多ᵝ໬を┠指し，㒓ᅵ種のࡳならࡎ他地

域に⏘する樹種も少なからࡎ植᱂されてきた。ࡲた，樹木㖭ᯈも設置されており，植
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≀ᅬ的な機能をᣢつものであることから，ࠕ樹木ᅬゾーンࠖと⛠し，単木毎に生育状ἣ

をほ察しての植≀ᅬ的管理を行う。しかしながら，බ道に㞄᥋する林分であることか

ら，ᯞ払いࡸ伐採等の⾶㏥ಶయについてのฎ置を適ᐅᐇ᪋する。  

ճⱑ⏿ゾーン：13 林班  

 13 林班は面積 1.�3ha，面積ẚ 7.��で，�.55ha のⱑ⏿（ハ小班）とこれに関㐃する

᪋設用地およࡧ樹林地（㜵㢼ᇉをྵࡴ）で構成されている。かつてはᡭⰋἑ山ステー

ションで用いる植᱂用ⱑ木の生⏘を，Ꮫ生ᐇ⩦を㏻して行ってきた。しかし，現ᅾに

おいてはᐇ⩦内ᐜのኚ໬，さらには造林ⱑの㉁的保ドを⪃៖し，ⱑ木の多くは㉎ධに

より行っている。ᚑって，造林用ⱑ木生⏘としての機能はኻったが，ⱑ木を用いての

研究ࡸ，㉎ධによりධᡭが㞴しい樹種のⱑ木生⏘にά用されている。このことから，

本林班をࠕⱑ⏿ゾーンࠖと⛠し，その利用については，年ᗘᙜึに౑用㢪をᥦฟして

もらい，ᙜヱ⏦ㄳ者にその㈐௵と管理がጤࡡられることとする。  

 
2� す㥖ステーション  

 面積 25�.15ha で，ᶆ高 1�41�P から 2�672P（ᑗᲥ஀㢌山頂）に⮳るᛴᓧな山ᓅ地

で，ᶆ高 1�65�P ほどから下部にカラマツ人工林が成立している以外は，山地ᖏ上部

からள高山ᖏ，さらに高山ᖏにかけ自然植生によってそࢃれている。ࠕ林┦・植生ࠖの

㡯で述࡭たように（pp. 13～14），ᶆ高により␗なる構造をᣢつ天然生林が，᪥本のᒇ

᰿の一⩼をᢸう中ኸ࢔ルࣉスルの山ᓅ域に，分断することなく㐃続して分布するとい

う他に代えがたい植生分布をഛえる₇⩦林である。これら植生は，人為的影響のきࢃ

めて小さい状ែで自然植生が⥔ᣢされていることから，樹木・᳃林の生ែࡸ἞山・◁

㜵，山ᓅẼ㇟，㔝生生≀等，≉性をάかした多ᵝな教育・研究のフィールドとしてά

用されている。  

 なお，本計画立᱌にあたりᚑ᮶の小班区分を෌検討した⤖ᯝ，天然生林をጞめとす

る自然植生でそࢃれている林小班においては，先述したᶆ高による植生のኚ໬が㔜要

であり，地形による小班区分を行ࢃないこととした。その⤖ᯝ，1 林班，7～12 林班

は現行とኚ໬はないが，2 林班：ࢁ小班，は小班をྜࢃせ，ࢁ小班に，3～6 林班：い

小班，ࢁ小班の 2 つ小班に区分していたものを一つにし，い小班のࡳにኚ᭦した。  

①山ᓅ域自然植生ゾーン  

 本ゾーンは面積 238.�9ha にཬࡧ，す㥖ステーションの約 95�を占める。ᑿ᰿，㇂

等の地形によって林班区分がなされているが，次に述࡭るカラマツ人工林を除く全域

がこれに┦ᙜし，全て自然植生であること，ᶆ高によってその植生がⴭしくኚ໬する

ことから，林班区分とは別に，ᶆ高によって以下の㸱つの保全区に⣽分することとす

る。 
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  ・高山ᖏ自然植生保全区（ᶆ高 2�6��P～）：8 い小班 

  ・ள高山ᖏ自然植生保全区（1�8��～2�6��P）：3～12 林班 

  ・山地ᖏ上部自然植生保全区（～1�8��P）：1 林班ࢁ小班，2 小班，5・6ࢁ 林班 

なお，これࡲで㏻り，ఱれの保全区においてもཝṇな保全管理を行うこととし，林

内にᩜ設されている教育・研究およࡧᕠどのための歩道については，これらάືのᏳ

全性を高めることを┠的とした管理作業をᐇ᪋する。ただしこの管理作業においては，

᳃林にᑐする人的影響を必要最小限に␃めるよう配៖することとする。ࡲた，本ステ

ーション内には，上記άືを行う教⫋ဨ，Ꮫ生・㝔生はもࢇࢁࡕのこと，一⯡Ⓩ山者

のᏳ全をも☜保するための山小ᒇが 3 箇所設置されていたが，現ᅾ，1 箇所の山小ᒇ

は◚ᦆ状ែにあり，機能しているのは 2 Ჷのࡳとなっている。現存する 2 Ჷの管理業

務はこれࡲで㏻り行うこととし，◚ᦆしている山小ᒇの今後のᩚഛ方㔪について検討

を㐍めることとする。 

②高ᶆ高域人工林ゾーン：1 林班い小班，2 林班い小班 

 本ゾーンは，6�・61 年生のカラマツ人工林が成立している林小班で，面積 12.�6ha

（本ステーションの約 5�），ᶆ高約 1�41�～1�65�P と冷温ᖏの最上部に位置してい

る。本地域にけるカラマツ人工林におけるᶆ高限⏺にほࡰ㐩していることから，きࢃ

めてཝしい環境下におけるカラマツ人工林の育成を行っていることとなる。このよう

なほⅬからは見本林的な位置࡙けとなる。  

 管理業務については，いࡺࢃる地位の低い林分であることから，カラマツの保育ᇶ

準ࡸᶆ準的伐期に準ᣐし行うことは┦ᛂしくなく，より高ᐦᗘな状ែで推移させ，林

分の状ἣを見ながら保育等を行うことが一⯡的方法である。しかしながら，本林分の

ほとࢇどはᛴഴᩳ地であること，さらにこれに㏻ࡌる林道がᩜ設されていないこと，

この林分に᥋続する᳃林が天然生林（山ᓅ域自然植生ゾーン，山地ᖏ上部自然植生保

全区）であることから，積ᴟ的な人工林管理は行ࡎࢃ，㈗㔜な天然生林࡬の人為的影

響を୚えないことがྜ理的である。౛えࡤ，間伐をᐇ᪋するሙྜ，間伐ᮦ生⏘を┠的

とするのではなく，周囲の天然生林からの樹木の౵ධをຓけ，これによる天然᭦᪂を

ಁ㐍することを┠的とする。㛗期的な方㔪として，ᑗ᮶的には自然植生にᅇᖐさせて

いくこととする。 

ճ樹木ᅬゾーン：᱇木ሙヨ㦂地 

 本ゾーンは，教育・研究のためのᐟ⯋が所ᅾする，す㥖ステーションの下ὶ約 1.5NP

の┴道す㥖⥺ἢいの面積 1.69ha の᱇木ሙヨ㦂地である。ここではᅾ᮶樹種であるカ

ラマツ࢟ࣀࣄࡸの他，⪏寒性外ᅜ⏘樹種であるスࣟࢺーࣈマツ，࣓タࢭコ࢔࢖，ド࢖

ツࣄ࢘ࢺ，ࣚーࣟッパ࢔カマツが植᱂され，ᅾ᮶種の生育状ἣとᑐẚする┠的で管理

されてきた。以上のこれࡲでの⤒⦋を㋃ࡲえ，樹木ᅬゾーンと⛠することとする。な

お植᱂地の面積は 1.��ha である。  
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  ・高山ᖏ自然植生保全区（ᶆ高 2�6��P～）：8 い小班 

  ・ள高山ᖏ自然植生保全区（1�8��～2�6��P）：3～12 林班 

  ・山地ᖏ上部自然植生保全区（～1�8��P）：1 林班ࢁ小班，2 小班，5・6ࢁ 林班 

なお，これࡲで㏻り，ఱれの保全区においてもཝṇな保全管理を行うこととし，林

内にᩜ設されている教育・研究およࡧᕠどのための歩道については，これらάືのᏳ

全性を高めることを┠的とした管理作業をᐇ᪋する。ただしこの管理作業においては，

᳃林にᑐする人的影響を必要最小限に␃めるよう配៖することとする。ࡲた，本ステ

ーション内には，上記άືを行う教⫋ဨ，Ꮫ生・㝔生はもࢇࢁࡕのこと，一⯡Ⓩ山者

のᏳ全をも☜保するための山小ᒇが 3 箇所設置されていたが，現ᅾ，1 箇所の山小ᒇ

は◚ᦆ状ែにあり，機能しているのは 2 Ჷのࡳとなっている。現存する 2 Ჷの管理業

務はこれࡲで㏻り行うこととし，◚ᦆしている山小ᒇの今後のᩚഛ方㔪について検討

を㐍めることとする。 

②高ᶆ高域人工林ゾーン：1 林班い小班，2 林班い小班 

 本ゾーンは，6�・61 年生のカラマツ人工林が成立している林小班で，面積 12.�6ha

（本ステーションの約 5�），ᶆ高約 1�41�～1�65�P と冷温ᖏの最上部に位置してい

る。本地域にけるカラマツ人工林におけるᶆ高限⏺にほࡰ㐩していることから，きࢃ

めてཝしい環境下におけるカラマツ人工林の育成を行っていることとなる。このよう

なほⅬからは見本林的な位置࡙けとなる。  

 管理業務については，いࡺࢃる地位の低い林分であることから，カラマツの保育ᇶ

準ࡸᶆ準的伐期に準ᣐし行うことは┦ᛂしくなく，より高ᐦᗘな状ែで推移させ，林

分の状ἣを見ながら保育等を行うことが一⯡的方法である。しかしながら，本林分の

ほとࢇどはᛴഴᩳ地であること，さらにこれに㏻ࡌる林道がᩜ設されていないこと，

この林分に᥋続する᳃林が天然生林（山ᓅ域自然植生ゾーン，山地ᖏ上部自然植生保

全区）であることから，積ᴟ的な人工林管理は行ࡎࢃ，㈗㔜な天然生林࡬の人為的影

響を୚えないことがྜ理的である。౛えࡤ，間伐をᐇ᪋するሙྜ，間伐ᮦ生⏘を┠的

とするのではなく，周囲の天然生林からの樹木の౵ධをຓけ，これによる天然᭦᪂を

ಁ㐍することを┠的とする。㛗期的な方㔪として，ᑗ᮶的には自然植生にᅇᖐさせて

いくこととする。 

ճ樹木ᅬゾーン：᱇木ሙヨ㦂地 

 本ゾーンは，教育・研究のためのᐟ⯋が所ᅾする，す㥖ステーションの下ὶ約 1.5NP

の┴道す㥖⥺ἢいの面積 1.69ha の᱇木ሙヨ㦂地である。ここではᅾ᮶樹種であるカ

ラマツ࢟ࣀࣄࡸの他，⪏寒性外ᅜ⏘樹種であるスࣟࢺーࣈマツ，࣓タࢭコ࢔࢖，ド࢖

ツࣄ࢘ࢺ，ࣚーࣟッパ࢔カマツが植᱂され，ᅾ᮶種の生育状ἣとᑐẚする┠的で管理

されてきた。以上のこれࡲでの⤒⦋を㋃ࡲえ，樹木ᅬゾーンと⛠することとする。な

お植᱂地の面積は 1.��ha である。  
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 管理業務についてはᚑ᮶㏻りとし，生育⤒㐣をほ察しつつ，適ᐅ，樹木ᅬとしての

保全的管理をᐇ᪋していくこととする。  

 
3� ᡭⰋἑ山ステーション  

 面積 227.82ha で，ᶆ高 96�P から 1�4��P にࢃたり，ఀ㑣ᕷ中心部よりᙜ方の༡

スの前山であるఀ㑣山地の一ゅにあり，天❳ᕝのᨭὶᲴἑᕝの※ὶ域に位置すࣉル࢔

るが，㔛地に㏆く位置するいࡺࢃる㔛山である。林地の多くは本Ꮫ₇⩦林設置以前，

ᅜ᭷林が管理してきたもので，᳃林面積の約 96�，面積 219.36ha が࢟ࣀࣄ，カラマ

ツ，࢔カマツの人工林により占められ，そのほ༙ࡰ分以上が࢟ࣀࣄ人工林となってい

る。天然生林は࢔カマツとࣜࢡ，コࢼラなどの落葉広葉樹種がΰ஺する㔪広ΰ஺林で，

᳃林面積の約 4�，面積 8.46ha となっている。  

 人工林を୺とする本ステーションの≉性から，᳃林生⏘ᐇ㊶₇⩦ࡸ᳃林利用デ࢖ࢨ

ン₇⩦，木ᮦ工Ꮫ₇⩦などの人工林育成から木ᮦຍ工に⮳るㅖᢏ⾡を中心にᤣえた₇

⩦をጞめ，᳃林⛉Ꮫᇶ♏₇⩦，᳃林生ែᏛ₇⩦，㔝生植≀生ែᇶ♏₇⩦などのᇶ♏Ꮫ

的内ᐜの₇⩦，さらには他Ꮫ部ࡸ⟃Ἴ኱Ꮫなど他኱Ꮫ，行ᨻࡸ㈈ᅋ，௻業などによる

Ꮫ部Ꮫ生，኱Ꮫ㝔生，教ဨによる研究のフィールドとしてά用さࡧ研ಟ，およࡸ⩦₇

れており，構内ステーションとともに利用㢖ᗘは高い。  

 ⤒Ⴀ面においては，人工林の教育・研究利用，≉に木㉁資※の生⏘と環境保全のㄪ

࿴を┠指したᚠ環ᆺ᳃林管理のᐇ㊶による教育・研究フィールドᩚഛにより，植林か

ら育林，木ᮦ生⏘ࡲでの一㈏した஦業が㏻年行ࢃれており，年間 8��～1���� ୓෇の

஦業཰ධをᚓており，₇⩦林の⤒Ⴀ的᰿ᖿをなしている。  

 以上の林┦における≉性，教育・研究利用と஦業のᐇែを㚷ࡳ，他のステーション

とは␗なり，小班単位でのゾーࢽンࢢを以下のᵝに設定する。  

①山地ᖏ自然植生ゾーン  

ᡭⰋἑ山ステーションは人工林が୺యをなすものの，小面積ではあるが本地域に成

立する天然生林が全面積の約 4�にあたる 8.46ha にṧ存する。二次林ではあるが，Ꮫ

⾡的に㈗㔜な存ᅾであり，教育・研究フィールドとして人工林と཮⎍をなすものであ

ることから，山地ᖏ自然植生ゾーンとし，その構造から以下の 2 つの保全区に指定す

る。  

・㔪広ΰ஺林保全区：7 林班い小班（7.22ha）  

カマツ自然林保全区：6࢔・ 林班り・ࡠ小班（各 �.75ha，�.49ha，計 1.24ha）  

୧区においては，マツᯤれのⓎ生によるᑐᛂは別として，伐採等の人為的影響をでき

る限り᤼除する保全管理を行うものとする。  

②㔛山域人工林ゾーン  

本ステーションにおける中᰾的᳃林である人工林を୺とする林小班は，㔛山域人工
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林ゾーンとし，ᚠ環ᆺ᳃林管理をᐇ㊶し，人工林育成と木㉁資※生⏘に関ࢃる教育・

研究フィールドとしてⰋዲな状ែを⥔ᣢいていくことになる。このようなほⅬから，

୺林木の樹種による区分がྜ理的であるが，1・2 林班においてはᇶ㉁が他の林班にẚ

弱であることに配៖し，以下の⬤࡭ 5 区に区分することとする。  

・天然林ᆺㄏᑟ人工林区：1 林班い～ほ小班（22.�6ha），2 林班い～は小班（34.14ha）  

 天然林ᆺㄏᑟ人工林区は，先述したようにᇶ㉁がẚ㍑的⬤弱な 1 林班およࡧ 2 林班

全域（56.2�ha）である。現存する人工林のほとࢇどは࢟ࣀࣄ人工林（46.21ha）であ

り，その他，カラマツ人工林（6.1�ha），࢔カマツ天然生林（3.89ha）となっているが，

人工林の内，1࢟ࣀࣄ 林班い小班はࢧワラが，2 林班は 3 小班はスギがΰ植され，カ

ラマツ人工林の内，は 1 小班は࢟ࣀࣄがΰ植されている。ࡲた࢔カマツ天然生林では

植᱂した࢟ࣀࣄがΰ஺しいている。本区における࢟ࣀࣄおよࡧカラマツについては，

樹種毎に設定される保育ᇶ準，ᶆ準的伐期に準ᣐしᢅうこととするが，保ㆤ樹ᖏの機

能をྥ上・⥔ᣢさせるᑿ᰿部，およࡧἑἢいをጞめとする≉にᇶ㉁が⬤弱な箇所では，

間伐ࡸ୺伐において広葉樹種の౵ධと定╔，成㛗をಁ㐍することを┠指し，小面積の

群状にᐇ᪋することとする。その他の林地においては，他の人工林区とྠᵝ，小面積

ⓙ伐と人工᭦᪂を行うこととするが，自然౵ධした広葉樹種は積ᴟ的にṧ存させ，㔪

広ΰ஺状ែの天然林ᆺ࡬のㄏᑟを㛗期的にᐇ᪋することとする。  

人工林区：3࢟ࣀࣄ・ 林班い～࡬小班 �19.4�ha�，4 林班ࢁ 1～5・は 1～3・に小班

（32.71ha），5 林班࡬・ࢁ・と小班（16.69ha），6 林班ࡕ小班（1�.9�ha）  

人工林区は，3～6࢟ࣀࣄ  林班に現存する࢟ࣀࣄ人工林（79.7�ha）である。これら

人工林では，࢟ࣀࣄの保育ᇶ準，ᶆ準的伐期にᚑって管理することとし，他樹種もྵ

め �.3ha ⛬ᗘの小面積ⓙ伐と人工᭦᪂によりᣢ続的な生⏘林としての管理を行う。な

お，本Ꮫ₇⩦林として植᱂した最もྂい࢟ࣀࣄ人工林である 4 林班に小班（4.�4ha，

林齢 48 年）を࢟ࣀࣄ人工林見本林に指定する。保育等については他の࢟ࣀࣄ人工林

とྠᵝとし，保育ᇶ準ࡸᶆ準伐期などの見┤し等にά用する。  

・カラマツ人工林区：3 林班り・ࡠ小班（9.�4ha），4 林班い小班（5.�2ha），5 林班

い・は・ほ・り小班（7.49ha），6 林班ࢁ・に・ほ・と林班（8.71ha），7 林班は小

班（11.68ha），8 林班い～に（17.64ha）  

 カラマツ人工林区は，3～8 林班に現存するカラマツ人工林（59.58ha）である。こ

れら人工林では，カラマツの保育ᇶ準，ᶆ準的伐期にᚑって管理することとし，他樹

種もྵめ �.3ha ⛬ᗘの小面積ⓙ伐と人工᭦᪂によりᣢ続的な生⏘林としての管理を行

う。なお，本Ꮫ₇⩦林として最もྂいカラマツ人工林である 4 林班い小班（5.�2ha，

林齢 93 年）をカラマツ人工林見本林に指定する。先述の࢟ࣀࣄ見本林とྠᵝ，保育等

については他のカラマツ人工林とྠᵝとし，保育ᇶ準ࡸᶆ準伐期などの見┤し等にά

用する。ࡲた 5 林班り小班（�.1�ha）のカラマツ人工林は，ᅜ内各地のカラマツ天然
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については他のカラマツ人工林とྠᵝとし，保育ᇶ準ࡸᶆ準伐期などの見┤し等にά
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林から採ྲྀされ育成されたⱑによって造成されたࠕカラマツ⏘地ヨ㦂地ࠖであり，こ

の小班の管理は他のカラマツ人工林とྠᵝとせࡎ，関ಀ教⫋ဨによる༠㆟によりỴ定

し㐍めることとする。  

カマツ人工林区： 5࢔・ 林班に小班（4.66ha），6 林班い・は・࡬小班（11.41ha），

7 林班ࢁ小班（7.49ha）  

カマツ人工林区は，3～7࢔  林班に現存する࢔カマツ人工林（23.56ha）である。こ

れら人工林のほとࢇどはᩳ面上部からᑿ᰿部にかけて分布していることから，今後，

保ㆤ樹ᖏとしての機能のྥ上・⥔ᣢを㐍めることがྜ理的と⪃える。このようなほⅬ

から，中・㛗期的に推移をほ察し，本計画期間においては今後のྲྀりᢅい方法につい

ての検討を㐍めることとする。なお，他の見本林との位置関ಀおよࡧ，面積等を຺᱌

し，6 林班い小班の࢔カマツ人工林（5.81ha，林齢 51 年）を࢔カマツ人工林見本林に

指定し，࢔カマツ人工林のྲྀりᢅい方法を検討する上でのཧ⪃林と位置付ける。  

・外⏘樹種植᱂区：3 林班ࡕ小班（�.17ha）  

外⏘樹植᱂区は，3 林班ࡕ小班の一ಶ小班（�.17ha）で，୺に外ᅜ⏘樹種が植᱂さ

れている。本区はᣢ続的木㉁資※生⏘を┠的としたものでなく，いࡺࢃる⏘地ヨ㦂地

的意࿡ྜいが強いものであるため，他区とは性㉁を␗にすることから別区としたもの

である。ヨ㦂地あるいは樹木ᅬとしての管理を㐍めるものであるため，カラマツ人工

林区にໟྵされているカラマツ⏘地ヨ㦂地（5 林班り小班）とྠᵝ，林分の状ἣをほ

察しながら，適ᐅ，保全的管理を行うこととする。  

 
4� 㔝㎶山ステーション  

 㔝㎶山ステーションは，その多くは㎰ሙ用地とされているが，1�.27ha が₇⩦林用

地として管理・利用されている。本地域は少雪・寒冷というẼೃ的≉ᚩを᭷し，この

ため他のステーションとは␗なる自然植生の分布が見られ，ࡲた，人工林については

カラマツのࡳによって造林されている。カラマツの造林用ⱑの量⏘は，本ステーショ

ンが所ᅾする༡∾ᮧに㞄᥋するᕝ上ᮧにおいて᫂἞中㡭からጞࡲったもので，㛗㔝┴

内のࡳならࡎ，北海道ࡸᮾ北地方をጞめ海外にࡲで移ฟされた。本地域は᪥本におけ

るカラマツ造林ためのⱑ木生⏘Ⓨ⚈の地ともいえ，周囲の人工林のほとࢇどはカラマ

ツ人工林で占められている。  

本ステーションにおける教育・研究の୺ᑐ㇟は，以上に記した≉性から，本地域の

Ẽ㇟環境，高冷地に≉᭷な自然植生およࡧカラマツ人工林である。教育では，᳃林環

境Ꮫ₇⩦，植≀生ែᏛ₇⩦ࡸ，他኱ᏛᏛ生がཧຍする全ᅜ教育関ಀ共ྠ利用ᣐⅬに関

㐃するものとして，自然の成り立ࡕと山の生業₇⩦などが行ࢃれている。研究では，

カラマツ⭉心⑓，ヤエガワカンバ二次林の生ែ的≉性，ⲡ本種をྵめた植≀┦のኚ໬

に関する研究などが行ࢃれている。  
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①高冷地自然植生ゾーン  

 ・落葉広葉樹二次林保全区：3 林班い小班の一部  

本小班では，丸山山頂部を中心として 1ha ほど，ヤエガワカンバ（準絶滅危惧），

シラカンバなどの先駆性落葉広葉樹が林冠層を形成する二次林が成立しており，その

周囲にカラマツ人工林が造成されている構造となっている。前者の二次林で優占種と

なっているヤエガワカンバは，北海道から中部地方にかけての少雪・寒冷な地域に分

布が限定されている樹種で，本地域を代表する二次林の一つである。このことから，

本林分を保全区に指定する。  

現存する歩道の管理は継続し行うこととし，教育・研究フィールドとして機能させ

るため，人為的影響は必要最小限に抑える。本計画期間において，本林分の外周を測

量し，現行の小班と区別するための作業を行うこととする。  

 ・落葉低木群落保全区：4 林班い小班（3.13ha）  

本小班の内，除地を除く 1.16ha は天然生の落葉広葉樹低木林が成立している箇所

であり，ズミ，カラコギカエデ，ヤエガワカンバ，ハシバミなどにより構成させてい

る。部分的に林冠が開いており，その下層には，本地域に多く見られる低木種が生育

している。強く伐採等の人為的影響を受けたものと推察される群落ではあるが，本地

域における二次遷移を教育・研究するフィールドとして位置付けることが適切と判断

し，本林分を保全区に指定する。  

②高冷地カラマツ人工林ゾーン  

本ゾーンは，1～3 林班に成立するカラマツ人工林であり，先述の 3 林班い小班内に

設定した落葉広葉樹二次林保全区を除き，面積約 6ha 弱である。林齢は 32～65 年生

の壮齢林で占められている。  

少雪・低温環境下におけるカラマツ人工林の育成に関する教育・研究フィールドと

して利用を図るため，今後のカラマツ人工林の管理方法について検討を行うこととす

る。ただし，林内には他のステーションには見られないハシバミ群落がパッチ状に分

布していることから，管理業務遂行において，本群落の保全に注意を払う必要がある。  

 
以上のステーション毎の各ゾーンの配置については，巻末の資料１（p. 79，82，87，

91）に示すと共に，林班・小班別林分データ（pp. 92～97）にも小班単位で記載した。  
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設定した落葉広葉樹二次林保全区を除き，面積約 6ha 弱である。林齢は 32～65 年生

の壮齢林で占められている。  

少雪・低温環境下におけるカラマツ人工林の育成に関する教育・研究フィールドと

して利用を図るため，今後のカラマツ人工林の管理方法について検討を行うこととす

る。ただし，林内には他のステーションには見られないハシバミ群落がパッチ状に分

布していることから，管理業務遂行において，本群落の保全に注意を払う必要がある。  

 
以上のステーション毎の各ゾーンの配置については，巻末の資料１（p. 79，82，87，

91）に示すと共に，林班・小班別林分データ（pp. 92～97）にも小班単位で記載した。  
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２．教育・研究 

኱学演習ᯘは，ᛂ用⛉学である᳃ᯘ⛉学およࡧこれをᨭえるᇶ♏学，ならࡧに関連

するㅖ⛉学における教育・研究フ࢕ールࢻをᥦ౪し，これら⛉学の本኱学における教

育・研究のⓎᒎに寄与することが᭱重要な機能とされ，この機能は௚኱学や研究機関

に対してもⓎ᥹されてきた。このため，本学演習ᯘは，す㥖ステーࣙࢩンに௦⾲され

る⮬然᳜生の保全管理をጞめ，手Ⰻἑᒣステーࣙࢩンを୰心としたᚠ⎔ᆺᯘ業を具⌧

化することを目指した᳃ᯘの育成から資※の生⏘・฼用に⮳るまでの積ᴟ的管理を計

画的に実行し，フ࢕ールࢻの教育・研究に資する機能向上にດめるものである。  

本学演習ᯘはࡑれࡒれに≉性を␗にする � ステーࣙࢩンを具備するものであるから，

ステーࣙࢩンẖの≉性を活かした教育・研究฼用を進めていࡃこととされてきた。本

計画期間においても，これまでの⪃え方を㋃くし，以下の方㔪にἢって演習ᯘの活用

を図っていࡃこととする。  

 
�� ᯘศࢹータの⵳積と教育・研究へ寄与  

� フ࢕ールࢻ教育およࡧ研究の㐙行にあたって，演習ᯘの場ྜ，ᯘᑠ⌜༢఩㸦ᯘศ༢

఩㸧における᳃ᯘの構㐀やᒚṔに関するࢹータはもちろんのこと，場に≉有な❧地⎔

ቃ㸦ᶆ高，ᩳ㠃方఩，ഴᩳゅ，ᅵተなど㸧についてのࢹータは重要な᝟ሗである。演

習ᯘが行うフ࢕ールࢻ管理における教育・研究㠃における業ົとして，ᯘᑠ⌜༢఩で

の上グの各種ࢹータを཰㞟・整理し，教育・研究を行う者に対し，必要にᛂࡌてこれ

をᥦ౪することがồめられる。これまでࢹータ更新を継続してきた，ᕳᮎ㸦SS� ��㹼

��㸧にᥖ㍕した各ステーࣙࢩンのࢹータをᇶ┙として，今後ともࢹータの更新を継続

し，᝟ሗの㉁・㔞のさらなる充実を進めていࡃこととする。  

 
�� フ࢕ールࢻでの教育・研究㐙行における฼౽性・安全性の⥔ᣢ  

� 演習ᯘにおける教育およࡧ研究の効⋡的な㐙行に対し，ᯘ㐨およࡧṌ㐨のᩜ設は必

要不可Ḟである。⌧≧において各ステーࣙࢩンともにᯘ㐨，Ṍ㐨は，生⏘事業をも含

め，教育・研究の㐙行にᨭ㞀ないものであり，本計画期間における㊰⥙整備は，㛤設

は作業㐨のࡳでᯘ㐨やṌ㐨の㛤設はணᐃされていない。しかしながら฼౽性のࡳなら

安全性の確保も重要であり，このためには，◚ᦆ⟠ᡤのಟ᚟や㌾ᙅ⟠ᡤの強化，どࡎ

㔝の確保などといったᯘ㐨およࡧṌ㐨の⥔ᣢがồめられる。このため，ᯘ㐨，Ṍ㐨の

ᕠどを，㐺ᐅ実施し，⥔ᣢ業ົを行うこととする。また演習ᯘ฼用に対して，ᯘ㐨や

Ṍ㐨の◚ᦆのࡳならࡎ，௚のᵝࠎな要ᅉによってὴ生する༴㝤性に関する᝟ሗのᥦ౪

を，可能な㝈り行うこととする。  

� 上グのフ࢕ールࢻ管理に関ࢃる฼౽性や安全性の⥔ᣢ業ົの௚，฼用者に対する安

全㠃における指導も，㐺ᐅ行うこととする。  
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�� 各ステーࣙࢩンにおける教育・研究の方㔪  

� 各ステーࣙࢩンにおける教育・研究方㔪は，ᴫࡡ，これまでᥖࡆられてきた事項を

継続し実施することとする。以下，ࡑの要Ⅼをグす。  

㸨構ෆステーࣙࢩン  

①ᗙ学と演習，フ࢕ールࢻとࣛ࣎の⼥ྜ  

� 本学の目ᶆの一つであるࠕフ࢕ールࢻとࣛ࣎の⼥ྜࠖに対し，本ステーࣙࢩン

は高い機能をⓎ᥹できるという≉性を㋃まえ，この機能を高めるための管理業ົ

をᒎ㛤し，演習を୰心とした教育やࣛ࣎⼥ྜᆺ研究の෇⁥な㐙行に⧅ࡆ，活Ⓨ化

を目指す。  

②㔛地とྠᒃする㔛ᒣの研究フ࢕ールࢻ�

� 本ステーࣙࢩンの᳃ᯘは㔛地とྠᒃする㔛ᒣ生ែ⣔で，ࡑこに生育・生ᜥする

≉有な動᳜≀や࢟ࢥࣀなどの生ែ⣔構成要素は，ࠕ㣗と⥳ࠖの教育・研究資※とし

て活用でき，さらにᏙ❧した᳃ᯘ生ែ⣔における生≀ከᵝ性に関する㈗重な研究

フ࢕ールࢻとして఩置௜けられる。これら≉性を⪃៖した᳜生の保全管理を実施

し，㔛ᒣ研究の活Ⓨ化を目指す。  

㸨す㥖ステーࣙࢩン㸦᱇木場ヨ㦂地を含ࡴ㸧  

①全ᅜ的教育・研究フ࢕ールࢻ㸫ඹྠ฼用ᣐⅬ㸫�

� 本ステーࣙࢩンの᳃ᯘの኱㒊ศは天然᳜生で，ᒣ地ᖏから高ᒣᖏに⮳るまで連

続しᏑ在するという，௚኱学演習ᯘに類のないものである。この≉性を活かし，

教育・研究における全ᅜ規ᶍでのඹྠ฼用ᣐⅬとして，᳃ᯘおよࡧ௜ᖏ施設の整

備にດめ，ࡑの活用の活Ⓨ化を目指す。  

②アルࣉスᅪ天然ᯘを活用した教育・研究�

� ᶆ高 �����㹼��6��P，高పᕪ �����P という本ステーࣙࢩンの≉性を活かし，

౛えࡤ，高ᒣ・ள高ᒣᖏの生≀ከᵝ性保全と地⌫ ᬮ化のᙳ㡪ホ౯に関する研究

をጞめ，㔝生動᳜≀，Ẽ象，Ỉᩥ，地㉁➼のᇶ♏学ศ㔝から，᳜生管理，἞ᒣ➼の

ᛂ用学ศ㔝まで，ᖜᗈいศ㔝における教育・研究をㄏ⮴するためのᗈሗ活動にດ

め，学ෆጞめ，全ᅜ規ᶍでの教育・研究の活Ⓨ化を目指す。�

㸨手Ⰻἑᒣステーࣙࢩン  

①㉸㛗ఆ期施業による኱ᚄඃⰋ材生⏘を目指した施業ヨ㦂�

� 本ステーࣙࢩンは，全ᅜでもᒅ指の高品㉁࢟ࣀࣄ材生⏘を実㊶している኱学演

習ᯘとしてホ౯されている。ᡃがᅜの人工ᯘ施業は，᫖今，㛗ఆ期へのኚ化をぢ

ンで実施してきた㛗ఆ期施業の実⦼を㋃まえ，㉸㛗ఆࣙࢩているが，本ステーࡏ

期㸦ఆ期 ��� ᖺࣞ࣋ル㸧施業による，高௜加౯್኱ᚄ材生⏘を目指し，㉸㛗ఆ期

施業に関する研究の活Ⓨ化を目指す。  
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②ᚠ⎔ᆺᯘ業の実㊶と教育・研究，社会㑏ඖࢪࣟࣉェクトのᣐⅬ�

� これまで行ってきたᚠ⎔ᆺᯘ業の実㊶に，先述の㉸㛗ఆ期のヨ㦂施業を加え，

⎔ቃ保全と安ᐃした資※生⏘を୧❧さࡏることを目指し，㔛ᒣ域におけるᮍ来ᚿ

向の᳃ᯘ⤒Ⴀࣔࢹルとして，学ෆの教育・研究のࡳならࡎ社会への寄与を行うた

め，ᯘ業技術者➼の学外者を対象としたᬑཬ教育活動ࢪࣟࣉェクトのᣐⅬ化の強

化を進める。  

㸨㔝㎶ᒣステーࣙࢩン  

①㈗重な⮬然᳜生の保全と教育・研究�

� 本地域における࣐࢝ࣛࢶ⪔地㜵㢼ᯘは，⪔地保ㆤ機能のࡳならࡎᬒほ構成要素

として重要であるが，㛤ᣅ以前からṧᏑする⮬然᳜生もこれにもቑして㈗重なᏑ

在であるため，これを保ㆤし，㔝生生≀の生ែや保全に関する教育・研究フ࢕ー

ルをᥦ౪し，これら活動の活Ⓨ化を目指す。  

②ඹྠ฼用化の᥎進�

� これまで全学 � ᖺ生対象のඹ通教育⛉目ࠕ㎰ᯘ生⏘体㦂࣑ࢮナールࠖの㛤ㅮに

加え，全ᅜ教育関係ඹྠ฼用ᣐⅬ㸦ᩥ㒊⛉学┬㸧のフ࢕ールࢻの一つとして఩置

௜けられ，演習ᯘのࡳならࡎ，㎰場の実習フ࢕ールࢻとして機能している。これ

ら⌧≧から，フ࢕ールࢻおよࡧ௜ᖏ施設の整備にດめ，全ᅜおよࡧ全学฼用の活

Ⓨ化を目指す。  

 
�� 製材ᡤ㸦木材加工実㦂ᐊ㸧管理方㔪  

� 製材ᡤは，ⱑ⏿ゾーンに㞄接する㎰学㒊 ) Ჷにあり，製材機械から加工機械までが

揃えられ，᳜ᯘから素材生⏘のᕝ上から製材工⛬のᕝ୰，製品化のᕝ下までの一㈏し

た教育・研究を実⌧できる施設・設備である。ここでは，㏦材㌴௜ᖏ㗬┙の活用によ

り各ステーࣙࢩン⏘の኱ᚄ木製材にも対ᛂできる。桟積⮬然乾燥後，各種木材加工機

械により教育・研究用材，演習備品，体㦂学習➼の各種࣋࢖ント用材や販売木工品な

どの作製が可能で，学㒊教育のࡳならࡎᑠ学生から社会人までが体㦂学習できる≧ែ

となっている。各器機については，ᕳᮎの資ᩱ㸶㸦S� ���㸧をཧ↷されたい。  

� 製材ᡤは，下グの � ༊画から構成され，前計画期間から，各༊画における機能強化

のためのゾーニングの明確化と整備を図ってきた。  

①木材材ᩱヨ㦂ᐊ：実㦂機材が設置されている。木材の≀理実㦂やㅮ⩏ᐊとして฼用

される。  

②研究スペース：各種ヨ㦂をጞめ，研究ヨ㦂体が保管・管理されている。また教材の

保管場ᡤとしても使用されている。  

③木材加工スペース：加工機械が設置されている。教育・研究用の木材加工から演習

における主たる作業スペースとして使用されている。  
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④屋外管理エリア：素材置き場，天然乾燥桟積置き場や屋外作業スペースとして使用

されている。  

 
本計画期間においては，本施設の機能強化を目指し以下の事項について検討を進め，

実行可能な事項から改善に着手することとする。  

①機械設備：木材加工に必要とされる機械類は揃っているものの，老朽化や精度不足

が認められる器機もあること，さらに木材用簡易 CNC ルーターの導入を含め，新

規機械の更新・導入の検討が必要である。また，安全性確保のため，各種メンテナ

ンス作業を継続し行うこととする。  

②作業スペース：これまで木材加工スペースと研究スペースが混在するなどの課題が

あった。前計画期間において改善に着手したが，今後も継続的に実施し，明確なゾ

ーニングと有効活用ができるよう整備を進める。このことは，作業における安全性

確保にも密接に関係するものである。  

③安全の確保：先述の各種機械のメンテナンスや作業スペースの整備は，安全の確保

において重要な事項であるが，これに加えて木材加工機械取扱い上の安全教育のさ

らなる徹底と，安全確保のための木製補助具の充実を図ることが必要である。  

④社会貢献：学外者を対象とした木工技術に関する教育活動や，木製品の製作と販売

は，一般人の樹木や木材への感心を深めることに寄与する。本計画期間において，

学生演習での木材加工品作製についての検討，さらには木材加工品の製作・販売を

通しての地域連携のあり方についても検討を進めることとする。  

⑤人材の養成：製材から木材加工までの技能を有する人材の養成はもちろんのこと，

木材加工作業主任者，フォークリフト運転技能，チェーンソー取扱などの資格を有

する者の養成についても検討を進め，高度な技術を備えた人材の確保が，将来に向

け継続的に行え得る体制の構築を目指すこととする。  
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３．森林管理事業 
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1) 主伐  
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のሙ合，ᖺ約 0.3ha の新᳜とされてきた 9I 㱋⣭（林㱋 30 ᖺ）௨ୗはẚ㍑的均等な配

置となっている୍᪉，;I9 㱋⣭（林㱋 66～70 ᖺ）が኱㠃積を༨めている。࢝ラ࣐ࢶ

人工林では，;I 㱋⣭（林㱋 51～55 ᖺ）にࣆークを持ࡕ，これ௨上の㱋⣭に೫ってい

る。このような೫りは，予⟬的に実施㔞に制限がある保育作業をいかにして行うかが  
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ㄢ㢟となり，この状ែはᙜ㠃続くものである。このᵝな状況を㋃まえ，本ィ⏬ᮇ㛫に

おいて，㉸長伐ᮇの適用に┦応しい林分の㑅定，㱋⣭配置を平‽໬することを┠ᶆと

した主伐の進め᪉について，さらに検討を行うこととする。  

 主伐を実施するにあたり，ᑿ᰿部および沢➽では保護ᶞᖏの維持に配慮し，これら

箇所では⮬↛౵ධしたᶞᮌの育成，およびᕼᑡ᳜≀等の保全に努めることとする。ま

た，ኳ↛林ᆺㄏᑟ人工林区では，人工林内に生育するᶞᮌಶ体（๓生ᶞ）は，できる

。け伐採のᑐ象から㝖外し，保全と育成に努めることとするࡔ  

 
2) ᳜林  

主伐㠃積に応じて᳜᱂を行うこととする。᳜᱂ᶞ✀は࢟ࣀࣄを基本とするが，適地

適ᮌに๎り，࢝ラ࣐ࢶや有用広ⴥᶞ✀のᑟධも行い，᳜᱂ᶞ✀のከᵝ໬に配慮する。

᳜᱂密度は，࢟ࣀࣄで 3�000 本㸭ha，࢝ラ࣐ࢶで 2�500 本㸭ha 程度を基‽とし，地位

に応じて調整することとする。なお広ⴥᶞ✀のሙ合は，これまでの㐀林成ᯝをཧ⪃と

してỴ定することとする。また，᳜᱂にあたっての地ᣛえは，全㠃地ᣛえ，あるいは

➽地ᣛえとし，規ᶍ，地形や㔝㰡，㔝ඡの生ᜥ状況等に配慮し㑅ᢥし行うこととする。  

 
3) 保育  

 ୗส，⶝切，㝖伐，ᯞᡴࡕ，㛫伐の実施時ᮇの┠安を⾲㸫)㸫6 に示す。ここで示す

各保育作業は，手良沢山ステーションの࢟ࣀࣄ人工林と࢝ラ࣐ࢶ人工林を主ᑐ象とし，

各作業の実施時ᮇは伐ᮇ 80 ᖺ௨上を᝿定した┠安であり，各林分の状況に応じて実

施することとする。なお，手良沢山ステーションのࢶ࣐࢝࢔人工林については，その

分ᕸ特ᛶ上，保護ᶞᖏとしてのᶵ能を㧗めることを┠ᣦし，ኳ↛林ᆺへのㄏᑟをヨみ

ることから，保育基‽の┠安はᣦ定せず，⌧況の観ᐹに基࡙き保育を適ᐅ行うことと

する。また，す㥖ステーションの࢝ラ࣐ࢶ人工林については，ϫ㸬㸯㸬各ステーショ

ンのࢰーニングで記したように，本保育基‽は適用しないものとする。㔝㎶山ステー

ションの࢝ラ࣐ࢶ人工林については，㎰地と隣接するという特ᛶがあり，保育をྵめ

た今後の取りᢅいについては➨ 11 ḟ⦅成管理ィ⏬ᮇ㛫において検討を進めることと

する。  

 㸨ୗ ส㸸᳜᱂⩣ᖺから行い，成長がẚ㍑的㐜い࢟ࣀࣄ人工林においては 6 ᖺ生ま

での 5 ᅇ，ẚ㍑的㏿い࢝ラ࣐ࢶ人工林においては 4 ᖺ生までのィ 3 ᅇ実施する

ことを┠安とする。  

 㸨⶝切・㝖伐㸸⶝切・㝖伐の」合作業は，࢟ࣀࣄ人工林，࢝ラ࣐ࢶ人工林ともに 10

ᖺ生時に 1 ᅇ実施することを┠安とする。  

 㸨ᯞᡴࡕ㸸࢟ࣀࣄ人工林において 10 ᖺ生時，20 ᖺ生時の 2 ᅇの実施を┠安とする。  
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 㸨㛫 伐㸸㛫伐は，用材生産を行わない保育㛫伐とこれを行う生産㛫伐に分け，ࣄ

人工林ともに保育㛫伐をࢶ人工林，࢝ラ࣐࢟ࣀ 20 ᖺ生時に 1 ᅇ，生産㛫伐は

40 ᖺ生時および 60 ᖺ生時の 2 ᅇ実施することを┠安とする。  

 
⾲㸫)㸫6   ࢟ࣀࣄ人工林，࢝ラ࣐ࢶ人工林の保育実施基‽  

 
4) 保護  

 森林保護では，⋇ᐖ，⑓⹸ᐖ，山ⅆ事へのᑐ⟇があࡆられる。特に៏ᛶ的に発生し

ているニ࣍ン࢝ࢪによる⋇ᐖにᑐしては，新᳜地およびⱝ㱋林をඃඛしての⋇ᐖ㜵護

ᰙの設置を行うこととする。実施ᩘ㔞については，ᖺ度ẖの予⟬を⪃慮し，可能な限

り実施することが望ましい。⑓⹸ᐖにおいては，⌧ᅾのとこࢁこれによる⿕ᐖは発生

していないが，今後，࣐ࢭ࢖ࢨࣀࢶン࢘ࣗࢳによるࢶ࣐࢝࢔のᯤᦆ（ᯇ㣗い⹸⿕ᐖ）

の発生が༴᝹される。このため林内巡視は重要であり，௚の⑓⹸ᐖ発生の᪩ᮇ発ぢの

ためにも適ᐅこれを実施することとする。ᯇ㣗い⹸⿕ᐖが発ぢされたሙ合，ィ⏬的に

伐採，ẅ⹸ฎ理を行うこととし，⿕ᐖのᣑ኱をᴟຊ抑えることとする。山ⅆ事にᑐし

ては，特に，᫓，⛅の஝⇱Ꮨにおいて，ධ山⪅にᑐしての山ⅆ事予㜵を࿘▱するとと

もに，ඛの⑓⹸ᐖ発生のᑐ応で㏙࡭た林内巡視において，あわせてቃ⏺線ἢいや林⦕

における╔ⅆしやすいᯤれᮌ，ᯤれⲡ等のฎ理を行うこととする。  

 

2 3 4 5 6 10 20 40 60

ヒノキ 下刈 ● ● ● ● ●

蔓切・除伐 ●

枝打ち ● ●

保育間伐 ●

生産間伐 ● ●

カラマツ 下刈 ● ● ●

蔓切・除伐 ●

保育間伐 ●

生産間伐 ● ●

施　　　業　　　年
樹　　種 作　業　種
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5) 林内路網整備  

 林内路網の整備は，人工林の育成を実施している手良沢山ステーションを主とする。

本ステーションにおけるこれまでの林内路網位置は，巻末の資料（p. 89～90）に示す

通りであり，管内敷設延長距離は約 21.616km（平均路網密度 94.6m/ha）に達してい

る。これらは伐出作業や事業遂行に合わせて開設されてきたが，今後とも林内路網の

充実を図り，効率よい事業を進めることとする。なお，既設路網においてもその補修

には充分な配慮を必要とするものであり，既設路網の維持には可能な限りの点検・管

理体制を敷くこととする。  

新設路網に関して，基幹となる林道・林業専用道規格（3.5ｍ程度の幅員）の路線は，

広域な林分を利用可能区域とするため，隣接する国有林，民有林と協議し，共同利用

可能な路線を検討する。施業に必要となる支線は，より簡便かつ安価に開設可能な森

林作業道の整備を進めることとし，森林作業道は 3t トラックの走行が可能な 3.0ｍ程

度の幅員とし、可能な限り地形の改変を抑え土砂の流出を最小限にする工法での作設

を進めていく。また，各地の事例検証や外部講師の招聘を行い技術向上に努め，地域

に適した敷設法の開発研究に取り組むことが望まれる。  

歩道に関しては，林内巡視時において点検を行うこととし，特に学生実習等が実施

予定となっている箇所については，安全確保のための補修等の整備を必要に応じて行

うこととする。  

 
6) モニタリングとデータ整備  

 各林分および林地の概況を始め，伐採や保育等の履歴に関する情報は，森林の教育・

研究利用に必要不可欠なものである。従って，新たなデータの収集のみならず，既存

データの更新も重要な管理業務と位置付けるものである。さらに，GIS 等を活用し，

電子データとすることによって，管理業務を適切かつ効率的に行うこと，および教育・

研究利用における活用への便を図ることとする。  

 林分状況を示すデータの基盤はいわゆる森林調査簿（巻末の資料，pp. 92～97）で

あるが，保育の実施に伴い収集されるデータを整理・蓄積するとともに，必要に応じ

ての森林調査簿への修正を行うこととする。また，保育，保護，林内路網等に関する

記録や，主伐により生産された材積や販売価格等につていての記録も，実行簿等によ

りデータを整理・蓄積することとする。また，これまで行ってきた気象観測とこれに

より得られるデータの整理・蓄積を，今後とも継続し実施することとする。  

 演習林利用（教育利用，研究利用等）に関する記録もこれまで通り調査し，データ

の整理・蓄積を行うこととする。  
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5) 林内路網整備  

 林内路網の整備は，人工林の育成を実施している手良沢山ステーションを主とする。
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より得られるデータの整理・蓄積を，今後とも継続し実施することとする。  

 演習林利用（教育利用，研究利用等）に関する記録もこれまで通り調査し，データ

の整理・蓄積を行うこととする。  
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４．社会貢献 

第 10 次編成計画期間においては，演習林における社会貢献として，（1）生涯学習・

他校実習の開講（地元小学校の総合学習，公開講座，林業関係実習），（2）林業技術者

向け技術研修会や見学会，（3）学外向けのイベントなどの活動が行われてきた。年間

の件数は，5 年間で約 1.5 倍に増加してきている。これは，演習林のフィールド・技

術・人的資源を軸とした活動の多角化と外向きの活性化を示すものである。  

しかしながら，演習林職員数はほぼ一定のままで（巻末の資料，p. 132），通常の業

務と並行して活動が多角化してきたことから，その分，各人にかかる負担が増大して

いることも事実である。すなわち，現在の件数（年間 12 件前後）がほぼ上限で，現在

より件数が増加すると，演習林運営の根幹をなす森林管理事業やフィールド管理，教

育研究の補助への支障が懸念される。  

したがって，第 11 次編成計画期間においては，社会貢献の活動件数を増やす方向で

はなく，現在のニーズに着実に応える現状維持を図ることとする。そして，経験とノ

ウハウの蓄積や，問題点の洗い出しと改善をもとに，内容を洗練して充実化・効率化

（質の向上）に努めることとする。  

 
５．森林認証の維持 

 第 10 次編成計画期間において，（SGEC 森林管理認証：SGEC-FM）を取得した。

この認証を維持し，さらに大学演習林としての機能を高めることを目的として，本計

画期間においては下記の諸点の実施に努めることとする。  

(1) 第三者のチェックを通じて森林管理の水準が維持・向上するとともに，その内容

が地域社会をはじめとするステークホルダーに情報発信できるようになること。  

(2) 農学部の教育が，世界的標準である「持続可能な森林管理」「持続可能な調達」に

ついて，具体的手法も含めて学習できるようになること。また，他学部・他大学の

学生に対する教育プログラムやフィールド等の提供を通じても，これらが学習で

きるようになること。  

(3) 森林認証に必要な生物多様性等のモニタリングや，認証材の販売などについて，

一般的に実施しやすい手法を研究・開発し，普及できるようになること。  
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Ϭ．₇⩦ᯘࡢ᳃ᯘ⟶⌮஦ᴗィ⏬ 

 
ステーションそれࡒれがᣢつ࢕ࣇーࣝࢻとしての≉ᛶを踏まえ，๓章で述べたゾー

ニング，ᩍ⫱・◊✲および事業等のᇶ本ⓗな⪃え方に๎し，ステーションẖの事業計

画を௨ୗに定める。  

 
㸯．ᵓෆステーション 

 ᵓෆステーションでの事業のᐇ᪋においては，ᩍ⫱・◊✲฼用がከᩘᐇ᪋されてい

る࢕ࣇーࣝࢻで࠶ることから計画ⓗ生⏘は行わࡎ，ཎ๎，年ᗘẖに㛵ಀᩍဨおよび⫋

ဨにより，ᩍ⫱・◊✲฼用に㓄៖しての保⫱等の事業をᐇ᪋することとする。たࡔし，

林ෆにⓎ生するᯇ㣗い⹸⿕ᐖをཷけた࢔カマツに㛵しては，農Ꮫ㒊および農場とᐦな

㐃ᦠをとり，⿕ᐖ木のฎ理を㐺ᐅ行うこととし，⿕ᐖᣑ኱をᴟຊᢚえることとする。

また，農Ꮫ㒊࢟ࣕンࣃスや࿘辺ఫᏯ地に隣接していることから，ቃ⏺管理，作業㐨や

Ṍ㐨の管理，林ෆᕠどを㐺ᐅ行う。  

 
㸰．す㥖ステーション 

 す㥖ステーションでは，࡯とࢇどがள㧗山ᖏᖖ⥳針ⴥᶞ林を୺とした天然᳜生で࠶

ること，また 1・� 林班に成❧しているカラマツ人工林においても，今後，天然林ᆺ࡬

のㄏᑟを，⮬然間ᘬࡁと天然᭦新により図ることを┠ᣦすことから，Ⅳ章で述べたよ

うな保⫱は行わないこととする。たࡔし，林ෆにᩜ設されているṌ㐨はⓏ山㐨として

୍⯡⪅の฼用にも㓄៖し，ᐇ習等におけるᏳ全確保のためのᩚഛは行うこととする。  

 
㸱．ᡭⰋἑ山ステーション 

 ᡭⰋἑ山ステーションでは，Ⅳ章の事業で述べたᣦ針にᇶ࡙࢟ࣀࣄ，ࡁ人工林およ

びカラマツ人工林の᳃林管理事業をᐇ᪋することとする。本計画期間において，これ

ら人工林におけるᐇ行ண定は௨ୗの㏻りで࠶る。なお，保ㆤおよび林ෆ㊰⥙ᩚഛにつ

いてのᐇ行ண定は定めࡎ，୺ఆや⫱林事業，ᩍ⫱・◊✲฼用のᐇ᪋ෆᐜのヲ⣽にᇶ࡙

 。演習林㒊఍での議ㄽを経て，㐺ᐅ，ᐇ᪋することとする，ࡁ

 

1� ୺ఆ  

 SS� 67㹼68 に♧したᣦ針に๎り，本計画期間においては，林㱋 8� 年生௨ୖのࣀࣄ

࢟人工林をᑐ㇟として，4 林班ෆにおいて⣙ ��3KD を┠Ᏻとしたⓙఆを行うこととす

る。したがって，全計画期間においては 1�5KD 。どのఆ᥇面積となる࡯  
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�� ᳜林  

 S� 68 に♧したᣦ針に๎り，本計画期間においては，๓年ᗘにᐇ᪋したⓙఆ地におい

て᳜林（人工᭦新）を行うこととする。なお᳜᱂ᶞ✀は㐺地㐺木のཎ๎により，❧地

᮲௳およびఆ᥇時にᚓられた林分の᝟ሗ等を⪃៖し㑅ᢥすることとする。なお，新᳜

の⩣年ᗘにⱑ木の活╔状況をㄪᰝし，ᚲせにᛂࡌての⿵᳜をᐇ行することとする。  

 
3� 保⫱  

SS� 68㹼69 に♧したᣦ針に๎り，௨ୗの保⫱作業を行うこととする。  

 㸨ୗ ส  

  保⫱ᇶ‽からୗสりがᚲせとされる林地にᑐして，༢年ᗘで⣙ 1��KD ⛬ᗘを行う

事とする。全計画期間でのᐇ᪋ண定ᩘ㔞は 5��KD。  

 㸨⶝ษ・除ఆ  

  保⫱ᇶ‽から⶝ษ・除ఆがᚲせとされる林地にᑐして，༢年ᗘで⣙ ��3KD ⛬ᗘを

行う事とする。全計画期間でのᐇ᪋ண定ᩘ㔞は 1�7KD。  

 㸨ᯞᡴࡕ  

  保⫱ᇶ‽からᯞᡴࡕがᚲせとされる林地にᑐして，༢年ᗘで⣙ ��5KD ⛬ᗘを行う

事とする。全計画期間でのᐇ᪋ண定ᩘ㔞は ��7KD。  

 㸨間 ఆ  

  保⫱ᇶ‽から保⫱間ఆがᚲせとされる林地にᑐして，༢年ᗘで ��3㹼��4KD を行

う事とする。全計画期間でのᐇ᪋ண定ᩘ㔞は 1�77KD。  

  生⏘間ఆについては，༢年ᗘで⣙ 7��KD ⛬ᗘを行う事とする。全計画期間でのᐇ

行ண定ᩘ㔞は 36KD。  

 
4� 保 ㆤ  

 本計画期間においてはシカᐖᑐ⟇を୺とし，⋇ᐖ㜵ㆤᰙの設⨨をᐇ᪋する事とする。

༢年ᗘで 3��㹼4��P，全計画期間で 1�75�P を計画する。  

 
5� ㊰⥙ᩚഛ  

 ୺ఆおよび保⫱作業のᐇ᪋，ᩍ⫱・◊✲฼用におけるᏳ全確保，ຠ⋡໬のため，本

計画期間においては作業㐨の㛤設をᐇ᪋する。㛤設㊥㞳は༢年ᗘで⣙ 8��P，全計画

期間で 4����P を計画する。  

 
6� ࣔニࣜࢱングとࢹーᩚࢱഛ  

 S� 7� に♧したᣦ針に๎りᐇ᪋することとし，ヲ⣽は演習林㒊఍において，㐺ᐅ，検

討を行う事とする。  
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４．野辺山ステーション 

 野辺山ステーションではⅣ章の事業で述べたように，本計画期間において，今後の

カラマツ人工林の活用や管理方法等について検討を行うこととする。 

 本ステーションにおける現行の林班および小班設定は，本演習林設定当初のものと

思われ（林小班図は 1983（昭和 58）年からの第 4 次経営案に掲載），少なくとも第 4

次経営案作成時から 36 年が経過しており，現況にそぐわない状態となっている。こ

のため本計画では，Ⅳ章の各ステーションにおけるゾーニングの項で記したように，

ヤエガワカンバ等の貴重な林分を保全区に設定するなどによって，現況を踏まえた方

針を定めた。本計画期間においてはこの方針に従い，ヤエガワカンバ等の二次林の範

囲の確認と面積の計測，農場用地に存在する天然生低木林や，除地扱いとなっている

小班の今後の管理方針を明らかにし，さらに隣接する農場との協議を踏まえ，新たに

林班・小班の設定を行うこととする。 
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９．演習林教職員の配置数の推移 (132) 
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資料１．図  面 
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E. 林┦図�
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F. ゾーン配置図�
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�) す㥖ステーション演習林  

a. 林班・小班図  
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E. 林┦図  
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F. ゾーン・༊配置図  
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�) す㥖ステーション演習林  

a. 林班・小班図㸦໭༙㒊㸧  
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�) す㥖ステーション演習林  

a. 林班・小班図㸦໭༙㒊㸧  

 

�� 
 

E. 林班・小班図㸦༡༙㒊㸧  
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F. 林┦図  
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F. 林┦図  
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G. ゾーン・༊配置図  
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H. ୺ఆ・㛫ఆᒚṔ図  
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H. ୺ఆ・㛫ఆᒚṔ図  
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I. 林㐨・సᴗ㐨㛤タᒚṔ図  
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J. 林㐨・సᴗ㐨㊰⥙ᐦᗘ  
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J. 林㐨・సᴗ㐨㊰⥙ᐦᗘ  
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4) 野辺山ステーション演習林  

a. 林班・小班およびゾーン配置図  
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資料２．林分データ  

�� 林⌜࣭ᑠ⌜ู林ศࢹーࢱ（᳃林ㄪᰝ⡙）  

D. ᵓෆステーション演習林  

林地 除地 計
1 い 0.32 0.32 カラマツ 60 1959 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林

アカマツ 天
䝁䝘ラ 天

ろ 0.26 0.26 L1 55 1964 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
L2 天
アカマツ 天

䝝 0.07 0.07 Ꮫ⩦䞉◊✲林 林㐨ᩜ
（計） 0.58 0.07 0.65

2 い 0.28 0.28 カラマツ 60 1954 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
アカマツ 天

ろ 0.17 0.17 ヒノキ 35 1984 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
アカマツ 天

は 0.37 0.37 アカマツ 59 1960 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
L 55 1964 人

に 0.24 0.24 カラマツ 60 1959 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
ヒノキ 30 1989 人
アカマツ 天

䝩 0.07 0.07 Ꮫ⩦䞉◊✲林 林㐨ᩜ
（計） 1.06 0.07 1.13

3 い 0.25 0.25 カラマツ 62 1957 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
アカマツ 天

ろ 0.25 0.25 カラマツ 62 1957 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
アカマツ 天

は 0.50 0.50 カラマツ 72 1947 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
䝇䜼 35 1984 人
アカマツ 天

ニ 0.03 0.03 Ꮫ⩦䞉◊✲林 林㐨ᩜ
（計） 1.00 0.03 1.03

4 い 0.25 0.25 カラマツ 62 1957 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
アカマツ 天

ろ 0.20 0.20 カラマツ 62 1957 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
アカマツ 天

は 0.62 0.62 カラマツ 95 1924 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
䝃䝽ラ 75 1944 人
ヒノキ 85 1934 人
ヒノキ 75 1944 人
アカマツ 天

に 0.09 0.09 ヒノキ 33 1986 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
アカマツ 天

䝩 0.01 0.01 Ꮫ⩦䞉◊✲林 Ẽ㇟ほ 㕲ሪ
䝦 0.05 0.05 Ꮫ⩦䞉◊✲林 林㐨ᩜ
（計） 1.16 0.06 1.22

5 い 0.11 0.11 アカマツ 天 Ꮫ⩦䞉◊✲林
ろ 0.20 0.20 ヒノキ 65 1954 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林

アカマツ 天
は 0.69 0.69 䝃䝽ラ 70 1949 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林

䝇䜼 59 1960 人
ヒノキ 75 1944 人
ヒノキ 70 1949 人
アカマツ 天
L 天

ニ 0.03 0.03 Ꮫ⩦䞉◊✲林 林㐨ᩜ
（計） 1.00 0.03 1.03

6 い 0.72 0.72 䝃䝽ラ 75 1944 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
ヒノキ 75 1944 人
アカマツ 天

ろ 0.20 0.20 カラマツ 85 1944 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
ヒノキ 75 1944 人
アカマツ 天
L 天

は 0.15 0.15 カラマツ 85 1934 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
䝃䝽ラ 75 1944 人
ヒノキ 75 1944 人
アカマツ 天

に 0.18 0.18 ヒノキ 75 1944 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
アカマツ 天

䝩 0.04 0.04 Ꮫ⩦䞉◊✲林 ᅵሙ
䝦 0.03 0.03 Ꮫ⩦䞉◊✲林 林㐨ᩜ
（計） 1.25 0.07 1.32

林種 ゾーン 区 備考林班 小班
面積

樹種 林齢 植栽年
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資料２．林分データ  

�� 林⌜࣭ᑠ⌜ู林ศࢹーࢱ（᳃林ㄪᰝ⡙）  

D. ᵓෆステーション演習林  

林地 除地 計
1 い 0.32 0.32 カラマツ 60 1959 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林

アカマツ 天
䝁䝘ラ 天

ろ 0.26 0.26 L1 55 1964 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
L2 天
アカマツ 天

䝝 0.07 0.07 Ꮫ⩦䞉◊✲林 林㐨ᩜ
（計） 0.58 0.07 0.65

2 い 0.28 0.28 カラマツ 60 1954 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
アカマツ 天

ろ 0.17 0.17 ヒノキ 35 1984 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
アカマツ 天

は 0.37 0.37 アカマツ 59 1960 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
L 55 1964 人

に 0.24 0.24 カラマツ 60 1959 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
ヒノキ 30 1989 人
アカマツ 天

䝩 0.07 0.07 Ꮫ⩦䞉◊✲林 林㐨ᩜ
（計） 1.06 0.07 1.13

3 い 0.25 0.25 カラマツ 62 1957 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
アカマツ 天

ろ 0.25 0.25 カラマツ 62 1957 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
アカマツ 天

は 0.50 0.50 カラマツ 72 1947 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
䝇䜼 35 1984 人
アカマツ 天

ニ 0.03 0.03 Ꮫ⩦䞉◊✲林 林㐨ᩜ
（計） 1.00 0.03 1.03

4 い 0.25 0.25 カラマツ 62 1957 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
アカマツ 天

ろ 0.20 0.20 カラマツ 62 1957 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
アカマツ 天

は 0.62 0.62 カラマツ 95 1924 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
䝃䝽ラ 75 1944 人
ヒノキ 85 1934 人
ヒノキ 75 1944 人
アカマツ 天

に 0.09 0.09 ヒノキ 33 1986 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
アカマツ 天

䝩 0.01 0.01 Ꮫ⩦䞉◊✲林 Ẽ㇟ほ 㕲ሪ
䝦 0.05 0.05 Ꮫ⩦䞉◊✲林 林㐨ᩜ
（計） 1.16 0.06 1.22

5 い 0.11 0.11 アカマツ 天 Ꮫ⩦䞉◊✲林
ろ 0.20 0.20 ヒノキ 65 1954 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林

アカマツ 天
は 0.69 0.69 䝃䝽ラ 70 1949 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林

䝇䜼 59 1960 人
ヒノキ 75 1944 人
ヒノキ 70 1949 人
アカマツ 天
L 天

ニ 0.03 0.03 Ꮫ⩦䞉◊✲林 林㐨ᩜ
（計） 1.00 0.03 1.03

6 い 0.72 0.72 䝃䝽ラ 75 1944 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
ヒノキ 75 1944 人
アカマツ 天

ろ 0.20 0.20 カラマツ 85 1944 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
ヒノキ 75 1944 人
アカマツ 天
L 天

は 0.15 0.15 カラマツ 85 1934 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
䝃䝽ラ 75 1944 人
ヒノキ 75 1944 人
アカマツ 天

に 0.18 0.18 ヒノキ 75 1944 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
アカマツ 天

䝩 0.04 0.04 Ꮫ⩦䞉◊✲林 ᅵሙ
䝦 0.03 0.03 Ꮫ⩦䞉◊✲林 林㐨ᩜ
（計） 1.25 0.07 1.32

林種 ゾーン 区 備考林班 小班
面積

樹種 林齢 植栽年

9� 
 

（ᵓෆステーション演習林つづき）  

 

林地 除地 計
7 い 0.56 0.56 䝃䝽ラ 75 1944 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林

ヒノキ 75 1944 人
アカマツ 天
L 天

ろ 0.16 0.16 カラマツ 75 1944 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
䝇䜼 59 1960 人
ヒノキ 75 1944 人
L 天

（計） 0.72 0.72
8 い 0.41 0.41 䝃䝽ラ 50 1969 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林

ヒノキ 50 1969 人
アカマツ 天
L 天

ろ 0.40 0.40 䝃䝽ラ 50 1969 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
ヒノキ 50 1969 人
アカマツ 天
L 天

（計） 0.81 0.81
9 い 0.35 0.35 䝇䜼 55 1964 人

䝇䜼 33 1986 人
䝁䜴䝲マキ 30 1989 人
ヒノキ 45 1974 人
L 天

ろ 0.30 0.30 カラマツ 85 1934 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
アカマツ 天
L 天

は 0.54 0.54 ヒノキ 37 1982 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
アカマツ 天
L 天

に 0.28 0.28 アカマツ 天 Ꮫ⩦䞉◊✲林
L 天

䝩 0.05 0.05 Ꮫ⩦䞉◊✲林 林㐨ᩜ
（計） 1.47 0.05 1.52

10 い 0.57 0.57 カラマツ 85 1934 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
アカマツ 天
L 天

ろ 0.19 0.19 カラマツ 85 1934 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
䝃䝽ラ 75 1944 人
アカマツ 天
L 天

（計） 0.76 0.76
11 い 0.31 0.31 カラマツ 85 1944 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林

ヒノキ 85 1944 人
ヒノキ 40 1979 人
アカマツ 天

ろ 0.08 0.08 ヒノキ 65 1954 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
䝇䜼 95 1924 人
アカマツ 天

は 0.14 0.07 0.21 カラマツ 95 1924 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林 㥔㌴ሙ
カラマツ 85 1934 人
ヒノキ 50 1969 人
䝇䜼 45 1974 人
（䝃䝽ラ） 人
アカマツ 天

に 0.10 0.12 0.22 ヒノキ 37 1982 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
アカマツ 天
L 天
L 天

ほ 0.13 0.13 カラマツ 55 1964 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林
へ 0.03 0.03 L 天 Ꮫ⩦䞉◊✲林 䜽䝹䝭
と 0.18 0.18 N 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林 ᗞ木㢮

L 天 ᗞ木㢮
ち 0.03 0.03 䝇䜼 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林

ヒノキ 人
り 0.12 0.12 䝇䜼 95 1924 人 Ꮫ⩦䞉◊✲林

➉㢮 天
ぬ 0.14 0.14 アカマツ 天 Ꮫ⩦䞉◊✲林
䝹 0.04 0.04 Ꮫ⩦䞉◊✲林 㥔㌴ሙ
䜢 0.05 0.05 Ꮫ⩦䞉◊✲林 ୪木
（計） 1.26 0.28 1.54

林班 小班
面積

樹種 林齢 植栽年 林種 ゾーン 区 備考
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（ᵓෆステーション演習林つづき）  

 
E. す㥖ステーション演習林  

༊）ᶆ㧗 �����P ௨ୗ � 山ᆅᖏୖ㒊⮬↛᳜⏕ಖ඲༊㸪�����㹼�����P� ள㧗山ᖏ⮬↛᳜⏕ಖ඲༊㸪  
� � �����P ௨ୖ � 㧗山ᖏ⮬↛᳜⏕ಖ඲༊  

林地 除地 計
12 い 0.15 0.15 L 65 1954 人 樹木ᅬ

アカマツ 天
ろ 0.28 0.28 カラマツ 85 1934 人 樹木ᅬ

ヒノキ 85 1934 人
ヒノキ 50 1969 人
アカマツ 天

（計） 0.43 0.43
13 い 0.14 0.14 カラマツ 60 1959 人 ⱑ⏿

アカマツ 天
L 天

ろ 0.18 0.18 アカマツ 天 ⱑ⏿
L 天

䝝 0.55 0.55 ⱑ⏿ ⱑ⏿
ニ 0.16 0.16 ⱑ⏿ ᘓ≀ᩜ
（計） 0.32 0.71 1.03

14 い 0.46 0.46 樹木ᅬ 見本ᅬ
ろ 0.36 0.36 樹木ᅬ 見本ᅬ
（計） 0.82 0.82

15 い 0.11 0.11 L 人 樹木ᅬ
ろ 0.41 0.41 N 人 樹木ᅬ
は 0.13 0.13 カラマツ 60 1959 人 樹木ᅬ
（計） 0.65 0.65

13.29 1.37 14.66（総計）

備考林班 小班
面積

樹種 林齢 植栽年 林種 ゾーン 区

林地 除地 計
1 い 10.86 0.70 11.56 カラマツ 57 1962 人 高ᶆ高域人工林

N 天
L 天

ろ 8.64 8.64 N 天 山ᓅ域自然植生 山地帯ୖ㒊自然植生保全
L 天

（計） 19.50 0.70 20.20
2 い 0.45 0.05 0.50 カラマツ 56 1963 人 高ᶆ高域人工林

ろ 16.11 0.70 16.81 N 天 山ᓅ域自然植生 山地帯ୖ㒊自然植生保全 旧は小班含む
L 天 ள高山帯自然植生保全

（計） 16.56 0.75 17.31
3 い 7.65 0.98 8.63 N 天 山ᓅ域自然植生 ள高山帯自然植生保全 旧ろ䞉䝝小班含む

L 天
（計） 7.65 0.98 8.63

4 い 27.22 1.27 28.49 N 天 山ᓅ域自然植生 ள高山帯自然植生保全 旧ろ小班含む
L 天

（計） 27.22 1.27 28.49
5 い 19.32 0.80 20.12 N 天 山ᓅ域自然植生 山地帯ୖ㒊自然植生保全 旧ろ小班含む

L ள高山帯自然植生保全
（計） 19.32 0.80 20.12

6 い 20.04 0.90 20.94 N 天 山ᓅ域自然植生 山地帯ୖ㒊自然植生保全 旧ろ小班含む
L 天 ள高山帯自然植生保全

（計） 20.04 0.90 20.94
7 い 13.16 13.16 N 天 山ᓅ域自然植生 ள高山帯自然植生保全

L 天
（計） 13.16 13.16

8 い 34.52 2.44 36.96 N 天 山ᓅ域自然植生 ள高山帯自然植生保全
L 天 高山帯自然植生保全

（計） 34.52 2.44 36.96
9 い 30.83 0.10 30.93 N 天 山ᓅ域自然植生 ள高山帯自然植生保全

L 天
（計） 30.83 0.10 30.93

10 い 19.76 0.10 19.86 N 天 山ᓅ域自然植生 ள高山帯自然植生保全
L 天

（計） 19.76 0.10 19.86
11 い 15.50 0.20 15.70 N 天 山ᓅ域自然植生 ள高山帯自然植生保全

L 天
（計） 15.50 0.20 15.70

12 い 17.85 17.85 N 天 山ᓅ域自然植生 ள高山帯自然植生保全
L 天

（計） 17.85 0.00 17.85
241.91 8.24 250.15

林班 小班
面積

樹種 林齢 備考

（総計）

植栽年 林種 ゾーン 区
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（ᵓෆステーション演習林つづき）  

 
E. す㥖ステーション演習林  

༊）ᶆ㧗 �����P ௨ୗ � 山ᆅᖏୖ㒊⮬↛᳜⏕ಖ඲༊㸪�����㹼�����P� ள㧗山ᖏ⮬↛᳜⏕ಖ඲༊㸪  
� � �����P ௨ୖ � 㧗山ᖏ⮬↛᳜⏕ಖ඲༊  

林地 除地 計
12 い 0.15 0.15 L 65 1954 人 樹木ᅬ

アカマツ 天
ろ 0.28 0.28 カラマツ 85 1934 人 樹木ᅬ

ヒノキ 85 1934 人
ヒノキ 50 1969 人
アカマツ 天

（計） 0.43 0.43
13 い 0.14 0.14 カラマツ 60 1959 人 ⱑ⏿

アカマツ 天
L 天

ろ 0.18 0.18 アカマツ 天 ⱑ⏿
L 天

䝝 0.55 0.55 ⱑ⏿ ⱑ⏿
ニ 0.16 0.16 ⱑ⏿ ᘓ≀ᩜ
（計） 0.32 0.71 1.03

14 い 0.46 0.46 樹木ᅬ 見本ᅬ
ろ 0.36 0.36 樹木ᅬ 見本ᅬ
（計） 0.82 0.82

15 い 0.11 0.11 L 人 樹木ᅬ
ろ 0.41 0.41 N 人 樹木ᅬ
は 0.13 0.13 カラマツ 60 1959 人 樹木ᅬ
（計） 0.65 0.65

13.29 1.37 14.66（総計）

備考林班 小班
面積

樹種 林齢 植栽年 林種 ゾーン 区

林地 除地 計
1 い 10.86 0.70 11.56 カラマツ 57 1962 人 高ᶆ高域人工林

N 天
L 天

ろ 8.64 8.64 N 天 山ᓅ域自然植生 山地帯ୖ㒊自然植生保全
L 天

（計） 19.50 0.70 20.20
2 い 0.45 0.05 0.50 カラマツ 56 1963 人 高ᶆ高域人工林

ろ 16.11 0.70 16.81 N 天 山ᓅ域自然植生 山地帯ୖ㒊自然植生保全 旧は小班含む
L 天 ள高山帯自然植生保全

（計） 16.56 0.75 17.31
3 い 7.65 0.98 8.63 N 天 山ᓅ域自然植生 ள高山帯自然植生保全 旧ろ䞉䝝小班含む

L 天
（計） 7.65 0.98 8.63

4 い 27.22 1.27 28.49 N 天 山ᓅ域自然植生 ள高山帯自然植生保全 旧ろ小班含む
L 天

（計） 27.22 1.27 28.49
5 い 19.32 0.80 20.12 N 天 山ᓅ域自然植生 山地帯ୖ㒊自然植生保全 旧ろ小班含む

L ள高山帯自然植生保全
（計） 19.32 0.80 20.12

6 い 20.04 0.90 20.94 N 天 山ᓅ域自然植生 山地帯ୖ㒊自然植生保全 旧ろ小班含む
L 天 ள高山帯自然植生保全

（計） 20.04 0.90 20.94
7 い 13.16 13.16 N 天 山ᓅ域自然植生 ள高山帯自然植生保全

L 天
（計） 13.16 13.16

8 い 34.52 2.44 36.96 N 天 山ᓅ域自然植生 ள高山帯自然植生保全
L 天 高山帯自然植生保全

（計） 34.52 2.44 36.96
9 い 30.83 0.10 30.93 N 天 山ᓅ域自然植生 ள高山帯自然植生保全

L 天
（計） 30.83 0.10 30.93

10 い 19.76 0.10 19.86 N 天 山ᓅ域自然植生 ள高山帯自然植生保全
L 天

（計） 19.76 0.10 19.86
11 い 15.50 0.20 15.70 N 天 山ᓅ域自然植生 ள高山帯自然植生保全

L 天
（計） 15.50 0.20 15.70

12 い 17.85 17.85 N 天 山ᓅ域自然植生 ள高山帯自然植生保全
L 天

（計） 17.85 0.00 17.85
241.91 8.24 250.15

林班 小班
面積

樹種 林齢 備考

（総計）

植栽年 林種 ゾーン 区
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F. す㥖ステーション᱇ᮌሙヨ㦂ᆅ  

 
G. 手良沢山ステーション演習林  

林地 除地 計
1 い 0.66 0.66 カラマツ 59 1960 人 樹木ᅬ

0.20 0.2 䝇䝖䝻ー䝤マツ 59 1960 人 樹木ᅬ
0.04 0.04 䝯䝍䝉䝁䜲ア 59 1960 人 樹木ᅬ

ろ 0.05 0.05 䝗䜲ツ䝖䜴ヒ 59 1960 人 樹木ᅬ
0.05 0.05 ヒノキ 52 1967 人 樹木ᅬ

0.69 0.69 樹木ᅬ
（計） 1.00 0.69 1.69

林種 ゾーン 区 備考林班 小班
面積

樹種 林齢 植栽年

林地 除地 計
1 い 10.43 0.37 10.80 ヒノキ 66 1953 人 里山域人工林 天然林ᆺㄏᑟ人工林 旧へ小班含む

䝃䝽ラ 45 1974 人
L 天

ろ 4.80 0.02 4.82 カラマツ 66 1953 人 里山域人工林 天然林ᆺㄏᑟ人工林 旧と小班含む
アカマツ 天
L 天

は 0.73 0.73 ヒノキ 66 1953 人 里山域人工林 天然林ᆺㄏᑟ人工林
アカマツ 天
L 天

に 2.89 2.89 ヒノキ 66 1953 人 里山域人工林 天然林ᆺㄏᑟ人工林
アカマツ 天
L 天

ほ 2.82 2.82 ヒノキ 66 1953 人 里山域人工林 天然林ᆺㄏᑟ人工林
アカマツ 天
L 天

（計） 21.67 0.39 22.06
2 い 6.76 0.38 7.14 ヒノキ 80 1939 人 里山域人工林 天然林ᆺㄏᑟ人工林 旧へ小班含む

アカマツ 天
N 天
L 天

ろ 3.89 3.89 アカマツ 天 里山域人工林 天然林ᆺㄏᑟ人工林
ヒノキ 96 1923 人
L 天

は1 1.28 1.28 カラマツ 94 1925 人 里山域人工林 天然林ᆺㄏᑟ人工林
ヒノキ 94 1925 人
L 天

は2 13.06 0.67 13.73 ヒノキ 94 1925 人 里山域人工林 天然林ᆺㄏᑟ人工林 旧ほ小班含む
カラマツ 94 1925 人
アカマツ 天
L 天

は3 4.66 4.66 ヒノキ 42 1977 人 里山域人工林 天然林ᆺㄏᑟ人工林 面積㻌0.35㼔㼍
ヒノキ 41 1978 人 面積㻌0.61㼔㼍
ヒノキ 40 1979 人 面積㻌0.95㼔㼍
ヒノキ 38 1981 人 面積㻌0.90㼔㼍
ヒノキ 37 1982 人 面積㻌0.92㼔㼍
ヒノキ 36 1983 人 面積㻌0.93㼔㼍

は4 3.44 3.44 ヒノキ 19 2000 人 里山域人工林 天然林ᆺㄏᑟ人工林 面積㻌0.31㼔㼍
ヒノキ 18 2001 人 面積㻌0.30㼔㼍
ヒノキ 17 2002 人 面積㻌0.45㼔㼍
ヒノキ 16 2003 人 面積㻌0.44㼔㼍
ヒノキ 15 2004 人 面積㻌0.40㼔㼍
ヒノキ 14 2005 人 面積㻌0.34㼔㼍
ヒノキ 13 2006 人 面積㻌0.32㼔㼍
ヒノキ 10 2009 人 面積㻌0.49㼔㼍
ヒノキ 9 2010 人 面積㻌0.39㼔㼍

（計） 33.09 1.05 34.14
3 い 2.06 0.13 2.19 ヒノキ 59 1960 人 里山域人工林 ヒノキ人工林

ろ 2.39 0.08 2.47 ヒノキ 64 1955 人 里山域人工林 ヒノキ人工林
アカマツ 天
L 天

は 2.76 2.76 ヒノキ 59 1960 人 里山域人工林 ヒノキ人工林
アカマツ 天
L 天

に 5.07 0.31 5.38 ヒノキ 78 1941 人 里山域人工林 ヒノキ人工林
アカマツ 天
L 天

ほ 4.60 0.10 4.70 アカマツ 天 里山域人工林 ヒノキ人工林 旧と小班含む
ヒノキ 63 1956 人
L 天

林班 小班
面積

樹種 林齢 植栽年 ゾーン 区 備考林種
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（手良沢山ステーション演習林つづき）  

林地 除地 計
3 へ 1.90 1.90 ヒノキ 63 1956 人 里山域人工林 ヒノキ人工林

アカマツ 天
L 天

ち 0.15 0.02 0.17 N 47 1972 人 里山域人工林 እ⏘針葉樹植栽
L 47 1972 人

り 3.27 0.29 3.56 カラマツ 66 1953 人 里山域人工林 カラマツ人工林
アカマツ 天
L 天

ぬ 5.40 0.08 5.48 カラマツ 54 1965 人 里山域人工林 カラマツ人工林
アカマツ 天
L 天

（計） 27.60 1.01 28.61
4 い 4.87 0.15 5.02 カラマツ 93 1926 人 里山域人工林 カラマツ人工林㻔見本林） 旧ほ小班含む

ヒノキ 93 1926 人
アカマツ 天
L 天

ろ1 8.41 1.24 9.65 アカマツ 天 里山域人工林 ヒノキ人工林
ヒノキ 93 1926 人
䝁䝘ラ䞉䜽䝸 8 2011 人 面積㻌0.28㼔㼍
䝁䝘ラ䞉䜽䝸 7 2012 人 面積㻌0.28㼔㼍
䝁䝘ラ䞉䜽䝸 6 2013 人 面積㻌0.28㼔㼍
カラマツ 4 2015 人 面積㻌0.23㼔㼍
カラマツ 3 2016 人 面積㻌0.23㼔㼍
L 天

ろ2 1.22 1.22 ヒノキ 46 1973 人 里山域人工林 ヒノキ人工林 面積㻌0.52㼔㼍
アカマツ 45 1974 人
ヒノキ 45 1974 人 面積㻌0.70㼔㼍

ろ3 0.31 0.03 0.34 ヒノキ 44 1975 人 里山域人工林 ヒノキ人工林
ろ4 1.17 1.17 ヒノキ 35 1984 人 里山域人工林 ヒノキ人工林
ろ5 1.15 0.04 1.19 ヒノキ 23 1996 人 里山域人工林 ヒノキ人工林 面積㻌0.30㼔㼍

ヒノキ 22 1997 人 面積㻌0.30㼔㼍
ヒノキ 21 1998 人 面積㻌0.30㼔㼍
ヒノキ 20 1999 人 面積㻌0.29㼔㼍

は1 8.81 0.33 9.14 ヒノキ 85 1934 人 里山域人工林 ヒノキ人工林 旧へ小班含む
䝇䜼 85 1934 人
アカマツ 天
L 天

は2 3.38 0.45 3.83 ヒノキ 34 1985 人 里山域人工林 ヒノキ人工林 旧と小班含む
䝁䜴䝲マキ 人 面積㻌1.17㼔㼍
ヒノキ 33 1986 人 面積㻌0.98㼔㼍
ヒノキ 32 1987 人 面積㻌0.46㼔㼍
ヒノキ 31 1988 人 面積㻌1.23㼔㼍

は3 2.13 2.13 ヒノキ 30 1989 人 里山域人工林 ヒノキ人工林 面積㻌0.51㼔㼍
ヒノキ 29 1990 人 面積㻌0.35㼔㼍
ヒノキ 28 1991 人 面積㻌0.33㼔㼍
ヒノキ 27 1992 人 面積㻌0.33㼔㼍
ヒノキ 26 1993 人 面積㻌0.30㼔㼍
ヒノキ 25 1994 人 面積㻌0.31㼔㼍

に 4.04 4.04 ヒノキ 50 1969 人 里山域人工林 ヒノキ人工林（見本林） 面積㻌1.30㼔㼍
ヒノキ 49 1970 人 面積㻌1.29㼔㼍
アカマツ 49 1970 人
䝃䝽ラ 49 1970 人
ヒノキ 48 1971 人 面積㻌1.13㼔㼍
ヒノキ 47 1972 人 面積㻌0.32㼔㼍

（計） 35.49 2.24 37.73
5 い 5.31 0.12 5.43 カラマツ 54 1965 人 里山域人工林 カラマツ人工林

L 天
ろ 1.48 0.05 1.53 ヒノキ 70 1949 人 里山域人工林 ヒノキ人工林

アカマツ 53 1966 人
䝇䜼 53 1966 人
L 天

は 0.80 0.05 0.85 カラマツ 54 1965 人 里山域人工林 カラマツ人工林
に 4.43 0.23 4.66 アカマツ 54 1965 人 里山域人工林 アカマツ人工林

L 天
ほ 1.11 1.11 カラマツ 54 1965 人 里山域人工林 カラマツ人工林
へ 12.45 0.19 12.64 ヒノキ 70 1949 人 里山域人工林 ヒノキ人工林

アカマツ 天
L 天

と 2.43 0.09 2.52 ヒノキ 70 1949 人 里山域人工林 ヒノキ人工林
L 天

䝏 0.15 0.15 ᅵሙ
り 0.10 0.10 カラマツ 45 1974 人 里山域人工林 カラマツ人工林 カラマツ⏘地ヨ㦂地
（計） 28.11 0.88 28.99

林班 小班
面積

樹種 林齢 植栽年 林種 ゾーン 区 備考
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（手良沢山ステーション演習林つづき）  

林地 除地 計
3 へ 1.90 1.90 ヒノキ 63 1956 人 里山域人工林 ヒノキ人工林

アカマツ 天
L 天

ち 0.15 0.02 0.17 N 47 1972 人 里山域人工林 እ⏘針葉樹植栽
L 47 1972 人

り 3.27 0.29 3.56 カラマツ 66 1953 人 里山域人工林 カラマツ人工林
アカマツ 天
L 天

ぬ 5.40 0.08 5.48 カラマツ 54 1965 人 里山域人工林 カラマツ人工林
アカマツ 天
L 天

（計） 27.60 1.01 28.61
4 い 4.87 0.15 5.02 カラマツ 93 1926 人 里山域人工林 カラマツ人工林㻔見本林） 旧ほ小班含む

ヒノキ 93 1926 人
アカマツ 天
L 天

ろ1 8.41 1.24 9.65 アカマツ 天 里山域人工林 ヒノキ人工林
ヒノキ 93 1926 人
䝁䝘ラ䞉䜽䝸 8 2011 人 面積㻌0.28㼔㼍
䝁䝘ラ䞉䜽䝸 7 2012 人 面積㻌0.28㼔㼍
䝁䝘ラ䞉䜽䝸 6 2013 人 面積㻌0.28㼔㼍
カラマツ 4 2015 人 面積㻌0.23㼔㼍
カラマツ 3 2016 人 面積㻌0.23㼔㼍
L 天

ろ2 1.22 1.22 ヒノキ 46 1973 人 里山域人工林 ヒノキ人工林 面積㻌0.52㼔㼍
アカマツ 45 1974 人
ヒノキ 45 1974 人 面積㻌0.70㼔㼍

ろ3 0.31 0.03 0.34 ヒノキ 44 1975 人 里山域人工林 ヒノキ人工林
ろ4 1.17 1.17 ヒノキ 35 1984 人 里山域人工林 ヒノキ人工林
ろ5 1.15 0.04 1.19 ヒノキ 23 1996 人 里山域人工林 ヒノキ人工林 面積㻌0.30㼔㼍

ヒノキ 22 1997 人 面積㻌0.30㼔㼍
ヒノキ 21 1998 人 面積㻌0.30㼔㼍
ヒノキ 20 1999 人 面積㻌0.29㼔㼍

は1 8.81 0.33 9.14 ヒノキ 85 1934 人 里山域人工林 ヒノキ人工林 旧へ小班含む
䝇䜼 85 1934 人
アカマツ 天
L 天

は2 3.38 0.45 3.83 ヒノキ 34 1985 人 里山域人工林 ヒノキ人工林 旧と小班含む
䝁䜴䝲マキ 人 面積㻌1.17㼔㼍
ヒノキ 33 1986 人 面積㻌0.98㼔㼍
ヒノキ 32 1987 人 面積㻌0.46㼔㼍
ヒノキ 31 1988 人 面積㻌1.23㼔㼍

は3 2.13 2.13 ヒノキ 30 1989 人 里山域人工林 ヒノキ人工林 面積㻌0.51㼔㼍
ヒノキ 29 1990 人 面積㻌0.35㼔㼍
ヒノキ 28 1991 人 面積㻌0.33㼔㼍
ヒノキ 27 1992 人 面積㻌0.33㼔㼍
ヒノキ 26 1993 人 面積㻌0.30㼔㼍
ヒノキ 25 1994 人 面積㻌0.31㼔㼍

に 4.04 4.04 ヒノキ 50 1969 人 里山域人工林 ヒノキ人工林（見本林） 面積㻌1.30㼔㼍
ヒノキ 49 1970 人 面積㻌1.29㼔㼍
アカマツ 49 1970 人
䝃䝽ラ 49 1970 人
ヒノキ 48 1971 人 面積㻌1.13㼔㼍
ヒノキ 47 1972 人 面積㻌0.32㼔㼍

（計） 35.49 2.24 37.73
5 い 5.31 0.12 5.43 カラマツ 54 1965 人 里山域人工林 カラマツ人工林

L 天
ろ 1.48 0.05 1.53 ヒノキ 70 1949 人 里山域人工林 ヒノキ人工林

アカマツ 53 1966 人
䝇䜼 53 1966 人
L 天

は 0.80 0.05 0.85 カラマツ 54 1965 人 里山域人工林 カラマツ人工林
に 4.43 0.23 4.66 アカマツ 54 1965 人 里山域人工林 アカマツ人工林

L 天
ほ 1.11 1.11 カラマツ 54 1965 人 里山域人工林 カラマツ人工林
へ 12.45 0.19 12.64 ヒノキ 70 1949 人 里山域人工林 ヒノキ人工林

アカマツ 天
L 天

と 2.43 0.09 2.52 ヒノキ 70 1949 人 里山域人工林 ヒノキ人工林
L 天

䝏 0.15 0.15 ᅵሙ
り 0.10 0.10 カラマツ 45 1974 人 里山域人工林 カラマツ人工林 カラマツ⏘地ヨ㦂地
（計） 28.11 0.88 28.99

林班 小班
面積

樹種 林齢 植栽年 林種 ゾーン 区 備考
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（手良沢山ステーション演習林つづき）  

 
e. 野辺山ステーション演習林  

 

 

 

 

 

 

林地 除地 計
6 い 5.69 0.12 5.81 アカマツ 51 1968 人 里山域人工林 アカマツ人工林（見本林）

ろ 3.82 0.15 3.97 カラマツ 52 1967 人 里山域人工林 カラマツ人工林
L 天

は 1.17 1.17 アカマツ 51 1968 人 里山域人工林 アカマツ人工林
L 天

に 0.59 0.05 0.64 カラマツ 52 1967 人 里山域人工林 カラマツ人工林
ほ 3.47 0.13 3.60 カラマツ 52 1967 人 里山域人工林 カラマツ人工林
へ 4.27 0.16 4.43 アカマツ 51 1968 人 里山域人工林 アカマツ人工林
と 0.50 0.50 カラマツ 52 1967 人 里山域人工林 カラマツ人工林
ち 10.07 0.83 10.90 ヒノキ 68 1951 人 里山域人工林 ヒノキ人工林

アカマツ 天
N 天
L 天

り 0.75 0.75 アカマツ 天 山地帯自然植生 アカマツ自然林保全
ぬ 0.49 0.49 アカマツ 天 山地帯自然植生 アカマツ自然林保全

L 天
（計） 30.82 1.44 32.26

7 い 6.99 0.23 7.22 アカマツ 天 山地帯自然植生 針広混交林保全
L 天

ろ 7.45 0.04 7.49 アカマツ 51 1968 人 里山域人工林 アカマツ人工林
L 天

は 11.41 0.27 11.68 カラマツ 52 1967 人 里山域人工林 カラマツ人工林 旧ニ小班含む
アカマツ 天

（計） 25.85 0.54 26.39
8 い 1.95 0.06 2.01 カラマツ 56 1963 人 里山域人工林 カラマツ人工林

アカマツ 天
L 天

ろ 8.94 0.35 9.29 カラマツ 59 1960 人 里山域人工林 カラマツ人工林
アカマツ 天

は 5.48 0.06 5.54 カラマツ 58 1961 人 里山域人工林 カラマツ人工林
アカマツ 天
L 天

に 0.80 0.80 カラマツ 58 1961 人 里山域人工林 カラマツ人工林
L 天

（計） 17.17 0.47 17.64
219.80 8.02 227.82（総計）

備考植栽年 林種 ゾーン 区林班 小班
面積

樹種 林齢

林地 除地 計
1 い 1.15 1.15 カラマツ 36 1983 人 高冷地カラマツ人工林

（計） 0.00 1.15 1.15
2 い 0.91 0.50 1.41 カラマツ 65 1954 人 高冷地カラマツ人工林

L 天
（計） 0.91 0.50 1.41

3 い 4.30 4.30 カラマツ 65 1954 人 高冷地カラマツ人工林

L 天 高冷地自然植生 落葉広葉樹二次林保全
ろ 0.28 0.28 カラマツ 32 1987 人 高冷地カラマツ人工林

（計） 4.58 4.58
4 い 1.16 1.97 3.13 L 天 高冷地自然植生 落葉低木群落保全

（計） 1.16 1.97 3.13
6.65 3.62 10.27

小班
面積

樹種 林齢 備考

（総計）

植栽年 林種 ゾーン 区林班
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2)ステーション別現況表 

 

3)ステーション別ゾーン面積および区面積 

 

 

林地 除地 計 天然林 人工林 計 針葉樹 広葉樹 混交林 計
ha ha ha ha ha ha ha ha ha ha

構　　　内 13.29 1.37 14.66 6.49 6.80 13.29 11.54 1.75 13.29

西　　　駒 241.91 8.24 250.15 230.60 11.31 241.91 78.71 7.70 155.5 241.91

桂 木 場 1.00 0.69 1.69 1.00 1.00 1.00 1.00

手良沢山 219.80 8.02 227.82 25.13 194.67 219.80 208.21 11.59 219.80

野 辺 山 6.65 3.62 10.27 1.16 5.49 6.65 5.49 1.16 6.65

計 482.65 21.94 504.59 263.38 219.27 482.65 304.95 10.61 167.09 482.65

名称
地種 林種 林相

ha % ha %

構　　　内 学習・研究林 11.73 80.0

樹木園 1.90 13.0

苗　　畑 1.03 7.0

西　　　駒 山岳域自然植生 238.09 95.2

　　山地帯上部自然植生保全 （標高 1800m以下）

　　亜高山帯自然植生保全 （標高 1800～2600m）

　　高山帯自然植生保全 （標高 2600m以上）

高標高域人工林 12.06 4.8

桂 木 場 樹木園 1.69 100.0

手良沢山 里山域人工林 219.36 96.3

　　天然林型誘導人工林 56.20 25.6

　　ヒノキ人工林 79.70 36.3

　　カラマツ人工林 59.58 27.2

　　アカマツ人工林 23.56 10.8

　　外産針葉樹植栽等 0.32 0.1

山地帯自然植生 8.46 3.7

　　針広混交林保全 7.22 85.3

　　アカマツ自然林保全 1.24 14.7

野 辺 山 高冷地カラマツ人工林 5.49 82.6

高冷地自然植生 1.16 17.4

区面積
ゾーン・区名

ゾーン面積
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構　　　内 13.29 1.37 14.66 6.49 6.80 13.29 11.54 1.75 13.29

西　　　駒 241.91 8.24 250.15 230.60 11.31 241.91 78.71 7.70 155.5 241.91

桂 木 場 1.00 0.69 1.69 1.00 1.00 1.00 1.00

手良沢山 219.80 8.02 227.82 25.13 194.67 219.80 208.21 11.59 219.80

野 辺 山 6.65 3.62 10.27 1.16 5.49 6.65 5.49 1.16 6.65

計 482.65 21.94 504.59 263.38 219.27 482.65 304.95 10.61 167.09 482.65

名称
地種 林種 林相

ha % ha %

構　　　内 学習・研究林 11.73 80.0

樹木園 1.90 13.0

苗　　畑 1.03 7.0

西　　　駒 山岳域自然植生 238.09 95.2

　　山地帯上部自然植生保全 （標高 1800m以下）

　　亜高山帯自然植生保全 （標高 1800～2600m）

　　高山帯自然植生保全 （標高 2600m以上）

高標高域人工林 12.06 4.8

桂 木 場 樹木園 1.69 100.0

手良沢山 里山域人工林 219.36 96.3

　　天然林型誘導人工林 56.20 25.6

　　ヒノキ人工林 79.70 36.3

　　カラマツ人工林 59.58 27.2

　　アカマツ人工林 23.56 10.8

　　外産針葉樹植栽等 0.32 0.1

山地帯自然植生 8.46 3.7

　　針広混交林保全 7.22 85.3

　　アカマツ自然林保全 1.24 14.7

野 辺 山 高冷地カラマツ人工林 5.49 82.6

高冷地自然植生 1.16 17.4

区面積
ゾーン・区名

ゾーン面積
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資料３．手良沢山ステーション演習林人工林の齢級配置 
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資料４．教育実績の一覧  

D. ᵓෆステーション演習林  

＊）教育共同利用拠点事業の科目としているもの。  

 

 

 

演習名等 担当組織 拠点＊ 2013 2014 2015 2016 2017
＜農学部＞

森林科学ᇶ♏演習 森林・環境共生学コース ● ● ●

䠎年生䜺イ䝎ンス
森林・環境共生学コース
（森林科学科）

● ● ● ● ●

農林フ䜱ール䝗実習
森林・環境共生学コース
（ＡＦＣ）

○ ● ● ● ● ●

自然の成り立ちと山の生業演習
森林・環境共生学コース
（ＡＦＣ）

○ ● ●

野生᳜≀生態ᇶ♏演習
森林・環境共生学コース
（森林科学科䠈ＡＦＣ）

○ ● ● ● ● ●

森林環境学演習 森林科学科 ○ ● ● ●

森林生態学演習 森林・環境共生学コース ○ ● ●

 㔞学実習
森林・環境共生学コース
（森林科学科）

● ● ● ● ●

木材ᕤ学演習
森林・環境共生学コース
（森林科学科）

○ ● ● ● ● ●

群落解析学演習 森林科学科 ● ● ●

樹木医総合演習 森林・環境共生学コース ● ● ●

森林ィ ・㻳I㻿演習 山ᓅ科学研✲所（ＡＦＣ） ● ● ● ● ●

＜他学部・他大学＞

᪂ධ生ゼミナールⅠ　ㄢ外実習 信州大学⤒῭学部 ● ●

森林㢼⮴ィ⏬学 長野県林業大学校 ● ●

林業機械学実習䠎 長野県林業大学校 ●

㢼⮴林のぢ学 ໭ᫍ学園大学 ●

＜サークル活動＞

伊那守実習 森林科学科 ●

䝒䝸ーク䝷イミン䜾　カ䝷䝬䝒⚍イベント　伊那守サー
クル

森林科学科 ●

サークル「伊那守」実習 森林・環境共生学コース ●

＜その他＞

科学の⚍඾ 森林科学科 ●

Ｃ䠯立体ᅗ䜢⏝䛔䛯路網㓄⨨検討手㡰研修会 森林科学科 ●

ヨ験体製作ᣦᑟ 森林・環境共生学コース ●

地域戦略プロフェッショナルゼミ 地域総合戦略᥎㐍ᮏ部 ●

➨10ᅇᯇᯤ䜜㜵㝖実㊶講ᗙ ᪥ᮏ⥳化センター ●

森林体験学習 ༡⟪㍯ᮧ༡部ᑠ学校 ● ● ●

体験実習 伊那ᑠ学校 ● ●
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資料４．教育実績の一覧  

D. ᵓෆステーション演習林  

＊）教育共同利用拠点事業の科目としているもの。  

 

 

 

演習名等 担当組織 拠点＊ 2013 2014 2015 2016 2017
＜農学部＞

森林科学ᇶ♏演習 森林・環境共生学コース ● ● ●

䠎年生䜺イ䝎ンス
森林・環境共生学コース
（森林科学科）

● ● ● ● ●

農林フ䜱ール䝗実習
森林・環境共生学コース
（ＡＦＣ）

○ ● ● ● ● ●

自然の成り立ちと山の生業演習
森林・環境共生学コース
（ＡＦＣ）

○ ● ●

野生᳜≀生態ᇶ♏演習
森林・環境共生学コース
（森林科学科䠈ＡＦＣ）

○ ● ● ● ● ●

森林環境学演習 森林科学科 ○ ● ● ●

森林生態学演習 森林・環境共生学コース ○ ● ●

 㔞学実習
森林・環境共生学コース
（森林科学科）

● ● ● ● ●

木材ᕤ学演習
森林・環境共生学コース
（森林科学科）

○ ● ● ● ● ●

群落解析学演習 森林科学科 ● ● ●

樹木医総合演習 森林・環境共生学コース ● ● ●

森林ィ ・㻳I㻿演習 山ᓅ科学研✲所（ＡＦＣ） ● ● ● ● ●

＜他学部・他大学＞

᪂ධ生ゼミナールⅠ　ㄢ外実習 信州大学⤒῭学部 ● ●

森林㢼⮴ィ⏬学 長野県林業大学校 ● ●

林業機械学実習䠎 長野県林業大学校 ●

㢼⮴林のぢ学 ໭ᫍ学園大学 ●

＜サークル活動＞

伊那守実習 森林科学科 ●

䝒䝸ーク䝷イミン䜾　カ䝷䝬䝒⚍イベント　伊那守サー
クル

森林科学科 ●

サークル「伊那守」実習 森林・環境共生学コース ●

＜その他＞

科学の⚍඾ 森林科学科 ●

Ｃ䠯立体ᅗ䜢⏝䛔䛯路網㓄⨨検討手㡰研修会 森林科学科 ●

ヨ験体製作ᣦᑟ 森林・環境共生学コース ●

地域戦略プロフェッショナルゼミ 地域総合戦略᥎㐍ᮏ部 ●

➨10ᅇᯇᯤ䜜㜵㝖実㊶講ᗙ ᪥ᮏ⥳化センター ●

森林体験学習 ༡⟪㍯ᮧ༡部ᑠ学校 ● ● ●

体験実習 伊那ᑠ学校 ● ●
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E. す㥖ステーション演習林  

＊）教育共同利用拠点事業の科目としているもの。  

 
F. 手良沢山ステーション演習林  

演習名等 担当組織 拠点＊ 2013 2014 2015 2016 2017
＜農学部＞

農林フ䜱ール䝗実習
森林・環境共生学コース
（ＡＦＣ）

○ ● ● ● ● ●

野生᳜≀生態ᇶ♏演習
森林・環境共生学コース
（ＡＦＣ）

○ ● ● ● ● ●

アルプスⓏ山学演習
森林・環境共生学コース
（ＡＦＣ）

○ ● ● ●

山ᓅ環境ಖ඲学実習
森林・環境共生学コース
（ＡＦＣ）

○ ● ● ● ● ●

自然の成り立ちと山の生業演習
森林・環境共生学コース
（ＡＦＣ）

○ ● ●

森林環境学演習 森林科学科 ○ ●

＜他学部・他大学＞

自然ྐ実習 信州大学理学部 ●

ア䝆ア⬨᳝動≀✀ከᵝ性の研✲者・ᶆᮏ・᝟ሗ一
体ᆺ䝛ットワーク拠点

京㒔大学 ●

野外実習➨䠍部 京㒔大学 ● ●

地ᙧ学野外実験㻮 ⟃Ἴ大学 ●

➨41ᅇ地⾰㢮研✲会総会およびほᐹ会
大㜰ᕷ立⚾立環境科学研
✲所

●

＜その他＞

Ⓩ山講習カ⦎
山ᓅ会ク䝷イミン䜾䝯イトク
䝷䝤

●

演習名等 担当組織 拠点
＊

2013 2014 2015 2016 2017
＜農学部＞

森林科学ᇶ♏演習
森林・環境共生学コース
（森林科学科）

● ● ● ● ●

農林フ䜱ール䝗実習
森林・環境共生学コース
（ＡＦＣ）

○ ● ● ● ● ●

野生᳜≀生態ᇶ♏演習
森林・環境共生学コース
（ＡＦＣ）

○ ● ● ● ● ●

森林生⏘実㊶実習
森林・環境共生学コース
（ＡＦＣ）

○ ● ● ● ● ●

自然の成り立ちと山の生業演習
森林・環境共生学コース
（ＡＦＣ）

○ ● ●

森林環境学演習 森林・環境共生学コース ○ ● ● ●

森林生態学演習 森林・環境共生学 ○ ● ●

森林฼⏝デ䝄イン演習
森林・環境共生学コース
（森林科学科）

○ ● ● ● ● ●

木材ᕤ学演習
森林・環境共生学コース
（森林科学科）

○ ● ● ● ● ●

田園環境ィ 演習
森林・環境共生学コース
（森林科学科）

●

森林᪋業・⤒Ⴀ学研✲ᐊ ゼミ 森林・環境共生学 ● ●

森林政⟇学研✲ᐊ ゼミ 森林・環境共生学 ●

＜他学部・他大学＞

コロキ䜴ム 信州大学理学部 ●

地⌫環境システム学演習 ⟃Ἴ大学 ●

環境フ䜱ール䝗実習 ⟃Ἴ大学 ●
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（手良沢山ステーション演習林つづき）  

＊）教育共同利用拠点事業の科目としているもの。  

 
d. 野辺山ステーション演習林  

＊）教育共同利用拠点事業の科目としているもの。  

演習名等 担当組織 拠点＊ 2013 2014 2015 2016 2017

専攻実習（二） 東京農大 ●

森林作業道作設オペレーター育成事業　初級研修 長野県林務部 ●

森林作業道作設オペレーター育成事業　フォロー
アップ研修

長野県林務部 ●

森林作業道作設オペレーター研修 長野県林務部 ●

森林作業道整備技術者育成事業　森林作業道作
設研修

長野県林務部 ●

看護哲学・看護倫理学 長野県看護大学 ●

2学年校外研修 長野県林業大学校 ●

1学年造林学・林政学・校外研修 長野県林業大学校 ●

1学年　森林地質学 長野県林業大学校 ●

信州大学農学部・長野県林業大学校及び岐阜県
立森林文化アカデミーの連携

長野県林業大学校 ●

手良沢山演習林での作業道開設および伐採搬出
授業

岐阜県立森林文化アカデ
ミー

●

＜サークル活動＞

チェンソーによる間伐（伊那守サークル活動） 森林科学科 ●

サークル「伊那守」実習 森林科学科 ●

＜その他＞
地域戦略プロフェッショナル・ゼミ　　環境共生の未
来学 I

信州大学地域戦略セン
ター

●

森林作業道オペレーター研修 長野県林務部 ●

林内路網整備・木材搬出システム講習会 長野県上伊那地域振興局 ●

森林作業道作設オペレータ育成事業 (一社)フォレスト・サーベイ ● ●

架線作業システム高度技能者育成事業 (一社)フォレスト・サーベイ ●

フォレストワーカー研修
(一財)長野県林業労働財
団

● ● ● ● ●

次世代架線系高性能林業機械等開発事業 前田製作所 ●

油圧式集材機現地検討会 前田製作所 ●

自然体験キャンプ(宿泊・野外炊飯等) 信州あそびの杜学園 ●

演習名等 担当組織 拠点＊ 2013 2014 2015 2016 2017
＜農学部＞

自然の成り立ちと山の生業演習
森林・環境共生学コース
（ＡＦＣ）

○ ●

森林環境学演習 森林科学科 ○ ● ● ●

群落解析学演習 森林科学科 ● ● ●

樹木医総合演習 森林・環境共生学コース ● ●

＜他学部・他大学＞

野外生態学実習Ⅰ 東邦大学理学部 ●
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（手良沢山ステーション演習林つづき）  

＊）教育共同利用拠点事業の科目としているもの。  

 
d. 野辺山ステーション演習林  

＊）教育共同利用拠点事業の科目としているもの。  

演習名等 担当組織 拠点＊ 2013 2014 2015 2016 2017

専攻実習（二） 東京農大 ●

森林作業道作設オペレーター育成事業　初級研修 長野県林務部 ●

森林作業道作設オペレーター育成事業　フォロー
アップ研修

長野県林務部 ●

森林作業道作設オペレーター研修 長野県林務部 ●

森林作業道整備技術者育成事業　森林作業道作
設研修

長野県林務部 ●

看護哲学・看護倫理学 長野県看護大学 ●

2学年校外研修 長野県林業大学校 ●

1学年造林学・林政学・校外研修 長野県林業大学校 ●

1学年　森林地質学 長野県林業大学校 ●

信州大学農学部・長野県林業大学校及び岐阜県
立森林文化アカデミーの連携

長野県林業大学校 ●

手良沢山演習林での作業道開設および伐採搬出
授業

岐阜県立森林文化アカデ
ミー

●

＜サークル活動＞

チェンソーによる間伐（伊那守サークル活動） 森林科学科 ●

サークル「伊那守」実習 森林科学科 ●

＜その他＞
地域戦略プロフェッショナル・ゼミ　　環境共生の未
来学 I

信州大学地域戦略セン
ター

●

森林作業道オペレーター研修 長野県林務部 ●

林内路網整備・木材搬出システム講習会 長野県上伊那地域振興局 ●

森林作業道作設オペレータ育成事業 (一社)フォレスト・サーベイ ● ●

架線作業システム高度技能者育成事業 (一社)フォレスト・サーベイ ●

フォレストワーカー研修
(一財)長野県林業労働財
団

● ● ● ● ●

次世代架線系高性能林業機械等開発事業 前田製作所 ●

油圧式集材機現地検討会 前田製作所 ●

自然体験キャンプ(宿泊・野外炊飯等) 信州あそびの杜学園 ●

演習名等 担当組織 拠点＊ 2013 2014 2015 2016 2017
＜農学部＞

自然の成り立ちと山の生業演習
森林・環境共生学コース
（ＡＦＣ）

○ ●

森林環境学演習 森林科学科 ○ ● ● ●

群落解析学演習 森林科学科 ● ● ●

樹木医総合演習 森林・環境共生学コース ● ●

＜他学部・他大学＞

野外生態学実習Ⅰ 東邦大学理学部 ●
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D. ᵓෆステーション演習林  

 
E. す㥖ステーション演習林  

 

課題等 使用責任者 学科・学部等
2013（平成25）年度
ᵓ内Ỉ源地ಖㆤのた䜑の᳜生ᅇ᚟ 荒瀬輝夫 ＡＦＣ
ⴠ葉性とᖖ⥳性䝤ナ科䠒✀の生育試験 小林元 ＡＦＣ
サクラ属䠏✀（䜶䝗䝠ガン，カスミザクラ，ウ䝽ミズザクラ）の発ⱆ特性 岡野ဴ㑻 森林科学科
᰿の࿘㠃ᦶ᧿による᰿系◚᩿఩⨨の推定 北原᭙ 森林科学科
ᶍ型実験による᰿㏉䜚メカニズ䝮の解明 北原᭙ 森林科学科
᰿の࿘㠃ᦶ᧿による᰿系◚᩿఩⨨の推定 北原᭙ 森林科学科
ᅜ内トチ䝳ウ林の系統分布 ୰ἑ៞ஂ 大㜰大学大学院工学研究科
䝴リ䝜䜻か䜙のカリウ䝮䜲オン⭷㍺㏦య遺伝Ꮚの༢㞳と解析 ⣽ᑿెᏹ 森林科学科
主せᶞ✀の⸄材஝⇱実験 ᏳỤᜏ 森林科学科
主せᶞ✀の材ྵỈ⋡のᏘ⠇変ືほ  ᏳỤᜏ 森林科学科
カラマツ年㍯形成Ꮨ⠇変໬の෭༷ฎ⌮にక䛖変ື ᏳỤᜏ 森林科学科
ᅜ内産主せᶞ✀の⫧大成長のẼೃ応⟅解析 ᏳỤᜏ 森林科学科
㓟⣲およびⅣ⣲ྠ఩య比の年㍯内変ື機ᵓの解明 ᏳỤᜏ 森林科学科
ẅ⹸๣のᰴ元℺ὀฎ⌮によるᶞ木ᐖ⹸㜵㝖技術の開発 ୰ᮧ寛 ＡＦＣ
ືຊสᡶ機と⮬㉮式草สモアによる比較作業実験 内ᕝ義⾜ 森林科学科

2014（平成26）年度
ⴠ葉性とᖖ⥳性䝤ナ科䠒✀の生育試験 小林元 ＡＦＣ
サクラ属の発ⱆ試験 ᇛ田ᚭኸ 森林科学科
地㟈発生ᚋに᫬間変໬するᅵ◁⅏ᐖ発生༴㝤度のண 手法開発 ⚟山Ὀ἞㑻 森林科学科
主せᶞ✀の⸄材஝⇱実験 ᏳỤᜏ 森林科学科
カラマツ年㍯形成Ꮨ⠇変໬の෭༷ฎ⌮にక䛖変ື ᏳỤᜏ 森林科学科
㓟⣲およびⅣ⣲ྠ఩య比の年㍯内変ື機ᵓの解明 ᏳỤᜏ 森林科学科
ᅜ内産主せᶞ✀の⫧大成長のẼೃ応⟅解析 ᏳỤᜏ 森林科学科
䝴リ䝜䜻の⭉ᮙデ᩿ ᇛ田ᚭኸ 森林科学科
サクラ等大型ಶయの⭉ᮙ≧況のデ᩿ ᇛ田ᚭኸ 森林科学科
農山ᮧにおけるᲴ田のᣢ⥆的活用に関する研究 内ᕝ義⾜ 森林科学科
ືຊสᡶ機と⮬㉮式草สモアによる比較作業実験㻌ணഛㄪᰝ 内ᕝ義⾜ 森林科学科
環境共生型⮬⤥農ラ䜲フの実現に向けた地域ィ⏬に関する研究 内ᕝ義⾜ 森林科学科
地域活性໬䜢┠的とした地域資源の活用研究（᰿羽ᮧ） 内ᕝ義⾜ 森林科学科
山野におけるA㼐㻙㻴㼛㼏ネット䝽ーク⥙形成のᇶ♏的特性 定実験 鈴木ᙪᩥ ಙ大᝟ሗ総合センター

2015（平成27）年度
カラマツのᚰ材形成に関する⣽⬊生≀学的研究 ༙ᬛྐ 東京農工大学
ಙᕞ大学農学部校内₇⩦林におけるカラ類の⦾Ṫ生態 Ἠ山ⱱ之 山岳科学研究所
地上䝺ーザープロフ䜯䜲ラ技術による䝠䝜䜻人工林の୕ḟ元 定 ຍ藤正人 山岳科学研究所
カスミザクラにおける⭉ᮙ⳦フロラの解析 岡野ဴ㑻 森林科学科

2016（平成28）年度
┤᥋ィ によるカラマツの実⵨発ᩓ量のᢕᥱ ᶲ䚷㝯一 東京農業大学地域環境学部
地㟈ᚋの᫬間⤒㐣にక䛖ᅵ㉁ᙉ度のᅇ᚟ 平ᯇ䚷᫴ஓ 森林・環境共生学
オニグ䝹ミのᚰ材形成機ᵓに関する⣽⬊学的研究 ༙䚷ᬛྐ 東京農工大学農学研究院
カラマツのᚰ材形成に関する⣽⬊生≀学的研究 ༙䚷ᬛྐ 東京農工大学農学研究院
ス䜼および䝠䝜䜻の形成ᒙフェ䝜ロジーほ  ᏳỤ䚷ᜏ 山岳科学研究所
ಙᕞ大学農学部ᵓ内₇⩦林におけるカラ類の⦾Ṫ生態 Ἠ山䚷ⱱ之 山岳科学研究所
ಙᕞ大学農学部校内₇⩦林におけるカラ類の⦾Ṫ生態 Ἠ山䚷ⱱ之 山岳科学研究所
㓟⣲およびⅣ⣲ྠ఩య比の年㍯内変ື機ᵓの解明 ᏳỤ䚷ᜏ 山岳科学研究所
地上䝺ーザープロフ䜯䜲ラ技術による䝠䝜䜻人工林の୕ḟ元 定 ຍ藤䚷正人 山岳科学研究所

2017（平成29）年度
ᵓ内Ỉ源地ಖㆤのた䜑の᳜生ᅇ᚟と⥔ᣢ⟶⌮ 荒瀬輝夫 森林・環境共生
伊那㇂におけるコウ䝌の葉の形態とᶞ⓶⧄⥔についての地域間比較 荒瀬輝夫 森林・環境共生
大型୙ᨩ஘試ᩱ䜢用いたⅆ山ᄇฟ≀の㖄┤ᾐ㏱試験 ⚟山Ὀ἞㑻 森林・環境共生
㓟⣲およびⅣ⣲ྠ఩య比の年㍯内変ື機ᵓの解明 ᏳỤᜏ 森林・環境共生
ᅜ内産主せᶞ✀の⫧大成長のẼೃ応⟅解析 ᏳỤᜏ 森林・環境共生
䝗ローン䝺ーザーィ による䝠䝜䜻人工林の୕ḟ元 定 ຍ藤正人 山岳科学研究所
₇⩦林間ఆ材の利用 ྜྷ田㯇 䠡䠩䠯஦ົᒁ

課題等 使用責任者 学科・学部等
2013（平成25）年度
ᶆ高ഴ度にἢ䛳た群集ᵓ㐀変໬ బ藤利ᖾ ಙᕞ大学⌮学部
亜高山帯ᖖ⥳㔪葉ᶞ林におけるᅛ定試験地ㄪᰝ 小林䚷元 ＡＦＣ
西㥖₇⩦林におけるᅵተ性ササラ䝎ニ類のᆶ┤分布 ⚟山研஧ ＡＦＣ
テ䜱ーバッグ䜢用いたⴠ葉分解性の 定 鈴木ᬛ之 東京大学
山岳地における⾲ᒙ地 ほ ⥙のᒎ開 ụ田ᩔ ⟃Ἴ大学
地⌫ ᬮ໬䛜森林㝈⏺の᳜生⛣⾜帯の生≀群集と生≀間相஫作用に୚䛘るᙳ㡪 田୰೺ኴ ⟃Ἴ大Ⳣ平高原実験センター
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（す㥖ステーション演習林つづき）  

 
F. 手良沢山ステーション演習林  

 

課題等 使用責任者 学科・学部等
2014（平成26）年度
森林㝈⏺部におけるᅛ定試験地ㄪᰝ 小林元 ＡＦＣ
亜高山帯ᖖ⥳㔪葉ᶞ林におけるᅛ定試験地ㄪᰝ 小林元 ＡＦＣ
バラ科᳜≀における⮬ᐙ୙࿴合性機ᵓの解明 田ᑿ㱟ኴ㑻 京都大学
西㥖₇⩦林におけるᅵተ性ササラ䝎ニ類のᆶ┤分布 ⚟山研஧ ＡＦＣ
ᩳ㠃ᔂቯ地の特異的地୰生⠇㊊ື≀相の解明 田୰೺ኴ ⟃Ἴ大学
テ䜱ーバッグ䜢用いたⴠ葉分解性の 定 鈴木ᬛ之 東京大学
森林㝈⏺௜㏆における⾲ᒙ地 等のほ  ụ田ᩔ ⟃Ἴ大学
山岳地における⾲ᒙ地 ほ ⥙のᒎ開 ụ田ᩔ ⟃Ἴ大学
地⌫ ᬮ໬䛜森林㝈⏺の᳜生⛣⾜帯の生≀群集と生≀間相஫作用に୚䛘るᙳ㡪 田୰೺ኴ ⟃Ἴ大Ⳣ平高原実験センター

2015（平成27）年度
森林㝈⏺部におけるᅛ定試験地ㄪᰝ 小林元 ＡＦＣ
亜高山帯ᖖ⥳㔪葉ᶞ林におけるᅛ定試験地ㄪᰝ 小林元 ＡＦＣ
山地帯䡚高山帯の森林に生ᜥしているᶞ上᳇့ங類の分布と生育環境 Ἠ山ⱱ之 山岳科学研究所
木᭮山⬦の森林㝈⏺⛣⾜帯において相ほ᳜生䜢ᨭ㓄する地形的せᅉ ụ田ᩔ ⟃Ἴ大学
ソバナの花生態学 大ᶫ一ᬕ ⟃Ἴ大学
オオヤマ䝺ン䝀の⤌⧊培㣴系の確❧ ⯪田良 東京農工大学
森林㝈⏺௜㏆における⾲ᒙ地 等のほ  ụ田ᩔ ⟃Ἴ大学
山岳地における⾲ᒙ地 ほ ⥙のᒎ開 ụ田ᩔ ⟃Ἴ大学
テ䜱ーバッグ䜢用いたⴠ葉分解性の 定 鈴木ᬛ之 東京大学
地⌫ ᬮ໬䛜森林㝈⏺の᳜生⛣⾜帯の生≀群集と生≀間相஫作用に୚䛘るᙳ㡪 田୰೺ኴ ⟃Ἴ大学

2016（平成28）年度
亜高山帯ᖖ⥳㔪葉ᶞのᯞのఙ長と⫧大のト䝺ー䝗オフに関する研究 ᇛ田䚷ᚭኸ 森林・環境共生学
亜高山帯における㔪葉ᶞの⦾Ṫと成長の関係䜢明䜙かにする研究のୗぢ 㓇஭䚷ᬡᏊ ᶓ὾ᅜ❧大学⌮工学部
ソバナ䜢୰ᚰとした෭ 帯の᳜≀の花生態学 ᮡᾆ䚷┿἞ ⚄ᡞ大学大学院農学研究科
オオヤマ䝺ン䝀の⤌⧊培㣴䜢用いた᳜≀య෌生系の確❧ ⯪田䚷良 東京農工大学農学研究院
西㥖₇⩦林に生ᜥする小型့ங類の分布 Ἠ山䚷ⱱ之 山岳科学研究所
木᭮㥖ケ岳東山㯄におけるᶞ上性့ங類の分布と生態 Ἠ山䚷ⱱ之 山岳科学研究所
小型့ங類のᶆ高差による分布変㑄ㄪᰝ 本ᕝ䚷㞞἞ 京都大学総合博≀㤋
西㥖ステーション亜高山帯におけるᶆ高ูのᅵተ࿧྾㏿度 小林䚷元 森林・環境共生学
㻶A㼄A㻙㻼㻹㻹共ྠ研究による⾨ᫍ㝆Ỉ量検証実験 上野䚷೺一 ⟃Ἴ大学生命環境系
森林㝈⏺௜㏆における⾲ᒙ地 等のほ  ụ田䚷ᩔ ⟃Ἴ大学生命環境系
㻷㼍㼐㼑㼏㻙㻱㼥㼑㻘㻳㼃Cの確認外 㟷木䚷ៅᘺ ⟃Ἴ大学大学院
 度ྲྀ䜚䚸㻷㼍㼐㼑㼏㻙㻱㼥㼑のᅇ཰ 㟷木䚷ៅᘺ ⟃Ἴ大学大学院
䝌ン䝕Წによる✚㞷の┤᥋ほ 外 ụ田䚷ᩔ ⟃Ἴ大学大学院
❅⣲ῧຍ䛜ᅵተᚤ生≀に୚䛘るᙳ㡪 ᅧ㢌䚷ᜤ ⌮学部⌮学科
西㥖ステーションにおけるᶆ高ูのᶞ木の⭉ᮙデ᩿ 小林䚷元 森林・環境共生学

2017（平成29）年度
西㥖₇⩦林における䜻䜲チゴ属᳜≀の分布・生態ㄪᰝ 荒瀬輝夫 森林・環境共生
高෭地᳜生のග合成 定 ⁪⃝ㅬ஧ ⮬↛科学研究機ᵓ
西㥖₇⩦林におけるコケ᳜≀フロラのᇶ♏ㄪᰝ 大▼ၿ㝯 ⚟஭┴❧大学
ಙᕞ大学農学部௜属AFC西㥖₇⩦林におけるフン⹸相 Ἠ山ⱱ之 山岳科学研究所
日本モモンガにおけるఇ᠁ሙ所ཬび♫఍⾜ືの解明 Ἠ山ⱱ之 山岳科学研究所
西㥖ステーションの森林㝈⏺におけるオープントップチ䝱ンバー䜢用いた ᬮ໬実験 小林元 森林・環境共生
西㥖ステーション亜高山帯ᖖ⥳㔪葉ᶞ林におけるᶆ高ูのᅵተ࿧྾ 小林元 森林・環境共生
森林生態系におけるⅣ⣲・Ỉᚠ環の解明 ∾田┤ᶞ ⌮学部・≀ᚠ
亜高山帯㔪葉ᶞ✀のẼೃ応⟅に関する研究 岡野ဴ㑻 森林・環境共生
୰ኸア䝹プス亜高山帯㔪葉ᶞ林の㋃ᰝ ᷄ᾆ正Ꮚ 京都大学
西㥖₇⩦林 ᬮ໬試験地ㄪᰝ 鈴木ᬛ之 東京大学
西㥖₇⩦林 ᬮ໬試験地ㄪᰝ ୗ野⥤Ꮚ 東㑥大学
ᐤ生᳜≀シオガマ䜼ク属における⳦᰿⳦のឤᰁື態 伊藤元己 東京大学
ᶞ木⣽᰿の形態と⳦᰿共生の関係の解明ཬび⣽᰿形態䜢改変する⳦類の᥈⣴ క⌶ஓ 東京農工大学農学研究院

課題等 使用責任者 学科・学部等
2013（平成25）年度
䝠䝜䜻ᶞෙの発㐩と分ග཯ᑕ特性 小林䚷元 ＡＦＣ
䝠䝜䜻のග合成におよ䜌す大ẼẼ㇟᮲௳とᅵተ஝⇱のᙳ㡪 小林䚷元 ＡＦＣ
林㐨ᩜタ䛜䝠䝜䜻人工林の᳜≀ከᵝ性にཬ䜌すᙳ㡪 岡野ဴ㑻 森林科学科
ᶞෙ部におけるෙ㞷の᪼⳹⵨発量の研究 北原᭙ 森林科学科
㔪葉ᶞ林と㔪広ΰ஺林䛜῱ὶ㨶に୚䛘るᙳ㡪の㐪い 北原᭙ 森林科学科
᰿の࿘㠃ᦶ᧿による᰿系◚᩿఩⨨の推定 北原᭙ 森林科学科
୰部山岳地域内の山地小ὶ域における෤Ꮨ・⼥㞷期Ỉὶฟの地Ⅼ間比較 ⬥山義ྐ ⟃Ἴ大学
シカの⓶๤発生せᅉの解明 ➉田ㅬ一 食ᩱ生産科学科
䝠䝜䜻林におけるᅵተ࿧྾のᏘ⠇変໬ 小林䚷元 ＡＦＣ
カラマツ⫧大成長のẼೃ応⟅変໬ ᏳỤᜏ 森林科学科
ᙉ度間ఆにక䛖䝠䝜䜻⫧大成長およびẼೃ応⟅変໬ ᏳỤᜏ 森林科学科
シモフリシメジ⳦᰿ⱑの作ฟ 山田明義 応用生命科学科

─　　─104
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F. 手良沢山ステーション演習林  

 

課題等 使用責任者 学科・学部等
2014（平成26）年度
森林㝈⏺部におけるᅛ定試験地ㄪᰝ 小林元 ＡＦＣ
亜高山帯ᖖ⥳㔪葉ᶞ林におけるᅛ定試験地ㄪᰝ 小林元 ＡＦＣ
バラ科᳜≀における⮬ᐙ୙࿴合性機ᵓの解明 田ᑿ㱟ኴ㑻 京都大学
西㥖₇⩦林におけるᅵተ性ササラ䝎ニ類のᆶ┤分布 ⚟山研஧ ＡＦＣ
ᩳ㠃ᔂቯ地の特異的地୰生⠇㊊ື≀相の解明 田୰೺ኴ ⟃Ἴ大学
テ䜱ーバッグ䜢用いたⴠ葉分解性の 定 鈴木ᬛ之 東京大学
森林㝈⏺௜㏆における⾲ᒙ地 等のほ  ụ田ᩔ ⟃Ἴ大学
山岳地における⾲ᒙ地 ほ ⥙のᒎ開 ụ田ᩔ ⟃Ἴ大学
地⌫ ᬮ໬䛜森林㝈⏺の᳜生⛣⾜帯の生≀群集と生≀間相஫作用に୚䛘るᙳ㡪 田୰೺ኴ ⟃Ἴ大Ⳣ平高原実験センター

2015（平成27）年度
森林㝈⏺部におけるᅛ定試験地ㄪᰝ 小林元 ＡＦＣ
亜高山帯ᖖ⥳㔪葉ᶞ林におけるᅛ定試験地ㄪᰝ 小林元 ＡＦＣ
山地帯䡚高山帯の森林に生ᜥしているᶞ上᳇့ங類の分布と生育環境 Ἠ山ⱱ之 山岳科学研究所
木᭮山⬦の森林㝈⏺⛣⾜帯において相ほ᳜生䜢ᨭ㓄する地形的せᅉ ụ田ᩔ ⟃Ἴ大学
ソバナの花生態学 大ᶫ一ᬕ ⟃Ἴ大学
オオヤマ䝺ン䝀の⤌⧊培㣴系の確❧ ⯪田良 東京農工大学
森林㝈⏺௜㏆における⾲ᒙ地 等のほ  ụ田ᩔ ⟃Ἴ大学
山岳地における⾲ᒙ地 ほ ⥙のᒎ開 ụ田ᩔ ⟃Ἴ大学
テ䜱ーバッグ䜢用いたⴠ葉分解性の 定 鈴木ᬛ之 東京大学
地⌫ ᬮ໬䛜森林㝈⏺の᳜生⛣⾜帯の生≀群集と生≀間相஫作用に୚䛘るᙳ㡪 田୰೺ኴ ⟃Ἴ大学

2016（平成28）年度
亜高山帯ᖖ⥳㔪葉ᶞのᯞのఙ長と⫧大のト䝺ー䝗オフに関する研究 ᇛ田䚷ᚭኸ 森林・環境共生学
亜高山帯における㔪葉ᶞの⦾Ṫと成長の関係䜢明䜙かにする研究のୗぢ 㓇஭䚷ᬡᏊ ᶓ὾ᅜ❧大学⌮工学部
ソバナ䜢୰ᚰとした෭ 帯の᳜≀の花生態学 ᮡᾆ䚷┿἞ ⚄ᡞ大学大学院農学研究科
オオヤマ䝺ン䝀の⤌⧊培㣴䜢用いた᳜≀య෌生系の確❧ ⯪田䚷良 東京農工大学農学研究院
西㥖₇⩦林に生ᜥする小型့ங類の分布 Ἠ山䚷ⱱ之 山岳科学研究所
木᭮㥖ケ岳東山㯄におけるᶞ上性့ங類の分布と生態 Ἠ山䚷ⱱ之 山岳科学研究所
小型့ங類のᶆ高差による分布変㑄ㄪᰝ 本ᕝ䚷㞞἞ 京都大学総合博≀㤋
西㥖ステーション亜高山帯におけるᶆ高ูのᅵተ࿧྾㏿度 小林䚷元 森林・環境共生学
㻶A㼄A㻙㻼㻹㻹共ྠ研究による⾨ᫍ㝆Ỉ量検証実験 上野䚷೺一 ⟃Ἴ大学生命環境系
森林㝈⏺௜㏆における⾲ᒙ地 等のほ  ụ田䚷ᩔ ⟃Ἴ大学生命環境系
㻷㼍㼐㼑㼏㻙㻱㼥㼑㻘㻳㼃Cの確認外 㟷木䚷ៅᘺ ⟃Ἴ大学大学院
 度ྲྀ䜚䚸㻷㼍㼐㼑㼏㻙㻱㼥㼑のᅇ཰ 㟷木䚷ៅᘺ ⟃Ἴ大学大学院
䝌ン䝕Წによる✚㞷の┤᥋ほ 外 ụ田䚷ᩔ ⟃Ἴ大学大学院
❅⣲ῧຍ䛜ᅵተᚤ生≀に୚䛘るᙳ㡪 ᅧ㢌䚷ᜤ ⌮学部⌮学科
西㥖ステーションにおけるᶆ高ูのᶞ木の⭉ᮙデ᩿ 小林䚷元 森林・環境共生学

2017（平成29）年度
西㥖₇⩦林における䜻䜲チゴ属᳜≀の分布・生態ㄪᰝ 荒瀬輝夫 森林・環境共生
高෭地᳜生のග合成 定 ⁪⃝ㅬ஧ ⮬↛科学研究機ᵓ
西㥖₇⩦林におけるコケ᳜≀フロラのᇶ♏ㄪᰝ 大▼ၿ㝯 ⚟஭┴❧大学
ಙᕞ大学農学部௜属AFC西㥖₇⩦林におけるフン⹸相 Ἠ山ⱱ之 山岳科学研究所
日本モモンガにおけるఇ᠁ሙ所ཬび♫఍⾜ືの解明 Ἠ山ⱱ之 山岳科学研究所
西㥖ステーションの森林㝈⏺におけるオープントップチ䝱ンバー䜢用いた ᬮ໬実験 小林元 森林・環境共生
西㥖ステーション亜高山帯ᖖ⥳㔪葉ᶞ林におけるᶆ高ูのᅵተ࿧྾ 小林元 森林・環境共生
森林生態系におけるⅣ⣲・Ỉᚠ環の解明 ∾田┤ᶞ ⌮学部・≀ᚠ
亜高山帯㔪葉ᶞ✀のẼೃ応⟅に関する研究 岡野ဴ㑻 森林・環境共生
୰ኸア䝹プス亜高山帯㔪葉ᶞ林の㋃ᰝ ᷄ᾆ正Ꮚ 京都大学
西㥖₇⩦林 ᬮ໬試験地ㄪᰝ 鈴木ᬛ之 東京大学
西㥖₇⩦林 ᬮ໬試験地ㄪᰝ ୗ野⥤Ꮚ 東㑥大学
ᐤ生᳜≀シオガマ䜼ク属における⳦᰿⳦のឤᰁື態 伊藤元己 東京大学
ᶞ木⣽᰿の形態と⳦᰿共生の関係の解明ཬび⣽᰿形態䜢改変する⳦類の᥈⣴ క⌶ஓ 東京農工大学農学研究院

課題等 使用責任者 学科・学部等
2013（平成25）年度
䝠䝜䜻ᶞෙの発㐩と分ග཯ᑕ特性 小林䚷元 ＡＦＣ
䝠䝜䜻のග合成におよ䜌す大ẼẼ㇟᮲௳とᅵተ஝⇱のᙳ㡪 小林䚷元 ＡＦＣ
林㐨ᩜタ䛜䝠䝜䜻人工林の᳜≀ከᵝ性にཬ䜌すᙳ㡪 岡野ဴ㑻 森林科学科
ᶞෙ部におけるෙ㞷の᪼⳹⵨発量の研究 北原᭙ 森林科学科
㔪葉ᶞ林と㔪広ΰ஺林䛜῱ὶ㨶に୚䛘るᙳ㡪の㐪い 北原᭙ 森林科学科
᰿の࿘㠃ᦶ᧿による᰿系◚᩿఩⨨の推定 北原᭙ 森林科学科
୰部山岳地域内の山地小ὶ域における෤Ꮨ・⼥㞷期Ỉὶฟの地Ⅼ間比較 ⬥山義ྐ ⟃Ἴ大学
シカの⓶๤発生せᅉの解明 ➉田ㅬ一 食ᩱ生産科学科
䝠䝜䜻林におけるᅵተ࿧྾のᏘ⠇変໬ 小林䚷元 ＡＦＣ
カラマツ⫧大成長のẼೃ応⟅変໬ ᏳỤᜏ 森林科学科
ᙉ度間ఆにక䛖䝠䝜䜻⫧大成長およびẼೃ応⟅変໬ ᏳỤᜏ 森林科学科
シモフリシメジ⳦᰿ⱑの作ฟ 山田明義 応用生命科学科
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課題等 使用責任者 学科・学部等
2014（平成26）年度
䝠䝜䜻のග合成におよ䜌す大ẼẼ㇟᮲௳とᅵተ஝⇱のᙳ㡪 小林元 ＡＦＣ
䝠䝜䜻間ఆ林におけるග合成㏿度のᏘ⠇変໬ 小林元 ＡＦＣ
手良ἑ山₇⩦林におけるスズタケとケスズの分布・生態ㄪᰝ 荒瀬輝夫 ＡＦＣ
ᙉ度間ఆᚋ20年䜢⤒㐣した䝠䝜䜻人工林の林分ᵓ㐀 ᇛ田ᚭኸ 森林科学科
林㐨ᩜタ䛜䝠䝜䜻人工林の᳜≀ከᵝ性におよ䜌すᙳ㡪 ᇛ田ᚭኸ 森林科学科
山地ᛴᩳ㠃地における森林のᩳ㠃Ᏻ定効果の解明 北原᭙ 森林科学科
ス䜼および䝠䝜䜻の形成ᒙフェ䝜ロジーほ  ᏳỤᜏ 森林科学科
䝠䝜䜻林におけるᅵተ࿧྾のᏘ⠇変໬ 小林元 ＡＦＣ
集Ỉ域における≀㉁ᚠ環に関する研究 ᅧ㢌ᜤ ಙ大⌮学部
成長関数䜢ᇶ♏とした⌮ㄽᖿ᭤⥺式の現実林木䜈の㐺合性ホ౯ ᳜木㐩人 森林科学科
Ᏻ඲な㊰⥙ィ⏬のた䜑のᔂቯ༴㝤地䝢ン䝫䜲ントᢳฟ技術 大୸⿱Ṋ 森林総合研究所
アンズタケの林ᗋ栽培試験 山田明義 応用生命科学科
⳦᰿性䜻䝜コの栽培研究 山田明義 応用生命科学科

2015（平成27）年度
䝠䝜䜻ಶ葉におけるග合成・ẼᏍ環境応⟅のモ䝕䝹໬ 小林元 ＡＦＣ
䝠䝜䜻におけるA㻙C㼕カー䝤のᏘ⠇変໬ 小林元 ＡＦＣ
林ෙ䛜෌㛢㙐した䝠䝜䜻人工林林ᗋに生育するప木のアロメトリー特性 岡野ဴ㑻 森林科学科
広葉ᶞᶞෙ内におけるシ䝳ート形態の差異に関する研究 黒田៞Ꮚ ⚄ᡞ大学
䝠䝜䜻ᶞෙにおけるᯞのᯤṚᵝ式の解明 黒田៞Ꮚ ⚄ᡞ大学
シカによ䛳てお䛣る山地ᩳ㠃の౵食のᙳ㡪ᙉ度について 小野⿱ 森林科学科
地上䝺ーザ䜢用いたᶞᖿ 定䇷᰿系のᔂቯ㜵Ṇຊの推定䜢┠ᣦして䇷 上ᮧెዉ 山岳科学研究所
ᯞᡴ䛱ཬび間ఆ䛜材㉁にཬ䜌すᙳ㡪ㄪᰝ ⯪田良 東京農工大学
センサーカメラ䜢用いた஧䝩ンジカの生ᜥᐦ度推定 Ἠ山ⱱ之 山岳科学研究所
䝠䝜䜻林のᩳ㠃上部䚸ୗ部ཬび間ఆ䚸無間ఆの㐪いによるᅵተ࿧྾の比較 小林元 ＡＦＣ
ⅆ山⅊ᅵተにおける❅⣲ື態のᢕᥱ ᚨ地┤Ꮚ 京都大学
林木成長ண モ䝕䝹の⢭度向上のた䜑の間ఆ効果の定量的ホ౯ ᳜木㐩人 森林科学科
成長関数䜢ᇶ┙とした⌮ㄽᖿ᭤⥺式の現実林木䜈の㐺合性ホ౯ ᳜木㐩人 森林科学科
大径・長尺材に対応した新たな生産技術の開発 㝕ᕝ㞞ᶞ 森林総合研究所
外生⳦᰿性食用䛝の䛣の栽培໬研究 山田明義 応用生命科学科
手良ἑ山₇⩦林林内㊰⥙ᕠ検 ከ田Ὀ之 森林総合研究所
環境䜲䝧ントにかか䜟る⠂䛵䛟䜚 㓇஭Ύ ಙᕞ大学農学部

2016（平成28）年度
䝠䝜䜻ಶ葉におけるA㻙C㼕᭤⥺の 度変໬に対する応⟅ 小林䚷元 森林・環境共生学
Ⅳ⣲ྠ఩యラ䝧リングによるග合成䠙⫧大成長の関係解析 ᏳỤ䚷ᜏ 山岳科学研究所
森林生態系における᰿系発㐩機ᵓの解明 ∾田䚷┤ᶞ ⌮学部⌮学科
┤᥋ィ によるカラマツの実⵨発ᩓ量のᢕᥱ ᶲ䚷㝯一 東京農業大学地域環境学部
異なる産地間䛷の䝎ンコウバ䜲✀Ꮚの発ⱆフェのロジーの差異 ᶲ䚷㝯一 東京農業大学地域環境学部
ᛴᩳ㠃地䝠䝜䜻林における᰿系分布とᔂቯ㜵Ṇ機能推定 小野䚷⿱ 森林・環境共生学
森林ὶ域におけるᅵ◁生産・ὶฟメカニズ䝮研究のた䜑のỈᩥほ  ⚟山䚷Ὀ἞㑻 森林・環境共生学
ス䜼および䝠䝜䜻の形成ᒙフェ䝜ロジーほ  ᏳỤ䚷ᜏ 山岳科学研究所
ᯞᡴ䛱䛜䝠䝜䜻の௬㐨⟶の形態に୚䛘るᙳ㡪の径᫬的ほ察 ⯪田䚷良 東京農工大学農学研究院
ᯞᡴ䛱および間ఆ䛜材㉁にཬ䜌すᙳ㡪ㄪᰝ ⯪田䚷良 東京農工大学農学研究院
センサーカメラ䜢用いたニ䝩ンジカの生ᜥᐦ度推定および✚㞷῝のᢕᥱ Ἠ山䚷ⱱ之 山岳科学研究所
糞⢏法によるニ䝩ンジカの生ᜥᐦ度推定 Ἠ山䚷ⱱ之 山岳科学研究所
森林ᅵተの団⢏ᵓ㐀の෌形成䜢┠的としたᐊ内培㣴実験について 小野䚷⿱ 森林・環境共生学
ᅜ内産主せᶞ✀の⫧大成長のẼೃ応⟅解析 ᏳỤ䚷ᜏ 山岳科学研究所
₞ఆ作業の⤊ఆにおけるୗ木のᦆയ ᳜木䚷㐩人 森林・環境共生学
林木成長ண モ䝕䝹の⢭度向上のた䜑の間ఆ効果の定量的ホ౯ ᳜木䚷㐩人 森林・環境共生学
大径・長尺材に対応した新たな生産技術の開発 鈴木䚷秀典 (独)森林総合研究所

平成27年度䚷林野ᗇጤク䚷ḟୡ௦ᯫ⥺系高性能林業機Ე等開発推㐍஦業において開発した
無⥺操作型油圧式集材機の検証および改良(⥅⥆)

小野䚷純哉 (ᰴ)前田製作所

無⥺操作型油圧式集材機の改良および検証・実証 小野䚷純哉 (ᰴ)前田製作所
マツタケ⳦᰿⳦の作ฟ 山田䚷明義 生命機能科学コース
アーバス䜻䝳ラー⳦᰿⳦の㼕㼚㻌㼢㼕㼠㼞㼛培㣴᪉法の確❧と日本産⳦ᰴのᩚഛ ୰ᕝ䚷ᜤዲ 製ရホ౯技術ᇶ┙機ᵓ
༞業ㄽᩥ作成のた䜑の᪋工の実᪋ ᶲ䚷㝯一 東京農業大学地域環境学部
₇⩦林ᕠ検 ソン䚷ジ䝳ハン 㡑ᅜᅜ❧山林科学院

2017（平成29）年度
手良ἑ山ステーションの䝠䝜䜻人工林における生態系純生産量推定の試䜏 小林元 森林・環境共生
F㼍㼞㼝㼡㼔㼍㼞モ䝕䝹䜢用いたス䜼と䝠䝜䜻のග合成推定 小林元 森林・環境共生
炭素同位体ラベリングによる光合成＝肥大成長の関係解析 ᏳỤᜏ 森林・環境共生

森林生態系における᰿系発㐩機ᵓの解明 ∾田┤ᶞ ⌮学部・≀ᚠ
手良ἑ山₇⩦林におけるシカ㐨と᳜≀᥇食≧況の分布・生態ㄪᰝ 荒瀬輝夫 森林・環境共生
林㐨の㊰⫪ᩳ㠃における౵食ᅵ◁量のほ  小野⿱ 森林・環境共生
᫬間⤒㐣にక䛖ᘬᢤ᢬ᢠຊの変໬䜢ຍ࿡したᔂቯᢚṆຊの定性ホ౯に関するᇶ♏的研究 小野⿱ 森林・環境共生
ス䜼および䝠䝜䜻の形成ᒙフェ䝜ロジーほ  ᏳỤᜏ 森林・環境共生
ᯞᡴ䛱䛜䝠䝜䜻成木の௬㐨⟶の形態に୚䛘るᙳ㡪の⤒᫬的ほ察 ⯪田良 農工大
森林ᅵተの団⢏ᵓ㐀の෌形成䜢┠的としたᐊ内培㣴実験について 小野⿱ 森林・環境共生
カラマツの㞵ị╔ịの෌現実験 鈴木純 森林・環境共生
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（手良沢山ステーション演習林つづき）  

 
d. 野辺山ステーション演習林  

課題等 使用責任者 学科・学部等
油圧式集材機作業試験視察 岩岡正博 農工大
森林資源の利用可能量推定手法の開発 有賀一広 宇都宮大学
大径・長尺材に対応した新たな生産技術の開発 鈴木秀典 (独)森林総合研究所
林業技術革新プロジェクトにおいて開発した無操作型油圧式集材機の検証および改良 小野純哉 前田製作所
日本産アンズタケの人工栽培技術の開発 山田明義 大学院応用生命科学専攻
伊那北小学校の部分林の有効活用に向けた現況の確認 黒河内寛之 東京大学

課題等 使用責任者 学科・学部等
2013（平成25）年度
野辺山ステーションの鳥類相モニタリング 荒瀬輝夫 ＡＦＣ

カッコウとその宿主との托卵関係についての研究 今西貞夫

モズの換羽についての研究 今西貞夫

オナガの群れの成員数についての研究 今西貞夫

2014（平成26）年度
野辺山ステーションの鳥類相モニタリング 荒瀬輝夫 ＡＦＣ

アサマフウロの集団遺伝学的解析とツクシフウロとの遺伝的な比較 伊藤元己 東京大学大学院

森林と草原的環境におけるネズミ相の比較 高槻成紀 麻布大学獣医学部

八ヶ岳のヤマネの森林利用と糞による食性分析：亜高山帯とAFCステーションとの比較 高槻成紀 麻布大学獣医学部

カッコウとその宿主との托卵関係についての研究 今西貞夫

モズの換羽についての研究 今西貞夫

オナガの群れの成員数についての研究 今西貞夫

2015（平成27）年度
野辺山ステーションの鳥類相モニタリング 荒瀬輝夫 ＡＦＣ
マメザクラの花と葉における外部形態の変異と地域間差異 荒瀬輝夫 ＡＦＣ

カッコウの托卵に関する研究，およびモズの換羽に関する研究 今西貞夫

2016（平成28）年度
野辺山ステーションの鳥類相モニタリング 荒瀬輝夫 森林・環境共生
チョウセンゴミシの分布と結実期の生育特性 荒瀬輝夫 森林・環境共生
カッコウとその宿主との托卵関係についての研究ほか 今西貞夫

2017（平成29）年度
野辺山ステーションの鳥類相モニタリング 荒瀬輝夫 森林・環境共生
ハシバミの地上部生育と堅果の系統間差異 荒瀬輝夫 森林・環境共生
日本列島に分布するフウロソウ科フウロソウ属の系統分類学研究 伊藤元己 東京大学
カッコウとその宿主との托卵関係についての研究 今西貞夫 山階鳥類研究所
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2) 演習林を฼用࡚ࡋの研究成ᯝ（報文）  

 ᭱㏆ 5 年㛫における AFC 演習林を฼用࡚ࡋの研究成ᯝ，おࡧࡼ AFC ᢸᙜᩍ⫋ဨに

㏆᭱ࠋる研究成ᯝをศ㔝ูにグすࡼ 5 年㛫とࡣ，➨ 9 ḟ計画ᮇ㛫᭱⤊年度の 2012（平

成 24）年度࠿ら，➨ 10 ḟ計画ᮇ㛫の 2016（平成 28）年度࡛ࡲをᣦ2017，ࡋ（平成

29）年度ศにࡘい࡚ࡣ，ḟᮇ計画のㄝ᫂᭩におい࡚ᥖ㍕するࡇととするࡲࠋた，฼用

ࠋたࡋ♧ンྡ等をྛ業⦼のᮎᑿにࣙࢩテ࣮ࢫたࡋ  

 
ձ生ែ・生⌮，㐀林等  

＊2012（平成 24）年度  
1）Ⲩ℩  ㍤ኵ・⇃㇂  真⏤子・内田  Ὀ୕：マࣅࢱࢱ（Actinidia polygama）の⹸࠼いᯝの᥇㞟᫬ᮇ

にࡘい࡚，信州大学農学部 AFC 報告 11：11-16（2013）：手良沢山  
2）⯞木  ᪼：西㥖演習林ࢯࣅࣛࢩ࢜࢜・ࢯࣅࣛࢩ林におけるᨩ஘ 60 年ᚋのᶆ高ู林ศືែ，信州

大学農学部専攻研究論文（2013）：西㥖  
3）川村  ዉࠎ：ኊ㱋࢟ࣀࣄே工林におけるప木ᒙとࢧࢧの㝖ཤにࡼる林ᗋ᳜生のኚ໬，信州大学農

学部専攻研究論文（2013）：手良沢山  
4）川村  ዉࠎ・ᇛ田  ᚭኸ・୸山  一ᶞ・ᒸ㔝  ဴ㑻：ᙉ度㛫ఆᚋ 15 年が⤒㐣ࡋたኊ㱋࢟ࣀࣄே工林

における林ᗋ᳜生におࡼぼす林ෙᒙ，ప木ᒙ，ࢧࢧの影響，➨ 124 ᅇ᪥本᳃林学会ㅮ演せ᪨

㞟，P2-208（2013）：手良沢山  
5）川㇂  ᑦ平：ᐇ生とఅ᮲ᯞにࡼるࣛ࣡ࢧᚋ⥅ᶞの᭦᪂ືែẚ㍑，信州大学農学部専攻研究論文

（2013）：構内ࢫテ࣮ࣙࢩン，⟃Ἴ大学川ୖ演習林  
6）Kobayashi, H., S. Inoue and K. Gyokusen:Photosynthesis-nitrogen relation-ship in a Hinoki 

cypress (Chamaecyparis obtusa) ccnopy: a comparison with Japanese cedar (Cryptomeria 
japonica), Photosynthetica, 50: 317-320（2012）：஑州大学⚟ᒸ演習林  

7）小林  ඖ・高℩  㞞生・Ύ㔝  㐩之・高橋  ⪔一：␗なる温度環境࡛生⫱さࡏたᖖ⥳ᛶとⴠⴥᛶの

➨，ᐇ生㸴✀のึᮇ成長とගྜ成⛉ࢼࣈ 60 ᅇ᪥本生ែ学会ㅮ演せ᪨㞟，263（2013）：構内  
8）ቑ井  ൉・小林  ඖ・山本  一Ύ・井手  ⋹子：࢟ࣀࣄᶞෙにおけるศග≉ᛶのᏘ⠇ኚ໬，➨ 2 ᅇ

中部᳃林学会大会（2012）：手良沢山  
9）ቑ井  ൉・小林  ඖ・井手  ⋹子・小⇃  ᏹ之・୕ᯞ  信子・山本  一Ύ：デジࢱルカ࣓ࣛとフࣛッ

ト࣋ッ࣮ࢼࣕ࢟ࢫࢻを用いた࢟ࣀࣄ・カࣛマࢶᶞෙのศග཯ᑕ≉ᛶ，➨ 124 ᅇ᪥本᳃林学会

大会（2013）：手良沢山  
10）᳃本  ㈗大：手良沢山演習林࢟ࣀࣄே工林の林㱋とᚤ地ᙧがࢣࢱࢬࢫ⩌ⴠの≉ᛶに及ぼす影響，

信州大学農学部専攻研究論文（2013）：手良沢山  
11）ᆏᕳ  ✑：஧༑年๓とẚ㍑ࡋた将Ქ㢌山Ⓩ山㐨における᳜物✀のᆶ┤ศᕸのኚ໬，信州大学農

学部専攻研究論文（2013）：西㥖  
12）ᇛ田  ᚭኸ・▼井  ᘯ᫂・ᏳỤ  ᜏ・୸山  一ᶞ・໭原  和ᶞ・᳃本  㝯ᏹ・成℩  ᰤᶞ・川村  ዉࠎ・

ᮾ  ⱝ⳯・Ⲷ㔝  ᏹ之・ᒸ㔝  ဴ㑻：ኊ㱋࢟ࣀࣄே工林の生ែ⣔ᶵ⬟に及ぼすᙉ度㛫ఆの影響，

➨ 124 ᅇ᪥本᳃林学会ㅮ演せ᪨㞟，P1-102（2013）：手良沢山  
13）Yin, N., Q. Guan and H. Kobayashi：Short-term response of understory species diversity 

to thinning intensity in different forest types on central eastern China, ➨ 2 ᅇ中部᳃林学

会大会（2012）  
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＊2013（平成 25）年度  
1）⛅本  真ᏹ：西㥖ࢫテ࣮ࣙࢩンள高山帯林におけるୗᒙ木のᶆ高ู林ศືែ，信州大学農学部専

攻研究論文（2014）：西㥖  
2）Arase, T., J. Liu and T. Watanabe：Degeneration of alpine steppe vegetation around Sary-

Tash Village, Kyrgyz Republic, Geographical Studies, 88(2)：51-59（2014）  
3） Arase, T., S. Izumiyama, M. Anarbaev and A. Vereschagin：  Alpine steppe vegetation 

patterns in the Koyondu Valley, Kyrgyz Republic, Geographical Studies, 88(2)：60-69（2014） 
4）ྛົ  ᜤ♸：࢟ࣀࣄᶞෙの発㐩とศග཯ᑕ≉ᛶ，信州大学農学部専攻研究論文（2014）：手良沢

山  
5）川㇂  ᑦ平・小林  ඖ・Ύ㔝  㐩之・ᇛ田  ᚭኸ：␗なるග環境ୗに生⫱するࣛ࣡ࢧᚋ⥅ᶞのᶞෙ

ᙧ，信州大学農学部 AFC 報告 12：17-23（2014）：構内  
6）小林  ඖ・⯞木  ᪼・ྜྷ村  太一：ள高山帯ᖖ⥳㔪ⴥᶞ林におけるᨩ஘ 60 年ᚋのᶆ高ู林ศືែ，

᪥本生ែ学会➨ 61 ᅇ඲ᅜ大会，PA1-195（2014）：西㥖  
7）๓田 の・ᏳỤࡸ࠶   ᜏ：୺せ㔪ⴥᶞ 4 ✀，ᗈⴥᶞ 5 ✀における❧木のྵỈ⋡のᏘ⠇ኚື，➨ 64

ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM），B13-P-17（2014）：  構内  
8）ቑ井  ൉：デジࢱルカ࣓ࣛとフࣛット࣊ッ࣮ࢼࣕ࢟ࢫࢻを用い࡚ホ౯ࡋた࢟ࣀࣄ・カࣛマࢶᶞෙ

のศග཯ᑕ≉ᛶ，信州大学大学㝔農学研究⛉ಟኈ論文（2014）：手良沢山  
9）ᐑ内  㑳⨾：ࣛࢡࢧᒓ㸱✀の発ⱆ≉ᛶと構内࢔カマࢶ林におけるᐇ生のศᕸ，信州大学農学部専

攻研究論文， (2014)：構内  
10）㯏ᓥ  ၨኸ：࢟ࣀࣄ成木ගྜ成のᏘ⠇ኚ໬におࡼぼす大気気象᮲௳おࡧࡼ土壌Ỉศの影響，信

州大学農学部専攻研究論文（2014）：手良沢山  
11）௝▼  ᝿一㑻：㔪ⴥᶞே工林が῱ὶ㨶に及ぼす影響，信州大学農学部専攻研究論文（2014）：手

良沢山  
12）ᇛ田  ᚭኸ・▼井ᘯ᫂・  ᒸ㔝  ဴ㑻：࢟ࣀࣄの㠀ྠ໬ჾᐁ⾲面✚の࣮ࣜࢣࢫンࢢ，➨ 77 ᅇ᪥

本᳜物学会大会ㅮ演せ᪨㞟，P1-041（2011）：手良沢山  
13）Yin, N., H. Kobayashi, R. Ide, N. Liang and N. Saigusa：Effects of atmospheric vapor 

pressure deficit and soil water content on leaf gas exchange in Larix kaempferi, ➨ 125 ᅇ

᪥本᳃林学会大会（2014）  
＊2014（平成 26）年度  
1） Arase, T. and T. Okano： Influence of exotic pasture grasses and fertilization on the 

Vegetation Recovery of landslide slopes formed by typhoon 9512 in Mikura-jima Island, 
Japan, Geotechnique, Construction Materials and Environment 4(1)：  438-443（2014）  

2）Ⲩ℩  ㍤ኵ・内田  Ὀ୕：Ỉ㎶࢜ࣅト࣮プ㐀成ᚋ 8 年㛫における᳜物，㫽㢮おࡧࡼトン࣎㢮の✀

⤌成のኚ໬にࡘい࡚，᪥本⥳໬工学会誌，40(1)：102-107（2014）：  構内  
3）⸨井  భ太：温ᬮ໬環境ୗにおけるᖖ⥳ᛶとⴠⴥᛶのࢼࣈ⛉ᐇ生の成長ண ，信州大学農学部専

攻研究論文（2015）：構内  
4）原  ᬛᖾ：࢟ࣀࣄᶞෙのගྜ成とⴥ≉ᛶにおࡼぼす㛫ఆのຠᯝ，信州大学農学部専攻研究論文

（2015）：手良沢山  
5）௒井  ᝆ㈗：西㥖ࢫテ࣮ࣙࢩンள高山帯林におけるᶆ高ูのᐇ生ືែ，信州大学農学部専攻研究

論文（2015）：西㥖  
6）小ฟளᕼ：ᙉ度㛫ఆᚋ 20 年を⤒㐣ࡋたኊ㱋࢟ࣀࣄே工林におけるୗᒙ᳜生の⾶㏥，信州大学

᳃林⛉学⛉専攻研究論文（2015）：手良沢山  
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6）小林  ඖ・⯞木  ᪼・ྜྷ村  太一：ள高山帯ᖖ⥳㔪ⴥᶞ林におけるᨩ஘ 60 年ᚋのᶆ高ู林ศືែ，

᪥本生ែ学会➨ 61 ᅇ඲ᅜ大会，PA1-195（2014）：西㥖  
7）๓田 の・ᏳỤࡸ࠶   ᜏ：୺せ㔪ⴥᶞ 4 ✀，ᗈⴥᶞ 5 ✀における❧木のྵỈ⋡のᏘ⠇ኚື，➨ 64

ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM），B13-P-17（2014）：  構内  
8）ቑ井  ൉：デジࢱルカ࣓ࣛとフࣛット࣊ッ࣮ࢼࣕ࢟ࢫࢻを用い࡚ホ౯ࡋた࢟ࣀࣄ・カࣛマࢶᶞෙ

のศග཯ᑕ≉ᛶ，信州大学大学㝔農学研究⛉ಟኈ論文（2014）：手良沢山  
9）ᐑ内  㑳⨾：ࣛࢡࢧᒓ㸱✀の発ⱆ≉ᛶと構内࢔カマࢶ林におけるᐇ生のศᕸ，信州大学農学部専

攻研究論文， (2014)：構内  
10）㯏ᓥ  ၨኸ：࢟ࣀࣄ成木ගྜ成のᏘ⠇ኚ໬におࡼぼす大気気象᮲௳おࡧࡼ土壌Ỉศの影響，信

州大学農学部専攻研究論文（2014）：手良沢山  
11）௝▼  ᝿一㑻：㔪ⴥᶞே工林が῱ὶ㨶に及ぼす影響，信州大学農学部専攻研究論文（2014）：手

良沢山  
12）ᇛ田  ᚭኸ・▼井ᘯ᫂・  ᒸ㔝  ဴ㑻：࢟ࣀࣄの㠀ྠ໬ჾᐁ⾲面✚の࣮ࣜࢣࢫンࢢ，➨ 77 ᅇ᪥

本᳜物学会大会ㅮ演せ᪨㞟，P1-041（2011）：手良沢山  
13）Yin, N., H. Kobayashi, R. Ide, N. Liang and N. Saigusa：Effects of atmospheric vapor 

pressure deficit and soil water content on leaf gas exchange in Larix kaempferi, ➨ 125 ᅇ

᪥本᳃林学会大会（2014）  
＊2014（平成 26）年度  
1） Arase, T. and T. Okano： Influence of exotic pasture grasses and fertilization on the 

Vegetation Recovery of landslide slopes formed by typhoon 9512 in Mikura-jima Island, 
Japan, Geotechnique, Construction Materials and Environment 4(1)：  438-443（2014）  

2）Ⲩ℩  ㍤ኵ・内田  Ὀ୕：Ỉ㎶࢜ࣅト࣮プ㐀成ᚋ 8 年㛫における᳜物，㫽㢮おࡧࡼトン࣎㢮の✀

⤌成のኚ໬にࡘい࡚，᪥本⥳໬工学会誌，40(1)：102-107（2014）：  構内  
3）⸨井  భ太：温ᬮ໬環境ୗにおけるᖖ⥳ᛶとⴠⴥᛶのࢼࣈ⛉ᐇ生の成長ண ，信州大学農学部専

攻研究論文（2015）：構内  
4）原  ᬛᖾ：࢟ࣀࣄᶞෙのගྜ成とⴥ≉ᛶにおࡼぼす㛫ఆのຠᯝ，信州大学農学部専攻研究論文

（2015）：手良沢山  
5）௒井  ᝆ㈗：西㥖ࢫテ࣮ࣙࢩンள高山帯林におけるᶆ高ูのᐇ生ືែ，信州大学農学部専攻研究

論文（2015）：西㥖  
6）小ฟளᕼ：ᙉ度㛫ఆᚋ 20 年を⤒㐣ࡋたኊ㱋࢟ࣀࣄே工林におけるୗᒙ᳜生の⾶㏥，信州大学

᳃林⛉学⛉専攻研究論文（2015）：手良沢山  
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7）㯏ᓥ  ၨኸ・小林  ඖ：࢟ࣀࣄගྜ成のᏘ⠇ኚ໬におࡼぼす大気㣬ᕪと土壌Ỉศの影響，➨ 4 ᅇ

中部᳃林学会大会（2014）：手良沢山  
8）బ㔝  ῝作：西㥖ࢫテ࣮ࣙࢩンの᳃林㝈⏺௜㏆における林ศືែ，信州大学農学部専攻研究論文

（2015）：西㥖  
9）ᇛ田ᚭኸ・ᐑ内㑳⨾・㰻⸨大・୸山一ᶞ・ᒸ㔝ဴ㑻：信州大学農学部構内の࢔カマࢶ林に⮬生

するࣛࢡࢧᒓ㸱✀のࢬ࢖ࢧ構㐀と✵㛫ศᕸ，信州大学農学部 AFC 報告，13：59-63（2015）：
構内  

10）ᇛ田ᚭኸ・ᐑ内㑳⨾・㰻⸨大・୸山一ᶞ・ᒸ㔝ဴ㑻：信州大学農学部構内に⮬生するࣛࢡࢧᒓ

㸱✀の⦾Ṫ㛤ጞࢬ࢖ࢧ，信州大学農学部 AFC 報告，13：69-74（2015）：構内  
11）ᇛ田ᚭኸ・ᐑ内㑳⨾・㰻⸨大・୸山一ᶞ・ᒸ㔝ဴ㑻：信州大学農学部構内に⮬生するࣛࢡࢧᒓ

㸱✀の✀子ࢬ࢖ࢧ，発ⱆ⋡おึࡧࡼᮇ成長のẚ㍑，信州大学農学部 AFC 報告， 13： 75-80
（2015）：構内  

12）ᐟ㇂ග平：手良沢山演習林における᳃林㊰⥙が࢟ࣀࣄே工林のୗᒙ᳜生に及ぼす影響，信州大

学᳃林⛉学⛉専攻研究論文（2015）：手良沢山  
13）Uchida, T., J.H. Xue, D. Hayasaka, T. Arase, W.T. Haller and L.A. Gettys：The relation 

between road crack vegetation and plant biodiversity in urban landscape, International 
Journal of GEOMATE, 6(2)：885-891（2014）  

14）Uchida, T., M. Furuno, T. Minami, S. Yamashita, T. Uchiyama, T. Arase and D. Hayasaka：
Role of a retaining wall constructed of natural stones in plant biodiversity, Geotechnique, 
Construction Materials and Environment 4(1)：  432-437（2014）  

＊2015（平成 27）年度  
1）Arase, T. and T. Okano：Influence of fertilization on native plants and exotic pasture grasses 

on the fascined landslide slopes in Mikura-Jima Island, Japan, International Journal of 
GEOMATE, 8(2)：1316-1322（2015）  

2）Arase, T., T. Okano, Y. Uchikawa and T. Uchida：Development of terrestrial and Hydrophytic 
flora in relation to water management in Obasute-oike Irrigation Pond in Japan, 
Geotechnique, Construction Materials and Environment, 5(1)：755-758（2015）  

3）∦㔝  ள⣖：西㥖ࢫテ࣮ࣙࢩンの᳃林㝈⏺におけるୗᒙ林ศ構㐀，信州大学農学部専攻研究論文

（2016）：西㥖  
4）Kondo, K., T. Uchida, D. Hayasaka, J. Tanaka, A. Sato and T. Arase：Succession of exotic 

grasses used as cover plants for erosion control on cut slopes, Mt. Sakurajima, Science, 
Engineering and Environment, 1：501-506（2016）  

5）ஂಖᓥ  ៞ᙪ：林ෙ෌㛢㙐にక࢟ࣀࣄ࠺ኊ㱋林におけるప木のᶞᙧኚ໬，信州大学農学部専攻研

究論文（2016）：手良沢山  
6）㯏ᓥ  ၨኸ：Ball-Berry モデルを用いた࢟ࣀࣄಶⴥ気Ꮝࢥンࢱࢡࢲンࢫのモデル໬，信州大学

大学㝔農学研究⛉ಟኈ論文（2015）：手良沢山  
7）㘊  ഔ：␗なるᩳ面఩⨨に᳜᱂さࢀた࢟ࣀࣄಶⴥのගྜ成生໬学ࢱ࣮࣓ࣛࣃのẚ㍑，信州大学農

学部専攻研究論文（2016）：手良沢山  
8）Okano, T. and T. Arase：Vegetation recovery process on landslide steep slope after Alnus 

sieboldiana and Miscanthus condensatus planting with simple terracing work in Mikura-
Jima Island, Japan, Geotechnique, Construction Materials and Environment, 5(1)：720-
725（2015）  
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9）大山  ྍ将：࢟ࣀࣄኊ㱋林におけるప木のⴥ㔞とᖿᯞ⾲面✚の㛵ಀ，信州大学農学部専攻研究論

文（2016）：手良沢山  
10）෠Ọ  ⯟生：Ỉ㎶࢜ࣅト࣮プの᳜物⩌ⴠにおける 2 年㛫の㛤ⰼ・⤖ᐇフ࢙ࣀロジ࣮，信州大学

農学部専攻研究論文（2016）：構内  
11）Uchida, T., M. Furuno, T. Minami, S. Yamashita, T. Uchiyama, T. Arase and D. Hayasaka：

Ecological significance of masonry revetments in plant biodiversity, International Journal 
of GEOMATE 9(1)：  1353-1359（2015）  

12）ୖ㔝  ㄹ子・井ୖ  ┤ே・㰻⸨  㱟ྖ：トマト᭷ᶵỈ⪔㣴ᾮ᱂ᇵ農ᐙにおける㣴ᾮ中の⺯ගᛶ᭷

ᶵ物がᯝᐇ཰㔞に及ぼすຠᯝ，信州大学農学部 AFC 報告，14：7-11（2016）：構内  
13）ୖ㔝  ㄹ子・Pham Nguyen To Quyen・井ୖ  ┤ே・಴内  ఙᖾ・加⸨  太：⣸࣮࣮ࣞࢨບ㉳⺯ග

ศᯒにࡼるトマトỈ⪔㣴ᾮ中の⺯ගᛶ᭷ᶵ物とᰤ㣴成長の㛵ಀ，信州大学農学部 AFC 報告，

14：1-5（2016）：構内  
14）ᇛ田  ᚭኸ・Ꮥ᳃  ༤ᶞ・ᒸ㔝  ဴ㑻：マ࣓࢞࢟の╔ᯝᩘに及ぼすศᯞ構㐀の影響，信州大学環

境⛉学年報，38：19-24（2016）：構内  
＊2016（平成 28）年度  
1）小林  ඖ・∦㔝  ள⣖：中ኸ࢔ルプࢫ将Ღの㢌᳃林㝈⏺におけるୗᒙ林ศ構㐀，᪥本生ែ学会➨

64 ᅇ඲ᅜ大会，http://www.esj.ne.jp/meeting/abst/64/P2-B-051.html（2017）：西㥖  
2）小林  ඖ・ྜྷ村  太一・ぢᑿ  ඃ・ᏳỤ  ᜏ・㔝⁁  ᖾ㞝・木ୗ  ΅・㓇井  ᩄ信・ⓑ⃝  ⣫᫂・Ⲩ℩  

㍤ኵ：信州大学西㥖ࢫテ࣮ࣙࢩンள高山帯ᖖ⥳㔪ⴥᶞ林におけるேⅭᨩ஘࠿ら 50 年ᚋの林ศ

構㐀，信州大学農学部 AFC 報告，15：1-9（2017）：西㥖  
3）ᮡ山  ⥤㡢：カࣛマࢶே工林の林㱋と蒸ᩓ㔞との㛵ಀ，ᮾி農業大学地ᇦ環境⛉学部᳃林⥲ྜ⛉

学⛉༞業論文（2017）：手良沢山  
4）山ཱྀ  一ோ：࢟ࣀࣄಶⴥにおけるගྜ成生໬学ࢱ࣮࣓ࣛࣃの温度ᛂ⟅おࡧࡼᏘ⠇ኚ໬，信州大学

農学部専攻研究論文（2017）：手良沢山  

 
ղ土壌，物㉁ᚠ環，気象等 

＊2012（平成 24）年度  
1) ဏ᭶：中ኸ࢔ルプࢫ将Ქ㢌山のኪ㛫᪼温のせᅉ，信州大学農学部専攻研究論文（2013）：西㥖  

2）ᇼ  ဏ᭶・鈴木  純：中ኸ࢔ルプࢫ将Ქ㢌山のኪ㛫᪼温のせᅉ，信州大学山ᓅ⛉学⥲ྜ研究ᡤ研

究成ᯝ発⾲会（2013）：西㥖  
3）⣽川  ዉࠎᯞ・高橋  一太・小林  ඖ・平井  ᩗ୕：࢟ࣀࣄ林のᩳ面中⭡部とୗ部における࣮ࣜࢱ

㑏ඖ㔞と土壌❅⣲↓ᶵ໬㏿度，➨ 124 ᅇ᪥本᳃林学会大会（2013）：手良沢山  
4）木ୗ  ΅・鈴木  純・小林  ඖ：信州大学農学部㝃ᒓ࢔ルプࢫᅪフィ࣮ルࢻ⛉学ᩍ⫱研究ࢭン࣮ࢱ

手良沢山ࢫテ࣮ࣙࢩンにおける 2012 年の気象ほ デ࣮ࢱ，信州大学農学部 AFC 報告 11：83-
84（2013）：手良沢山  

5）小林  ඖ・㔝⁁  ᖾ㞝・木ୗ  ΅・鈴木  純：信州大学農学部㝃ᒓ࢔ルプࢫᅪフィ࣮ルࢻ⛉学ᩍ⫱

研究ࢭン࣮ࢱ西㥖ࢫテ࣮ࣙࢩンにおける 2012 年の気象ほ デ࣮ࢱ，信州大学農学部 AFC 報

告 11：85-86（2013）：西㥖  
＊2013（平成 25）年度  
1）小平㈗๎：中ኸ࢔ルプࢫᑘᇶ㢌山のኪ㛫᪼温のせᅉとୗྥࡁ長Ἴᨺᑕ，信州大学農学部専攻研

究論文（2014）：西㥖  
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9）大山  ྍ将：࢟ࣀࣄኊ㱋林におけるప木のⴥ㔞とᖿᯞ⾲面✚の㛵ಀ，信州大学農学部専攻研究論

文（2016）：手良沢山  
10）෠Ọ  ⯟生：Ỉ㎶࢜ࣅト࣮プの᳜物⩌ⴠにおける 2 年㛫の㛤ⰼ・⤖ᐇフ࢙ࣀロジ࣮，信州大学

農学部専攻研究論文（2016）：構内  
11）Uchida, T., M. Furuno, T. Minami, S. Yamashita, T. Uchiyama, T. Arase and D. Hayasaka：

Ecological significance of masonry revetments in plant biodiversity, International Journal 
of GEOMATE 9(1)：  1353-1359（2015）  

12）ୖ㔝  ㄹ子・井ୖ  ┤ே・㰻⸨  㱟ྖ：トマト᭷ᶵỈ⪔㣴ᾮ᱂ᇵ農ᐙにおける㣴ᾮ中の⺯ගᛶ᭷

ᶵ物がᯝᐇ཰㔞に及ぼすຠᯝ，信州大学農学部 AFC 報告，14：7-11（2016）：構内  
13）ୖ㔝  ㄹ子・Pham Nguyen To Quyen・井ୖ  ┤ே・಴内  ఙᖾ・加⸨  太：⣸࣮࣮ࣞࢨບ㉳⺯ග

ศᯒにࡼるトマトỈ⪔㣴ᾮ中の⺯ගᛶ᭷ᶵ物とᰤ㣴成長の㛵ಀ，信州大学農学部 AFC 報告，

14：1-5（2016）：構内  
14）ᇛ田  ᚭኸ・Ꮥ᳃  ༤ᶞ・ᒸ㔝  ဴ㑻：マ࣓࢞࢟の╔ᯝᩘに及ぼすศᯞ構㐀の影響，信州大学環

境⛉学年報，38：19-24（2016）：構内  
＊2016（平成 28）年度  
1）小林  ඖ・∦㔝  ள⣖：中ኸ࢔ルプࢫ将Ღの㢌᳃林㝈⏺におけるୗᒙ林ศ構㐀，᪥本生ែ学会➨

64 ᅇ඲ᅜ大会，http://www.esj.ne.jp/meeting/abst/64/P2-B-051.html（2017）：西㥖  
2）小林  ඖ・ྜྷ村  太一・ぢᑿ  ඃ・ᏳỤ  ᜏ・㔝⁁  ᖾ㞝・木ୗ  ΅・㓇井  ᩄ信・ⓑ⃝  ⣫᫂・Ⲩ℩  

㍤ኵ：信州大学西㥖ࢫテ࣮ࣙࢩンள高山帯ᖖ⥳㔪ⴥᶞ林におけるேⅭᨩ஘࠿ら 50 年ᚋの林ศ

構㐀，信州大学農学部 AFC 報告，15：1-9（2017）：西㥖  
3）ᮡ山  ⥤㡢：カࣛマࢶே工林の林㱋と蒸ᩓ㔞との㛵ಀ，ᮾி農業大学地ᇦ環境⛉学部᳃林⥲ྜ⛉

学⛉༞業論文（2017）：手良沢山  
4）山ཱྀ  一ோ：࢟ࣀࣄಶⴥにおけるගྜ成生໬学ࢱ࣮࣓ࣛࣃの温度ᛂ⟅おࡧࡼᏘ⠇ኚ໬，信州大学

農学部専攻研究論文（2017）：手良沢山  

 
ղ土壌，物㉁ᚠ環，気象等 

＊2012（平成 24）年度  
1) ဏ᭶：中ኸ࢔ルプࢫ将Ქ㢌山のኪ㛫᪼温のせᅉ，信州大学農学部専攻研究論文（2013）：西㥖  

2）ᇼ  ဏ᭶・鈴木  純：中ኸ࢔ルプࢫ将Ქ㢌山のኪ㛫᪼温のせᅉ，信州大学山ᓅ⛉学⥲ྜ研究ᡤ研

究成ᯝ発⾲会（2013）：西㥖  
3）⣽川  ዉࠎᯞ・高橋  一太・小林  ඖ・平井  ᩗ୕：࢟ࣀࣄ林のᩳ面中⭡部とୗ部における࣮ࣜࢱ

㑏ඖ㔞と土壌❅⣲↓ᶵ໬㏿度，➨ 124 ᅇ᪥本᳃林学会大会（2013）：手良沢山  
4）木ୗ  ΅・鈴木  純・小林  ඖ：信州大学農学部㝃ᒓ࢔ルプࢫᅪフィ࣮ルࢻ⛉学ᩍ⫱研究ࢭン࣮ࢱ

手良沢山ࢫテ࣮ࣙࢩンにおける 2012 年の気象ほ デ࣮ࢱ，信州大学農学部 AFC 報告 11：83-
84（2013）：手良沢山  

5）小林  ඖ・㔝⁁  ᖾ㞝・木ୗ  ΅・鈴木  純：信州大学農学部㝃ᒓ࢔ルプࢫᅪフィ࣮ルࢻ⛉学ᩍ⫱

研究ࢭン࣮ࢱ西㥖ࢫテ࣮ࣙࢩンにおける 2012 年の気象ほ デ࣮ࢱ，信州大学農学部 AFC 報

告 11：85-86（2013）：西㥖  
＊2013（平成 25）年度  
1）小平㈗๎：中ኸ࢔ルプࢫᑘᇶ㢌山のኪ㛫᪼温のせᅉとୗྥࡁ長Ἴᨺᑕ，信州大学農学部専攻研

究論文（2014）：西㥖  
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2）田㎶  ㈶平：山地᳃林地帯における土壌෾⤖῝のᐇែゎ᫂，信州大学農学部専攻研究論文（2014）：
手良沢山  

3）ୖ㔝  ೺一・☾㔝  純平・௒泉  文ᑑ・井Ἴ  ᫂ᏹ・㔠井  㝯἞・鈴木  ၨຓ・小林  ඖ・⋢川  一㑻・

ᩪ⸨  ⌶・㏆⸨  ⿱᫛：大学㛫㐃ᦠ஦業を㏻ࡌた中部山ᓅᇦの気象デ࣮࣮࢔ࢱカࣈ࢖，地学㞧誌，

122：638-650（2013）：西㥖  
4) 小林  ඖ・㔝⁁ᖾ㞝ら（2014）信州大学農学部㝃ᒓ࢔ルプࢫᅪフィ࣮ルࢻ⛉学ᩍ⫱研究ࢭン࣮ࢱ

西㥖ࢫテ࣮ࣙࢩンにおける 2012 年の気象ほ デ࣮ࢱ，信州大学農学部 AFC 報告，12：123-
124：西㥖  

5) 木ୗ  ΅・鈴木  純・小林  ඖ（2014）信州大学農学部㝃ᒓ࢔ルプࢫᅪフィ࣮ルࢻ⛉学ᩍ⫱研究ࢭ

ン࣮ࢱ手良沢山ࢫテ࣮ࣙࢩンにおける 2013 年の気象ほ デ࣮ࢱ，信州大学農学部 AFC 報告，

12：125-126：手良沢山  
＊2014（平成 26）年度  
1）小松  ᛌ⏠：࢟ࣀࣄ㛫ఆ林と↓㛫ఆ林における土壌࿧྾のẚ㍑，信州大学農学部専攻研究論文

（2015）：手良沢山  
2）鈴木  ᬛ之・井田  ⚽⾜・小林  ඖ・高橋  ⪔一・Nam-Jin Noh・村ᒸ  ⿱⏤・ᘅ田඘・Ύ㔝  㐩之・

鈴木  ு・田中  ೺太・㣤村  ᗣኵ・ゅ田  ᬛモ・୹⩚  ឿ・᪥ᾆ  ຮ：Tea Bag を用いたศゎάᛶ

ᣦᶆ：ᶆ高・土壌温ᬮ໬・࣮ࣜࢱ㔞ฎ⌮の影響，᪥本生ែ学会➨ 62 ᅇ඲ᅜ大会，PA2-203（2015）：
西㥖  

3) 木ୗ  ΅・鈴木  純・小林  ඖ（2015）信州大学農学部㝃ᒓ࢔ルプࢫᅪフィ࣮ルࢻ⛉学ᩍ⫱研究ࢭ

ン࣮ࢱ手良沢山ࢫテ࣮ࣙࢩンにおける 2014 年の気象ほ デ࣮ࢱ，信州大学農学部 AFC 報告，

13：137-138：手良沢山  
4) 小林  ඖ・㔝⁁ᖾ㞝ら（2015）信州大学農学部㝃ᒓ࢔ルプࢫᅪフィ࣮ルࢻ⛉学ᩍ⫱研究ࢭン࣮ࢱ

西㥖ࢫテ࣮ࣙࢩンにおける 2013 年の気象ほ デ࣮ࢱ，信州大学農学部 AFC 報告，13：139-
140：西㥖  

＊2015（平成 27）年度  
1）木村  බ良：࢟ࣀࣄே工林の土壌࿧྾におࡼぼす㛫ఆとᩳ面఩⨨の影響，信州大学農学部専攻研

究論文（2016）：手良沢山  
2）小林  ඖ・木村  බ良・平井  ᩗ୕：࢟ࣀࣄே工林の土壌࿧྾におࡼぼす㛫ఆの影響，➨ 127 ᅇ

᪥本᳃林学会大会，http://doi.org/10.11519/jfsc.127.0_108，（2016）：  手良沢山  
3) 木ୗ  ΅・鈴木  純・小林  ඖ（2016）信州大学農学部㝃ᒓ࢔ルプࢫᅪフィ࣮ルࢻ⛉学ᩍ⫱研究ࢭ

ン࣮ࢱ手良沢山ࢫテ࣮ࣙࢩンにおける 2015 年の気象ほ デ࣮ࢱ，信州大学農学部 AFC 報告，

14：101-103：手良沢山  
4) 小林  ඖ・㔝⁁ᖾ㞝ら（2016）信州大学農学部㝃ᒓ࢔ルプࢫᅪフィ࣮ルࢻ⛉学ᩍ⫱研究ࢭン࣮ࢱ

西㥖ࢫテ࣮ࣙࢩンにおける 2014 年の気象ほ デ࣮ࢱ，信州大学農学部 AFC 報告，14：105-
106：西㥖  

＊2016（平成 28）年度  
1）✄木  ⤮᲍：地温蒸発モデルにࡼる土壌面蒸発のண ，信州大学農学部専攻研究論文（2017）：

構内  
2）井⃝  㔛⳯：平地林の᰿にࡼる῝度ูの土壌Ỉศ྾཰，信州大学農学部専攻研究論文（2017）：

構内  
3）୸子  ᐇ⳹：እⓗせᅉ࡛◚ቯさࢀたᅋ粒のᐊ内ᇵ㣴にࡼる෌ᙧ成㐣⛬ , 信州大学農学部専攻研究

論文（2017）：手良沢山  
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4）小川  ᛅ⦾：中ኸ࢔ルプࢫ将Ქ㢌山࡛ほ さࢀたኪ㛫の᪼温⌧象に及ぼすỈ蒸気の影響，信州大

学大学㝔⥲ྜ⌮工学研究⛉農学専攻・≉定ㄢ㢟研究 (ಟኈ論文 ) （2017）：西㥖  
5) 木ୗ  ΅・鈴木  純・小林  ඖ（2017）信州大学農学部㝃ᒓ࢔ルプࢫᅪフィ࣮ルࢻ⛉学ᩍ⫱研究ࢭ

ン࣮ࢱ手良沢山ࢫテ࣮ࣙࢩンにおける 2016 年の気象ほ デ࣮ࢱ，信州大学農学部 AFC 報告，

15：77-79：手良沢山  
6) 小林  ඖ・㔝⁁ᖾ㞝ら（2017）信州大学農学部㝃ᒓ࢔ルプࢫᅪフィ࣮ルࢻ⛉学ᩍ⫱研究ࢭン࣮ࢱ

西㥖ࢫテ࣮ࣙࢩンにおける 2015 年の気象ほ デ࣮ࢱ，信州大学農学部 AFC 報告，15：81-
83：西㥖  

 
ճᚤ生物，᳃林ಖㆤ 

＊2012（平成 24）年度  
1）㔝ཱྀ  ᬛྐ・小林  ඖ・ぢᑿ  ඃ・木ୗ  ΅・㔝⁁  ᖾ㞝・㓇井  ᩄ信・๓田  ెఙ：ᛂຊἼఏ᧛㏿度

 定にࡼる࢟ࣀࣄ生❧木の㠀◚ቯ⭉ᮙデ᩿，信州大学農学部 AFC 報告 11：5-9（2013）：手良

沢山，構内  
＊2013（平成 25）年度  
1）小林  ඖ：カࣛマࢶのᚰ材⭉ᮙ㸫᪂ࡋいᶵᲔにࡼる被ᐖホ౯とデ᩿㸫，ᢏ⾡᝟報（長㔝┴林業⥲

㔝㎶山：（2013）7-145：6，（࣮ࢱンࢭྜ  

＊2015（平成 27）年度  
1） Endo, N., P. Dokmai, N. Suwannasai, C. Phosri, Y. Horimai, N. Hirai, M. Fukuda, A. 

Yamada： Ectomycorrhization of Tricholoma matsutake with Abies veitchii and Tsuga 
diversifolia in the subalpine forests of Japan. Mycoscience 56：402-412（2015）：手良沢山  

2）ᇼ⡿  ⏤ኟ：マࢣࢱࢶの」ྜ᥋✀にࡼる大ᆺ⳦᰿ⱑ作ฟ，信州大学農学研究⛉ᛂ用生࿨⛉学専攻

ಟኈ論文（2016）：手良沢山  
3）❧▼  ᝆ：マࢣࢱࢶのࢩロと土壌ᚤ生物との┦஫作用に㛵する研究，信州大学農学部ᛂ用生࿨⛉

学⛉専攻研究論文（2016）：手良沢山  
4）山㉺  㯞⏤：PCR 法を用いたカࣛࢡࢨ࣑ࢫᖿ内⭉ᮙの᳨ฟ᪉法の᳨ウ，信州大学農学部専攻研

究論文（2016）：構内  
＊2016（平成 28）年度  

1）小林  ඖ・高ᑿ  真ୡ：ᛂຊἼఏ᧛㏿度 定にࡼる࢜࢜ࢯࣅࣛࢩ・ࢯࣅࣛࢩ生❧木の㠀◚ቯ⭉ᮙ

デ᩿，➨ 128 ᅇ᪥本᳃林学会大会，  http://doi.org/10.11519/ 
jfsc.128.0_563（2017）：西㥖  

 
մ᳃林計画・施業，฼用，ᨻ⟇等 

＊2012（平成 24）年度  
1）⇃田  ඃᩯ：手良沢山演習林࢟ࣀࣄே工林における施業ᣦ㔪と⌧ἣホ౯㸫ᙧ≧ẚ 70 の林ศを┠

ᣦ࡚ࡋ㸫，信州大学農学部専攻研究論文（2013）：手良沢山  
＊2014（平成 26）年度  
1）川本  ⣪子・加⸨  ṇே・Harri Kaartinen：フィンࣛンࢻᘧ地ୖ࣮࣮ࣞࢨをࡕࡶいた❧木఩⨨推

定のヨみ㸫信州大学構内演習林を஦౛と࡚ࡋ㸫，中部᳃林研究，63：83-84（2015）：構内  
2）㏆⸨  大将：ࣛジࢥン࣊ࣜࢥプ࣮ࢱを฼用ࡋた林業ⓗ฼用ᢏ⾡㛤発に㛵する研究，信州大学大学

㝔農学研究⛉ಟኈ論文（2015）：構内  
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4）小川  ᛅ⦾：中ኸ࢔ルプࢫ将Ქ㢌山࡛ほ さࢀたኪ㛫の᪼温⌧象に及ぼすỈ蒸気の影響，信州大

学大学㝔⥲ྜ⌮工学研究⛉農学専攻・≉定ㄢ㢟研究 (ಟኈ論文 ) （2017）：西㥖  
5) 木ୗ  ΅・鈴木  純・小林  ඖ（2017）信州大学農学部㝃ᒓ࢔ルプࢫᅪフィ࣮ルࢻ⛉学ᩍ⫱研究ࢭ

ン࣮ࢱ手良沢山ࢫテ࣮ࣙࢩンにおける 2016 年の気象ほ デ࣮ࢱ，信州大学農学部 AFC 報告，

15：77-79：手良沢山  
6) 小林  ඖ・㔝⁁ᖾ㞝ら（2017）信州大学農学部㝃ᒓ࢔ルプࢫᅪフィ࣮ルࢻ⛉学ᩍ⫱研究ࢭン࣮ࢱ

西㥖ࢫテ࣮ࣙࢩンにおける 2015 年の気象ほ デ࣮ࢱ，信州大学農学部 AFC 報告，15：81-
83：西㥖  

 
ճᚤ生物，᳃林ಖㆤ 

＊2012（平成 24）年度  
1）㔝ཱྀ  ᬛྐ・小林  ඖ・ぢᑿ  ඃ・木ୗ  ΅・㔝⁁  ᖾ㞝・㓇井  ᩄ信・๓田  ెఙ：ᛂຊἼఏ᧛㏿度

 定にࡼる࢟ࣀࣄ生❧木の㠀◚ቯ⭉ᮙデ᩿，信州大学農学部 AFC 報告 11：5-9（2013）：手良

沢山，構内  
＊2013（平成 25）年度  
1）小林  ඖ：カࣛマࢶのᚰ材⭉ᮙ㸫᪂ࡋいᶵᲔにࡼる被ᐖホ౯とデ᩿㸫，ᢏ⾡᝟報（長㔝┴林業⥲

㔝㎶山：（2013）7-145：6，（࣮ࢱンࢭྜ  

＊2015（平成 27）年度  
1） Endo, N., P. Dokmai, N. Suwannasai, C. Phosri, Y. Horimai, N. Hirai, M. Fukuda, A. 

Yamada： Ectomycorrhization of Tricholoma matsutake with Abies veitchii and Tsuga 
diversifolia in the subalpine forests of Japan. Mycoscience 56：402-412（2015）：手良沢山  

2）ᇼ⡿  ⏤ኟ：マࢣࢱࢶの」ྜ᥋✀にࡼる大ᆺ⳦᰿ⱑ作ฟ，信州大学農学研究⛉ᛂ用生࿨⛉学専攻

ಟኈ論文（2016）：手良沢山  
3）❧▼  ᝆ：マࢣࢱࢶのࢩロと土壌ᚤ生物との┦஫作用に㛵する研究，信州大学農学部ᛂ用生࿨⛉

学⛉専攻研究論文（2016）：手良沢山  
4）山㉺  㯞⏤：PCR 法を用いたカࣛࢡࢨ࣑ࢫᖿ内⭉ᮙの᳨ฟ᪉法の᳨ウ，信州大学農学部専攻研

究論文（2016）：構内  
＊2016（平成 28）年度  

1）小林  ඖ・高ᑿ  真ୡ：ᛂຊἼఏ᧛㏿度 定にࡼる࢜࢜ࢯࣅࣛࢩ・ࢯࣅࣛࢩ生❧木の㠀◚ቯ⭉ᮙ

デ᩿，➨ 128 ᅇ᪥本᳃林学会大会，  http://doi.org/10.11519/ 
jfsc.128.0_563（2017）：西㥖  

 
մ᳃林計画・施業，฼用，ᨻ⟇等 

＊2012（平成 24）年度  
1）⇃田  ඃᩯ：手良沢山演習林࢟ࣀࣄே工林における施業ᣦ㔪と⌧ἣホ౯㸫ᙧ≧ẚ 70 の林ศを┠

ᣦ࡚ࡋ㸫，信州大学農学部専攻研究論文（2013）：手良沢山  
＊2014（平成 26）年度  
1）川本  ⣪子・加⸨  ṇே・Harri Kaartinen：フィンࣛンࢻᘧ地ୖ࣮࣮ࣞࢨをࡕࡶいた❧木఩⨨推

定のヨみ㸫信州大学構内演習林を஦౛と࡚ࡋ㸫，中部᳃林研究，63：83-84（2015）：構内  
2）㏆⸨  大将：ࣛジࢥン࣊ࣜࢥプ࣮ࢱを฼用ࡋた林業ⓗ฼用ᢏ⾡㛤発に㛵する研究，信州大学大学

㝔農学研究⛉ಟኈ論文（2015）：構内  
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＊2015（平成 27）年度  
1）⚟ᓥ  大ᶞ：᳃林㊰⥙整備にࡼる฿㐩ྍ⬟ᛶྥୖຠᯝのẚ㍑，信州大学農学部専攻研究論文

（2016）：手良沢山  
2）長ᒸ㈗子：地ୖ࣮ࣞࢨデ࣮ࢱを用いたᶞ木のᙧ≧ᢕᥱ㸫᳃林のᔂቯ㜵Ṇᶵ⬟ホ౯へのᛂ用を┠

ᶆと࡚ࡋ㸫，信州大学農学部専攻研究論文（2016）：手良沢山  

＊2016（平成 28）年度  
1）୕木  ᩔᮁ：信州大学農学部㝃ᒓ AFC 手良沢山ࢫテ࣮ࣙࢩン演習林の成❧⤒⦋に㛵する資ᩱ，

信州大学農学部 AFC 報告，15：67-73（2017）：手良沢山  
2）୕木  ᩔᮁ・ⓑ⃝  ⣫᫂：演習林の᳃林ㄆドྲྀᚓとព⩏：信州大学農学部㝃ᒓ AFC 演習林の஦

౛，➨ 128 ᅇ᪥本᳃林学会，S7-8（2017）：手良沢山  
3）୕ 木  ᩔᮁ・ⓑ⃝  ⣫᫂：信州大学農学部㝃ᒓ AFC 演習林の SGEC ᳃林ㄆドྲྀᚓに㛵するグ㘓，

信州大学農学部 AFC 報告，15：75-76（2017）：手良沢山  
4）ᮡ᳃  ⩧太：作タ᫬の⥾ᅛࡵが᳃林作業㐨㊰యに及ぼす影響，信州大学農学部専攻研究論文

（2017）：手良沢山  

 
յ἞山・砂㜵等  

＊2012（平成 24）年度  
1）㜿㎷  㞞ゝ：⬚高┤ᚄと❧木఩⨨デ࣮ࢱを用いた᰿⣔のᔂቯ㜵Ṇຊ஧ḟඖศᕸᅗの作成，信州大

学農学部専攻研究論文（2013）：手良沢山  
2）神田  ㄔஓ：᰿⣔のᔂቯ㜵Ṇຊのᐇែゎ᫂とࡑの林内ศᕸモデルの構⠏，信州大学大学㝔農学研

究⛉ಟኈ論文（2013）：手良沢山  
3）神田  ㄔஓ・໭原  ᭙・小㔝  ⿱：❧木࿘ᅖのᔂቯ㜵Ṇຊのศᕸ，中部᳃林研究，60：117-120（2012）：

手良沢山  
4）⳥地  ⿱ᐇ㤶：山地小ὶᇦにおける土壌Ỉศືែとὶฟとの㛵ಀ，信州大学農学部専攻研究論文

（2013）：手良沢山  
5）໭原  ᭙：山地ᛴᩳ面における᳃林᰿⣔のᔂቯ㜵Ṇຊ，᪥本地⌫ᝨ星⛉学㐃ྜ 2012 大会ࣘニ࢜

ンࢭッࣙࢩン U-5，ᕧ大⮬↛እຊにᑐするỈᚠ環ᛂ⟅と生ែ⣔の⦆和ຠᯝ，00173（2012）：
手良沢山，構内  

6）ᐑ田  ㈼：᳃林の土▼ὶおࡧࡼὠἼにᑐする᢬ᢠຊのゎ᫂，信州大学大学㝔農学研究⛉ಟኈ論文

（2013）：手良沢山  
7）ᐑ田  ㈼・໭原  ᭙・小㔝  ⿱：῱␁ᶞ✀の❧木ᘬࡁಽࡋヨ㦂，中部᳃林研究，60：113-116（2012）：

手良沢山  
8）ᒸ田  ⴌ・໭原  ᭙・小㔝  ⿱：᰿⣔᩿面の㢧ᚤ㙾画ീを用いたᘬࡁᢤࡁ᢬ᢠຊの推定，中部᳃林

研究，60：125-128（2012）：手良沢山，構内  
9）ⱝᮡ  ♸ᕼ・໭原  ᭙・小㔝  ⿱：ᖖ⥳ᗈⴥᶞを୺とࡋた生᰿のᘬᙇᙉ度ヨ㦂，中部᳃林研究，60：

129-132（2012）：手良沢山，構内  
＊2013（平成 25）年度  
1）Ⲩ℩  ㍤ኵ・小林  ඖ・木ୗ  ΅・㔝⁁  ᖾ㞝・㓇井  ᩄ信・๓田  ెఙ：信州大学農学部㝃ᒓ AFC

西㥖演習林における 2013 年ྎ㢼 18 ྕ被ᐖと᚟ᪧ≧ἣ , 信州大学農学部 AFC 報告 , 12：99-
106（2014）：西㥖  

2）㜿㎷  㞞ゝ・໭原  ᭙・小㔝  ⿱：林ศにおけるᔂቯ㜵Ṇຊ஧ḟඖศᕸᅗの構⠏，中部᳃林研究，

61：13-16（2013）：手良沢山  
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3）神田  ㄔஓ・໭原  ᭙・小㔝  ⿱：山地ᛴഴᩳ地における࢟ࣀࣄ༢木࿘ᅖのᔂቯ㜵Ṇຊ，中部᳃林

研究，61：9-12（2013）：手良沢山  
4）⳥地  ⿱⨾㤶・໭原  ᭙・小㔝  ⿱：山地小ὶᇦにおける土壌྾ᘬᅽとὶ㔞の㛵ಀ，中部᳃林研究，

61：17-20（2013）：手良沢山  
5）⚟山  Ὀ἞㑻・小㔝  ⿱・୕木  ᩔᮁ・平松  ᫴ஓ：2013 年 9 ᭶ྎ㢼➨ 18 ྕにࡾࡼ小㯮川࡛発生

い࡚ࡘた土▼ὶにࡋ , 信州大学農学部 AFC 報告，12：91-98（2014）：西㥖  
6）ዟ中  大ᬛ：ᶞ木᰿⣔のᘬࡁᢤࡁ᢬ᢠຊ発生࣓カニ࣒ࢬのຊ学ⓗゎ᫂，信州大学農学部専攻研究

論文（2014）：手良沢山，構内  
＊2014（平成 26）年度  
1）⳥地  ⿱⨾㤶：ᶞ✀の㐪いが㝆㞷ᮇのᶞෙ㐽᩿に及ぼす影響，信州大学大学㝔農学研究⛉ಟኈ論

文  (2015)：手良沢山  
2）⳥ụ  ⿱⨾㤶・໭原  ᭙・小㔝  ⿱：ᶞෙ部における᪼⳹蒸発㔞の⇕཰ᨭを用いた推定にࡘい࡚，

中部᳃林研究，63：117-120（2015）：手良沢山  
3）中村  ♸㍜：地㟈発生ᚋの᫬㛫⤒㐣にとࡶな࠺土㉁ᙉ度のኚ໬に㛵するᐇ㦂ⓗ研究，信州大学᳃

林⛉学⛉専攻研究論文（2015）：構内  
4）㧘橋  ᝆ௓：ᶞ木のᘬࡁಽࡋヨ㦂とᶍᆺᐇ㦂にࡼる᰿㏉࣓ࡾカニ࣒ࢬのゎ᫂，信州大学大学㝔農

学研究⛉ಟኈ論文（2015）：構内  
5）高橋  ᝆ௓・໭原  ᭙・小㔝  ⿱：ᶍᆺᐇ㦂にࡼるᶞ木の᰿㏉࣓ࡾカニ࣒ࢬのゎ᫂，中部᳃林研究，

63：123-126（2015）：構内  
＊2015（平成 27）年度  
1）中村  ♸㍜・平松  ᫴ஓ・⚟山  Ὀ἞㑻：地㟈発生ᚋの᫬㛫⤒㐣にとࡶな࠺土㉁ᙉ度のኚ໬に㛵す

るᐇ㦂ⓗ研究，平成 27 年度砂㜵学会研究発⾲会ᴫせ㞟，B202-203（2015）：構内  
2）小㔝 ᱂ᚋ⣙᳜࢟ࣀࣄ：⿱  20 年㛫における土壌Ỉศືែのኚ໬，中部᳃林研究，64：95-100

（2016）：手良沢山  
3）小㔝 ⿱：᳜࢟ࣀࣄ᱂ᚋ⣙ 20 年㛫の土壌Ỉศᙇຊの推⛣，➨ 127 ᅇ᪥本᳃林学会大会（2016）：

手良沢山  
4）ᩧ⸨  ┤㍤：山地ὶᇦにおける῱ὶỈの㟁気ఏᑟ度のኚືとࡑのせᅉ，信州大学農学部専攻研究

論文（2016）：手良沢山  

＊2016（平成 28）年度  
1）㜿㎷  㞞ゝ：ᶞ木の生長を加࿡ࡋたᔂቯ抑制ຊの定㔞໬に㛵する⌧象論ⓗ研究，信

州大学大学㝔農学研究⛉ಟኈ論文（2017）：手良沢山  
2）⚟山  Ὀ἞㑻・小㔝  ⿱・平松  ᫴ஓ：信州大学農学部 AFC 手良沢山ࢫテ࣮ࣙࢩン・㔝田ࣨ沢に

おける土砂ὶฟのᐇែ，信州大学農学部 AFC 報告，15：11-19（2017）：手良沢山  
3）∦山  一茂：山地ᇦにおける地⾲ὶのືែゎ᫂に㛵するᐇ㦂ⓗ研究，信州大学大学㝔農学研究⛉

ಟኈ論文（2017）：手良沢山  
4）∦山  一茂・బࠎ木 ᕹ・小㔝ࡶࡶ   ⿱：山地小Ἑ川におけるὶฟ土砂に㛵する研究，中部᳃林研

究，65：135-138（2017）：手良沢山  
5）小西  ヲ平：林㐨ୖの᤼Ỉ施タがᩳ面౵㣗に及ぼす影響とࡑのせᅉの᳨ウ，信州大学農学部専攻

研究論文（2017）：手良沢山  
6）బࠎ木 らの土砂生⏘⌧象に及ぼすニホンジカの影響に㛵する⌧象論ⓗ研࠿ᕹ：山地ὶᇦࡶࡶ 

究，信州大学大学㝔農学研究⛉ಟኈ論文（2017）：手良沢山  
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3）神田  ㄔஓ・໭原  ᭙・小㔝  ⿱：山地ᛴഴᩳ地における࢟ࣀࣄ༢木࿘ᅖのᔂቯ㜵Ṇຊ，中部᳃林

研究，61：9-12（2013）：手良沢山  
4）⳥地  ⿱⨾㤶・໭原  ᭙・小㔝  ⿱：山地小ὶᇦにおける土壌྾ᘬᅽとὶ㔞の㛵ಀ，中部᳃林研究，

61：17-20（2013）：手良沢山  
5）⚟山  Ὀ἞㑻・小㔝  ⿱・୕木  ᩔᮁ・平松  ᫴ஓ：2013 年 9 ᭶ྎ㢼➨ 18 ྕにࡾࡼ小㯮川࡛発生

い࡚ࡘた土▼ὶにࡋ , 信州大学農学部 AFC 報告，12：91-98（2014）：西㥖  
6）ዟ中  大ᬛ：ᶞ木᰿⣔のᘬࡁᢤࡁ᢬ᢠຊ発生࣓カニ࣒ࢬのຊ学ⓗゎ᫂，信州大学農学部専攻研究

論文（2014）：手良沢山，構内  
＊2014（平成 26）年度  
1）⳥地  ⿱⨾㤶：ᶞ✀の㐪いが㝆㞷ᮇのᶞෙ㐽᩿に及ぼす影響，信州大学大学㝔農学研究⛉ಟኈ論

文  (2015)：手良沢山  
2）⳥ụ  ⿱⨾㤶・໭原  ᭙・小㔝  ⿱：ᶞෙ部における᪼⳹蒸発㔞の⇕཰ᨭを用いた推定にࡘい࡚，

中部᳃林研究，63：117-120（2015）：手良沢山  
3）中村  ♸㍜：地㟈発生ᚋの᫬㛫⤒㐣にとࡶな࠺土㉁ᙉ度のኚ໬に㛵するᐇ㦂ⓗ研究，信州大学᳃

林⛉学⛉専攻研究論文（2015）：構内  
4）㧘橋  ᝆ௓：ᶞ木のᘬࡁಽࡋヨ㦂とᶍᆺᐇ㦂にࡼる᰿㏉࣓ࡾカニ࣒ࢬのゎ᫂，信州大学大学㝔農

学研究⛉ಟኈ論文（2015）：構内  
5）高橋  ᝆ௓・໭原  ᭙・小㔝  ⿱：ᶍᆺᐇ㦂にࡼるᶞ木の᰿㏉࣓ࡾカニ࣒ࢬのゎ᫂，中部᳃林研究，

63：123-126（2015）：構内  
＊2015（平成 27）年度  
1）中村  ♸㍜・平松  ᫴ஓ・⚟山  Ὀ἞㑻：地㟈発生ᚋの᫬㛫⤒㐣にとࡶな࠺土㉁ᙉ度のኚ໬に㛵す

るᐇ㦂ⓗ研究，平成 27 年度砂㜵学会研究発⾲会ᴫせ㞟，B202-203（2015）：構内  
2）小㔝 ᱂ᚋ⣙᳜࢟ࣀࣄ：⿱  20 年㛫における土壌Ỉศືែのኚ໬，中部᳃林研究，64：95-100

（2016）：手良沢山  
3）小㔝 ⿱：᳜࢟ࣀࣄ᱂ᚋ⣙ 20 年㛫の土壌Ỉศᙇຊの推⛣，➨ 127 ᅇ᪥本᳃林学会大会（2016）：

手良沢山  
4）ᩧ⸨  ┤㍤：山地ὶᇦにおける῱ὶỈの㟁気ఏᑟ度のኚືとࡑのせᅉ，信州大学農学部専攻研究

論文（2016）：手良沢山  

＊2016（平成 28）年度  
1）㜿㎷  㞞ゝ：ᶞ木の生長を加࿡ࡋたᔂቯ抑制ຊの定㔞໬に㛵する⌧象論ⓗ研究，信

州大学大学㝔農学研究⛉ಟኈ論文（2017）：手良沢山  
2）⚟山  Ὀ἞㑻・小㔝  ⿱・平松  ᫴ஓ：信州大学農学部 AFC 手良沢山ࢫテ࣮ࣙࢩン・㔝田ࣨ沢に

おける土砂ὶฟのᐇែ，信州大学農学部 AFC 報告，15：11-19（2017）：手良沢山  
3）∦山  一茂：山地ᇦにおける地⾲ὶのືែゎ᫂に㛵するᐇ㦂ⓗ研究，信州大学大学㝔農学研究⛉

ಟኈ論文（2017）：手良沢山  
4）∦山  一茂・బࠎ木 ᕹ・小㔝ࡶࡶ   ⿱：山地小Ἑ川におけるὶฟ土砂に㛵する研究，中部᳃林研

究，65：135-138（2017）：手良沢山  
5）小西  ヲ平：林㐨ୖの᤼Ỉ施タがᩳ面౵㣗に及ぼす影響とࡑのせᅉの᳨ウ，信州大学農学部専攻

研究論文（2017）：手良沢山  
6）బࠎ木 らの土砂生⏘⌧象に及ぼすニホンジカの影響に㛵する⌧象論ⓗ研࠿ᕹ：山地ὶᇦࡶࡶ 

究，信州大学大学㝔農学研究⛉ಟኈ論文（2017）：手良沢山  
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ն環境ኚື等 

＊2012（平成 24）年度  
1）ᐑ本  ᝆ平：㓟⣲ྠ఩యẚをト࣮࣮ࣞࢧに用いたカࣛマࢶ年㍯にグ㘓さࢀた┦ᑐ‵度，信州大学

農学部専攻研究論文（2013）：構内  
2）ᐑ本  ᝆ平・和田  㕲平・内ᾏ  Ὀᘯ・中ሯ  Ṋ・ᏳỤ  ᜏ：カࣛマࢶ年㍯にグ㘓さࢀた┦ᑐ‵度の

ᮇ㛫の推定㹼㓟⣲ྠ఩యẚをト࣮࣮ࣞࢧに用い࡚㹼，2012 年度ࠕᶞ木年㍯ࠖ研究会㆟ㅮ演せ

᪨（2012）：構内  
3）ᐑ本  ᝆ平・和田  㕲平・内ᾏ  Ὀᘯ・中ሯ  Ṋ・ⰾ村  ᆂ・ᏳỤ  ᜏ：カࣛマࢶにおける年㍯内㓟

⣲ྠ఩యẚが཯ᫎする┦ᑐ‵度と㝆Ỉ㓟⣲ྠ఩యẚのグ㘓ᮇ㛫の推定，➨ 63 ᅇ᪥本木材学会

大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM），A28-P-AM21（2013）：構内  
4）ᏳỤ  ᜏ・平㔝  ඃ・ྂ㈡  信ஓ・内ᾏ  Ὀᘯ：␗なる生⫱地における࢟ࣀࣄの年㍯ᖜおࡧࡼ年㍯

内平ᆒ密度の気ೃᛂ⟅，➨ 63 ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（ CD-ROM）， B27-06-1500
（2013）：手良沢山  

＊2013（平成 25）年度  
1）బࠎ木  㥴：␗なる生⫱地に生⫱するࢠࢫの年㍯ᖜおࡧࡼ年㍯内密度್と気ೃせ⣲との㛵ಀ，信

州大学農学部専攻研究論文（2014）：構内ࢫテ࣮ࣙࢩン  
2）బࠎ木  㥴・ᕷᰤ  ᬛ᫂・ᏳỤ  ᜏ：␗なる生⫱地に生⫱するࢠࢫの年㍯ᖜおࡧࡼ年㍯内密度್と

気ೃせ⣲との㛵ಀ，➨ 64 ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM），B13-P-24(2014)：構

内  
3）ᏳỤ  ᜏ・平㔝  ඃ・ྂ㈡  信ஓ・内ᾏ  Ὀᘯ：␗なる生⫱地における࢟ࣀࣄ年㍯ᖜの気ೃᛂ⟅，

2013 年度ࠕᶞ木年㍯ࠖ研究会ㅮ演せ᪨（2013）：手良沢山  
4）ᏳỤ  ᜏ・平㔝  ඃ・ྜྷ㔝  真⨾・㰻⸨  大・ᇛ田  ᚭኸ・ྂ㈡  信ஓ・内ᾏ  Ὀᘯ・㘠嶋  ⤮㔛・ᕷ

ᰤ  ᬛ᫂・᱈井  ᑛኸ・⸨原  ೺：␗なる生⫱地における࢟ࣀࣄ⫧大成長の気ೃᛂ⟅，➨ 64 ᅇ᪥

本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM），B13-P-26（2014）：手良沢山  
5）ྜྷ 㔝  真⨾：ኊ㱋林࢟ࣀࣄにおけるᙉ度㛫ఆおࡧࡼ⪁㱋林࢟ࣀࣄにおけるྎ㢼にࡼる大つᶍᨩ஘

の⫧大成長への影響，信州大学農学部専攻研究論文（2014）：手良沢山  
6）ྜྷ㔝  真⨾・ᩪ⸨  大・ᇛ田  ᚭኸ・ᏳỤ  ᜏ：ኊ㱋林࢟ࣀࣄ⫧大成長へのᙉ度㛫ఆ・ྎ㢼にࡼる

大つᶍᨩ஘の影響，➨ 64 ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM），B13-P-18（2014）：手

良沢山  
＊2014（平成 26）年度  
1）Ჴ℩  ᝆ：᪥本ྛ地におけるࢠࢫの年㍯ᖜおࡧࡼ年㍯内密度್と⢭⣽な気ೃࢱ࣮࣓ࣛࣃとの㛵

ಀ，信州大学農学部専攻研究論文（2015） : 構内  

＊2015（平成 27）年度  
1）Yudong, S.：ⴠⴥᗈⴥᶞࢣࢲ，ࢼࣈカンࣛࢼࢬ࣑，ࣂにおける⫧大成長と気ೃせ⣲の㛵ಀ，信

州大学大学㝔農学研究⛉ಟኈ論文（2016） : 西㥖  
＊2016（平成 28）年度  
1）ᐑ本  ᝆ平・ᏳỤ  ᜏ：ࢭルロ࣮ࢫ㓟⣲ྠ఩యẚの年㍯内ኚືをグ㏙するたࡵのモデル構⠏ , ➨

67 ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM）：A18-P1-21（2017）：構内  
2）Yudong Shen・ᾛ井  ᖾ子・➉原  ඃ子・内ᾏ  Ὀᘯ・㙊田  ┤ே・星㔝  Ᏻ἞・ᕷᰤ  ᬛ᫂・村ᒸ  

⿱⏤・ᩪ⸨  ⌶・ᏳỤ  ᜏ：᪥本ྛ地に生⫱するࢼࣈの⫧大成長に影響する気ೃせᅉ , ➨ 67 ᅇ

᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM）：A18-P1-20（2017）：西㥖  
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շ環境・᳃林ᩍ⫱等 

＊2013（平成 25）年度  
1）小林  ඖ：大学演習林にࡘい࡚（➨ 16 ᅇ）信州大学演習林のᩍ⫱・研究・林業⤒Ⴀ，᳃林計画

研究会会報，450：34-36（2013）：信州大学演習林  
2）小林  ඖ：ࢬ࣮ࣜࢩ演習林㸳㸫信州大学農学部㝃ᒓ࢔ルプࢫᅪフィ࣮ルࢻ⛉学ᩍ⫱研究ࢭン࣮ࢱ

西㥖ࢫテ࣮ࣙࢩン，᳃林ᢏ⾡，856：28-29（2013）：信州大学演習林  
3）小林  ඖ：大学演習林࠿らの౽ࡾ㸺㸰㸰㸼信州大学㹼ࡲࡸの࢚࣮࢟ࣃࢫトを⫱ࡴ⹡の✰㹼，ࣜࢢ

࣮ン・࢚࣮ジ，8：38-41（2013）：信州大学演習林  
＊2016（平成 28）年度  
1）Arase, T., H. Shirasawa, H. Kobayashi, W. Kinoshita, Y. Nomizo and T. Sakai： Issues in 

student surveys of animal-damaged trees in a research forest, The Annals of 
Environmental Science Shinshu University 39：68-73（2017）：手良沢山  

2）Ⲩ℩  ㍤ኵ・ⓑ⃝  ⣫᫂・小林  ඖ・木ୗ  ΅・㔝⁁  ᖾ㞝・㓇井  ᩄ信：学生ᐇ習にࡼる演習林⋇

ᐖㄪᰝおࡧࡼ㛫ఆのヨみ，信州大学農学部 AFC 報告，15：61-65（2017）：手良沢山  
3）୕木  ᩔᮁ：地ᇦの㏆⌧௦᳃林ྐのグ㘓とᩍ⫱資ᩱと࡚ࡋの฼用，林業⤒῭学会 2016 年⛅Ꮨ大

会，C7（2016）：手良沢山  

 
ո⤌⧊構㐀，材㉁・物ᛶ等 

＊2012（平成 24）年度  
1）᱓山  ᫂ᕼ：カࣛマࢶᶞᖿᒁᡤⓗ෭༷ฎ⌮にࡼるᙧ成ᒙάືへの影響，信州大学農学部専攻研究

論文（2013）：構内  
2）᱓山  ᫂ᕼ・ᏳỤ  ᜏ：カࣛマࢶᶞᖿᒁᡤⓗ෭༷ฎ⌮にࡼるᙧ成ᒙάືへの影響，2012 年度ࠕᶞ

木年㍯ࠖ研究会㆟ㅮ演せ᪨（2012）：構内  
3）᱓山  ᫂ᕼ・ᏳỤ  ᜏ・⧊部  㞝一ᮁ：カࣛマࢶᶞᖿᒁᡤⓗ෭༷ฎ⌮にࡼるάື೵Ṇ᫬ᮇのᙧ成ᒙ

άືへの影響，➨ 63 ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM），A28-P-AM13（2013）：構

内  
＊2013（平成 25）年度  
1）᱓山  ᫂ᕼ・ ⧊部  㞝一ᮁ・ ᏳỤ  ᜏ：カࣛマࢶᶞᖿのᒁᡤ෭༷にࡼる᪩ᬌ材⛣⾜ᮇのᙧ成ᒙά

ືへの影響，2013 年度ࠕᶞ木年㍯ࠖ研究会ㅮ演せ᪨（2013）：構内  
2）᱓山  ᫂ᕼ・⧊部  㞝一ᮁ・ᏳỤ  ᜏ：カࣛマࢶᶞᖿのᒁᡤ෭༷にࡼる᪩ᬌ材⛣⾜ᮇのᙧ成ᒙάື

への影響，➨ 64 ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM），A13-P-22（2014）：構内  
3）๓田 ：の：୺せᶞ✀の⸄材のᛶ⬟ホ౯，信州大学農学部専攻研究論文（2014）ࡸ࠶   構内  

＊2014（平成 26）年度  
1）㤶川  ⪽・⸨原  ೺・బ㔝  㞞つ・中ሯ  Ṋ・ᏳỤ  ᜏ：年㍯の㓟⣲ྠ఩యẚ᫬⣔ิを用いた᪥本⏘

材の⏘地ุู，➨ 65 ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM）， A18-01-0945（2015）：構

内  
2）᱓山  ᫂ᕼ：カࣛマࢶᶞᖿのᒁᡤ෭༷にࡼるᙧ成ᒙάືへの影響，信州大学大学㝔農学研究⛉ಟ

ኈ論文（2015）：構内  
3）᱓山  ᫂ᕼ・⧊部  㞝一ᮁ・ᏳỤ  ᜏ :カࣛマࢶᶞᖿのᒁᡤ෭༷にࡼるᙧ成ᒙάືへの影響，➨ 65

ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM），A17-P-F12（2015）：構内  
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շ環境・᳃林ᩍ⫱等 

＊2013（平成 25）年度  
1）小林  ඖ：大学演習林にࡘい࡚（➨ 16 ᅇ）信州大学演習林のᩍ⫱・研究・林業⤒Ⴀ，᳃林計画

研究会会報，450：34-36（2013）：信州大学演習林  
2）小林  ඖ：ࢬ࣮ࣜࢩ演習林㸳㸫信州大学農学部㝃ᒓ࢔ルプࢫᅪフィ࣮ルࢻ⛉学ᩍ⫱研究ࢭン࣮ࢱ

西㥖ࢫテ࣮ࣙࢩン，᳃林ᢏ⾡，856：28-29（2013）：信州大学演習林  
3）小林  ඖ：大学演習林࠿らの౽ࡾ㸺㸰㸰㸼信州大学㹼ࡲࡸの࢚࣮࢟ࣃࢫトを⫱ࡴ⹡の✰㹼，ࣜࢢ

࣮ン・࢚࣮ジ，8：38-41（2013）：信州大学演習林  
＊2016（平成 28）年度  
1）Arase, T., H. Shirasawa, H. Kobayashi, W. Kinoshita, Y. Nomizo and T. Sakai： Issues in 

student surveys of animal-damaged trees in a research forest, The Annals of 
Environmental Science Shinshu University 39：68-73（2017）：手良沢山  

2）Ⲩ℩  ㍤ኵ・ⓑ⃝  ⣫᫂・小林  ඖ・木ୗ  ΅・㔝⁁  ᖾ㞝・㓇井  ᩄ信：学生ᐇ習にࡼる演習林⋇

ᐖㄪᰝおࡧࡼ㛫ఆのヨみ，信州大学農学部 AFC 報告，15：61-65（2017）：手良沢山  
3）୕木  ᩔᮁ：地ᇦの㏆⌧௦᳃林ྐのグ㘓とᩍ⫱資ᩱと࡚ࡋの฼用，林業⤒῭学会 2016 年⛅Ꮨ大

会，C7（2016）：手良沢山  

 
ո⤌⧊構㐀，材㉁・物ᛶ等 

＊2012（平成 24）年度  
1）᱓山  ᫂ᕼ：カࣛマࢶᶞᖿᒁᡤⓗ෭༷ฎ⌮にࡼるᙧ成ᒙάືへの影響，信州大学農学部専攻研究

論文（2013）：構内  
2）᱓山  ᫂ᕼ・ᏳỤ  ᜏ：カࣛマࢶᶞᖿᒁᡤⓗ෭༷ฎ⌮にࡼるᙧ成ᒙάືへの影響，2012 年度ࠕᶞ

木年㍯ࠖ研究会㆟ㅮ演せ᪨（2012）：構内  
3）᱓山  ᫂ᕼ・ᏳỤ  ᜏ・⧊部  㞝一ᮁ：カࣛマࢶᶞᖿᒁᡤⓗ෭༷ฎ⌮にࡼるάື೵Ṇ᫬ᮇのᙧ成ᒙ

άືへの影響，➨ 63 ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM），A28-P-AM13（2013）：構

内  
＊2013（平成 25）年度  
1）᱓山  ᫂ᕼ・ ⧊部  㞝一ᮁ・ ᏳỤ  ᜏ：カࣛマࢶᶞᖿのᒁᡤ෭༷にࡼる᪩ᬌ材⛣⾜ᮇのᙧ成ᒙά

ືへの影響，2013 年度ࠕᶞ木年㍯ࠖ研究会ㅮ演せ᪨（2013）：構内  
2）᱓山  ᫂ᕼ・⧊部  㞝一ᮁ・ᏳỤ  ᜏ：カࣛマࢶᶞᖿのᒁᡤ෭༷にࡼる᪩ᬌ材⛣⾜ᮇのᙧ成ᒙάື

への影響，➨ 64 ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM），A13-P-22（2014）：構内  
3）๓田 ：の：୺せᶞ✀の⸄材のᛶ⬟ホ౯，信州大学農学部専攻研究論文（2014）ࡸ࠶   構内  

＊2014（平成 26）年度  
1）㤶川  ⪽・⸨原  ೺・బ㔝  㞞つ・中ሯ  Ṋ・ᏳỤ  ᜏ：年㍯の㓟⣲ྠ఩యẚ᫬⣔ิを用いた᪥本⏘

材の⏘地ุู，➨ 65 ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM）， A18-01-0945（2015）：構

内  
2）᱓山  ᫂ᕼ：カࣛマࢶᶞᖿのᒁᡤ෭༷にࡼるᙧ成ᒙάືへの影響，信州大学大学㝔農学研究⛉ಟ

ኈ論文（2015）：構内  
3）᱓山  ᫂ᕼ・⧊部  㞝一ᮁ・ᏳỤ  ᜏ :カࣛマࢶᶞᖿのᒁᡤ෭༷にࡼるᙧ成ᒙάືへの影響，➨ 65

ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM），A17-P-F12（2015）：構内  
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4）ᆏ田  ㈼࿃：࢔，ࢠࢫカマࣛࢼࢥ，ࢶの⸄材と࡚ࡋのᛶ⬟ホ౯，信州大学農学部専攻研究論文

（2015）：  構内  
5）ᆏ田  ㈼࿃・木平  ⱥ一・ᏳỤ  ᜏ：␗なる஝⇱環境おࡧࡼศ๭᮲௳における࢔，ࢠࢫカマࢥ，ࢶ

➨，⇱材の஝⸅ࣛࢼ 65 ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM），  Q17-P-F06（2015）：
構内  

＊2015（平成 27）年度  
1）Kudo, K., K. Yasue, Y. Hosoo and R. Funada：Relationship between formation of earlywood 

vessels and leaf phenology in two ring-porous hardwoods, Quercus serrata and Robinia 
pseudoacacia, in early spring, Journal of Wood Science，61(5)：455-464（2015）：構内  

2）ⵀⴥ  ྖ・ሯ田  ೺太㑻・ಖᆏ  ㊰ே・山ᓊ  ♸௓・工⸨  ెୡ・ᏳỤ  ᜏ・小林  ඖ・༙  ᬛྐ・⯪

田  良：㛫ఆおࡧࡼᯞᡴࡕが࢟ࣀࣄの⫧大成長と௬㐨⟶のᙧែに୚࠼る影響，➨ 66 ᅇ᪥本木

材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM），A28-P-11（2016）：手良沢山  
＊2016（平成 28）年度  
1）Ⲩ川  泉・ᏳỤ  ᜏ・⯪田  良・༙  ᬛྐ：カࣛマࢶᨺᑕᰂ⣽⬊のศ໬㐣⛬とデンプン㈓ⶶᶵ⬟発

⌧の㛵㐃ᛶ，➨ 67 ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟 (CD-ROM)，  A19-15-0845（2017）：構内  
2）๓田 の・ᏳỤࡸ࠶   ᜏ：㔪ⴥᶞ 4 ✀，ᗈⴥᶞ 5 ✀における❧木のྵỈ⋡のᏘ⠇ኚື，信州大学

農学部 AFC 報告，15：21-26（2017）：構内  
3）ᐑ田  ᬕ㤶：࢜ニࢢル࣑のᚰ材ᙧ成にక࠺木部ᰂ⣽⬊の⣽⬊内ᐜ物のᨺᑕ᪉ྥにおけるኚ໬，ᮾ

ி農工大学農学部環境資※⛉学⛉༞業論文（2017）：構内  
4）ᐑ田  ᬕ㤶・Ⲩ川  泉・ᏳỤ  ᜏ・⯪田  良・༙  ᬛྐ：࢜ニࢢル࣑の木部ᰂ⣽⬊におけるᚰ材ᙧ成

にక࠺⣽⬊内ᐜ物のኚ໬，➨ 67 ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（ CD-ROM）， A18-P1-22
（2017）：構内  

5）ᗉྖ  ᓅ：13CO2 ࣛ࣋ࣜンࢢにࡼる࢟ࣀࣄᶞᖿへのගྜ成生⏘物の㌿ὶ及ࡧ㈓ⶶの㏣㊧，信州大

学農学部専攻研究論文（2017）：手良沢山  
6）ᗉྖ  ᓅ・᷄ᾆ  ṇ子・㤶川  ⪽・小林  ඖ・㰻⸨  ᬛᐶ・平㔝  ඃ・ᏳỤ  ᜏ： 13CO2 ࣜ࣋ࣛࢫルࣃ

ンࢢにࡼる࢟ࣀࣄ木部ᙧ成へのගྜ成⏘物の㓄ศの㏣㊧，➨ 67 ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨

㞟（CD-ROM），A17-02-1445（2017）：手良沢山  
7）ⵀⴥ  ྖ・平㔝  ඃ・小林  ඖ・ᏳỤ  ᜏ・༙  ᬛྐ・⯪田  良：ᯞᡴࡕが࢟ࣀࣄの௬㐨⟶ᙧែに୚

➨，る影響の⤒᫬ⓗほᐹ࠼ 67 ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM），A18-P1-09（2017）：
手良沢山  

8）ྜྷỌ  ᜨ⌮子：ᮍ成⇍材ᙧ成ᮇのᯞᡴࡕにࡼる࢟ࣀࣄの௬㐨⟶長への影響，ᮾி農工大学農学部

環境資※⛉学⛉༞業論文（2017）：手良沢山  
9）ྜྷỌ  ᜨ⌮子・ⵀⴥ  ྖ・ᏳỤ  ᜏ・༙  ᬛྐ・⯪田  良：ᮍ成⇍材ᙧ成ᮇのᯞᡴࡕにࡼる࢟ࣀࣄの

௬㐨⟶長への影響 , ➨ 67 ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM），A18-P1-10（2017）：
手良沢山  

10）⸨᳃  すずみ：ᒇእᭀ㟢にࡼる木㉁ࢿࣃル内の⭉ᮙ発生のྍ⬟ᛶ，信州大学農学部専攻研究論

文（2017）：構内  

 

չ㐍໬・ศ㢮，㑇ఏ・⫱✀等 

＊2012（平成 24）年度  
1）Arase, T., M. Kumagai, T. Okano and T. Uchida：Differences in leaf morphology between 

native and exotic dandelion species in the Chikuma River Basin, Japan，The Annals of 
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Environmental Science Shinshu University，35：26-31（2013）  
2）井ୖ  良平・ᒸ  加ዉ子・山ᓊ  ♸௓・工⸨  ె௦・ᏳỤ  ᜏ・༙  ᬛྐ・⯪田  良：࢜࢜ࣖマࣞンࢤ

の⤌⧊ᇵ㣴にࡼる᳜物య෌生に㛵する研究，➨ 63 ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM），

A28-P-AM16 （2013）：西㥖  
＊2013（平成 25）年度  
1）Arase, T., T. Okano and T. Uchida：Differences in leaf morphology between native and exotic 

dandelion species in the southern part of Koshin District, Japan, The Annals of 
Environmental Science Shinshu University, 36：29-34（2014）：構内  

2）Ⲩ℩  ㍤ኵ・ྂ㈡  ၨ子・内田  Ὀ୕：࣑࢘࣡ࣛࢡࢨࢬ㓇の㤶気とⰍに及ぼすᯝᐇ⇍度と⢾ศ添加

の影響，信州大学農学部 AFC 報告，12：33-40（2014）：構内  
3）平㔝  将ྐ・西⬥  ᏹ一・⣽ᑿ  ెᏹ：ࣘࣜ࢟ࣀ⏤᮶カ࣒ࣜ࢘࢜࢖ン⭷㍺㏦య㑇ఏ子の༢㞳とゎᯒ，

信州大学農学部࢚࢖ࢧ࢜࢖ࣂンࢫⱝ手研究会➨ 3 ᅇࢩンポジ࣒࢘（2013）：構内  
4）平㔝  将ྐ：ࣘࣜ࢟ࣀ⏤᮶カ࣒ࣜ࢘࢜࢖ン⭷㍺㏦య㑇ఏ子の༢㞳とゎᯒ，信州大学農学部専攻研

究論文（2014）：構内  
5）井ୖ  ᾴ平・山ᓊ  ♸௓・工⸨  ెୡ・᱓山  ᫂ᕼ・林  大Ἑ・ᏳỤ  ᜏ・༙  ᬛྐ・⯪田  良：࢖ࢱ

➨，る᳜物య෌生に㛵する研究ࡼの⤌⧊ᇵ㣴にࢤマࣞンࣖ࢜࢜ࡧࡼおࢡン࣎ࢧ 64 ᅇ᪥本木材

学会大会ㅮ演せ᪨㞟 (CD-ROM),A13-P-10（2014）：西㥖  
6）⯅⊰  ஂᜨ・ 内田  Ὀ୕・ Ⲩ℩  ㍤ኵ・ ᪩ᆏ  大ு： ⤯⁛༴᝹✀ࢩࢠࢩࢠࢥ（Rumex nipponicus 

Franch. et Savat.）の⑭ᯝᙧែならࡧに発ⱆ≉ᛶ，᪥本⥳໬工学会誌，39 (1)：50-55（2013）  
＊2014（平成 26）年度  
1）Ⲩ℩  ㍤ኵ・和田  ౡ一：┦ᑐ生長㛵ಀ࠿らみたࢣࢱࢬࢫとࢬࢫࢣの✀㛫㛵ಀ，環境⛉学年報（信

州大学），37：43-47（2015）：手良沢山  
2）Arase, T., T. Okano and T. Uchida：Differences in leaf morphology among three native 

dandelion species in the central part of Honshu, Japan, The Annals of Environmental 
Science Shinshu University, 37：48-52（2015）：構内  

3）Hosoo, Y., H. Masashi, N. Hirokazu：Molecular cloning and analysis of genes encoding 
potassium uptake transporters from Liriodendron tulipifera, International Symposium on 
Wood Science and Technology 2015, 5FS-P01 （2015）：構内  

4）井ୖ  ᾴ平・山ᓊ  ♸௓・ᒸ  加ዉ子・ᰰ㔝  ᪫௦・工⸨  ెୡ・᱓山  ᫂ᕼ・ᏳỤ  ᜏ・༙  ᬛྐ・

⯪田  良：ࢧ࢖ࢱン࣎ࢡおࣖ࢜࢜ࡧࡼマࣞンࢤの⤌⧊ᇵ㣴にࡼる᳜物య෌生に㛵する研究，➨

65 ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM），A17-P-F06（2015）：西㥖  
5）୕原  真⌮子：ࣘࣜ࢟ࣀ⏤᮶カ࣒ࣜ࢘࢜࢖ン⭷㍺㏦య㑇ఏ子 LtKUP2 のᶵ⬟おࡧࡼ発⌧ゎᯒ，

信州大学農学部専攻研究論文（2015）：構内  
6）西⬥  ᏹ一：ࢠࢫ⏤᮶カ࣒ࣜ࢘⭷㍺㏦యをࢻ࣮ࢥする㑇ఏ子のᶵ⬟おࡧࡼ発⌧ゎᯒ，信州大学大

学㝔農学研究⛉ಟኈ論文（2015）：構内  
7）小川  ె⧊：マ࣓ࣛࢡࢨと࢚࢞ࣄࢻンにおけるⰼのእ部ᙧែの✀㛫ᕪ␗，信州大学農学部専攻研

究論文（2015）：構内  
8）和田  ౡ一・  Ⲩ℩  ㍤ኵ：信州大学農学部 AFC 手良沢山演習林のࢧࢧ㢮にࡘい࡚のศ㢮学ⓗ᳨

ウ，信州大学農学部 AFC 報告，13：81-88（2015）：手良沢山  
9）和田  ౡ一：手良沢山演習林におけるࢣࢱࢬࢫᒓ 2 ✀のศᕸとእ部ᙧែにࡼるศ㢮学ⓗ᳨ウ，

信州大学農学部専攻研究論文（2015）：手良沢山  
10）ྜྷ田  ᝆ㔛：ᾐₕ᪉法の㐪いがマ࣮ࣗ࢟ࣜࣅࢱࢱルの㤶気とⰍに及ぼす影響，信州大学農学部

専攻研究論文（2015）：手良沢山  
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Environmental Science Shinshu University，35：26-31（2013）  
2）井ୖ  良平・ᒸ  加ዉ子・山ᓊ  ♸௓・工⸨  ె௦・ᏳỤ  ᜏ・༙  ᬛྐ・⯪田  良：࢜࢜ࣖマࣞンࢤ

の⤌⧊ᇵ㣴にࡼる᳜物య෌生に㛵する研究，➨ 63 ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM），

A28-P-AM16 （2013）：西㥖  
＊2013（平成 25）年度  
1）Arase, T., T. Okano and T. Uchida：Differences in leaf morphology between native and exotic 

dandelion species in the southern part of Koshin District, Japan, The Annals of 
Environmental Science Shinshu University, 36：29-34（2014）：構内  

2）Ⲩ℩  ㍤ኵ・ྂ㈡  ၨ子・内田  Ὀ୕：࣑࢘࣡ࣛࢡࢨࢬ㓇の㤶気とⰍに及ぼすᯝᐇ⇍度と⢾ศ添加

の影響，信州大学農学部 AFC 報告，12：33-40（2014）：構内  
3）平㔝  将ྐ・西⬥  ᏹ一・⣽ᑿ  ెᏹ：ࣘࣜ࢟ࣀ⏤᮶カ࣒ࣜ࢘࢜࢖ン⭷㍺㏦య㑇ఏ子の༢㞳とゎᯒ，

信州大学農学部࢚࢖ࢧ࢜࢖ࣂンࢫⱝ手研究会➨ 3 ᅇࢩンポジ࣒࢘（2013）：構内  
4）平㔝  将ྐ：ࣘࣜ࢟ࣀ⏤᮶カ࣒ࣜ࢘࢜࢖ン⭷㍺㏦య㑇ఏ子の༢㞳とゎᯒ，信州大学農学部専攻研

究論文（2014）：構内  
5）井ୖ  ᾴ平・山ᓊ  ♸௓・工⸨  ెୡ・᱓山  ᫂ᕼ・林  大Ἑ・ᏳỤ  ᜏ・༙  ᬛྐ・⯪田  良：࢖ࢱ

➨，る᳜物య෌生に㛵する研究ࡼの⤌⧊ᇵ㣴にࢤマࣞンࣖ࢜࢜ࡧࡼおࢡン࣎ࢧ 64 ᅇ᪥本木材

学会大会ㅮ演せ᪨㞟 (CD-ROM),A13-P-10（2014）：西㥖  
6）⯅⊰  ஂᜨ・ 内田  Ὀ୕・ Ⲩ℩  ㍤ኵ・ ᪩ᆏ  大ு： ⤯⁛༴᝹✀ࢩࢠࢩࢠࢥ（Rumex nipponicus 

Franch. et Savat.）の⑭ᯝᙧែならࡧに発ⱆ≉ᛶ，᪥本⥳໬工学会誌，39 (1)：50-55（2013）  
＊2014（平成 26）年度  
1）Ⲩ℩  ㍤ኵ・和田  ౡ一：┦ᑐ生長㛵ಀ࠿らみたࢣࢱࢬࢫとࢬࢫࢣの✀㛫㛵ಀ，環境⛉学年報（信

州大学），37：43-47（2015）：手良沢山  
2）Arase, T., T. Okano and T. Uchida：Differences in leaf morphology among three native 

dandelion species in the central part of Honshu, Japan, The Annals of Environmental 
Science Shinshu University, 37：48-52（2015）：構内  

3）Hosoo, Y., H. Masashi, N. Hirokazu：Molecular cloning and analysis of genes encoding 
potassium uptake transporters from Liriodendron tulipifera, International Symposium on 
Wood Science and Technology 2015, 5FS-P01 （2015）：構内  

4）井ୖ  ᾴ平・山ᓊ  ♸௓・ᒸ  加ዉ子・ᰰ㔝  ᪫௦・工⸨  ెୡ・᱓山  ᫂ᕼ・ᏳỤ  ᜏ・༙  ᬛྐ・

⯪田  良：ࢧ࢖ࢱン࣎ࢡおࣖ࢜࢜ࡧࡼマࣞンࢤの⤌⧊ᇵ㣴にࡼる᳜物య෌生に㛵する研究，➨

65 ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM），A17-P-F06（2015）：西㥖  
5）୕原  真⌮子：ࣘࣜ࢟ࣀ⏤᮶カ࣒ࣜ࢘࢜࢖ン⭷㍺㏦య㑇ఏ子 LtKUP2 のᶵ⬟おࡧࡼ発⌧ゎᯒ，

信州大学農学部専攻研究論文（2015）：構内  
6）西⬥  ᏹ一：ࢠࢫ⏤᮶カ࣒ࣜ࢘⭷㍺㏦యをࢻ࣮ࢥする㑇ఏ子のᶵ⬟おࡧࡼ発⌧ゎᯒ，信州大学大

学㝔農学研究⛉ಟኈ論文（2015）：構内  
7）小川  ె⧊：マ࣓ࣛࢡࢨと࢚࢞ࣄࢻンにおけるⰼのእ部ᙧែの✀㛫ᕪ␗，信州大学農学部専攻研

究論文（2015）：構内  
8）和田  ౡ一・  Ⲩ℩  ㍤ኵ：信州大学農学部 AFC 手良沢山演習林のࢧࢧ㢮にࡘい࡚のศ㢮学ⓗ᳨

ウ，信州大学農学部 AFC 報告，13：81-88（2015）：手良沢山  
9）和田  ౡ一：手良沢山演習林におけるࢣࢱࢬࢫᒓ 2 ✀のศᕸとእ部ᙧែにࡼるศ㢮学ⓗ᳨ウ，

信州大学農学部専攻研究論文（2015）：手良沢山  
10）ྜྷ田  ᝆ㔛：ᾐₕ᪉法の㐪いがマ࣮ࣗ࢟ࣜࣅࢱࢱルの㤶気とⰍに及ぼす影響，信州大学農学部

専攻研究論文（2015）：手良沢山  
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＊2015（平成 27）年度  
1）Hosoo, Y., Y. Kimura and H. Nishiwaki：Molecular cloning and analysis of a gene encoding 

two-pore potassium uptake channel from Cryptomeria japonica, Tree Biotechnology 
Conference 2015, S3.P63 （2015）：構内  

2）ሯ田  ೺太㑻・ᰰ㔝  ᪫௦・ಖᆏ  ㊰ே・小ཱྀ ずさ・井ୖ࠶   ᾴ平・山ᓊ  ♸௓・Yudong Shen・
ᏳỤ  ᜏ・田➃  㞞㐍・༙  ᬛྐ・⯪田  良：࢘ルࢩと࢜࢜ࣖマࣞンࢤの✀子を用いた⤌⧊ᇵ㣴に

➨，る᳜物య෌生ࡼ 66 ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM），A28-P-28（2016）： :西
㥖  

3）⣽ᑿ  ెᏹ・西⬥  ᏹ一：ࢠࢫの Shaker ᆺカ࣒ࣜ࢘チࣕࢿルをࢻ࣮ࢥする㑇ఏ子のゎᯒ，➨ 127
ᅇ᪥本᳃林学会大会（2016）：構内  

4）Ⲩ℩  ㍤ኵ・内田  Ὀ୕：ឡ▱┴ዟ୕Ἑおࡧࡼ長㔝┴ୗఀ㑣地ᇦにおけるࢧンカࢷࢡル（Vitis 
flexuosa）の⤖ᐇ≉ᛶの⣔⤫㛫ᕪ␗，信州大学農学部 AFC 報告，14：29-35（2016）：手良沢

山  
5）Arase, T., T. Okano and T. Uchida：Simple non-destructive field method to estimate leaf 

area of a rosette-leaved perennial, Ainsliaea apiculata, The Annals of Environmental 
Science Shinshu University, 38：25-29（2016）  

6）成℩  ⾨：中部地᪉に⮬生するマ࣓ࣛࢡࢨのⰼおࡧࡼⴥにおけるእ部ᙧែのኚ␗とࡑの地ᇦ㛫ᕪ

␗，信州大学農学部専攻研究論文（2016）：㔝㎶山  
＊2016（平成 28）年度  
1）ᘻ㛫  ᫓⳹・୕原  真⌮子・⣽ᑿ  ెᏹ：ࣘࣜ࢟ࣀにおけるカ࣒ࣜ࢘チࣕࢿル㑇ఏ子の༢㞳おࡧࡼ

ゎᯒ，➨ 6 ᅇ中部᳃林学会大会，117（2016）：構内  

2）Hosoo, Y., H. Nishiwaki：Molecular cloning and analysis of a novel gene encoding the 
potassium uptake transporter CjKUP2 in sugi (Cryptomeria japonica), Plant Biology 
Europe 2016 Congress, ID433（2016）：構内  

3）▼川  㐩ஓ・西⬥  ᏹ一・⣽ᑿ  ెᏹ：ࢠࢫにおける᪂つカ࣒ࣜ࢘トࣛンࢫポ࣮࣮ࢱ㑇ఏ子 CjKUP4
の༢㞳おࡧࡼゎᯒ，➨ 128 ᅇ᪥本᳃林学会大会，P1-235（2017）：構内  

4）ቑ田  㐶：長㔝┴に⮬生するࣖマ࢔ジ࢖ࢧの⿦㣭ⰼとⴥのᙧ㉁にࡘい࡚のኚ␗のᢕᥱ，信州大学

農学部専攻研究論文（2017）：構内  
5）ሯ田  ೺太㑻・井ୖ  ᾴ平・山ᓊ  ♸௓・ỿ  ᫟ᮾ・平㔝  ඃ・ᏳỤ  ᜏ・田➃  㞞㐍・༙  ᬛྐ・⯪

田  良：࢘ルࢩと࢜࢜ࣖマࣞンࢤの✀子を用いた⤌⧊ᇵ㣴にࡼる PEMs ㄏᑟに㛵する報告，➨

67 ᅇ᪥本木材学会大会ㅮ演せ᪨㞟（CD-ROM），A18-P1-31（2017）：西㥖  
 

պ㔝生ື物，᪻⹸生ែ等 

＊2012（平成 24）年度  
1）Koda, K., H. Nakamura：Effects of temperature on the development and survival of an 

endangered butterfly, Lycaeides argyronomon (Lepidoptera: Lycaenidae) with estimation 
of optimal and threshold temperatures using linear and nonlinear model, Entomological 
Science, 15(2)：162-170（2012）：構内  

2）Koda, K., E. Ozaki, H. Nakamura：The survival and development of Lycaeides argyronomon 
(Bergstr¦sser) (Lepidoptera: Lycaenidae) reared on ten different leguminous plants for 
searching the potential feeding habits, Lepidoptera Science, 63(4)：178-185（2012）：構

内  
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＊2013（平成 25）年度  
1）Ⲩ℩  ㍤ኵ：信州大学農学部㝃ᒓ AFC 手良沢山演習林における᭱㏆ 10 年㛫の㫽㢮┦にࡘい࡚，

信州大学農学部 AFC 報告，12：107-114（2014）：手良沢山  
2）⚟山  研஧・中村  ᐶᚿ・小林  ඖ・大▼  ⩏㝯・田中  ೺太：信州大学西㥖演習林におけるࣛࢧࢧ

➨ニ㢮のᆶ┤ศᕸと温ᬮ໬ᐇ㦂の影響，᪥本生ែ学会ࢲ 61 ᅇ大会，PA3-037（2014）：西㥖  
3）ྂᒇ  ㄹ・ᩧ⸨  㞝太・中村  ᐶᚿ・Ụ田  ្子・原  ⚽✑：中部山ᓅᇦにおける࢖ࣁマࢶを㣗ᐖす

るࢱカࢩࢿママࣂࣁࢶチ Gilpinia albiclavata のศᕸኚ㑄，信州大学農学部 AFC 報告，12：
63-73（2014）：西㥖  

4）Nakamura, H. and K. Koda： Increase in the number of Endangered Butterfly species in 
Japan from 1991 to 2012 Proceedings of International Seminar, 2013 'Endangered 
butterflies of Japan and Korea', Journal of the Faculty of Agriculture Shinshu University 
50(1,2)：23-29（2014）  

5）Ozaki E., K. Koda and H. Nakamura：Oviposition preference of adult females of Lycaeides 
argyrognomon (Bergstr¦sser) (Lepidoptera ：  Lycaenidae) for three food plants ：  
Indigofera pseudo-tinctoria, Chinese-grown Indigofera sp. and Vicia cracca. Lepidoptera 
Science 64(3)：103-107（2013）  

6）Ⱚ  ⚈太㑻・Ụ田  ្子・中村  ᐶᚿ：ᵝࠎな⸆๣ฎ⌮にࡼる࣓ࣜ࢔カࢩロࣄトࣜの㜵㝖ຠᯝにࡘ

い࡚，中部山ᓅ地ᇦ環境ኚື研究ᶵ構 2013 年度年ḟ研究報告会せ᪨㞟，94（2013）：構内  
7）Ⱚ  ⚈太㑻・Ụ田  ្子・中村  ᐶᚿ・大Ụ  ᱜ㯞・㇂ྂ  ຾ᙪ：⸆๣ฎ⌮᪉法の㐪いが࣓ࣜ࢔カࢩ

ロࣄトࣜの㜵㝖ຠᯝに及ぼす影響，信州大学農学部 AFC 報告  12：55-62 （2014）：構内  

＊2014（平成 26）年度  
1）Ⲩ℩  ㍤ኵ：信州大学農学部構内における᭱㏆ 10 年㛫の㫽㢮┦にࡘい࡚，信州大学農学部 AFC

報告，13：123-130（2015）：構内  
2） Imanishi, S.：Cuckoo parasitism to sympatric closely related hosts, Brown and Bull-headed 

Shrikes, 26th International Ornithological Congress, Poster Presentation st0429（2014）：
㔝㎶山  

＊2015（平成 27）年度  
1）Ⲩ℩  ㍤ኵ：信州大学農学部㝃ᒓ AFC 西㥖演習林の山地帯における᭱㏆ 10 年㛫の㫽㢮┦にࡘ

い࡚，信州大学農学部 AFC 報告，14：71-78（2016）：西㥖  
2）Ⲩ℩  ㍤ኵ：信州大学農学部㝃ᒓ AFC 㔝㎶山ࢫテ࣮ࣙࢩンにおける᭱㏆ 10 年㛫の㫽㢮┦にࡘ

い࡚，信州大学農学部 AFC 報告，14：79-87（2016）：㔝㎶山  
3）田中  竜太：信州大学手良沢山演習林におけるニホンジカ (Cervus nippon)の生息密度推定，信

州大学農学部専攻研究論文（2016）：手良沢山  

＊2016（平成 28）年度  
1）Funamoto, D. and S. Sugiura：Fork-tailed caterpillars bite off their long anal prolegs to 

pupate in fallen branches, Journal of Asia-Pacific Entomology, 20(2): 395̽397（2017）：西

㥖  
2）⳥ụ  㞙ே：信州大学農学部西㥖演習林における小ᆺ့ங㢮の生息≧ἣ，信州大学農学部専攻研

究論文（2017）：西㥖ࢫテ࣮ࣙࢩン  
3）小林  ెᕹ㔛：信州大学農学部構内演習林におけるカࣛ㢮のᕢ⟽にࡼる⦾Ṫ生ែ，信州大学農学

部専攻研究論文（2017）：構内  
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＊2013（平成 25）年度  
1）Ⲩ℩  ㍤ኵ：信州大学農学部㝃ᒓ AFC 手良沢山演習林における᭱㏆ 10 年㛫の㫽㢮┦にࡘい࡚，

信州大学農学部 AFC 報告，12：107-114（2014）：手良沢山  
2）⚟山  研஧・中村  ᐶᚿ・小林  ඖ・大▼  ⩏㝯・田中  ೺太：信州大学西㥖演習林におけるࣛࢧࢧ

➨ニ㢮のᆶ┤ศᕸと温ᬮ໬ᐇ㦂の影響，᪥本生ែ学会ࢲ 61 ᅇ大会，PA3-037（2014）：西㥖  
3）ྂᒇ  ㄹ・ᩧ⸨  㞝太・中村  ᐶᚿ・Ụ田  ្子・原  ⚽✑：中部山ᓅᇦにおける࢖ࣁマࢶを㣗ᐖす

るࢱカࢩࢿママࣂࣁࢶチ Gilpinia albiclavata のศᕸኚ㑄，信州大学農学部 AFC 報告，12：
63-73（2014）：西㥖  

4）Nakamura, H. and K. Koda： Increase in the number of Endangered Butterfly species in 
Japan from 1991 to 2012 Proceedings of International Seminar, 2013 'Endangered 
butterflies of Japan and Korea', Journal of the Faculty of Agriculture Shinshu University 
50(1,2)：23-29（2014）  

5）Ozaki E., K. Koda and H. Nakamura：Oviposition preference of adult females of Lycaeides 
argyrognomon (Bergstr¦sser) (Lepidoptera ：  Lycaenidae) for three food plants ：  
Indigofera pseudo-tinctoria, Chinese-grown Indigofera sp. and Vicia cracca. Lepidoptera 
Science 64(3)：103-107（2013）  

6）Ⱚ  ⚈太㑻・Ụ田  ្子・中村  ᐶᚿ：ᵝࠎな⸆๣ฎ⌮にࡼる࣓ࣜ࢔カࢩロࣄトࣜの㜵㝖ຠᯝにࡘ

い࡚，中部山ᓅ地ᇦ環境ኚື研究ᶵ構 2013 年度年ḟ研究報告会せ᪨㞟，94（2013）：構内  
7）Ⱚ  ⚈太㑻・Ụ田  ្子・中村  ᐶᚿ・大Ụ  ᱜ㯞・㇂ྂ  ຾ᙪ：⸆๣ฎ⌮᪉法の㐪いが࣓ࣜ࢔カࢩ

ロࣄトࣜの㜵㝖ຠᯝに及ぼす影響，信州大学農学部 AFC 報告  12：55-62 （2014）：構内  

＊2014（平成 26）年度  
1）Ⲩ℩  ㍤ኵ：信州大学農学部構内における᭱㏆ 10 年㛫の㫽㢮┦にࡘい࡚，信州大学農学部 AFC

報告，13：123-130（2015）：構内  
2） Imanishi, S.：Cuckoo parasitism to sympatric closely related hosts, Brown and Bull-headed 

Shrikes, 26th International Ornithological Congress, Poster Presentation st0429（2014）：
㔝㎶山  

＊2015（平成 27）年度  
1）Ⲩ℩  ㍤ኵ：信州大学農学部㝃ᒓ AFC 西㥖演習林の山地帯における᭱㏆ 10 年㛫の㫽㢮┦にࡘ

い࡚，信州大学農学部 AFC 報告，14：71-78（2016）：西㥖  
2）Ⲩ℩  ㍤ኵ：信州大学農学部㝃ᒓ AFC 㔝㎶山ࢫテ࣮ࣙࢩンにおける᭱㏆ 10 年㛫の㫽㢮┦にࡘ

い࡚，信州大学農学部 AFC 報告，14：79-87（2016）：㔝㎶山  
3）田中  竜太：信州大学手良沢山演習林におけるニホンジカ (Cervus nippon)の生息密度推定，信

州大学農学部専攻研究論文（2016）：手良沢山  

＊2016（平成 28）年度  
1）Funamoto, D. and S. Sugiura：Fork-tailed caterpillars bite off their long anal prolegs to 

pupate in fallen branches, Journal of Asia-Pacific Entomology, 20(2): 395̽397（2017）：西

㥖  
2）⳥ụ  㞙ே：信州大学農学部西㥖演習林における小ᆺ့ங㢮の生息≧ἣ，信州大学農学部専攻研

究論文（2017）：西㥖ࢫテ࣮ࣙࢩン  
3）小林  ెᕹ㔛：信州大学農学部構内演習林におけるカࣛ㢮のᕢ⟽にࡼる⦾Ṫ生ែ，信州大学農学

部専攻研究論文（2017）：構内  
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4）田中  竜太・高畠  千尋・瀧井  暁子・泉山  茂之：信州大学手良沢山演習林における REM 法を

用いたニホンジカ（Cervus nippon）の生息密度推定，信州大学農学部 AFC 報告，15：55-60
（2017）：手良沢山  

 
⑪農業気象，農地整備，農村計画等 

＊2012（平成 24）年度  

1）松嶋  さくら：地温プロフィル土壌面蒸発モデルのマルチ施用畑への適用，信州大学農学部専攻

研究論文（2013）：構内  
＊2013（平成 25）年度  

1）神崎いずみ：砂塵抑制資材が作物の生長と土壌環境に及ぼす影響，信州大学農学部専攻研究論

文（2014）：構内  
＊2014（平成 26）年度  

1）橋本  真之：地温土壌面蒸発モデルの畑地と平地林への適用，信州大学農学部専攻研究論文

（2015）：構内  
2）小寺  将太：カンテン残渣の添加が砂塵となる土粒の減少に及ぼす影響，信州大学農学部専攻研

究論文（2015）：構内  
3）鈴木  純・星川  和俊・神崎  いずみ：松本盆地南西部の畑地帯の砂塵を抑制する被覆材，農業農

村工学会誌，82(12):35-40（2015）：構内  
4）高原  一真：地温土壌面蒸発モデルのポットへの適用，信州大学農学部専攻研究論文（2015）：

構内  
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㈨ᩱ㸴㸬₇⩦ᯘࡢẼ㇟࡟㛵ࡿࡍゎㄝ�

(1) ఩⨨，地ᙧと気象  

� 㸿㹄㹁のྛステーションࡣ，㛗野┴の中～༡部に఩⨨࠸࡚ࡋるࠋそのࡺࢃ࠸，ࡵࡓ

る中ኸ㧗地の≉ᚩⓗ࡞気象⎔ቃࢆ࿊ࡋ，ኴᖹὒᓊࡸ日ᮏᾏᓊのపᖹ地とẚ㍑࡚ࡋ，一

⯡にձ㝆Ỉ㔞ࡀᑡ࠸࡞，ղ気 ࡀప࠸，ճ‵ᗘࡀప࠸，とࢀࡉるࡽࢀࡇࠋの中ኸ㧗地

の気象⎔ቃの≉ᛶࡣ，೫西㢼のᙳ㡪ཷࢆける地ᇦ࡛ࡾ࠶，㢼ୖに㣕㦌山⬦（北アルプ

ス），஌㠡ⅆ山ิ（஌㠡，ᚚᕌ）および木᭮山⬦（中ኸアルプス）ࡀ఩⨨࡚ࡋ，大気ሢ

日ࡎࡲ，ࡕࢃ࡞ࡍࠋ࠸ࡁ大ࡀとのᙳ㡪ࡇるࡍに฿᮶ࡕのࡓ⤒ࢆと下㝆᪼ୖ࡞ᶵᲔⓗࡀ

ᮏᾏࢆ྿㏦ࡓࡋ೫西㢼のᙳ㡪ཷࢆけࡓ気ሢࡣ，ิᓥに฿㐩࡚ࡋ山ሢに⮳るとᚋ⥆の気

ሢにᚋᢲ࡚ࢀࡉࡋᶵᲔⓗに山ሢにἢࡍ᪼ୖ࡚ࡗるࡇࠋのୖ᪼過⛬࡛気ሢの気 ࡣప下

ࡉの結果気ሢの内部にໟྵࡇ，ࡌ⏕ࢆ㣬和に⮳ると，㝆Ỉࡀᗘ‵ࠋるࡍ᪼ୖࡣᗘ‵ࡋ

下㝆࡚ࢀࡉࡋᚋ⥆の気ሢにᚋᢲ，ࡣ気ሢࡓࡗ฿にࢡーࣆ山ሢのࠋるࡍῶᑡࡣるỈ㔞ࢀ

信州大学伊那ࠋるࡍప下ࡣᗘ‵ࡋ᪼ୖࡀ 気ࡣ࡛⛬下㝆の過࡞ᶵᲔⓗ，ࡣ気ሢࠋるࡍ

࢟ࣕンࣃスの఩⨨と⦪᩿ࡓࡋ♧ࢆᅗ㸫ϭ㸫1 のとおࡾ，西ࡽ࠿伊那に฿㐩ࡍる࡛ࡲに

AFCࠋる࠿ࢃࡀとࡇる࠼㉸ࢆࢡーࣆのࡶࡘࡃ࠸ のྛステーションに฿㐩ࡍる気ሢࡣ，

ୖ㏙のᶵᲔⓗ᪼ୖ࡞と下㝆ࡾ⧞ࢆ㏉࡚ࡋ，結果と࡚ࡋ中ኸ㧗地に一ᖏにୖࡣグのձ～

ճのよ࡞࠺気象⎔ቃࡀᙧᡂࢀࡉるࠋAFC ྛステーションࡇࡣのよ࡞࠺過⛬ࢆ⤒࡚ᙧᡂ

結構ୖࡣ お，中ኸ㧗地のኟᏘの気࡞ࠋる࠸࡚ࡋ⨨中ኸ㧗地≉᭷の気ೃᖏに఩ࡓࢀࡉ

1，ࡃⷧࡀと࡛✵気ࡇ࠸㧗ࡀᶆ㧗，ࡣࢀࡇࠋるࡍ᪼ ੑᙜࡾࡓの⇕ᐜ㔞ࡀ小ࡇ࠸ࡉとと，

山ሢࢆ㉸ࡓ࠼気ሢࡀ下㝆ࡍる㝿にຍᅽ࡚ࢀࡉ，気 ࡀ㧗ࡲる࠶࡛ࡽ࠿るࠋ  

 
(2) 気象ᴫ要  

� AFC のྛステーションに฿㐩ࡍる気ሢࡣ， (1)࡛㏙ࡓ࡭とおࡾᶵᲔⓗ᪼ୖ࡞と下㝆

中ኸ㧗地に一ᖏにձ㝆Ỉ㔞，࡚ࡋ結果とࡓ⤒ࢆ気 と‵ᗘのኚືࡀ気ሢࡓࡋ㏉ࡾ⧞ࢆ

ࠋる࠸࡚ࡋᙧᡂࢆ気象⎔ቃ࠸పࡀճ‵ᗘ，࠸పࡀ 気࠸࡞ղᑡ，ࡀ  

� ᅗ㸫ϭ㸫1，࡛ࡇࡇ に♧ྛࡓࢀࡉ地（西ࡽ࠿⚟井，ᯇᮏ，伊那，ᮾி）のᖹ年್ ࢆ(1

ẚࡳ࡚࡭るࠋ⾲㸫ϭ㸫1～4 伊那（A，ࢀࡒࢀそࡣ 伊那），ᯇᮏ測ೃᡤ（⌧ AMeDAS ᯇ

ᮏ），⚟井地᪉気象ྎ（AMeDAS ⚟井）ࡽ࡞びに気象庁（ᮾி）のᖹ年್࡛࠶るࡇ ࠋ

ࠋるࡳ࡚ࡋ気象要⣲ูにẚ㍑，࡚࠸ࡘにࡽࢀ  

� ձ  㝆Ỉ㔞� 年㝆Ỉ㔞ࡳࢆると，伊那： 1,421.9mm，ᯇᮏ： 1,031.0mm，⚟井：

2,237.6mm，ᮾி：1,528.8mm と࠸࡚ࡗ࡞るࠋ日ᮏᾏഃの⚟井ࡣ 11 月ࡽ࠿ 1 月の月

㝆Ỉ㔞ࡀ 200mm ௨ୖ࡛෤Ꮨの㝆Ỉ㔞ࡀከ7，ࡀ࠸ 月と 9 月ࡶ 200mm ௨ୖの㝆Ỉ㔞

と࠸࡚ࡗ࡞る࡚࡭ࡍ，࠿࡯の月࡛ 100mm ௨ୖのᖹ年್࡛࠶るࠋ  

� ղ  気�  � 年ᖹᆒ気 ࡳࢆると，伊那：11.3Υ，ᯇᮏ：11.8Υ，⚟井：14.5Υ，ᮾ

ி：15.4Υと࠸࡚ࡗ࡞るࠋᖹᆒ気 の᭱㧗月ࡣ，伊那ࡀ 8 月の 23.4Υ，ᯇᮏࡀ 8 月の
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㈨ᩱ㸴㸬₇⩦ᯘࡢẼ㇟࡟㛵ࡿࡍゎㄝ�

(1) ఩⨨，地ᙧと気象  

� 㸿㹄㹁のྛステーションࡣ，㛗野┴の中～༡部に఩⨨࠸࡚ࡋるࠋそのࡺࢃ࠸，ࡵࡓ

る中ኸ㧗地の≉ᚩⓗ࡞気象⎔ቃࢆ࿊ࡋ，ኴᖹὒᓊࡸ日ᮏᾏᓊのపᖹ地とẚ㍑࡚ࡋ，一

⯡にձ㝆Ỉ㔞ࡀᑡ࠸࡞，ղ気 ࡀప࠸，ճ‵ᗘࡀప࠸，とࢀࡉるࡽࢀࡇࠋの中ኸ㧗地

の気象⎔ቃの≉ᛶࡣ，೫西㢼のᙳ㡪ཷࢆける地ᇦ࡛ࡾ࠶，㢼ୖに㣕㦌山⬦（北アルプ

ス），஌㠡ⅆ山ิ（஌㠡，ᚚᕌ）および木᭮山⬦（中ኸアルプス）ࡀ఩⨨࡚ࡋ，大気ሢ

日ࡎࡲ，ࡕࢃ࡞ࡍࠋ࠸ࡁ大ࡀとのᙳ㡪ࡇるࡍに฿᮶ࡕのࡓ⤒ࢆと下㝆᪼ୖ࡞ᶵᲔⓗࡀ

ᮏᾏࢆ྿㏦ࡓࡋ೫西㢼のᙳ㡪ཷࢆけࡓ気ሢࡣ，ิᓥに฿㐩࡚ࡋ山ሢに⮳るとᚋ⥆の気

ሢにᚋᢲ࡚ࢀࡉࡋᶵᲔⓗに山ሢにἢࡍ᪼ୖ࡚ࡗるࡇࠋのୖ᪼過⛬࡛気ሢの気 ࡣప下

ࡉの結果気ሢの内部にໟྵࡇ，ࡌ⏕ࢆ㣬和に⮳ると，㝆Ỉࡀᗘ‵ࠋるࡍ᪼ୖࡣᗘ‵ࡋ

下㝆࡚ࢀࡉࡋᚋ⥆の気ሢにᚋᢲ，ࡣ気ሢࡓࡗ฿にࢡーࣆ山ሢのࠋるࡍῶᑡࡣるỈ㔞ࢀ

信州大学伊那ࠋるࡍప下ࡣᗘ‵ࡋ᪼ୖࡀ 気ࡣ࡛⛬下㝆の過࡞ᶵᲔⓗ，ࡣ気ሢࠋるࡍ

࢟ࣕンࣃスの఩⨨と⦪᩿ࡓࡋ♧ࢆᅗ㸫ϭ㸫1 のとおࡾ，西ࡽ࠿伊那に฿㐩ࡍる࡛ࡲに

AFCࠋる࠿ࢃࡀとࡇる࠼㉸ࢆࢡーࣆのࡶࡘࡃ࠸ のྛステーションに฿㐩ࡍる気ሢࡣ，

ୖ㏙のᶵᲔⓗ᪼ୖ࡞と下㝆ࡾ⧞ࢆ㏉࡚ࡋ，結果と࡚ࡋ中ኸ㧗地に一ᖏにୖࡣグのձ～

ճのよ࡞࠺気象⎔ቃࡀᙧᡂࢀࡉるࠋAFC ྛステーションࡇࡣのよ࡞࠺過⛬ࢆ⤒࡚ᙧᡂ

結構ୖࡣ お，中ኸ㧗地のኟᏘの気࡞ࠋる࠸࡚ࡋ⨨中ኸ㧗地≉᭷の気ೃᖏに఩ࡓࢀࡉ

1，ࡃⷧࡀと࡛✵気ࡇ࠸㧗ࡀᶆ㧗，ࡣࢀࡇࠋるࡍ᪼ ੑᙜࡾࡓの⇕ᐜ㔞ࡀ小ࡇ࠸ࡉとと，

山ሢࢆ㉸ࡓ࠼気ሢࡀ下㝆ࡍる㝿にຍᅽ࡚ࢀࡉ，気 ࡀ㧗ࡲる࠶࡛ࡽ࠿るࠋ  

 
(2) 気象ᴫ要  

� AFC のྛステーションに฿㐩ࡍる気ሢࡣ， (1)࡛㏙ࡓ࡭とおࡾᶵᲔⓗ᪼ୖ࡞と下㝆

中ኸ㧗地に一ᖏにձ㝆Ỉ㔞，࡚ࡋ結果とࡓ⤒ࢆ気 と‵ᗘのኚືࡀ気ሢࡓࡋ㏉ࡾ⧞ࢆ

ࠋる࠸࡚ࡋᙧᡂࢆ気象⎔ቃ࠸పࡀճ‵ᗘ，࠸పࡀ 気࠸࡞ղᑡ，ࡀ  

� ᅗ㸫ϭ㸫1，࡛ࡇࡇ に♧ྛࡓࢀࡉ地（西ࡽ࠿⚟井，ᯇᮏ，伊那，ᮾி）のᖹ年್ ࢆ(1

ẚࡳ࡚࡭るࠋ⾲㸫ϭ㸫1～4 伊那（A，ࢀࡒࢀそࡣ 伊那），ᯇᮏ測ೃᡤ（⌧ AMeDAS ᯇ

ᮏ），⚟井地᪉気象ྎ（AMeDAS ⚟井）ࡽ࡞びに気象庁（ᮾி）のᖹ年್࡛࠶るࡇ ࠋ

ࠋるࡳ࡚ࡋ気象要⣲ูにẚ㍑，࡚࠸ࡘにࡽࢀ  

� ձ  㝆Ỉ㔞� 年㝆Ỉ㔞ࡳࢆると，伊那： 1,421.9mm，ᯇᮏ： 1,031.0mm，⚟井：

2,237.6mm，ᮾி：1,528.8mm と࠸࡚ࡗ࡞るࠋ日ᮏᾏഃの⚟井ࡣ 11 月ࡽ࠿ 1 月の月

㝆Ỉ㔞ࡀ 200mm ௨ୖ࡛෤Ꮨの㝆Ỉ㔞ࡀከ7，ࡀ࠸ 月と 9 月ࡶ 200mm ௨ୖの㝆Ỉ㔞

と࠸࡚ࡗ࡞る࡚࡭ࡍ，࠿࡯の月࡛ 100mm ௨ୖのᖹ年್࡛࠶るࠋ  

� ղ  気�  � 年ᖹᆒ気 ࡳࢆると，伊那：11.3Υ，ᯇᮏ：11.8Υ，⚟井：14.5Υ，ᮾ

ி：15.4Υと࠸࡚ࡗ࡞るࠋᖹᆒ気 の᭱㧗月ࡣ，伊那ࡀ 8 月の 23.4Υ，ᯇᮏࡀ 8 月の
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24.7Υ，⚟井ࡀ 8 月の 27.2Υ，ᮾிࡀ 8 月の 26.4Υ࡛࠶るࠋ日᭱㧗気 ࡣ，伊那ࡀ 8

月の 29.5Υ，ᯇᮏࡀ 8 月の 31.1Υ，⚟井ࡀ 8 月の 31.8Υ，ᮾிࡀ 8 月の 30.8Υ࡛࠶

るࠋ日᭱ప気 ࡣ，伊那ࡀ 1 月の -6.8Υ，ᯇᮏࡀ 1 月の -5.2Υ，⚟井ࡀ 1 月の 0.3Υ，

ᮾிࡀ 1 月の 0.9Υ࡛࠶るࠋ  

� ճ  ‵� ᗘ� ‵ᗘࡣ測ೃᡤ௨ୖのୖ⣭ᐁ⨫にお࡚࠸観測࡚ࢀࡉおࡾ，AMeDAS ࡣ࡛

観測࠸࡞࠸࡚ࢀࡉの࡛，伊那௨እࢆẚ㍑ࡍるࠋ年ᖹᆒの‵ᗘ（┦ᑐ‵ᗘ）ࡣ，ᯇᮏ：

68.0%，⚟井：75.0%，ᮾி：65.0%࡛࠶るࡓࡲࠋ，大気中のỈ⵨気ศᅽ（年ᖹᆒ）ࡣ，

ᯇᮏ：10.9hPa，⚟井：13.8hPa，ᮾி：13.2hPa ࠋる࠶࡛  

� մ  㢼� ἣ� 㢼ἣと࡚ࡋ年ᖹᆒ㢼㏿と年㛫᭱ከ㢼ྥࢆẚ㍑ࡍるࠋ伊那ࡣ，年ᖹᆒ㢼㏿

ࡀ 2.9m/s ࡛᭱ከ㢼ྥࡣ༡༡西，ᯇᮏࡣ 2.3m/s ࡛北，⚟井ࡣ 2.8m/s ࡛༡，ᮾிࡣ 2.9m/s

࡛北北ᮾ࡛࠶るࠋ  

� ୖグձ～մに♧ࡓࢀࡉᖹ年್ࡽ࠿，伊那ࡣ௚地༊とẚ㍑࡚ࡋ㝆Ỉ㔞ࡀከࡃ，気 ࡣ

పࡃ，‵ᗘ（Ỉ⵨気ᅽࠊᯇᮏ）ࡣపࡇ࠸と࠿ࢃࡀるࡓࡲࠋ，伊那の年ᖹᆒ気 ࡀ⚟井

よࡾ 3.2Υ，ᮾிよࡾ 4.1Υప࠸一᪉࡛，8 月の᭱㧗気 のᖹᆒ್ࡣ，伊那の 29.5Υに

ᑐ࡚ࡋ⚟井ࡀ 31.8Υ࡛ 2.3Υ，ᮾிࡀ 30.8Υ࡛ 1.3Υのᕪにと࠸࡚ࡗࡲ࡝るࠋ  

 

 

 

 

 

 

ᅗ㸫ϭ㸫1� 伊那࢟ࣕンࣃス（構内ステーション）の఩⨨および⦪᩿ᅗ�
�⦪᩿ᅗにࡣ⤒ᗘの➼࠸ࡋ㒔市ࢆグධࠋ構内ステーションࡣ伊那 C とグ㍕��

�

伊那 C●� �  

 

西駒 S●� �  

 

手良沢山ە S�  

 

野辺山ە S�  
 

伊那 C●� �  

西駒 S●� �  
 

野辺山ە S�  
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⾲㸫ϭ㸫2� AMeDAS ᯇᮏのᖹ年್ 1) 

⾲㸫ϭ㸫1� AMeDAS 伊那のᖹ年್  

1993，ࡋࡔࡓ） 年ࡽ࠿ 2010 年の⤫ィ値）1) 

⾲㸫ϭ㸫3� ⚟井地᪉気象ྎのᖹ年್ 1) 

⾲㸫ϭ㸫4� 気象庁（ᮾி）のᖹ年್ 1) 

要素 降水量(mm) 気温(℃) 蒸気圧(hPa) 湿度(%) 風速(m/s) 風向

月 合計 平均 日最高 日最低 平均 平均 平均 最多風向

1月 53.2 -1.1 4.6 -6.8 － － 2.9 南南西

2月 62.4 0 6.1 -6.1 － － 3 南南西

3月 125.5 3.8 10.4 -2.3 － － 3.4 南南西

4月 108.3 10.1 17.1 3.1 － － 3.7 南南西

5月 158.6 15.4 21.8 9.5 － － 3.4 南南西

6月 193.8 19.2 24.8 14.5 － － 2.9 南南西

7月 187.5 22.7 28 18.5 － － 2.8 南南西

8月 133.6 23.4 29.5 19 － － 2.5 南南西

9月 169.9 19.5 25.2 15 － － 2.4 北北東

10月 138.2 13.1 19.4 7.7 － － 2.4 南南西

11月 93.9 6.7 13.3 0.9 － － 2.5 南南西

12月 53.2 1.6 7.6 -3.7 － － 2.7 南南西

年 1421.9 11.3 17.4 5.8 － － 2.9 南南西

伊那　（1993～2010年）

要素 降水量(mm) 蒸気圧(hPa) 湿度(%) 風速(m/s) 風向

1月 35.9 -0.4 5.0 -5.2 4.0 67.0 2.2 北
2月 43.5 0.2 6.0 -4.8 4.1 66.0 2.2 北
3月 79.6 3.9 10.5 -1.5 5.1 64.0 2.5 北
4月 75.3 10.6 17.8 4.1 7.4 59.0 2.7 北
5月 100.0 16.0 22.9 9.9 10.9 62.0 2.7 北
6月 125.7 19.9 26.0 14.9 15.8 70.0 2.2 北北西
7月 138.4 23.6 29.4 19.2 20.6 72.0 2.3 南
8月 92.1 24.7 31.1 20.2 21.5 71.0 2.3 北
9月 155.6 20.0 25.7 15.9 17.5 75.0 2.1 北北西
10月 101.9 13.2 19.3 8.4 11.4 75.0 1.9 北
11月 54.9 7.4 13.6 2.1 7.3 71.0 2.2 北
12月 28.1 2.3 8.0 -2.7 5.0 69.0 2.2 北

年 1031.0 11.8 17.9 6.7 10.9 68.0 2.3 北

最多風向平均

松本　（1981～2010年）

月 平均 平均

気温(℃)

合計 平均 日最高 日最低

要素 降水量(mm) 蒸気圧(hPa) 湿度(%) 風速(m/s) 風向

1月 284.8 3 6.5 0.3 6.2 81 2.6 南
2月 169.7 3.4 7.4 0.1 6.1 78 2.8 南
3月 156.8 6.8 11.5 2.5 7.1 72 3 北北西
4月 127.3 12.8 18.1 7.8 9.9 67 3.1 南
5月 146.2 17.7 22.7 13.1 13.7 69 3.1 南
6月 166.5 21.6 26 17.9 18.9 74 2.7 北北西
7月 233.4 25.6 29.7 22.2 24.5 76 2.6 南
8月 127.6 27.2 31.8 23.4 25.6 72 2.8 南
9月 202.3 22.7 27.3 19.1 21 76 2.7 南
10月 144.9 16.6 21.6 12.5 14.4 76 2.5 南
11月 205.3 11 15.7 6.9 10.2 78 2.6 南
12月 272.9 5.9 9.9 2.6 7.5 80 2.7 南

年 2237.6 14.5 19 10.7 13.8 75 2.8 南

福井　（1981～2010年）

月

気温(℃)

合計 平均 日最高 日最低 平均 平均 平均 最多風向

要素 降水量(mm) 蒸気圧(hPa) 湿度(%) 風速(m/s) 風向

1月 52.3 5.2 9.6 0.9 4.5 52.0 2.7 北北西
2月 56.1 5.7 10.4 1.7 4.8 53.0 3.1 北北西
3月 117.5 8.7 13.6 4.4 6.4 56.0 3.2 北北西
4月 124.5 13.9 19.0 9.4 9.9 62.0 3.2 北北西
5月 137.8 18.2 22.9 14.0 14.0 69.0 3.0 南西
6月 167.7 21.4 25.5 18.0 18.8 75.0 2.8 南西
7月 153.5 25.0 29.2 21.8 24.2 77.0 3.3 南西
8月 168.2 26.4 30.8 23.0 25.3 73.0 3.0 南西
9月 209.9 22.8 26.9 19.7 20.8 75.0 2.6 北北西
10月 197.8 17.5 21.5 14.2 14.0 68.0 2.6 北北西
11月 92.5 12.1 16.3 8.3 9.3 65.0 2.5 北北西
12月 51.0 7.6 11.9 3.5 5.8 56.0 2.7 北北西
年 1528.8 15.4 19.8 11.6 13.2 65.0 2.9 北北西

平均 最多風向

東京　（1981～2010年）

月 平均 平均

気温(℃)

合計 平均 日最高 日最低
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⾲㸫ϭ㸫2� AMeDAS ᯇᮏのᖹ年್ 1) 

⾲㸫ϭ㸫1� AMeDAS 伊那のᖹ年್  

1993，ࡋࡔࡓ） 年ࡽ࠿ 2010 年の⤫ィ値）1) 

⾲㸫ϭ㸫3� ⚟井地᪉気象ྎのᖹ年್ 1) 

⾲㸫ϭ㸫4� 気象庁（ᮾி）のᖹ年್ 1) 

要素 降水量(mm) 気温(℃) 蒸気圧(hPa) 湿度(%) 風速(m/s) 風向

月 合計 平均 日最高 日最低 平均 平均 平均 最多風向

1月 53.2 -1.1 4.6 -6.8 － － 2.9 南南西

2月 62.4 0 6.1 -6.1 － － 3 南南西

3月 125.5 3.8 10.4 -2.3 － － 3.4 南南西

4月 108.3 10.1 17.1 3.1 － － 3.7 南南西

5月 158.6 15.4 21.8 9.5 － － 3.4 南南西

6月 193.8 19.2 24.8 14.5 － － 2.9 南南西

7月 187.5 22.7 28 18.5 － － 2.8 南南西

8月 133.6 23.4 29.5 19 － － 2.5 南南西

9月 169.9 19.5 25.2 15 － － 2.4 北北東

10月 138.2 13.1 19.4 7.7 － － 2.4 南南西

11月 93.9 6.7 13.3 0.9 － － 2.5 南南西

12月 53.2 1.6 7.6 -3.7 － － 2.7 南南西

年 1421.9 11.3 17.4 5.8 － － 2.9 南南西

伊那　（1993～2010年）

要素 降水量(mm) 蒸気圧(hPa) 湿度(%) 風速(m/s) 風向

1月 35.9 -0.4 5.0 -5.2 4.0 67.0 2.2 北
2月 43.5 0.2 6.0 -4.8 4.1 66.0 2.2 北
3月 79.6 3.9 10.5 -1.5 5.1 64.0 2.5 北
4月 75.3 10.6 17.8 4.1 7.4 59.0 2.7 北
5月 100.0 16.0 22.9 9.9 10.9 62.0 2.7 北
6月 125.7 19.9 26.0 14.9 15.8 70.0 2.2 北北西
7月 138.4 23.6 29.4 19.2 20.6 72.0 2.3 南
8月 92.1 24.7 31.1 20.2 21.5 71.0 2.3 北
9月 155.6 20.0 25.7 15.9 17.5 75.0 2.1 北北西
10月 101.9 13.2 19.3 8.4 11.4 75.0 1.9 北
11月 54.9 7.4 13.6 2.1 7.3 71.0 2.2 北
12月 28.1 2.3 8.0 -2.7 5.0 69.0 2.2 北

年 1031.0 11.8 17.9 6.7 10.9 68.0 2.3 北

最多風向平均

松本　（1981～2010年）

月 平均 平均

気温(℃)

合計 平均 日最高 日最低

要素 降水量(mm) 蒸気圧(hPa) 湿度(%) 風速(m/s) 風向

1月 284.8 3 6.5 0.3 6.2 81 2.6 南
2月 169.7 3.4 7.4 0.1 6.1 78 2.8 南
3月 156.8 6.8 11.5 2.5 7.1 72 3 北北西
4月 127.3 12.8 18.1 7.8 9.9 67 3.1 南
5月 146.2 17.7 22.7 13.1 13.7 69 3.1 南
6月 166.5 21.6 26 17.9 18.9 74 2.7 北北西
7月 233.4 25.6 29.7 22.2 24.5 76 2.6 南
8月 127.6 27.2 31.8 23.4 25.6 72 2.8 南
9月 202.3 22.7 27.3 19.1 21 76 2.7 南
10月 144.9 16.6 21.6 12.5 14.4 76 2.5 南
11月 205.3 11 15.7 6.9 10.2 78 2.6 南
12月 272.9 5.9 9.9 2.6 7.5 80 2.7 南

年 2237.6 14.5 19 10.7 13.8 75 2.8 南

福井　（1981～2010年）

月

気温(℃)

合計 平均 日最高 日最低 平均 平均 平均 最多風向

要素 降水量(mm) 蒸気圧(hPa) 湿度(%) 風速(m/s) 風向

1月 52.3 5.2 9.6 0.9 4.5 52.0 2.7 北北西
2月 56.1 5.7 10.4 1.7 4.8 53.0 3.1 北北西
3月 117.5 8.7 13.6 4.4 6.4 56.0 3.2 北北西
4月 124.5 13.9 19.0 9.4 9.9 62.0 3.2 北北西
5月 137.8 18.2 22.9 14.0 14.0 69.0 3.0 南西
6月 167.7 21.4 25.5 18.0 18.8 75.0 2.8 南西
7月 153.5 25.0 29.2 21.8 24.2 77.0 3.3 南西
8月 168.2 26.4 30.8 23.0 25.3 73.0 3.0 南西
9月 209.9 22.8 26.9 19.7 20.8 75.0 2.6 北北西
10月 197.8 17.5 21.5 14.2 14.0 68.0 2.6 北北西
11月 92.5 12.1 16.3 8.3 9.3 65.0 2.5 北北西
12月 51.0 7.6 11.9 3.5 5.8 56.0 2.7 北北西
年 1528.8 15.4 19.8 11.6 13.2 65.0 2.9 北北西

平均 最多風向

東京　（1981～2010年）

月 平均 平均

気温(℃)

合計 平均 日最高 日最低
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資料７．演習林に関する主要論文リスト 

� 演習林ࡣ，ᵝ࡞ࠎᩍ⫱・◊✲ࢆ㐙⾜するࡵࡓのフィールドとࡋてά用ࢀࡉ，ಶࠎの

ᩍ⫱ࡀ✲◊ࡸより෇⁥に実⾜ࢀࡉるよᩚ࠺ഛࢆ㐍ࡵるの࡛࠶るࡣ࡛ࡇࡇࠋ，フィール

ド利用において有用࡞ㄽᩥࢆ，௨ୗに記すࠋ  
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資料７．演習林に関する主要論文リスト 

� 演習林ࡣ，ᵝ࡞ࠎᩍ⫱・◊✲ࢆ㐙⾜するࡵࡓのフィールドとࡋてά用ࢀࡉ，ಶࠎの

ᩍ⫱ࡀ✲◊ࡸより෇⁥に実⾜ࢀࡉるよᩚ࠺ഛࢆ㐍ࡵるの࡛࠶るࡣ࡛ࡇࡇࠋ，フィール

ド利用において有用࡞ㄽᩥࢆ，௨ୗに記すࠋ  
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資料８．製材所設備一覧 

 
製材所（木材加工実験室）では，送材車付き製材機のように丸太材を挽くことがで

きる大型の木工機械から，糸鋸のように繊細な切削ができる小型の機械まで各種器機

が備えられている。これら器機によって，教育，研究，社会貢献のそれぞれの場面に

おける一連の木材加工を行なうことが可能となっている。具体的には以下の加工機材

を有する。  

 
①製材機（送材車付帯鋸盤）1 台：教育面では木材工学演習において丸太材をたいこ

材にしてベンチ部材を作製し，研究面では自由な木取りが行なえることから，樹幹

内の材質調査等に活用。  

②帯鋸盤 2 台：1 台は，鋸刃の幅が広く直線挽き用で，もう一方は曲がり挽き用。教

育面では木材科学演習における試験体作製等，研究面では高温セット材の断面内強

度分布特性のための JIS 試験体作製等に使用。  

③小型帯鋸盤 3 台：教育面では木材科学演習用ブロック片作製，研究面では引張試験

体作製等に使用。また，AFC 祭における木工教室においても活用。  

④横切盤 2 台：もっとも使用頻度の高い機械。1 台は片振れ，もう 1 台は両振れで，

教育面では木材科学演習における試験体作製等，研究面ではデンドロクロノロジー

用試験体作製，せん断試験体作製等に利用。  

⑤昇降盤 1 台：教育面・研究面において JIS 曲げ試験体作製等，汎用性が高い機械。 

⑥軸傾斜盤 1 台：パネル切削等の特殊な用途に利用。  

⑦手押かんな盤 2 台：精密仕上げと粗仕上げ用を有する。各種材料の仕上げや，直角

を出すために使用。  

⑧自動かんな盤 1 台（仕上げ用）：教育面では木材工学演習用資材，木材科学演習用試

験体等の仕上げに使用。  

⑨小型自動かんな盤 1 台：木材工学演習など小さい部材の仕上げ用に使用。  

⑩糸鋸盤 3 台：AFC 祭における木工教室等木工細工に使用。  

⑪スライド丸鋸 2 台（1 台はスライドで少し小さめ，もう 1 台は固定で大きめ）：柱材

の長さをそろえるために使用。教育面では木材工学演習，研究面では柱材の応力解

放測定用試験体の切削などに利用。  

⑫卓上丸鋸 1 台：小物の切削用。補完的に使用。  

⑬ベルトサンダー2 台：大型（円盤）と小型（実効幅 8cm 程度）の 2 台を有する。教

育面では木材科学演習における観察面の仕上げ，研究面では年輪観察のための仕上

げなどに使用。  
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資料９．演習林教職員の配置数の推移 

 
演習林設置後，1950（昭和 25）年度から平成 29 年度にいたる教職員数の推移を表

－M－1 に示した。第 1 次計画が立てられるまでの間，演習林を担当する教職員の充

実が進み，1968（昭和 43）年度において教員 3，事務員 2，技術職員 4 の計 9 名の体

制となった。その後，教員および事務員の員数に大きな変化はないが，技術職員の員

数は第 2 次計画期間の 1975（昭和 50）年度まで増加したが（13 名），その後，減少

が続いてきた。2017（平成 29）年度現在，教員 4（主事および担当教員 2，支援教員

2），事務員 2，技術職員 3（うち 1 は研究推進支援員）の計 9 名となっている。  

 
表－M－1 演習林担当教職員数の推移  

 

教員

職員 補佐員 計 専任 支援 職員 補佐員 計

Ｓ25 2 2 63 2 2 5 4 9

26 2 2 Ｈ1 2 2 4 4 8

27 1 2 2 第５次 2 2 2 4 4 8

28 1 2 2 3 2 2 4 4 8

29 1 2 2 4 2 2 4 4 8

30 1 2 2 5 2 2 3 4 7

31 1 1 1 6 2 2 3 4 7

32 1 1 1 第６次 7 2 2 3 3 6

33 1 1 1 8 2 2 3 3 6

34 1 1 2 2 9 2 2 2 3 5

35 1 1 3 3 10 2 2 2 3 5

36 2 1 3 3 11 2 2 2 3 5

37 2 2 4 4 第７次 12 2 2 2 3 5 事務長廃止

38 2 2 1 3 4 13 2 2 2 3 5

39 2 2 1 3 4 14 3 2 2 3 5 センター化

40 2 2 1 3 4 15 3 2 2 3 5

41 2 2 1 3 4 16 3 2 2 3 5

42 2 2 1 3 4 第８次 17 3 2 2 3 5

43 3 2 3 1 4 18 3 2 2 3 5

44 3 2 3 5 8 19 3 2 2 3 5

第１次 45 3 2 4 4 8 20 3 2 2 3 5

46 3 2 5 2 7 21 3 2 2 3 5

47 3 2 5 6 11 第９次 22 3 2 2 2 4

48 3 2 6 5 11 事務長制 23 3 2 2 2 4

49 3 2 6 6 12 24 3 2 2 2 4

第２次 50 3 2 6 7 13 25 3 2 2 2 4

51 3 2 5 7 12 26 2 2 2 1 3 共同利用拠点化

52 3 2 5 6 11 第10次 27 3 2 2 1 3 農学部改組

53 3 2 6 4 10 28 3 2 2 1* 3

54 3 2 6 4 10 29 2 2 2 2 1* 3 ＡＦＣ改組

第３次 55 2 2 6 4 10 * 研究推進支援員（教育関係共同利用拠点に対応）

56 2 2 6 4 10 H26年度：山岳科学研究所への異動により教員減（-1）

57 2 2 6 4 10 H27年度：教育関係共同利用拠点化により教員採用（+1）

58 2 2 6 4 10 農学部改組後はAFC教員廃止（職務上の専任の位置づけ）

59 2 2 5 5 10 平成27年度以降の専任は主事および担当教員

第４次 60 2 2 5 5 10

61 2 2 5 4 9

62 2 2 5 4 9

技術職員
備考

技術職員
備考 計画 年度計画 年度 教員 事務 事務
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数は第 2 次計画期間の 1975（昭和 50）年度まで増加したが（13 名），その後，減少

が続いてきた。2017（平成 29）年度現在，教員 4（主事および担当教員 2，支援教員

2），事務員 2，技術職員 3（うち 1 は研究推進支援員）の計 9 名となっている。  

 
表－M－1 演習林担当教職員数の推移  

 

教員

職員 補佐員 計 専任 支援 職員 補佐員 計

Ｓ25 2 2 63 2 2 5 4 9

26 2 2 Ｈ1 2 2 4 4 8

27 1 2 2 第５次 2 2 2 4 4 8

28 1 2 2 3 2 2 4 4 8

29 1 2 2 4 2 2 4 4 8

30 1 2 2 5 2 2 3 4 7

31 1 1 1 6 2 2 3 4 7

32 1 1 1 第６次 7 2 2 3 3 6

33 1 1 1 8 2 2 3 3 6

34 1 1 2 2 9 2 2 2 3 5

35 1 1 3 3 10 2 2 2 3 5

36 2 1 3 3 11 2 2 2 3 5

37 2 2 4 4 第７次 12 2 2 2 3 5 事務長廃止

38 2 2 1 3 4 13 2 2 2 3 5

39 2 2 1 3 4 14 3 2 2 3 5 センター化

40 2 2 1 3 4 15 3 2 2 3 5

41 2 2 1 3 4 16 3 2 2 3 5

42 2 2 1 3 4 第８次 17 3 2 2 3 5

43 3 2 3 1 4 18 3 2 2 3 5

44 3 2 3 5 8 19 3 2 2 3 5

第１次 45 3 2 4 4 8 20 3 2 2 3 5

46 3 2 5 2 7 21 3 2 2 3 5

47 3 2 5 6 11 第９次 22 3 2 2 2 4

48 3 2 6 5 11 事務長制 23 3 2 2 2 4

49 3 2 6 6 12 24 3 2 2 2 4

第２次 50 3 2 6 7 13 25 3 2 2 2 4

51 3 2 5 7 12 26 2 2 2 1 3 共同利用拠点化

52 3 2 5 6 11 第10次 27 3 2 2 1 3 農学部改組

53 3 2 6 4 10 28 3 2 2 1* 3

54 3 2 6 4 10 29 2 2 2 2 1* 3 ＡＦＣ改組

第３次 55 2 2 6 4 10 * 研究推進支援員（教育関係共同利用拠点に対応）

56 2 2 6 4 10 H26年度：山岳科学研究所への異動により教員減（-1）

57 2 2 6 4 10 H27年度：教育関係共同利用拠点化により教員採用（+1）

58 2 2 6 4 10 農学部改組後はAFC教員廃止（職務上の専任の位置づけ）

59 2 2 5 5 10 平成27年度以降の専任は主事および担当教員

第４次 60 2 2 5 5 10

61 2 2 5 4 9

62 2 2 5 4 9

技術職員
備考

技術職員
備考 計画 年度計画 年度 教員 事務 事務

おわりに 

 

2002（平成 14）年に信州大学農学部附属農場と演習林が合体改組し，アルプス

圏フィールド科学教育研究センターとなり 16 年を経過した。この間，演習林にお

いて生産される未利用材（間伐時などに派生する末木枝状）を原料とした木質チッ

プを農場に供給し，これを畜舎の敷料として利用する資源循環の試行を開始する

など，農場と演習林との連携した取り組みが行われてきた。また，農場，演習林と

もに教育関係共同利用拠点として文部科学省から認定され，研究面のみならず，教

育面における連携の強化が求められることとなった。  
農場における計画は，年度毎に策定される計画が重要とされてきたが，一方，演

習林では長期にわたる展望を踏まえた 5 ヶ年計画に重点を置いてきた。これは対

象とする生物の寿命，さらには資源の生産に要する時間の長短の違いに起因する

ものである。しかし，このような農場と演習林との相違を乗り越え，フィールドを

管理し活用しての実践的教育・研究を行う施設であるという存在意義を共有し，

AFC としての中期計画を同一の冊子にまとめたのが，この AFC 第 1 次編成運営

計画である。未だ全体計画の内容において，少なからず未成熟さを痛感するが，こ

れを契機として互いに切磋琢磨し，農場，演習林共に充実と発展に努力することが

大切である。その成果は，第 2 次以降の運営計画に示されることになろう。  
農場と演習林は共に 1949（昭和 24）年に設置され，今年で足かけ 70 年の歴史

を刻んできた。ここに至り，はじめての農場・演習林一体としての運営計画の策定

となった。これまで蓄積されてきた有形，無形の資源を基盤として，新たな気持ち

で再出発する AFC に対し，関係各位において，今後とも変わらぬご支援をお願い

する次第である。  
 

演習林編成主査  
岡野 哲郎  
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農場第３次編成計画担当者 

 

編成主査 

濱野 光市（農場部会・主  事） 

編 成 員 

春日 重光（農場部会・センター長） 

渡邉 敬文（農場部会・支 援 教 員） 

荒瀬 輝夫（野辺山部会・主  事） 

岡部 繭子（野辺山部会・副 主 事） 

関沼 幹夫（野辺山部会・担当教員） 

齋藤  治（農場部会・技 術 職 員） 

中村  篤（農場部会・技 術 職 員） 

東  孝明（農場部会・技 術 職 員） 

杉山 大地（農場部会・技 術 職 員） 

野田 健介（農場部会・技 術 職 員） 

 

 

 

演習林第１１次編成計画担当者 

 

編成主査 

岡野 哲郎（演習林部会・支援教員） 

編 成 員 

小林 元 （演習林部会・主  事） 

白沢 紘明（演習林部会・担当教員） 

荒瀬 輝夫（演習林部会・支援教員，野辺山ステーション主事） 

木下 渉 （演習林部会・技術職員） 

野溝 幸雄（演習林部会・技術職員） 

酒井 敏信（演習林部会・研究推進支援員） 

編成協力教員 

鈴木 純 （環境共生学分野，気象担当） 

小野 裕 （環境共生学分野，地質・土壌担当） 

斎藤 仁志（環境共生学分野，路網担当） 

三木 敦朗（環境共生学分野，経緯および経営・森林認証担当） 

 

 

なお，本計画は平成 30 年 2 月 26 日開催の AFC 運営会議において承認され，同年 3 月 5 日の

農学部企画運営会議に報告された。 
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